
死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか
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平成
29年
6月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

97 9 9
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯亜
脱臼
頭部打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

公園の総
合遊具で
の遊び方
につい
て、職員
の共通理
解ができ
ていな
かった。

担当職員
全員で現
地下見を
必ず行な
い、職員
配置と子
どもの年
齢にあわ
せた動線
と遊び方
を事前に
検討す
る。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3

年齢と幼
児の発達
状況にみ
あった遊
具の選び
方ではな
かった。

園外保育
の時は、
職員で事
前下見を
行ない、
年齢と発
達状況に
合わせた
遊具を選
択する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

大型総合
遊具で遊
ぶ場合の
幼児一人
一人の発
達状況に
合わせた
遊び方を
予想でき
ていな
かった。

年齢と発
達状況に
合わせた
遊具の安
全な遊び
方につい
て、園内
研修を行
ない、職
員の共通
理解を図
る。遊具
の遊び方
につい
て、園児
にも伝え
安全に遊
ぶ指導を
行なって
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
好きで、
活発に動
いてい
る。この
日も、公
園につい
てから最
初にジャ
ングルジ
ムを登り
始めてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
他にジャ
ングルジ
ムを降り
ようとし
ていた園
児がお
り、その
子に手を
貸してい
たため、
本児に手
を差し伸
べること
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

合遊具の
他のコー
ナーつい
ていたの
で、見て
いなかっ
た。

園外保育
に出掛け
る際の公
園遊具の
遊び方を
事前に確
認すべき
であっ
た。

経験者に
とっては慣
れた公園で
あっても、
職員配置を
考え、常に
遊び方と安
全確認を事
前に行なっ
ていく。
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平成
29年
6月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

25 2 2
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上前歯外
傷性亜脱
臼

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

普段子ど
もたちが
楽しんで
いる遊び
であり、
落下する
事例がな
く、事故
の発生を
予見する
ことがで
きなかっ
た。

・職員に
事故の周
知を行な
い、子ど
もの行動
予測を職
員間で話
し合い、
これまで
以上に危
険に対す
る認識を
高め、再
発防止に
努める。
・基本的
に遊具を
使用する
場合に
は、遊具
の下だけ
でなく、
側面にも
マットを
敷くこと
を決め、
再発防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

6

・隣に置
いている
鉄棒にぶ
ら下がり
事故が起
こる可能
性を予見
する必要
があり、
待機場所
が適切で
はなかっ
たと思わ
れる。
・事故な
どが起こ
る恐れが
ないかを
事前に確
認してお
く必要が
あり、配
慮が十分
ではな
かったと
思われ
る。

・子ども
それぞれ
の年齢や
育ちを想
定し、待
機場所の
工夫、遊
び方や遊
具の状態
に応じた
環境構成
を行なっ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・待機場
所の約束
事の言葉
掛けを行
なった
が、徹底
されてい
なく援助
も十分で
はなかっ
たと思わ
れる。
・事故な
どが起こ
る恐れが
ないか事
前に確認
をして、
環境を整
える必要
があっ
た。

・子ども
たちと約
束事を再
確認し、
クラス全
員で行動
できるよ
う援助す
る。
・子ども
たちや職
員に周知
を行ない
つつ、指
導に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・クラス
全体の場
であって
も、他の
ものに興
味を持ち
やすく、
何度か声
を掛けら
れること
が普段か
ら多い。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・クラス
の子ども
たちを集
めていた
ため、少
し離れた
ところか
らの言葉
掛けを行
なう形と
なった。
・落下の
さいに
は、手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他の園
児の対応
をしてい
たため、
見ていな
かった。

・言葉掛
けはして
いたもの
の、事故
の発生を
予見する
ことがで
きず、役
割分担が
十分では
なかった
と思われ
る。
・遊び始
める段階
で、床に
マットを
敷き、安
全性を保
つべきで
あった。

・子どもた
ちの行動や
事故の予測
に対し、日
頃から職員
間で話し合
い、認識の
共有を図
り、待機場
所環境の確
認や、状況
に応じた役
割分担がで
きるよう努
める。
・遊びや子
どもの状況
に応じて、
安全面の対
応を変化し
ていけるよ
う努める。
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平成
29年
6月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

18 3 3
15.３
歳
1.男
児

施設外グラ
ウンド到着
時（バス下
車中）に、
バスのス
テップから
転落し耳か
ら出血し、
さらに肩の
痛みも訴え
ていた。バ
スに乗って
の移動と施
設外グラウ
ンドへ向か
うのは本児
にとって初
めてであっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右側鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

バスから
乗降に関
するマ
ニュアル
は有り、
職員配置
もされて
いたが転
落事故が
発生した
ために見
直しが必
要との認
識に至っ
た。

マニュア
ルにバス
乗降に関
する注意
事項をよ
り詳細に
記載し
た。さら
に、朝の
ミーティ
ングの際
に全保育
教諭へ周
知徹底し
た

1.定期的
に実施

1 ― ― ― ―

バスで降
りる場所
は、安全
な場所で
あった。
バスのス
テップに
構造上の
問題がな
かったか
見直しを
行った。

バスのス
テップの2
段目が短
くなって
いる構造
のため注
意が必要
との認識
に至っ
た。園児
を降車さ
せる際に
は、園児
に注意を
促すとと
もに、保
育教諭は
一人一人
手をつな
いで下ろ
す配慮が
必要との
認識に
至った。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バスから
子ども達
を降ろす
際の職員
の配置状
況を再確
認する必
要がある
との認識
に至っ
た。

朝のミー
ティング
でケガの
経緯とバ
ス乗降に
関する注
意事項を
全職員に
説明し
た。園児
には、ス
テップは
一段ずつ
降りるこ
とを伝え
る旨と保
育教諭は
一人一人
手をつな
いで安全
を確認し
ながら降
ろす旨の
改善点に
ついてマ
ニュアル
に追加を
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

対象クラ
スの子ど
もがうま
く整列が
出来な
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児が降
車する際
に手をつ
ないでい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が降
車する際
に手をつ
ないでい
なかっ
た。

保育教諭
は人数が
揃ってい
たが、事
故が発生
してし
まったの
で見直し
が必要と
の認識に
至った。

バスから園
児を降ろし
た後に子ど
もを見る保
育教諭の位
置とステッ
プの降車口
にいる保育
教諭との距
離が広くな
らないよう
にし、目を
離さないこ
とを保育教
諭全員で確
認した。ま
た、バスの
中にいる保
育教諭とは
声かけをし
ながら、降
ろすタイミ
ングを上手
くはかるこ
とを確認し
た。
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平成
29年
6月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

27 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

公園に着
いてから
遊ぶ範囲
や遊具を
子ども達
に伝え、
全体を見
る保育教
諭、気に
なる子に
着く保育
教諭、固
定遊具に
保育教諭
がつくよ
うにし
た。

遊び始め
る前に子
ども達全
員に遊具
の正しい
使い方を
しっかり
丁寧に伝
えてい
く。遊ん
でいる時
も危険な
行動をす
る子には
その都度
繰り返し
使い方を
伝えてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

園の鉄棒
は室内に
秋から冬
場の遊び
として取
り入れて
いた。通
年利用で
きるよう
にしてい
く必要が
あると今
回感じ
た。

鉄棒をし
ている子
どもに
「足が地
面に着く
まで手を
離さな
い」と伝
えて保育
教諭が側
で見守っ
ていた
が、転落
が起きた
時に大き
い怪我に
繋がらな
いように
保育教諭
が子ども
の体を支
えられる
ように気
を付けて
いかなけ
ればいけ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

一人の保
育教諭は
気になる
子につい
て公園内
を散策
し、一人
は固定遊
具（鉄
棒）につ
いて、一
人は全体
を見てい
た。

普段の園
生活の活
動の中で
も鉄棒を
使えるよ
うにし、
鉄棒の正
しい使い
方も指導
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
元気な様
子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒の側
で危なく
ないよう
に個別に
声かけを
していた
が、対象
児が前転
しもうす
ぐ地面に
着地する
と思った
ところ手
を放して
しまい、
体を受け
止めるこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の園児
を集め安
全確保
後、鉄棒
から落下
した対象
児の体の
様子を確
認した。

1回目は
怪我もな
く前転を
したが、
その後の
怪我であ
る。本人
の緊張感
も抜けや
れたとい
う安心が
あと少し
の所で手
を放す結
果となっ
た。

屋外の場合
マットなど
が敷いてな
くて土であ
ることも考
え、保育教
諭は鉄棒を
使う場合、
落ちたら園
児を受けら
れる体制で
いることが
必須。

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

　　　　　　　　　　特定教育・保育施設等における事故情報データベース【平成30年3月30日更新】

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等
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平成
29年
6月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

61 6 6
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕部骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルは指標
であるの
で、予測
されない
事態への
対応を心
掛ける必
要があ
る。

事故発生
後の、事
故者の異
常の確認
を十分に
行い、速
やか医療
機関との
連携を図
る。

1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

200

芝生の上
での活動
にも、転
倒時のリ
スクを配
慮して遊
ぶ必要が
ある

園庭を芝
生化して
いるが、
転倒の仕
方によっ
ては、骨
折も疑う
必要があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の転
倒後の確
認をする
が、本人
の訴え
や、異常
が発見で
きなかっ
た。

芝生の園
庭である
が、転倒
の仕方に
よっては
重大事故
になるの
で、十分
な確認が
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団の中
で元気に
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児と一
緒に受持
が、集団
でのか
けっこを
してお
り、転倒
時には園
児の確認
をする
が、異常
の訴えが
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

周囲の遊
具で遊ぶ
園児に対
応する職
員も、事
故者の転
倒の様子
を見てい
る。

園児の転
倒後の確
認をする
が、本人
の訴え
や、異常
が発見で
きなかっ
た。

転倒後は、
これまで以
上に園児の
様子を確認
する必要が
ある。
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平成
29年
6月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 21 18 20 6 6
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

―

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

不定期・
随時

1.基
準以
上配
置

新しい遊
具であっ
たため、
過去の事
故事例、
危険な使
い方の事
例など
データの
蓄積がな
かった。

同種の遊
具で過去
に保育士
が感じた
危険性な
どを事前
に共有す
る。

2.不定期
に実施

不定期・
随時

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

不定期・
随時

園庭に設
置されて
日の浅
い、新し
い遊具で
あったた
め、使用
した上で
危険と思
われる箇
所に補助
的な措置
を講ずる
ことがで
きなかっ
た。

マットを
敷く、下
を砂場に
するなど
検討中。
（現在は
一時使用
中止）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に設
置されて
日の浅
い、新し
い遊具で
あったた
め軽微で
あっても
危険な事
例を集め
るなどし
て設置場
所が適切
であるか
どうかな
どを検討
する時間
がなかっ
た。

遊具から
落下の事
故である
ため周囲
からの見
えやすさ
などを考
慮し適切
な設置場
所を検討
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

様子はい
つもと
まったく
変わりが
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
をしてい
たが途中
までしか
渡れない
子どもの
体を支え
て練習さ
せてい
た。最後
まで渡ら
せて、次
に渡ろう
としてい
る子のと
ころにい
く間に、
当該園児
がうんて
いから降
りようと
したとこ
ろで落下
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

うんてい
には１名
の職員が
ついてお
り、別の
職員はそ
れぞれ別
の場所に
いた。

園児に
とっても
慣れない
遊具で
あった。

渡る際だけ
でなく降り
る時も十分
注意するよ
う指導す
る。

1368

平成
29年
6月
30日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

83 22 26 35 5 3
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性亜
脱臼

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り、研修
も行って
いる。職
員配置に
も問題は
なかっ
た。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

今回の事
故に関し
て、施
設、設備
は全く影
響してい
ない。

再発防止
上の検討
は必要な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

くすぐる
子を止め
れなかっ
た。

全体を見
ながらふ
ざけてい
る子供が
いる時は
危険を予
測して止
めるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

廊下で他
の園児と
遊んだ
り、お迎
え対応を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当配置
場所で、
他の園児
を見守っ
ていた。

見守り、
声掛けが
不十分
だった。

子どもたち
の遊び方を
再確認して
いく。

1369

平成
29年
6月
30日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 9 19 4 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

―

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルの作成
もしてお
り、研修
も行って
いる。職
員配置に
も問題は
なかっ
た。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

今回の事
故に関し
て、施
設、設備
は全く影
響してい
ない。

再発防止
上の検討
は必要な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

小園庭に
職員が一
人配置さ
れていた
が、園児
の見守
り、声掛
け指導が
不足して
いた。

周りにも
よく目を
配り、追
いかけっ
こをする
ときには
友達を押
さないよ
う声をか
け、再発
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

小園庭で
他の園児
と一緒に
遊んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内で他
の園児を
見守って
いた。廊
下担当の
職員が本
児がケガ
をしてい
るところ
を廊下か
ら発見す
る。

見守り、
声掛けが
不十分
だった。

段差がある
ところでは
気をつける
よう声掛け
を行う。

1370

平成
29年
6月
30日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

55 4 4
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
行動や活
動時の危
険性を再
認識し、
見守りを
十分に行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

「安全点
検表」を
作成し、
毎月記録
している
が、教
育・保育
中の安全
管理に
は、施
設、設備
等の環境
整備が必
要である
ことか
ら、随
時、環境
整備等の
措置を講
じること
としてい
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
行動や活
動時の危
険性を再
認識し、
見守りを
十分に行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くにい
たが、前
方につま
ずいた瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児の
近くにい
たが、前
方につま
ずいた瞬
間に手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

園児自身
が安全や
危険を認
識するよ
う再度、
遊び方の
注意を促
すことと
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1371

平成
29年
6月
30日

1.認可 5.幼稚園 3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 13 16 11 10
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
肉裂傷・
外傷性亜
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置
―

椅子を運
ぶときの
周りの状
況が安全
であった
か、椅子
の持ち方
は正し
かった
か、動線
に無理が
なかった
かを見直
し、幼児
の指導に
あたる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

100

昼食後
だったた
め、机や
他児の椅
子が置い
てあり、
室内で人
が行きか
う中椅子
を片付け
たことに
無理はな
かった
か。

椅子を片
付ける
際、室内
の広いス
ペースを
確保する
などの改
善が必要
である。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

昼食後
だったた
め、机や
他児の椅
子が置い
てあり、
室内で人
が行きか
う中椅子
を片付け
たことに
無理はな
かった
か。

椅子を片
付ける
際、危険
のないよ
うに順番
で片付け
ることな
ど改善が
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

昼食後
だったた
め、担当
教諭も室
内で園児
達を見
守ってお
り、対象
児は視野
に入って
いる中で
転倒し
た。転倒
した対象
児に気付
いたが、
手を出す
ことはで
きず、
持ってい
た椅子で
けがをし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
も、各保
育室で昼
食中で
あった。
対象児の
保育室に
はもう一
人教諭が
いたが、
支援を要
する園児
の個別対
応で対象
児の傍に
はいな
かった。

昼食後は
机や椅子
が置いて
あり、広
いスペー
スがない
中、片づ
けをした
りする園
児が行き
交ってい
る状況で
あった。

椅子を片付
ける際、危
険のないよ
うに順番で
片付けるこ
となど改善
が必要であ
る。

1372

平成
29年
6月
30日

1.認可 5.幼稚園 4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

2 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじ不
全骨折
（ひび）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

・マニュ
アルの
「未然防
止のため
のポイン
ト」をよ
り具体化
する。
・園内研
修の内容
を充実さ
せ、未然
防止の意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

引き続き
定期点検
を複数名
で行う、
点検項目
や遊具等
の状態を
声に出す
など危険
個所を意
識して点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊び環境
の設定の
仕方と職
員の見届
けの体制
に配慮す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

高さの違
うカラー
ウレタン
ン積み木
を並べて
階段が作
られてお
り、その
階段を登
ろうとし
た。（積
み木の高
さは19.5
㎝）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児と
同じ室内
にいた
が、別の
遊びをし
ている幼
児に対応
していた
ため、見
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児と
同じ場に
いたが、
別の幼児
と一緒に
カラー積
み木を運
んでいた
ため、
とっさに
助けるこ
とができ
なかっ
た。

―

一人一人の
心身の状態
とその対応
について全
職員が共有
しておき、
個々の様子
に応じたき
め細やかな
配慮を心掛
ける。

1373

平成
29年
6月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

23 0 0 7 0 9 7 0 3 1
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

トイレか
ら走って
部屋に戻
り、床に
あったま
まごと用
スカート
を踏み、
滑って転
ぶ。

安全保育
のための
整理整
頓、保育
にあたる
職員間の
連携、室
内あそび
の子ども
への指導

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

異年齢保
育中の保
育設定と
子どもの
見守り
方。

保育時間
による保
育設定の
仕方、部
屋のコー
ナー設定
を考えて
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

床にまま
ごと用の
スカート
が落ちた
ままに
なってい
た。

安全保育
のための
整理整頓

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

４月に進
級し、部
屋の環境
が変わ
り、落ち
着かない
様子が
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

正規職員
は、入り
口付近で
保護者に
対応して
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ままごと
コーナー
に付いて
いた。

他の職員
との連携
（声掛
け）が不
足してい
た。

見守りで子
どもの動き
が確認でき
る範囲内で
保育を徹底
する

1374

平成
29年
6月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

15 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
回旋骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

事故防止
マニュア
ル、事故
防止
チェック
リストの
見直しを
行う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 3.未実施 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

降園時に
は、本を
読む、折
り紙、絵
を描くな
ど静かな
遊びを用
意するこ
となど改
善する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後
（検温
36,7度）
普段と変
わらない
様子です
ごしてい
た。午前
中は雨の
ため、室
内でリト
ミック、
粘土遊
び、遊戯
室にて鉄
棒などの
運動遊び
を10分程
度行っ
た。昼食
は食欲も
あり、午
睡も普段
どおりで
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んで降
所を待っ
ていた子
どもたち
の中で本
児と2名の
男児が一
緒に紙飛
行機を飛
ばして遊
んでい
た。担任
はお迎え
の保護者
に対応中
であり、
夜間保育
所の担当
保育士が
一緒に4才
児を見
守ってい
た。紙飛
行機遊び
の周りに
は邪魔に
なるよう
なものは
なく、飛
ばして遊
ぶのを４
ｍ程はな
れた場所
から全体
を見てい
た。飛ば
して遊ぶ
ところは
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任は他
児の対応
をしてい
たので見
ていな
い。

―

体の使い方
（着地の場
合はひざを
曲げるな
ど）を遊び
を通して知
らせ、自然
に体を使え
るように遊
びを考えて
いくととも
に、給食に
おいては、
カルシウ
ム、鉄分、
たんぱく質
などを強化
していく
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1375

平成
29年
6月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

25 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・
手指）

右母指圧
挫傷、右
母指末節
骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

ロッカー
のすき間
に指を挟
むことを
想定し、
人数、片
付けの仕
方等に配
慮する

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

危険個所
を職員全
員で点
検、その
都度改善
していく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

年1回は業
者に点検
を依頼し
ている
が、危険
個所は保
育士がそ
の都度
チェック
し修繕す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

はさみを
使った製
作をして
おり、製
作が終了
した為、
使ったハ
サミを
ロッカー
に片付け
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

製作を終
え、片付
けを行う
子どもを
見守って
いた。隣
同士、近
くで片付
けしてい
たので、
気をつけ
るよう言
葉をかけ
側へ行く
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

製作中の
子どもの
対応をし
ていた
為、見て
いなかっ
た。

製作時の
保育士の
見守りが
十分では
なかっ
た。

保育者が活
動時の危険
性を再認識
し、見守り
を怠らない
ように配慮
する。

1377

平成
29年
6月
30日

3.その
他

13.子育て
援助活動
支援事業
（ファミ
リー・サ
ポート・
センター
事業）

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

16.４
歳
2.女
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折（全
治２ヶ
月）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

事故対応
マニュア
ルは入会
説明時に
渡してい
たが、内
容が十分
に伝わっ
ていな
かった。

事故防止
の意識を
高めてい
く為の研
修を行っ
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

当該提供
会員は施
設への送
迎を何度
か行って
いるので
今回も問
題ないと
思ってい
た。

子どもか
ら目を離
さないよ
う再度伝
える。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育サー
ビスの職
員へお迎
えに来た
旨を報告
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

提供会員
より、お
迎えに来
た旨の報
告を受け
ていた。

1376

平成
29年
6月
30日

1.認可
6.認可保
育所

1 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

36 6 8 9 13 6 6
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上Ａ外
傷性歯牙
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

散歩中の
マニュア
ルにある
歩行の
ペースを
あわせる
ことに欠
けてい
た。

マニュア
ルの再確
認を行
い、歩行
のペース
をあわせ
ること。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育内
容、保育
状況には
問題がな
いと思わ
れる。

転んだ瞬
間を見て
いなかっ
た。

普段の散
歩のクラ
ス並び順
ではない
並び方を
してし
まった。
（０→１
→２→３
歳児の順
番だった
ものが２
→３→１
→０歳児
の順番に
してい
た。

散歩を誘導
する職員が
こども達の
歩く様子を
よく見て、
歩くペース
を配慮し、
さらに間隔
があいてし
まったとき
には走らな
いように声
をかけを徹
底するよう
にする。間
隔が空いた
ときは職員
が止まって
待つように
する。
また、本児
が咄嗟の動
きに弱い傾
向にあるた
め、状況に
応じて職員
と手をつな
ぐ等の配慮
をしてい
く。
乳児が散歩
に行くには
人数が多
かったと思
われ、同じ
場所に行く
際にも職員
間で把握が
できる人数
を考えて散
歩に出かけ
るようにす
る。

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

転ぶとき
に手をつ
けず顔を
打ったこ
とから、
咄嗟の動
きに弱い
傾向があ
ると思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

列の後方
を歩いて
いて、走
り出した
のを見
て、
「あっ、
走った」
と思った
瞬間、転
んだ。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1378

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 5 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右第一基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ル、研修
ともに実
施されて
いなかっ
た。

事故予防
に関する
研修の実
施を検討
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

中庭には
遊具が滑
り台１つ
しかな
く、児童
が集中し
てしまう
状況があ
る。

滑り台の
台上に上
る人数を
２名まで
とするに
ルールを
つくり児
童に周知
する。ま
た特に児
童の多い
ときには
学年ごと
に滑り台
を使える
グループ
分けを実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
２名とも
室内を見
守ってお
り、中庭
は補助員
のみで
あった。

２か所以
上で児童
を遊ばせ
る場合
は、必ず
一人は支
援員が見
守るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

自由遊び
の時間、
支援員２
名、補助
員３名で
対応して
いたが、
支援員は
屋内で遊
んでいる
児童を担
当してお
り、対象
児は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

中庭で遊
んでいる
児童を補
助員３名
で指導し
ていた
が、対象
児が遊ん
でいた滑
り台は誰
も事故時
には見て
いなかっ
た。

滑り台等
の遊具か
ら危険を
全く排除
すること
は難しい
ため、特
に注意し
て見守り
を実施す
る必要が
あった
が、事故
当時は目
を離して
いた。

遊具の使用
には危険が
伴うという
認識を職員
で再度確認
し、滑り台
には常に１
名以上見守
りを実施す
る。

1379

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 61 5 1
23.11
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
マニュア
ルを策定
し、事故
発生の予
防に努め
る。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―

旧幼稚園
施設を児
童クラブ
として活
用してお
り、遊具
が低年齢
児童を対
象とした
ものと
なってい
る。本件
児童は身
長が高
く、手足
が長かっ
たため遊
具が体に
合ってい
なかっ
た。

児童クラ
ブ利用対
象児童が
高学年児
童まで拡
大された
ことを受
け、遊具
全般の安
全性につ
いて見直
しを行
う。遊具
の点検を
支援員も
定期的に
行うほ
か、年
齢・体格
ごとの危
険箇所を
把握し、
利用児童
に注意を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢児
童の見守
りを行っ
ており、
低学年児
童に対し
注意が
偏ってい
た。

多くの異
年齢児童
が一緒に
過ごす長
期休暇中
等におい
ては、遊
具で遊ぶ
児童を学
年等で調
整し、均
等に職員
の目が児
童に届く
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
で見てい
たもの
の、主に
同遊具を
利用する
低学年児
童に注意
を払って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にお
いて他の
児童を見
守ってい
た。

－

多くの異年
齢児童が一
緒に過ごす
長期休暇中
等において
は、遊具で
遊ぶ児童を
学年等で調
整し、均等
に職員の目
が児童に届
くようにす
る。

1380

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 41 3 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
－

指導員４
人体制を
原則とし
て、保育
を行う。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― －

遊具を管
理してい
る教育委
員会との
連絡をこ
まめに取
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

児童が危
険な動き
をしてい
る場合は,
注意をし
ながら見
守り活動
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

滑り台近
くにて他
の児童の
対応をし
ていた
が、数名
が滑り台
付近でぶ
ら下がり
遊んでい
たことに
気づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
に対応し
ていたた
め対象児
童を見て
いなかっ
た。

－

指導員は外
遊びの際の
危険性を再
確認し、見
守り活動を
怠らないよ
うに配慮す
る。児童全
員に対して
は、危険な
遊び方・他
の児童への
接し方につ
いて話し合
いを行い危
険性を共有
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1381

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 16 2 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置
－

職員会議
等で，ひ
やり・
はっとを
行い，事
故が起き
たとき，
指導員が
迅速な行
動を取れ
るよう研
修をす
る。
（様々な
事故を想
定した指
導員の動
き，連携
の仕方な
ど）

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 －
今後も引
き続き点
検する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

－

外遊びを
する場合
は，職員
の配置を
２名にす
る。
外遊びを
する児童
の数が多
い場合
は，遊び
の内容を
制限する
など対応
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童全員
が見渡せ
る位置
で，声を
かけなが
ら見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の指導
員は，１
人はクラ
ブ室内，
１人は休
憩中だっ
た。

外遊びを
する場合
は，必ず
２名の職
員で見
守ってい
たが，児
童の人数
が少ない
こと，慣
れている
グラウン
ドだった
ため，1
名での見
守りに
なってい
た。

外遊びをす
る場合は，
職員の配置
を２名にす
る。
外遊びをす
る児童の数
が多い場合
は，遊びの
内容を制限
するなど対
応する。

1382

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 36 4 3
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

本児が2年
生となり
初めて
ベース鬼
で最後ま
で残れた
喜びで、
力以上
に、やる
気とチャ
レンジし
たい気持
ちが、支
援員の状
況判断よ
り勝って
いた。

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避能
力や防衛
力が高ま
る関わり
方につい
て事例研
究を行う
ことで、
支援力を
より高め
ていく。

1.定期的
に実施

開館日
1.定期的
に実施

開館日
2.不定期
に実施

―

ベースの
配置の方
法が事故
につな
がった。

ベースに
運動マッ
トを使用
せず、ラ
インに変
更し壁か
ら離し、
ベースの
位置とす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

終盤で鬼
役の児童
が、迎え
が来て帰
り、支援
員が鬼役
を代行し
た。

特に、新1
年生も多
く来館を
始める時
期なの
で、夢中
になり過
ぎないよ
うな設定
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1名が逃げ
役として
遠くから
見ていた
が、1名が
鬼役とし
て近くで
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の部屋
の活動を
見守って
いた。

終盤に鬼
役の児童
が、迎え
が来て
帰ったた
め、鬼役
を代行し
た。

支援員1名
は、必ず全
体の声かけ
見守りを
行っている
ようにす
る。

1383

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 6 2
18.６
歳
2.女
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

入室当初
の学童保
育室に慣
れていな
い児童へ
の注意を
怠った。

指導員全
員で事故
現場や危
険課所の
再確認を
し、児童
への注意
を呼びか
ける。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2

入室した
児童の危
険課所
（下駄箱
付近の段
差）への
配慮が無
かった。

見守りを
強化し、
危険課所
の注意を
児童に喚
起し、事
故防止に
繋げる。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

テラスの
段差が
20cm.ほど
あり新一
年生に
とっては
高く、指
導員の配
慮が不十
分でし
た。

見守りを
強化し、
ヒヤリ・
ハット事
例につい
て指導員
全員で確
認を行な
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室内外で
見守りの
指導員は
いたもの
の、テラ
ス付近ま
で指導員
の目が行
き届いて
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内外で
指導員の
動きがバ
ラバラ
で、児童
の事故を
目視して
いなかっ
た。

4月から
入室した
児童への
対応が不
十分で、
且つ、テ
ラス付近
が危険課
所として
の認識が
なかっ
た。

テラス付近
は段差が有
り危険課所
の認識を指
導員が持
ち、全学年
児童に対し
危険課所付
近での児童
の行動を指
導員が注意
をしてい
く。

1384

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 4 3
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頭
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

－

事故予防
の話し合
いは行っ
てきてい
たが、今
後は事故
予防の研
修への参
加してい
く。

1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

25
2.不定期
に実施

24

跳び箱も
月2回安全
点検をし
ており問
題なかっ
た。

今後も安
全点検を
継続して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童館で
の新しい
遊具（と
び箱）に
興味を持
ち、小学
生になっ
たという
思いもあ
り跳んで
みたく
なった
が、当該
児童はと
び箱の経
験がな
かった。

小学校の
授業を受
けてから
使用する
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

補助員と
一緒に遊
んでいた
３名の子
が跳び箱
で遊び始
めたた
め、補助
員はとび
箱の横に
ついて見
守った
が、対象
児が落下
する瞬間
に手が出
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室に
は支援員
と補助員
の２名が
いた。支
援員は遊
戯室内で
ままごと
遊びをし
ている子
どもをそ
ばで見
守ってい
た。残り
の支援員
２名は外
での遊び
を見守っ
ていた。

跳び箱は
危険を伴
う遊びと
いう危機
感が薄
かったた
め、支援
員ではな
く補助員
がそばに
ついて見
守った。

跳び箱で遊
ぶときは、
支援員がそ
ばについて
見守るよう
にする。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1385

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 5 2
19.７
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
－

支援員等
相互が、
状況判断
力や児童
自身の危
険回避能
力や防衛
力が高ま
る関わり
方につい
て事例研
究を行う
ことで、
支援力を
より高め
ていく。

1.定期的
に実施

開館日
1.定期的
に実施

開館日
2.不定期
に実施

― －

遊戯室で
は靴がす
べるよう
であれば
ぬれた雑
巾で靴底
をふくよ
うにして
いるが、
この確認
を再度周
知するよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

夢中にな
り過ぎな
いよう、
声をかけ
ながら活
動するよ
う配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
渡せる位
置で、け
いどろ鬼
ごっこを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えの
対応や、
他の部屋
の活動を
見守って
いた。

－

支援員1名
は、必ず全
体の声かけ
見守りを行
うようにす
る。

1386

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 6 2 2
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
－

職員間で
事故に係
る情報共
有をし、
話し合い
を行っ
た。

3.未実施 3.未実施 3.未実施 －

不可抗力
による事
故のため
改善点な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊び場所
を見直
し、より
安全な所
を選び、
より注意
して児童
の見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1年生を中
心に見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1年生を中
心に見て
いた。

－

安全を守る
ための研修
に再度参加
（以前には
何度も参加
した）し、
児童の見守
りを心がけ
る。

1387

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 4 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手人差
し指剥離
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
－

支援員は
基準通り
に配置し
ており、
問題はな
かった。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

グラウン
ドに落ち
ていた古
いタイル
が遊びに
使われ、
けがに繋
がった。

危険なゴ
ミなどが
落ちてい
ないか、
グラウン
ドについ
ても定期
的に点検
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

－

遊びの中
で危険な
状況がな
いか、細
かな声か
けを行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

支援員が
危ないと
注意をし
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時に当該
児童の付
近にいた
支援員は1
名のみ
だった。

－

児童が小グ
ループに分
かれて遊ん
でいる際
も、偏りな
く見守りを
実施する。

1388

平成
29年
6月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 49 4 2
21.９
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

室内で動
きのある
活動にも
関わらず
靴下を着
用してい
た。

室内で動
きのある
活動の場
合靴下は
脱ぐよう
指導、徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 －

今回の事
故はハー
ド面に起
因するも
のではな
いので割
愛。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

室内で動
きのある
活動にも
関わらず
靴下を着
用してい
た。

室内で動
きのある
活動の場
合靴下は
脱ぐよう
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

宿題を
行ってい
る児童を
見ながら
サッカー
をしてい
る子を見
守ってい
た為手を
差し伸べ
ることが
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

宿題を
行ってい
る児童を
見ながら
サッカー
をしてい
る子を見
守ってい
た為手を
差し伸べ
ることが
出来な
かった。

－

保育の中で
時間管理を
行いルール
作りに努め
る。

1442

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

22 2 1
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

ひやり
ハットを
利用し、
機会を見
つけ事故
予防検討
会を持
つ。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

4 ―

遊具不良
が原因で
はない
が、常に
気配り
し、安全
を確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

点検、環
境整備等
継続して
努める。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

戸外遊び
が嬉しく
て、いつ
もより少
し浮かれ
た状態で
あった。
普段はし
ない遊び
方をして
おり、バ
ランスを
失って落
下してし
まった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は園
庭の本児
の反対側
にいた
為、遠く
手を差し
伸べられ
なかっ
た。泣き
声に反応
し駈け寄
り抱きか
かえ職員
室へ運ぶ

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児の傍
にいた
が、他児
の対応を
し、反対
側を向い
ていた
為、落下
の瞬間は
確認でき
なかっ
た。泣き
声により
すぐに振
り向き走
り寄り、
本児に声
を掛け
る。

本児が正
しい遊び
方ができ
なかっ
た。身の
こなしが
不器用な
為、バラ
ンスが取
れなかっ
た。

日頃から遊
具の正しい
遊び方の指
導を行う。
遊んでいる
子供達を確
認できる場
所で見守
り、保育す
る等職員全
体で共通認
識する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1443

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 8 12 11 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭
骨々折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

園内の事
故事例と
して、マ
ニュアル
に書き込
む

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具で遊
ぶ際に気
をつける
ことを、
改めて子
どもに注
意した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子どもが
自分で登
り、恐く
なって、
急に手を
放したよ
う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

― ― ― ―

子どもが怖
くなって急
に手を放す
ことも想定
して、子ど
もを見守
る。

1444

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

32 3 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

修練度の
見極めや
その日の
様子など
各園児の
状態の把
握。

園児の状
態の見極
めを確実
にし、適
切な補助
体制と環
境整備を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
遊具に不
備はな
かった

遊具に不
備はな
かった
が、安全
面への配
慮はつど
つど行う
よう工夫
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

低位での
鉄棒練習
であった
ため特に
大きな危
険性を認
識してい
なかった

どのよう
な状態で
あれ、
マットな
どの安全
対策を行
う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊び
中、鉄棒
で逆上が
りを練習
している
時に手を
離してし
まい肘か
ら落ち痛
打してし
まった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

隣の鉄棒
で他児の
鉄棒の補
助をして
いた為、
落下の際
手を離せ
ずフォ
ローが間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

英語教室
がありそ
ちらに参
加中の園
児と共に
園内にい
た

午後の活
動後の遊
びであっ
たので疲
れなど体
力面の不
安など園
児の様子
の把握状
況

疲れなど体
力面への配
慮など、よ
り細やかな
対応を心が
ける

1445

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

17 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

5.下肢
(足・足
指)

右足靭帯
損傷・軟
骨剥離

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

緊急時の
連絡体
制、対応
について
研修は
行ってい
るが、通
常の保育
とは違う
環境だっ
たため、
対応に混
乱が生じ
たかもし
れない。

職員全員
が危機管
理マニュ
アルを再
度確認
し、事故
発生時に
は速やか
に対処で
きるよう
にする。
また、園
内事故対
策研修も
今までと
同様に定
期的に開
催し、職
員の危機
意識を高
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

2

園外保育
で利用し
た施設
だった
が、特に
問題は見
られな
かった。
今回の利
用が初め
てではな
く、事前
に事前視
察も行っ
ていた。

園外保育
先の公園
だった
が、特に
問題は見
られな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

市外への
園外保育
というこ
とで、緊
急時にも
対応でき
るよう、
通常より
多く職員
配置をす
る必要が
あった。

園外保育
の引率者
の人数を
見直す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

公園内で
昼食後、
担当職員
は遊具の
近くにつ
き、遊ん
でいる園
児を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食を食
べている
園児につ
いてい
た。

活動が二
手に分か
れている
時間帯の
ため、よ
り動線の
把握が必
要だっ
た。

園児の活動
範囲が広が
る際には、
園児の動線
を把握する
とともに、
子どもたち
の動きに合
わせて対応
できるよう
に気を配
る。

1446

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

5 2 3 1 1
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

転倒によ
る左手首
下骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

走り出す
ことを想
定してい
なかっ
た。

事故防止
マニュア
ルを整備
し、研修
の実施に
より職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

靴下のま
ま遊ばせ
てしまっ
た。

床で遊ぶ
時は上履
きを履か
せ、危険
のない体
勢で遊ば
せる。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の配
置が走り
やすい状
況のとこ
ろにあっ
た。

遊具の配
置を工夫
し走るス
ペースを
なくした
うえで、
個々に遊
べる広さ
を確保す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりに遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くで一
緒に遊
び、見て
いた。

― ―

保育士が
子どもの
動きを想
定して見
守りが不
十分だっ
た。

子どもの動
きを想定
し、見守り
を強化す
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1448

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

30 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左第4指挫
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

トイレで
の事故予
測が出来
ていな
かった。

職員間で
の話合い
を行い、
トイレで
の注意事
項を再確
認した。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

12

指を挟め
てしまう
かもしれ
ないとい
う予測が
出来てい
なかっ
た。

トイレの
個室ドア
全てにス
トッパー
を設置し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全員に目
が届くよ
うな位置
関係を決
めていな
かった。

一つの場
所に固定
せず、常
に全体を
見渡すよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分で排
泄するこ
とが出来
るため、
この日も
自分で
行ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任2名
は、排泄
後の子ど
もと、排
泄中の子
どもにそ
れぞれ付
いていた
ため、
本児を
しっかり
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレに
は担任2名
以外いな
かった。

排泄の時
間でも常
に事故が
起こらな
いように
注意を払
うべき
だった。

担任同士の
動きを確認
していく。
偏らずに配
置を決めて
いく。

1449

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

31 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園内を見
回りして
いる職員
がいな
かった。

担任が部
屋から出
た子に気
が付かな
かったこ
とを職員
間で話合
う。担任
同士で声
を掛けあ
い、全体
を見てい
く。フ
リーはク
ラスの活
動時間中
での見守
りを強化
する。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

12

階段前側
には保護
シートを
付けてい
るが弱
かった。

保護シー
トがしっ
かりつい
ているか
確認、点
検。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任一人
が部屋か
ら出て行
く時に再
度もう一
人の担任
と確認を
取り合
う。

保育者が
部屋に１
人になっ
たとき
は、常に
全体を見
渡す。保
育者が部
屋から出
た様子が
あれば、
フリーが
見守りを
強化す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好奇心旺
盛の為、
興味本位
で、担任
と当番の
様子を伺
いにこっ
そり部屋
から出て
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任1名は
他児と部
屋から出
ていた、
もう一人
の担任は
部屋にい
たが、他
児の昼食
準備を手
伝ってい
たため、
本児が出
て行った
ことに気
が付かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

昼食準備
又は昼食
中だった
為、それ
ぞれのク
ラスにい
て見てい
なかっ
た。

部屋にい
た担任が
部屋から
出た子に
気が付か
なかっ
た。もう
一人の担
任も本児
が付いて
きたこと
に気が付
かなかっ
た。

職員間で話
合い。担任
同士で声を
掛けあい、
子ども達が
落ち着いた
状態を見て
から部屋を
出て行くよ
うにする。
フリーの園
内見守り強
化。

1447

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

50 21 29 4 4
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折 1.頭部

頭蓋骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

再度、園
内外全体
の遊具や
環境を改
めて見回
り、リス
クとハ
ザードを
見極め点
検・確認
した。ま
た、事故
を保護者
へお知ら
せする時
や、病院
を受診し
ていただ
く時は特
に、言葉
の表現に
留意する
よう、徹
底する.

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4

パイプ椅
子収納
ラックと
いう不要
な金物
を、遊具
付近に置
いてし
まってい
たこと。

パイプ椅
子収納
ラックを
即座に撤
去し、床
にマット
を敷い
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本園で
は、子ど
もたちが
自分で考
え自分の
意志で遊
びに打ち
込めるよ
うにし、
自己の力
量から挑
戦や中止
を決めら
れる環境
を大事に
すること
で、子ど
もが真に
育つと信
じ保育を
進めてい
る。すべ
り台に関
しては登
る事もで
きる遊具
とし、他
の遊具と
同様、ど
うしたら
楽しく安
全に遊ぶ
事ができ
るかとい
うところ
から子ど
もと考え
話し合う
ことを大
事にして
きたが、
今まで上
手に遊ん
でいた現
実に、保
育教諭の
事故予測
への意識
が甘く
なってい
たことは
否めな
い。

全職員が
ハザード
をしっか
りと見極
める視点
強化のた
め、会議
内容の充
実や研修
会への参
加を図
り、事故
予測を全
保育教諭
が共有で
きるよう
努める。
子どもた
ちと再度
話し合っ
た結果、
年長児よ
り、注意
喚起でき
るポス
ター作成
の声が上
がり、す
べり台の
上と下２
カ所に掲
示した。
また、年
長児が年
中少のク
ラスへ行
き、どの
ように遊
ぶと安全
かを伝え
たり、実
際の自由
遊びの時
間でも、
子どもが
お互いに
声を掛け
て注意で
きるよう
な働きか
けを行う
発案があ
り、すぐ
に取り入
れた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を動
かして遊
ぶことを
好み、危
険行為は
見られな
かった。
当日もす
べり台に
は、自ら
進んで取
り組みに
行ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任はす
べり台に
背を向け
る形でバ
ルーンを
片づけて
いたた
め、本児
から目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
教諭も、
支援が必
要な園児
の担当
だったこ
ともあ
り、本児
の動きを
見てはい
なかっ
た。

今年度５
月からの
転園児で
あること
を考える
と、進級
児に比べ
本園環境
下での経
験差が大
きく、よ
り留意し
て本児の
動きを見
るという
意識が足
りなかっ
たことも
考えられ
る。

すべり台で
の様子がよ
り確実に見
守れる保育
教諭の配置
見直しや連
携意識の強
化と、子ど
もたちへの
声掛けや意
識が継続で
きるような
サポート方
法などを再
度、会議に
て確認し
た。その
後、全職員
に改めて通
知し、共通
認識を図っ
た。
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死亡

0
歳
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歳
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歳
3
歳
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歳
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歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1450

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

33 2 2
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

担任2名が
全員の様
子をしっ
かりと見
ていな
かった。
子どもが
担任へ伝
えられな
かったの
で、伝え
ずらい雰
囲気を出
していた
可能性も
ある。

担任同士
で目を向
ける範囲
や位置を
確認しあ
う。ゲー
ムを盛り
上げるこ
とばかり
ではな
く、冷静
に子ども
へ目を向
けるよう
職員間で
話合っ
た。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

12

保育室で
行うには
狭かっ
た。

内容と年
齢にあっ
た場所で
の活動を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子取り
ゲーム中
だったの
で、盛り
上がる様
子を中心
に見てい
た。

常に全体
を見渡
し、いつ
もと違う
様子はな
いか確認
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

物静かで
自分の意
見をあま
り主張し
ないが、
活動には
楽しく参
加してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任1名は
保育を進
め、もう1
名はクラ
スにいる
障がい児
を見なが
ら、全体
の様子を
見てい
た。本児
も楽しく
参加して
いた姿は
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保育時
間中だっ
た。

担任は本
児の異変
に気が付
かなかっ
たが、保
護者が迎
えに来る
までの間
に他の職
員も本児
と関わっ
ているが
誰も気が
付かな
かった。
何かある
と担任へ
伝えられ
るような
信頼関係
が不足し
ていた。

職員間で話
合い。子ど
もひとりひ
とりに対し
て細やかな
配慮をす
る。自分の
意見を積極
的に伝えら
れない子に
対しても注
意を払う。

1451

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

32 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右5指骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

担任2名が
全員の様
子をしっ
かりと見
ていな
かった。
担任へ伝
えられな
かったの
で伝えず
らい雰囲
気を出し
ていた可
能性もあ
る。

担任同士
で目を向
ける範囲
や位置を
確認しあ
う。最後
までしっ
かり前転
できたの
かを確認
するべき
だと職員
間で話合
い、確認
した。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

12

マット活
動として
は保育室
が狭かっ
た。

内容と年
齢にあっ
た場所で
の活動を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危険だと
思った行
為だった
ので声を
かけたが
最後まで
様子を確
認しな
かった。

最後まで
ひとりひ
とりの状
況をしっ
かり確認
する。前
転という
体育あそ
びの前に
はしっか
り準備体
操をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動に積
極的に取
り組み、
活発に行
う姿が見
られた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任1名は
保育を進
め、もう1
名はクラ
スにいる
障がい児
を見なが
ら、全体
の様子を
見てい
た。本児
が本来と
違う動き
をしてい
たので声
を掛けて
いたが最
後まで様
子を確認
しなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各クラス
の保育時
間中だっ
た。

担任は本
児の動き
について
声を掛け
危険を予
測してて
いたが、
気が付か
なかっ
た。保護
者が迎え
に来るま
での間に
他の職員
も本児と
関わって
いるが誰
も気が付
かなかっ
た。

職員間で話
合い。危険
を予測して
いた場合
は、最後ま
で見届け
る。子ども
が何かあっ
た場合に担
任へすぐに
伝えられる
ような雰囲
気や信頼関
係を築く。

1452

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

20 3 3
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折
右外傷性
橈骨神経
麻痺

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

ジャンプ
して跳び
下りる
際、動く
マットの
補助する
職員人数
は適切で
あった
が、子ど
も達が並
ぶ位置に
職員同士
の安全確
保の共有
や工夫が
必要で
あった。

跳び下り
るマット
に補助職
員二人で
はなく、
並列する
子どもの
立ち位置
にも補助
が必要で
あった。

1.定期的
に実施

1/週
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

跳び下り
る床に
は、厚さ
２０㎝と
５㎝の二
通りの
マットを
敷いて、
跳び下り
る際の衝
撃を緩和
している
が、３歳
児の運動
の発達に
個人差が
あり、５
㎝のマッ
トが敷か
れた方
は、高さ
あり、遊
び慣れて
いる子ど
もには適
用できる
が、不慣
れな子ど
もには補
助が必要
であっ
た。

今の時期
安全性を
確保する
ために、
厚めの
マットを
敷く。ま
た、個々
の身体の
発達を考
慮し、跳
び下りる
際の補助
が、個々
に合わせ
てすぐ対
応できる
よう保育
士の立ち
位置を考
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同じ状況
を見なが
ら二人の
保育士が
補助して
いたが、
突発的に
走った
り、並ば
ない・順
番を守ら
ない等の
子どもも
おり、危
険性の察
知ができ
なかっ
た。

並ぶ・順
番を守る
等の約束
が３歳児
の中でも
まだ身に
ついてい
ない不十
分さがあ
るため、
子ども側
に保育士
が傍にい
て補助し
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

跳び下り
る遊びに
慣れてい
たが、途
中で割り
込もうと
する児が
いること
で、焦り
があり
「僕の
番」と必
死に主張
する姿が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

割り込も
うとする
児がいた
にもかか
わらず、
二人の保
育士共に
ずり動く
マットを
押さえて
おり、跳
び下りる
子ども達
を補助し
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
は相撲や
縄跳びの
遊びが展
開されて
おり、担
当の遊び
しか目に
入らな
かった。

担当する
遊びだけ
ではな
く、保育
士の位置
から見え
る子ども
の全体的
な動きを
把握し、
危険性が
感じられ
る場合、
声に出し
て伝え合
わなかっ
た。

担当する遊
びだけでは
なく、子ど
もの全体的
な動きを把
握し、危険
性が感じら
れる場合、
声に出し
合って職員
の連携を図
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1454

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

128 12 18 24 26 26 22 4 4
18.６
歳
1.男
児
発生時の天
候は晴天。

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

怪我発生
後はマ
ニュアル
にほぼ沿
いながら
臨機応変
に対応出
来た。

今後もマ
ニュアル
の改善等
繰り返し
ながら迅
速に対応
できるよ
うに進め
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

97

園内で起
きた事例
ではない
ため記載
なし。

園内で起
きた事例
ではない
ため記載
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

かけっこ
をする際
に横一列
で並んだ
時、隣の
児との間
隔狭かっ
た。

走る時
（スター
ト時）に
は、広が
り間隔を
あける。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

気持ちの
高まりも
あり、友
達とぶつ
かる事に
気付かず
走る事に
夢中だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子ども達
の気持ち
の高まり
感じつつ
も、焦ら
ずに子ど
もたちと
関り、安
全に配慮
するべき
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
の補助を
していた
が配慮が
足りな
かった。

園生活と
は違う場
所・場面
であった
ので職員
は臨機応
変に対応
し空間を
有意義に
活用すべ
きであっ
た。

日頃から走
る際の間隔
に配慮しな
がら職員も
子どもも習
慣化してお
くことで、
場所や雰囲
気が変わっ
ても、普段
通りに近い
ようにす
る。

2.女
児

1453

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

31 4 2
17.５
歳

―
1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

サッカー
指導員に
よるサッ
カーの試
合中。本
児と他児
でボール
を競り
合ってい
たが、止
めずに様
子を見
守ってい
た。

他児にぶ
つからな
いよう、
補助教諭
や担任が
そばに付
けるよう
に配置
し、プー
ルあそび
や運動
等、活動
内容に
よっては
見学した
りフリー
の教諭に
見てもら
うよう体
制を整え
た。サッ
カー活動
では、指
導員２名
にも事故
を報告
し、指導
内容や準
備運動に
気を付け
て行なっ
ている。
通院時に
は母親と
病状を確
認し、園
での過ご
し方等を
細かく相
談し園で
の様子を
伝えて行
くように
した。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

3 ―

幼児が
サッカー
を行なう
十分なス
ペースを
確保す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
試合中の
ため、多
少の競り
合いはや
むを得な
いと思
い、その
まま試合
を見持っ
ていた。

激しい競
り合いに
なった場
合は、試
合を止め
る事も必
要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
活発で体
を良く動
かしあそ
ぶ。運動
神経も良
くサッ
カーも機
敏に動い
て試合に
挑む

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

指導員２
名のう
ち、１名
はコート
内ゴール
前、１名
は至近距
離で競り
合いを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

転倒した
瞬間は、
他児の手
当を園庭
内の水道
（反対
ゴール
側）で行
なってい
た為目視
していな
く、指導
員２名が
目撃。担
任は転倒
直後起き
上がる時
より本児
の状態を
確認して
いる

転倒時に
側に居た
際はとっ
さに手を
出し転倒
を防ぐこ
とが必要
であっ
た。

転倒しそう
な際は手を
添える。

1455

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

1 1 1
13.１
歳
2.女
児

伝い歩きが
できるよう
になり、手
を放して一
歩二歩と歩
くなど活発
な姿が見ら
れた。安定
してきては
いたが、
時々体勢を
崩すことも
あった。

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左眼周囲
部切傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

全職員が
共通の意
識をもっ
て事故防
止にあた
るよう、
研修を継
続する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1

ベンチが
動くこと
を気にし
て両手で
押さえて
いた

事故発生
翌日、ベ
ンチの足
部分にす
べり止め
を貼っ
た。ま
た、保育
室内でけ
がにつな
がると予
測される
部分に、
すべり止
めやクッ
ション素
材を付け
るなどし
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
援助にす
ぐ動ける
よう危険
のない環
境設定を
する必要
を話し合
い、翌日
すぐにベ
ンチの足
部分にす
べり止め
を貼っ
た。

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

微熱が
あったが
機嫌がよ
く活動的
であった
ため、保
育室内で
しばらく
遊んだ後
園内散策
をした。
職員室の
前の2台ベ
ンチを
くっつ
け、保育
教諭が押
さえてい
るところ
を伝い歩
きしてい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

しゃがん
で右ひざ
を立て、
立ち膝を
して2台の
ベンチの
間を伝い
歩きする
本児の後
ろから、
両手でベ
ンチを押
さえてい
た。本児
がベンチ
に着いた
手が外れ
て、その
拍子に前
のめりに
なり左目
尻をベン
チの端の
木の部分
にぶつ
け、その
まま床に
しりもち
をつい
た。すぐ
に抱き上
げて傷口
を確認
し、主幹
教諭に報
告した。

― ― ―

職員会議で
本件につい
て取り上
げ、いつで
も何事も起
こりうると
いう心構え
をするよう
共通理解し
た。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1456

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2 1 1 1 1
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

全職員が
共通の意
識をもっ
て事故防
止にあた
るよう、
研修を継
続する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1 ―

引き続き
遊具等の
点検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

職員会議
で、お迎
え間際の
時間外保
育活動で
は、一日
のまとめ
として静
的な遊び
を取り入
れ、落ち
着いて降
園出来る
ようにす
ることを
職員全員
で共通理
解した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育教諭
を独り占
めできる
という嬉
しさか
ら、いつ
もより高
揚してい
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

事前に本
児と約束
していた
こともあ
り、ゆっ
くりかか
われる時
間に跳び
箱を設置
した。援
助のため
に踏切板
から見て
跳び箱の
右前側に
いたとこ
ろ、本児
が飛ぶ
際、バラ
ンスを崩
したので
とっさに
右腕をつ
かんだ
が、その
まま左手
を床につ
き崩れ落
ちてし
まった。

― ― ―

園児一人一
人の身体能
力を把握
し、終礼等
で職員間で
共通理解す
ることで適
切な援助が
行えるよう
にする。18
時以降の過
ごし方につ
いて、静的
な活動を中
心に過ごす
ことを職員
会議で話し
合った。

1458

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

54 4 7 7 12 12 12 10 9
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

打撲によ
る左鼻骨
亀裂

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故防止
や登園時
等のマ
ニュアル
はあった
が、遊戯
室での活
動別配慮
事項は特
になく、
職員会議
等での伝
達・確認
のみと
なってい
た。

事故防止
マニュア
ルを見直
し、職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12

手洗い場
に関して
は特に危
険な物な
ど置かな
いように
してい
た。

何も置い
てなかっ
たことで
走りやす
い状況が
できてし
まったこ
ともある
ので、見
守りを強
化してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回の事
故に関し
てはシン
クも角が
丸くなっ
ているも
のだった
ため、切
り傷まで
には至ら
なかった
と思われ
るが、園
児が水を
飲みに行
くまでの
見守りが
十分では
なかっ
た。

遊戯室を
出ていく
場合は園
児の様子
を確認す
るよう職
員に周知
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらず
機嫌も良
く登園し
て来た。
担当者と
友達と向
い合せに
なって両
手をつな
ぎ前転す
る遊びを
行なって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児と他
の園児と
一緒に遊
んでいた
後、水を
飲みに行
くという
報告は受
けたが、
その後他
の子との
遊びを継
続してい
たため転
んだ瞬間
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本児が担
当者と遊
んでいる
のは見て
いたが、
その後他
の園児に
対応して
いたた
め、水を
飲みに
行った場
面は見て
いない。

職員の配
置人数に
不足はな
かったと
思われる
が、日頃
からホー
ルや廊下
を走って
水を飲み
に行く事
が多く、
落ち着き
のない様
子も見ら
れること
があっ
た。

保育室を出
ていく時は
走らずにい
くよう必ず
声かけをす
る。

1457

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

80 30 20 30 6 6
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨
折・右尺
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

改めてサ
ポートの
仕方など
の研修を
深めてい
く。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4 ―

本児が何
度も取り
組んでい
た動きで
あり、と
ても上手
に行って
いた。今
後も、安
全に着地
できるよ
う、引き
続き園庭
整備を
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

本園で
は、子ど
もたちが
自分で考
え自分の
意志で遊
び込める
ように
し、自己
の力量か
ら挑戦や
中止を決
められる
環境を大
事にする
ことで、
子どもが
真に育つ
と信じ保
育を進め
ている。
高さのあ
る遊具
も、簡単
に登れな
いような
作りにし
ており、
そこに登
る・降り
る過程を
子ども自
身の力で
経験する
ことが、
高さを認
識して楽
しく安全
に遊ぶ事
ができる
と考えて
いる。

子どもた
ちが真に
育つ環境
を大切に
しながら
も、遊び
なれた頃
にケガを
しやすい
ことを改
めて意識
し、教職
員の共通
認識を図
りながら
保育を進
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

身体を動
かして遊
ぶことを
好み、危
険行為は
見られな
かった。
当日も友
達と一緒
に自ら進
んで取り
組んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

石垣に
登った所
からケガ
を負って
しまうま
で、動き
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

至近距離
ではな
かった
が、本児
の動きが
視界に
入ってい
た教職員
もいた。

―

その時の子
どもの様子
から、必要
に応じた声
掛けや意識
が継続でき
るようなサ
ポート方法
などを改め
て確認し共
通認識を
図った。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1460

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

1 1 1
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手人差
し第一関
節の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の片
付けを忘
れている
ことを知
らされた
ため、慌
てて遊戯
室から走
り出し
た。

普段から
保育室内
は走らな
いよう徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達の片
付けがま
だだとい
う声掛け
に、素直
に早く片
付けよう
と慌てて
保育室に
戻った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
走って保
育室へ向
かったた
め、慌て
なくても
良いこ
と、歩い
て行くこ
とを知ら
せながら
本児の後
を追った
が、慌て
る児童を
止めるこ
とができ
なかっ
た。

― ―
本児は慌
ててし
まった。

保育教諭
は、本児に
「慌てなく
てもいいか
ら歩こう
ね」等 、落
ち着いて行
動できる言
葉掛けを行
い、本児が
保育教諭の
声にハッと
して走るこ
とを止めら
れるように
する。

1461

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 2 3 4 3 3 17 16
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
折、右尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

鉄棒の安
全な遊び
方を伝え
る。必ず
手を離さ
ないよう
に伝え
る。友だ
ちが鉄棒
で遊んで
いるとき
は近づか
ない、等
を伝え
る。本児
には二次
災害が起
きないよ
う、激し
く遊ぶこ
とがない
よう伝え
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

より丁寧
に安全点
検を行
う、安全
なマット
の施工を
検討

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

しっかり
ケガ等が
ないよう
に見守
る、安全
に遊ぶよ
う幼児に
伝える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の自由
遊びの時
間、鉄棒
に座ろう
としたと
ころ、
誤って転
落。本児
がとっさ
に右手を
着いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

倒れ込み
泣いてい
る本児を
抱えて起
こす。二
次災害が
ないよう
職員室前
に座らせ
る。保冷
剤をタオ
ルで包
み、痛
がってい
る右手首
をすぐに
冷却。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
の補助を
行う。

―

しっかりケ
ガ等がない
ように見守
る、安全に
遊ぶよう幼
児に伝える

1462

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

46 21 25 7 5
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・
手指）

現段階で
は診断名
つかず

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

遊戯室と
保育室を
開放し、
朝の身支
度をしな
がら自由
遊びをし
ていた。

朝の身支
度などで
慌しい時
間帯のた
め、遊ぶ
場所、遊
ぶ内容を
検討し、
子ども達
が安全に
過ごせる
ようにし
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―

意欲的に
取り組ん
ではいた
が、跳び
箱にはま
だ不慣れ
であり、
練習中で
あった。

跳び箱の
段数の検
討、マッ
トの配置
などを考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

にぎやか
な自由遊
びの中で
は、跳ぶ
ときに集
中しにく
いことも
考えられ
る。

落ち着い
た環境下
で、跳び
箱により
集中でき
るよう配
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動会に
向け意欲
的に跳び
箱３段の
練習をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横で練習
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
の自由遊
びを見
守った
り、保育
室で朝の
身支度を
手伝って
いた。

身支度の
手伝いな
どで朝の
忙しい時
間で子供
の動きを
把握する
には不足
であった
ため。

職員配置人
数や職員の
動きなどか
ら、遊ぶ場
や内容を考
えていく。
バランスを
崩す可能性
を想定して
マット近く
にも支えら
れる職員を
配置する。

1459

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

54 27 27 7 5
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園外保育
先の広い
公園で、
職員の配
置場所や
担当内容
を職員一
人ひとり
が充分に
把握でき
ていな
かったた
め。

初めての
場所など
は特に職
員同士の
連携を図
り、担当
すべき内
容を把握
してい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―

ターザン
ロープは
スピード
が出て、
高さもあ
り恐怖を
混じてし
まう遊具
であった
ため、途
中でロー
プから手
を放した
り、体制
を崩し落
下してし
まったと
考えられ
る。

恐怖を感
じたりせ
ず、年齢
に見合っ
た安全、
安心な遊
具なのか
を見極め
てから使
用させ
る。ま
た、恐怖
を感じな
いよう保
育士が傍
で見守
り、介助
しながら
使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故当
日、午前
中は科学
館での活
動をし、
その後、
午睡なし
で午後か
ら公園で
の活動
だった。
また、事
故時刻は
14時と一
番眠く疲
れも出て
くる時間
帯であっ
たため。

一日の活
動量を考
え、疲れ
が出る時
間帯は、
身体を休
める活動
を入れ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭には
ない遊具
であり、
早くやっ
てみたい
気持ちは
あっただ
ろうが、
特別興奮
している
様子も、
また逆に
不安でお
びえてい
る様子
も、特に
なくいつ
もどおり
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

公園内の
大きな遊
具、また
事故やケ
ガにつな
がりそう
な遊具に
は、保育
士が一人
はつき見
守ってい
た。事故
時は、
ターザン
ロープが
人気で子
ども達が
多くいた
ため、子
供を並ば
せ、乗り
口に保育
士がつい
ていた。
事故は、
ターザン
ロープの
終点で起
き、手を
差し伸べ
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
についた
り、フ
リーで
廻ってい
る保育士
もいた。

一番ス
ピードが
出て恐怖
を感じた
り、ロー
プを放し
てしまう
かもしれ
ないと予
想がつく
ような終
点場所に
保育士が
ついてい
なかった
ため。た
くさんの
遊具があ
り、保育
士の担当
すべき場
所や内容
が曖昧
だったた
め。

乗り口だけ
でなく、終
点にも保育
士をつける
べきだっ
た。子ども
達の動きや
利用人数が
激しく変動
するため、
保育士間の
連絡、連携
を十分に行
なってい
く。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1464

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

34 10 9
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左母指基
節骨骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

事前に準
備運動の
不足

ボールを
使った事
前準備運
動遊びの
実施、準
備運動
（粗大運
動、微細
運動）の
実施

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

常時

コートの
大きさと
参加人数
のバラン
ス

十分な動
きが楽し
めるコー
トの大き
さで行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールの
空気圧、
及びボー
ルの素材

柔らかい
ボールを
使用す
る。ま
た、ボー
ル中の空
気状態を
事前に確
認し安全
な空気圧
の確認を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ドッジ
ボールを
好み日常
的に遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもた
ちと一緒
にドッジ
ボールに
参加して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の幼児
の保育に
あたって
いた。

―

幼児の動き
の把握と日
頃のボール
遊びの経験
を増やす。

1465

平成
29年
9月
29日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

43 5 5
16.４
歳
1.男
児

外で遊ぶこ
とが好き
で、活発。

8.その他
1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

登園時間
の自由あ
そび中
で、園庭
に出られ
ることの
できる職
員が限ら
れてい
た。

園庭で子
どもに関
わってい
る職員の
動きや人
数の見直
し。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
園具遊具
の配置

園具遊具
の配置や
使用法に
ついて、
検討や確
認をした
い。

7.その
他

登園時間
中で担任
が近くに
いない状
況であっ
た。

自由あそ
び中の園
庭にも、
保育者の
目が行き
届くよう
にした
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

その日
は、保育
参観を控
え、気持
ちが高揚
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

参観を控
え部屋で
準備にあ
たってい
て、外の
状況が把
握しづら
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任は室
内にいた
が、他の
職員２人
が少し離
れたとこ
ろで園庭
全体を見
ていた。

回転して
いる遊具
に、立っ
て乗って
いた可能
性があ
る。

遊具の使い
方を再度確
認。
また、自由
あそび中も
保育者の目
が行き届く
ようにした
い。

1463

平成
29年
9月
29日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

41 19 2 16 4 7 7
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

― ―
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

40 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の健康
観察でも
等に異常
はなく元
気であっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の担
任1人と１
歳児の担
任6人が、
大型遊具
の各所を
分担して
園児の見
守りをし
ていた。
事故の時
は、本児
の担任は
大型遊具
のカラー
滑り台を1
歳児が登
ろうとす
るところ
を補助し
ており、
本児の近
くにはい
なかっ
た。ま
た、本児
の担任は4
歳児が大
型遊具の
周りで鬼
ごっこを
している
ことは
知ってい
たが、遊
具の中に
入り込ん
でいるこ
とまで把
握してお
らず、遊
具の上で
鬼ごっこ
をすると
危ないの
でしては
いけない
という声
かけはし
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の担
任1人と１
歳児の担
任6人が、
大型遊具
の各所を
分担して
園児の見
守りをし
ていた。
スロープ
の近くに
は1歳児の
担任1人が
おり、転
倒に気付
いてすぐ
に本児の
身体を抱
き起こし
た。

4歳児と1
歳児が合
同保育を
すること
によっ
て、4歳
児に対し
ての見守
りが希薄
になって
いたこと
が考えら
れる。

異年齢が合
同で保育す
る場合は、
担任同士の
事前打ち合
わせをする
とともに、
自分が担任
をしている
子ども以外
の遊びに対
しても安全
に配慮し、
子ども達と
ルールを確
認する等、
指導するこ
とを徹底す
る。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1466

平成
29年
9月
29日

1.認可
2.幼稚園
型認定こ
ども園

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 6 11 6 3 8 7
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首橈
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

足先から
２０ｃｍ
程度で危
険な高さ
から落ち
たわけで
はなく、
たまたま
手のつき
方が悪
かったと
思われ
る。転び
方や降り
方などを
日常的に
指導する
ようにし
たい。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雨天後、
各遊具の
水気を拭
き取って
から遊具
を使用さ
せたが、
拭き取り
が不十分
であった
可能性が
ある。

雨天後の
遊具の使
用におい
ては、徹
底した水
気の拭き
取りを行
うように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

無理のな
い高さで
遊ぶよう
に、その
都度声掛
けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

穏やかな
子で激し
い遊びは
好まない
が、鉄棒
やジムな
どでは遊
ぶ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

２６名の
園児と共
に４名の
職員が外
に出て、
共に活動
しながら
園児の観
察と安全
確保に努
めてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

数グルー
プに分か
れていた
ため、そ
れぞれの
グループ
の園児を
見守って
いたこと
から、直
近の位置
にいた職
員以外は
当該園児
を見ては
いない。

―

今後も職員
による徹底
した観察の
強化と安全
確保に努め
る。

1467

平成
29年
9月
29日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 17 9 11 3 3
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左腓骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

うんてい
使用時、
必ず保育
士が側に
つき、着
地まで見
届けるこ
とが求め
られてい
るが、２
箇所のう
んていに
対し、一
人の職員
配置しか
されてい
なかった

うんてい
２箇所使
用時は、2
人の職員
を配置す
る。職員
配置が困
難な場合
は、一時
的に遊び
のスペー
スを縮小
するな
ど、死角
のないよ
うに連携
を図る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

6

マットの
材質や固
さ、大き
さなどつ
まずきや
すいもの
ではな
かったか
年齢に適
したマッ
トであっ
たかの再
確認が必
要である

遊具に限
らず、玩
具、施設
に関する
ものの適
した材質
や怪我の
危険性が
ないかを
会議で取
り上げ注
意喚起を
促す

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登園の
ピーク時
間に重
なってい
た（ピー
ク時間
8：10
8：30）
早番・日
番で対応
していた
が職員の
役割が明
確になっ
ていな
かった

職員配
置・役割
を明確に
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちよ
り先に本
を手にし
たくて急
いで本棚
に向かお
うとした

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

登園時間
帯であ
り、児
童・職員
の動きが
あった。
うんてい
が２箇所
あるが、
奥のうん
ていでは
遊んでい
なかった
ため、手
前のうん
ていで遊
んでいる
児童をみ
ていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日の予
定、園次
数・園児
情報の確
認をして
いたた
め、保育
室内の園
児に目を
向けてい
なかっ
た。

新園２ヶ
月目で園
内ハザー
ドマップ
がまだ細
部に亘っ
てまでは
作成がで
きておら
ず、共有
をし始め
ている状
況である

遊びスペー
スの確認お
よび配置職
員の役割を
明確にし、
危険が潜む
箇所をリス
トアップ、
共有をする

1468

平成
29年
9月
29日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 33 30 5 5
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故発生
時、近く
にいた職
員だけが
状況判断
をして対
応をし
た。複数
の職員
（看護師
を含む）
が対応す
ることで
迅速な対
応ができ
たと考え
る。ま
た、園長
不在時の
事故であ
り、対応
に迷いも
あった。

ケガの状
況につい
て小数の
職員で判
断せず、
複数の職
員で最善
の判断を
するよう
にする。
また、園
長不在時
の対応に
ついて、
再確認す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

―

遊具の安
全点検は
していた
が、遊具
の片付け
が不十分
であった
ため、子
どもがす
ぐ取り出
せる場所
にあっ
た。

遊具の片
付け場所
を、子ど
もの状況
をみなが
ら改善す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具
（フー
プ）が4月
の降園前
の異年齢
（4.5歳）
での自由
遊びに
は、危険
を伴う遊
具だった
と考えら
れる。

その時期
に適した
遊具の配
置をする
ようにし
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く元気で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

総合遊具
のところ
で、他の
こども達
を見てい
たので、
対象児を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

電車ごっ
こをして
いたのは
見ていた
が、転ん
だところ
は見てい
なかっ
た。

子どもが
見える位
置で保護
者対応が
できてい
なかっ
た。

降園時、保
護者対応し
つつも子ど
もの様子を
把握できる
よう、子ど
もに背を向
けない。

1469

平成
29年
1 認可 5 幼稚園 6 2 午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

6.5歳以上
41 41 3 3

17.５ 1.男

行動面…気
持ちが高ぶ
ると、まわ
りの様子に
気づかず行
動すること
がある。
対人関係…
教師や友達

1.屋外活 1.負
0 負傷 2 骨折 1 頭部

左側頭部
頭蓋骨骨

1.遊具
等から
の転
1.あ
1.定
期的
1

2.基
準配

本児は片
付け時に
ブランコ
に乗って
いたが、
全体が片
付けを始

教職員間
の安全意
識を高
め、声を
掛け合 1.定期的

24
1.定期的

24
1.定期的

24

ブランコ
後ろ３ｍ
のところ
に コン

ブランコ
後方の花

3.個人
活動
中・見

片付けに
向かう時
間帯で
あったた
め、子ど
も達の行
動がさま

片付け時
の教職員
の連携の
仕方を再
確認 ブ

1.いつ
もどお
りの様

片付け時
であった
が、ブラ
ンコで立
ちこぎが
できるよ

3.対象
児から
離れた
ところ

直前ま
で、砂場
で該当児
と遊んで
いたが、
本児がブ
ランコへ
行き、乗
り始め
る。担当
職員は、
本児の様
子を確認
するが、
他児と砂
場の片づ
けを継続
する 砂

2.担当
者・対
象児の
動きを

教師２名
は砂場。
他の１名 ―

・園児への
対応…ブラ
ンコなど固
定遊具の使
い方を再指
導する。
・教職員へ
の指導…事
故の現状を
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1470

平成
29年
9月
29日

1.認可 5.幼稚園 7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 1 1
17.５
歳
1.男
児

平成２９年
２月１０
日・自宅に
て転倒し、
左上腕顆上
骨折で約２
カ月治療し
た経緯があ
り、保護者
は、本児が
骨折しやす
い体質では
ないかと心
配してい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
に関する
研修を定
期的に行
い、不測
の事態が
起らぬよ
う、安全
面への配
慮につい
て周知徹
底をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

跳び箱・
マット共
に幼児の
活動に適
切なもの
を正しく
使用して
いるが、
なお点検
を怠ら
ず、安全
面に配慮
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

特に安全
への注意
が必要な
活動は、
一人ずつ
交代で行
い、子ど
もたち自
身も落ち
着いて臨
めるよう
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
は良好。
いつも通
り学校に
取り組ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
着地点近
くで補助
できるよ
うしてい
たが、一
度目の着
地後弾み
で再度前
方へ着地
したため
受け止め
ることが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員は、
各活動場
所及び職
務に分か
れていた
ため、見
ていな
かった。

―

現職員数よ
り人数に余
裕ができれ
ば、年長児
１７名に対
し、２名の
職員を配置
できるよう
になる。

1471

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

19 8 11 4 4
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘上腕
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

事前に遊
具で遊ば
ないよう
子供達に
声掛けを
していた
が、保育
士が子ど
もの予期
せぬ行動
に対応で
きなかっ
た。

危機管理
対応マ
ニュアル
の再点
検。全職
員にマ
ニュアル
を再読さ
せ事故予
防に対し
意識を高
める。

今年度初
めての公
園遊びに
天気も良
くまた気
温も高め
で気持ち
が高揚し
ていた。

公園の下
見や事前
の遊具の
状態を確
認し使用
できるか
判断す
る。使用
する場合
は子供達
に声掛け
で危険な
事等を話
しをする
とともに
保育士の
配置にも
注意す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児童が
公園外に
出ようと
していた
のを止め
に行った
ところで
の事故で
保育士が
戻ろうと
した時に
落下。

遊ぶ前の
声掛けで
危険な事
等を教え
ていく。
職員の配
置にも注
意し全体
を把握で
きるよう
に、ま
た、危険
と感じる
遊具には
職員が付
くように
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

今年度初
めての公
園遊びで
気持ちが
高揚し、
保育士の
話を聞け
ていな
かった。
普段から
活発的
で、落ち
着いて話
がほとん
ど聞けて
いなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児童が
公園外に
出ようと
していた
のを止め
にいった
ところで
の事故
で、保育
士が戻ろ
うとした
時に落
下。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、山の
影で見え
ていな
かった。

1歳児と
一緒の公
園遊び
だったの
で小さい
子に注意
が集中し
てしまっ
た。

遊ぶ前の声
掛けで危険
な事等を教
えていく。
職員の配置
にも注意し
全体を把握
できるよう
に、また、
危険と感じ
る遊具には
職員が付く
ようにして
いく。

1469
9月
29日

1.認可 5.幼稚園 6 2.午前中 外・園
庭・校庭
等）

児クラス
41 41 3 3

歳 児
教師や友達
の言葉を聞
いて「嫌」
と感じる
と、気持ち
が落ち込
み、切り替
えがしにく
い。

動中 傷
0.負傷 2.骨折 1.頭部 頭蓋骨骨

折
の転
落・落
下

り に実
施

1 準配
置
付けを始
めている
雰囲気を
感じ、気
持ちに焦
りがあっ
た。

い、安全
面の連携
体制を強
化してい
く。

に実施
24

に実施
24

に実施
24 に、コン

クリート
花壇があ
る。

壇を除去
する。

中・見
守りあ
り

ざまであ
り、教師
が本児の
活動を最
後まで見
ていな
かった。

確認。ブ
ランコの
安全な使
い方の再
指導。

りの様
子で
あった

できるよ
うになっ
たので、
ブランコ
をしてい
た。

ところ
で対象
児を見
ていた

する。砂
場の子ど
も達のこ
とを保育
主任と連
携をして
いたとこ
ろ、本児
の泣き声
がしたの
で、ブラ
ンコに目
をやると
本児が横
たわって
いたの
で、かけ
つける。

動きを
見てい
なかっ
た

他の１名
は保育室
前。

故の現状を
把握すると
ともに、養
護職員を含
む教職員間
の安全面の
連携体制を
再確認、強
化する。

1472

平成
29年
1 認可
6.認可保

5

8.夕方(16
時頃～夕

1.施設敷
地内(室

2.1歳児ク
12 3 3

13.１ 2.女
―

2.室内活 1.負
0 負傷
4.創傷(切
創・裂創

4.上肢
(腕・手・

左環指末 8.その 1.あ
2.不
定期
1

1.基
準以

安全管理
マニュア
ルの有効
活用や、
研修を定
期的に実
施し、常

安全管理
マニュア
ルを早急
に見直
し、園内
研修を実 1.定期的

1
1.定期的

1
2.不定期

4

１歳児保
育室を生
活の場と
遊びの場
に分ける
ため、間
仕切りに
していた
パーテー
ションを
専用のス
タンドと
棚で固定
していた
が不安定
であり、
子どもの

パーテー
ションを
撤去し、
室内を見
直した。
他の棚に
も安全を
保つよう
カバーを
作成し
た。１歳
児保育室
以外にも
園全体を
複数の職
員で再点

1.集団
活動
中・見

午後の遊
びが約１
時間続き
遊びへの
興味が続
きにくく
なる頃、
又、保護
者のお迎
えが来は
じめ、片
付けも始
まる動き
の出てく
る時間帯
だった
が、保護
者に伝え
忘れがあ

子ども達
の様子に
細やかな
配慮を
し、特に
夕方遊び
に飽きた
頃の遊び
の工夫を
する。保
育中は持
ち場を離
れず、保
護者対応
をする時
程子ども

1.いつ
もどお
りの様

機嫌よく
遊んでい
たが、積
木を投げ
る遊びを
始めた子
と二人で

2.対象
児の至
近で対

声をかけ
て危ない
ことを伝
えるが、
再度投げ
ようとし
たため止
めようと
積み木を
持った右
腕を引い
てしま
う。その
際膝に別
の子ども

2.担当
者・対
象児の
動きを

それぞれ
別の保護
者対応を
していた
ため担当

担当保育
士が注意
をし腕を
引いた際
に感情も
加わった
力になっ
たことが
推測され
る。又保
育士３名
中２名の
保育士が
同時に保
護者対応

″子どもへ
のかかわり
方は「子ど
もの気持ち
が動いてか
ら・・」決
して無理に
引いたりせ
ず危険な時
は抱きとめ
るように制
止する。”
を徹底す
る。又、必
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1473

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 5 6 5 9 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

5.下肢
(足・足
指)

右第５趾
基節骨骨
折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特になし

マニュア
ルに基づ
いて更な
る研修を
深める

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常から
活発な動
きがみら
れるが、
当日は幼
児の欠
席・早退
（学校行
事のた
め）が多
く、夕方
の時間帯
の児童が
少なく、
落ち着い
ていて
ホールの
見通しも
よく、子
どもの活
動を把握
しやす
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

５～６名
の２～３
歳児と
ボールを
投げたり
受け取っ
たり、転
がしたり
遊ばせな
がら危険
な遊びに
ならない
様に見守
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

長縄コー
ナーでは
順番を待
つ子を見
ながら長
縄を回す
保育士（1
名）、ブ
ロック・
ままごと
コーナー
では座っ
て遊ばせ
ながら、
ホールの
出入り口
付近の子
どもの様
子を把握
する保育
士（1名）
で連携を
とる。

特になし 特になし

1474

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 10 15 15 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕顆上
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置
― 特になし

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び始め
る前に子
ども達全
体に約束
してい
た、立方
体3個の高
さよりも
高く積み
重ねた上
に座って
いた。

子ども達
に安全な
高さを改
めて伝
え、保育
者も見落
としが無
いように
する

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

1人で積み
重ねたプ
ラフォー
ミングの
上に座
り、周囲
の様子を
見ていた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
いる方向
を見守っ
ていた
が、すぐ
そばにい
なかった
為、間に
合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児か
ら離れた
ところで
他の児童
を見てい
たため、
見ていな
かった。

約束して
いた高さ
よりも高
く積まれ
ているこ
とに気づ
くのが遅
れた

保育者間で
も安全な高
さを再確認
する。活発
な遊びをし
ている児童
のそばに
は、重点的
に保育者が
つき、再発
の無いよう
にする。

1475

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

19 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

外遊び時
の保育士
配置人数
は適正で
はあった
が、対象
遊具と対
象児童の
近くで見
守る保育
士の手が
届かない
距離だっ
た。

当日すぐ
に職員会
議を実
施、事故
の概要を
周知、検
証を行
い、公園
での高い
位置まで
登る遊具
で遊ぶ際
は、保育
士の手が
必ず届く
範囲で見
守る等の
確認を
行った。

雪どけ直
後であ
り、公園
内では一
部濡れた
地面も
あったの
で、靴の
裏が滑り
やすく
なってい
たことも
要因の一
つと思わ
れる。

大型遊具
で遊ぶ際
には、晴
れの日で
も前後の
天候もふ
まえて、
公園内の
地面や遊
具等が濡
れている
場合は危
険性がな
いか判断
し、遊具
の使用の
有無を検
討した
り、遊び
方を変更
したりす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬期間
は、遊べ
ず雪どけ
後初めて
公園の遊
具で遊ん
だことも
あり、全
体的に子
ども達が
興奮して
遊んでい
た。

大型遊具
で遊び始
める直前
に、再度
子ども達
に遊び方
と注意事
項を伝
え、落ち
着かせて
から遊び
を開始す
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雪どけの
ため長靴
を着用し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具と対
象児の側
で見守り
をしなが
ら、保育
士間で保
育に関す
る連絡を
伝達して
いた。対
象児が足
を滑らせ
て落下し
た際、す
ぐに手を
差し伸べ
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士間
で連携を
取りなが
ら、全体
を把握
し、対象
児や全園
児の動き
を確認し
ていた。

保育士間
で連絡事
項を伝え
ていた。
また、長
靴着用で
の大型遊
具遊びは
危険性が
高かっ
た。

突発的な伝
達事項で
あっても、
子どもが遊
具で遊び終
えるのを待
つ等、安全
を確認して
から保育士
間での伝達
を行う。子
どもが高い
位置まで登
る遊具で遊
ぶときは保
育士の手が
必ず届く範
囲で見守
る。長靴着
用時は遊び
方を変え
る。

1472
9月
29日

1.認可
育所

5
食提供前
頃）

地内(室
内)

ラス
12 3 3

歳 児 動中 傷
0.負傷 創・裂創
等）

(腕・手・
手指）

節部切断 他 り に実
施

1
上配
置
に怪我や
危険箇所
への意識
をしっか
り持つ必
要があっ
た。

施する。
危機管理
の意識を
職員間で
再認識す
る。

に実施
1

に実施
1

に実施
4 子どもの

指が入る
隙間が
あったに
もかかわ
らず、隙
間をふさ
ぐ対策が
なされて
いなかっ
た。パー
テーショ
ンの設置
方法を問
題視すべ
きだっ
た。

検し、危
険箇所を
リスト
アップし
た。改善
策を段階
的に取り
組み中。
今後の事
故検証の
為、０・
１・２歳
児室にビ
デオカメ
ラを設置
する。

中・見
守りあ
り

忘れがあ
り、保育
士１名が
室外に出
て、もう
１名が入
口付近で
お迎えに
来た別の
保護者に
対応して
いた。ほ
んの数分
だが１人
の保育士
に負担が
かかる状
況がつく
られた。

程子ども
達の様子
に気を配
ることを
確認。会
議等を何
度も繰り
返し行
い、園全
体で保育
を見直
し、さら
に連携を
取り合う
ようにし
ている。

りの様
子で
あった

と二人で
午睡コー
ナーへ向
かって積
木をなげ
はじめ
た。

象児を
見てい
た

の子ども
が居た
為、立っ
て傍にい
くことは
せず本児
の左薬指
がパー
テーショ
ンに挟
まってい
ることに
気が付か
なかった
もの。

動きを
見てい
なかっ
た

者・対象
児の動き
はみてい
なかっ
た。

護者対応
を行って
いた。１
名は保育
室から離
れてしま
い、１人
で１０名
のこども
を見る数
分であっ
たことも
要因と
なってい
る。

ず保育士同
士が声を掛
け合い、保
護者対応の
保育士も子
どもに視線
を送り、危
険な場面で
は声を掛け
られるよう
にする。保
育室から極
力離れな
い。
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死亡
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歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1476

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

44 22 22 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上肢骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

公園の遊
具で遊ぶ
際には、
保育士の
立ち位置
に留意す
る。最低
人員に１
名追加し
て余裕を
持って出
かける。

1.定期的
に実施

54
1.定期的
に実施

54
1.定期的
に実施

362 ―

年齢や発
達に合っ
ている遊
具か見極
め危険が
予想され
る場合は
使用しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

散歩など
の外部環
境に頼り
すぎず園
内環境の
充実を図
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児が回
転式うん
ていを
やってい
る姿を見
て挑戦し
ようとし
たところ
手を滑ら
せ落下す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

回転式う
んていだ
けではな
く遊具全
体を見て
おり、対
象児が手
を滑らせ
た時、手
を差し伸
べること
ができな
かった。
遊具が対
象児の成
長段階に
合わず、
厳しいこ
とを把握
できてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

固定遊具
から離れ
た場所の
子どもた
ちの対応
をしてい
たため見
ていな
かった。

―

子ども一人
一人に対す
る発達の把
握をする。

1477

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 4 9 5 2 2
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

関節内骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

・職員も
いたが単
発保育士
に任せて
いた面も
ある。
・特に運
動遊び
は、経験
のある遊
びだから
大丈夫と
は言えな
い。
子どもの
気持ちが
浮かれて
いる様子
はなかっ
たか。そ
の時の状
況判断が
適切だっ
たか。

・単発保
育士の配
置には十
分配慮す
る。
・幼児は
各コー
ナーに分
散してい
たが、ゆ
とりがあ
れば運動
遊びには
より多く
の保育士
を配置す
る。
・その
時々の子
どもの状
況を把
握・判断
して遊び
を設定す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・園舎の
老朽化に
よる、
ホールの
床の目に
見える歪
みや変形
が子ども
の運動に
影響があ
るのでは
ないか。
・遊具設
定の際、
安全面で
の配慮は
したが、
それが適
切であっ
たか。よ
り良い方
法があっ
たのでは
ないか。

・施設そ
のものの
改築改善
は望めな
いので、
危険箇所
の点検を
行い、そ
れぞれに
早急な安
全対策を
とり、改
善を図
る。
・建物の
状況に対
して、適
切な活動
の設定で
あるか、
常に意識
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・子ども
達を楽し
ませたい
思いで設
定した
が、初め
てではな
いので
「出来
る」との
思い込み
や気の緩
みはな
かった
か。
・転び易
い子であ
る事の意
識が低
かった。
子どもの
状況の共
有がなさ
れていな
かった。

・何度も
経験して
いる活動
内容だと
いう事
や、年長
児だから
大丈夫と
いうよう
な思い込
みで保育
しない。
・体の使
い方が不
器用等、
個々の子
どもの発
達の特性
を職員間
で共有す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

卒園式も
終わり、
就学に向
け、開放
的になっ
ていた感
がある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

自分が担
当してい
るコー
ナーに集
まる子ど
もたちの
動きを見
守り、必
要に応じ
て援助し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

自分が担
当してい
るコー
ナーから
別のコー
ナーに
移ってい
く子ど
も、ま
た、その
逆の動き
も見てい
た。

・子ども
の人数に
対しての
保育士の
配置人数
は適正だ
と思って
も、活動
の内容に
対しては
適切だっ
たか。
・年長児
の興奮を
静めなが
ら保育し
ていた
が、見守
りや声掛
けの配慮
が不足
だった。

・年長児だ
から大丈夫
と考えず、
子ども一人
ひとりの状
況に応じた
細やかな関
わりをす
る。
・担任がい
なくても、
どの職員で
も同じ対応
をし、規制
すべきこと
はきちんと
対応をす
る。

1478

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

25 3 8 9 5 4 4
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

遊びの安
全、子ど
も一人ひ
とりの遊
びの状況
について
の把握
に、職員
の個人差
があった
のではな
いか。

遊びの安
全面の共
通理解と
継続し
て、運動
遊びに関
してはな
るべく同
じ保育者
がつき、
個人の遊
びの状況
把握に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ゲーム
ボックス
に段差を
つけて、
運動発達
に応じて
楽しめる
ようにし
てきた
が、高さ
のあると
ころまで
も階段状
になって
いるた
め、3歳児
でも簡単
に登れる
ところが
要因の一
つにあっ
たのでは
ないか。

一人ひと
りの運動
能力や経
験、そし
て筋肉や
骨の発達
も把握
し、運動
あそびの
環境を考
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

挑戦した
い気持ち
はあった
ものの、
怖い、緊
張する、
無理かも
しれない
という気
持ちが、
周りでみ
ている友
だちの応
援であと
に引けな
くなった
のではな
いか。

自分で無
理だとあ
きらめる
決定がで
きる雰囲
気作りを
子どもた
ちと相談
してつく
る教育が
必要であ
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年上の子
に対する
あこがれ
もあり、
遊びに積
極的に参
加してい
た。挑戦
したいと
言う気持
ちが強
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐに手
を差し出
しつなげ
る位置に
はいて、
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お遊戯室
にもう1名
おり、降
園する園
児、保護
者と対応
する。他
の職員は
隣接する
オープン
の３部屋
に２人職
員を配置
し他の子
どもたち
の遊びを
見守る。

子どもの
緊張す
る、少し
怖がって
いるとい
う感情の
くみ取
り、援助
すること
が必要
だった。

子どもの表
情、仕草を
敏感に感じ
取るように
すること、
周りの雰囲
気、その子
がどう感じ
ているかな
どを把握
し、かかわ
るようにす
る。

1479

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

33 1 7 5 9 11 10 10
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

保育場面
での留意
が欠け、
事故防止
マニュア
ルの整備
ができて
いなかっ
た。

事故防止
マニュア
ルを整備
し、研修
の実施に
より職員
に周知・
再確認を
行った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

気づいた
時には、
すぐに対
応する
か、迅速
な対応が
できない
時には、
報告す
る。

同じ人だ
けではな
く、違っ
た目でも
安全確認
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

全クラス
が、戸外
に出てい
る場合、
学年ごと
の活動内
容で範囲
規制や誘
導をす
る。

鬼ごっこ
の際に
は、遊具
は、使用
しない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動前に
諸注意等
を再確認
せず、戸
外にで
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外遊び
をそれぞ
れに開始
してし
まったた
め、固定
遊具の補
助を求め
てきた児
童に付い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担当の
学年の児
童に付い
ていた。

児童の心
身状況の
把握を
し、諸注
意が十分
ではな
かった。

活動時の危
険性を再確
認し、見守
りを怠らな
いように配
慮する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1482

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

23 2 1
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置
―

園児の発
達や運動
能力に
あった遊
びをさせ
ていく。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

縄跳びの
経験が浅
かった
が、走り
縄跳びを
やろうと
した行動
を止めら
れなかっ
た。

事前に具
体的な活
動を知ら
せ、子ど
もの発達
に合わせ
た遊びが
できるよ
うに話を
してお
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前とびが
できるよ
うになっ
たことで
意欲が増
し、やっ
たことの
ない走り
縄跳びに
挑戦し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が見
える位置
で他児の
縄跳びを
見てい
た。転倒
する際に
駆け寄ろ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
て別作業
中であっ
たため、
見ていな
かった。

―

園庭で遊ぶ
場合、複数
で保育して
いき、個々
の子どもの
状況を予測
しながら声
掛けを行い
未然に防い
でいく。

1480

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

保育所独
自の取り
組みとし
てもヒヤ
リハット
ＰＪを中
心に常日
頃事故防
止に取り
組んでい
る。今回
の事故発
生時も受
傷直後に
報告があ
り。連携
を速やか
に取る事
ができ、
受診につ
なげるこ
とができ
た。

クラスの
子どもを
できるだ
け死角の
ないよう
視野にい
れるべく
担当職員
の立ち位
置を常に
考えなが
ら保育に
あたるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

狭い室内
でのイス
の並べ方
として、
イスの数
も多く、
また子ど
もの身体
能力にも
まだそぐ
わない状
況だっ
た。

遊びの設
定として
もっと早
い段階で
やり方の
確認をし
たり、制
止すべき
だった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段の子
どもたち
の様子か
ら大丈夫
という気
持ちが働
いてし
まったこ
と、危険
性を軽視
しすぎた
結果今回
の事故に
至ってし
まった。

午睡起き
の時間帯
であり、
目は目覚
めている
が体が
しっかり
目覚めて
いるかと
いえば疑
問があ
る。しっ
かり観察
し、その
時の状況
や発達に
見合って
いるか判
断してい
きたい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片手に玩
具を持っ
て遊んで
いる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

室内には
保育士２
名いた
が、イス
で遊び始
めた所で
視野には
入ってい
たが、す
ぐ傍には
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故当
時、担当
職員同士
で話して
いた。一
人が目視
できる状
態だっ
た。

椅子を並
べている
活動か
ら、左手
に玩具を
もって椅
子の上に
立ったた
め、危な
いと声を
かけた。
その瞬間
背もたれ
のある方
向から飛
んだため
転落し
た。子ど
もたちの
発想を大
事にしよ
うと考え
たが、幼
児イスを
並べ迷路
を作って
上を歩く
遊びの危
険性を軽
視した結
果,今回
の事故に
至ってし
まった。

子どもの遊
びの発想、
展開はとて
も大切なも
のなので気
持ちは大切
にしながら
も、その時
の発達に見
合っている
か、的確に
判断し、安
全な保育に
努めていき
たい。

1481

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

21 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
上顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

新年度に
あたり、
職員がお
互いの動
きも意識
しなが
ら、子ど
もの活動
の様子を
把握でき
るように
なる５月
下旬から
６月上旬
までは、
職員の配
置を基準
以上に手
厚くする
必要性を
話し合
い、体制
を整え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

地面が乾
燥し、強
風で表面
の砂が飛
ばされ固
くなって
いる状況
である。
事故がお
きた築山
も同様の
状態に
なってい
たことも
今回の事
故の要因
と考えら
れる。

早急の対
策とし
て、築山
の芝の中
に入り込
んだ砂を
掘り出
し、強風
と乾燥の
ひどい日
は、水撒
きを行
う。積年
の風雨に
より、園
庭の地面
が固くな
るってい
るので園
庭のメン
テナンス
を検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

以前にも
寝転んで
いる子ど
もに気付
かず、転
倒する事
故があっ
たので、
もう一度
子どもた
ちの遊び
方につい
て職員間
で話し
合った。
活動の動
線上で寝
転ぶ姿が
見られる
ので、必
要な遊び
かどう
か、保育
者が見極
めるとと
もに、子
どもたち
同士でも
遊び方に
ついて考
えてみる
必要があ
るのでは
ないかと
考えた。

子どもた
ちの活動
の場と遊
び方をも
う一度、
保育者間
で見直
し、どこ
でどのよ
うに遊ん
で欲しい
か、遊ぶ
場の広さ
と子ども
の人数が
適切なの
か話し合
い、安全
に遊べる
場を確保
できるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

築山と築
山の間に
ある橋の
上に寝そ
べり足を
動かして
いる子に
躓き、転
倒した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

築山近く
の砂場
で、他児
と関わり
ながら、
対象児を
含む全体
の子ども
の様子に
気を配っ
ていた
が、対象
児が築山
を下り降
りる瞬間
の動きは
見ていな
かった。
担当職員
は、対象
児が側に
いた他の
職員に痛
みを訴え
ことか
ら、事故
に気付い
た。状況
を聞きと
り、怪我
の様子を
確認し、
園長に報
告、看護
師に相談
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
の子ども
の様子を
見守る職
員の配置
もしてい
たが、対
象児が転
倒する瞬
間は見て
いなかっ
た。対象
児が痛み
を泣いて
訴えてき
たため、
まずは、
椅子に
座って気
持ちを落
ち着か
せ、担当
職員に状
況を報告
した。

―

新年度にあ
たり、職員
がお互いの
動きも意識
しながら、
子どもの活
動の様子を
把握できる
ようにな
る、５月下
旬から６月
上旬まで
は、職員の
配置を基準
値以上に手
厚くし、子
どもの遊び
を援助して
いく体制を
整える。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1483

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

7 3 3
15.３
歳
2.女
児
―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足小指
付け根骨
折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

―

安心安全
の保育実
践に向け
て、ヒヤ
リハット
検証を行
い、情報
の共有を
図る。

1.定期的
に実施

1回/週
2.不定期
に実施

その都度
1.定期的
に実施

ほぼ毎日 ―
安全点検
を定期的
に行う。

7.その
他

―

活動の前
後に安全
対策を行
うととも
に、気が
ついた点
について
は、情報
を共有
し、対策
を講じ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方もい
つも通り
自分の気
の合う友
だちと遊
びを楽し
んでい
た。迎え
が来たの
で片付け
のあと小
走りで祖
母のもと
へ向かっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

祖母に一
日の様子
を伝え引
き渡しを
行い、挨
拶をして
振り返
り、まだ
迎えの来
ない園児
が遊ぶ場
所に戻ろ
うとし
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊ぶ園児
の様子を
見たり、
一緒に遊
んでいた
ため、部
屋を出る
様子を見
ていな
かった。

―

降園の際、
施設を出る
まで職員が
責任を持っ
て対応す
る。必ず当
日中に保護
者と連絡を
とり、確認
を行う。

1484

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

11 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨頚
部骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

乳幼児の
身体の発
達の特徴
と事故の
リスクの
認識が、
児のとっ
さの行動
に適切な
対応が出
来なかっ
た。

乳幼児の
身体の発
達の特徴
と事故の
リスクの
再確認と
日々の保
育の中で
安全な援
助の方法
を具体的
に取得す
る。

1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

今回の事
故に関し
て、施
設・設備
は影響し
ていない
ため、再
発防止の
ための検
討は必要
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

手を洗う
子、椅子
に座る子
など個々
の動きが
様々に
なってい
た

活動が
様々にな
る場面で
の導線と
保育の役
割分担や
見守る場
所の再確
認をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡あけ
はいつも
機嫌が悪
く、保育
士に手を
引かれた
ままおや
つの手洗
い場へ行
き、手を
繋がれた
まま脱力
し、座り
込んでし
まった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

泣いてい
る他児1人
を抱っこ
したま
ま、本児
の手を引
き、おや
つ前の手
洗いに
行ったと
ころ、本
児が嫌が
り脱力
し、座り
込んでし
まった
為、本児
の対応が
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

リーダー
担当は手
洗いが終
わった子
ども達を
集め、手
遊びをし
ながら、
また、配
膳担当
は、配膳
台でおや
つの準備
をしなが
ら、担当
が本児に
関わり、
手を引き
手洗い場
への誘導
を確認し
ていた。

複数児の
対応を必
要とする
状況で、
保育者一
人が対応
したこ
と。

保育士一人
が複数児の
対応をせず
に職員同士
連携をし、
声を掛け合
う。

1485

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

新年度に
あたり、
職員がお
互いの動
きも意識
しなが
ら、子ど
もの活動
の様子を
把握でき
るように
なる５月
下旬から
６月上旬
までは、
職員の配
置を基準
以上に手
厚くする
必要性を
話し合
い、体制
を整え
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

子どもた
ちの活動
の場と遊
び方をも
う一度、
保育者間
で見直
し、どこ
でどのよ
うに遊ん
で欲しい
か、遊ぶ
場の広さ
と子ども
の人数が
適切なの
か話し合
い、安全
に遊べる
場を確保
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

地面が乾
燥し、強
風で表面
の砂が飛
ばされ固
くなって
いる状況
であるこ
とも今回
の事故の
要因と考
えられ
る。

早急の対
策とし
て、ラ
バーマッ
トを購入
し、雲梯
の下に敷
いた。積
年の風雨
により、
園庭の地
面が固く
なってい
るので、
園庭のメ
ンテナン
スを検討
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

右手で雲
梯をつか
みぶら下
がった状
態から左
手で次の
雲梯をつ
かもうと
していた
が、左手
でつかむ
前に右手
が雲梯か
ら離れ落
ち、地面
に落下
し、左肘
を打つ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭全体
を見なが
ら当該児
を含む5歳
児19名を
見てい
た。靴を
脱ぎ入室
に向かう
子、園庭
からテラ
スに戻る
子、まだ
遊んでい
る子とい
て、その
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

新年度にあ
たり、職員
がお互いの
動きも意識
しながら、
子どもの活
動の様子を
把握できる
ようになる
５月下旬か
ら６月上旬
までは、職
員の配置を
基準以上に
手厚くする
必要性を話
し合い、体
制を整え
る。

1486

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 17 14 17 4 4
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ脱
臼・骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

公立保育
園安全マ
ニュアル
が周知さ
れていな
い
保育士及
び子ども
のマンネ
リ化

公立保育
園安全マ
ニュアル
の周知・
徹底
保育士の
安全に対
しての再
認識と子
どもへの
繰り返し
の指導

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
行動の見
通しを
持った予
測ができ
なかっ
た。指導
面での指
導が不十
分であっ
た。

安全面で
のしっか
りとして
行動予測
をする。
繰り返し
の子ども
への教育
指導を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

かたづけ
になり、
すぐに鉄
棒から離
れなかっ
たのだ
が、かた
づけに誘
導したと
ころで鉄
棒を離れ
るであろ
うと、先
の見通し
の甘さが
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

かたづけ
の為、４
人いた職
員が全体
の動きよ
りかたづ
けに気を
とられて
いたと考
えられ
る。

―

片づけの時
に職員は、
全体の動き
にも気を配
る。また、
片づけの時
には優先し
て全体を見
守る役割の
職員を作
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1487

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

91 24 18 26 20 3 12 12
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左両前腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

ターザン
ロープは
必ず座っ
て乗る、
立ちこぎ
をしな
い、登ら
ないこと
とする。
また園庭
遊びの約
束を再度
見直し
て、職員
に周知す
る。子ど
もたちに
危険なこ
とを具体
的に伝え
る。約束
の内容・
保育の留
意点を非
常勤職員
にも掲示
と口頭で
周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

ターザン
ロープ・
ブランコ
は、園庭
の状況を
見て正規
保育士が
設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ターザン
ロープ・
ブランコ
は、人数
や配置に
よって正
規保育士
が設置す
るしない
を決め
る、状況
で側に着
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり活発
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

幼児担当
職員が、
直前に注
意してい
たので見
ていた
が、少し
離れた所
で別の子
の対応を
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

幼児担当
職員全員
で全幼児
を見てい
た。

クラス担
任は不在
であった
が、代わ
りの保育
士が保育
に入って
いた。

乳児職員も
一緒に保育
するので、
注意を必要
とする子ど
もを細かく
伝えて、安
全に保育し
ていく。

1488

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 4 1 4 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕
（尺骨・
橈骨）骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルを定期
的に再確
認するこ
とが大事
である。

職員は全
員、事故
防止マ
ニュアル
を読み、
頭に入れ
ておくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

本来は遊
具ではな
いテーブ
ルをジャ
ンプ台に
見立てて
飛び降り
る遊びを
していた
こと。

遊具では
ない物を
遊具とし
て遊びに
取り入れ
る時には
十分な安
全確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

金曜日の
夕方とい
う一週間
で最も疲
れがでて
いる時間
帯におき
た。

子どもの
体力・状
況に合わ
せた遊び
をする。
思い付き
で遊ぶの
ではな
く、夕方
の遊びの
週案をた
てて安全
に問題が
ないか考
えていく
ことにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりだっ
たが、
ジャンプ
台の遊び
が楽し
かったよ
うで片付
け間際ま
で挑戦し
ようとし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

テーブル
の前を３
歳児が２
人通りか
かったの
で、危な
いためそ
の場から
離れるよ
うに誘導
してい
た。その
ため、近
くにはい
たがジャ
ンプ台に
登って来
た対象児
の動きを
把握でき
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けの
時間に
なったた
め、声掛
けをして
から一度
保育室に
入ったと
きだっ
た。

片付け始
める時に
２人いた
職員が一
時的に１
人になっ
てしまっ
た。

他のクラス
でも手助け
に入れる職
員がいたら
頼むべきで
あった。声
掛けをして
いくこと。

1489

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 1 1
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折
8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

５歳児保
育の際起
きた事故
ではある
が、園児
は屋上で
の遊びの
ルールは
十分に
知ってい
る年齢で
ある。

どの職員
も個々の
園児の特
性を把握
してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

屋上面に
はゴム
チップが
張ってあ
る為、転
倒した際
のクッ
ションに
はなって
いた。

よりス
ペースの
ある場所
に動か
し、横側
にある丸
太の台を
別の場所
に移動。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任では
ない職員
が保育に
あたる。
ルールは
周知され
ていた。

遊具には
慣れてい
ると思
い、クラ
イミング
キャビン
には保育
士はつい
ていな
かった。
個々の特
性を理解
しサポー
トする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動に奥
手な本児
だが、１
人で遊具
からジャ
ンプして
降りてみ
ようと挑
戦した。
遊具の使
い方は守
られてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯の近
くで他の
園児の補
助をして
いたが、
慎重に遊
ぶ本児が
１人でク
ライミン
グキャビ
ンに挑戦
していた
ので遠く
から見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士１
人が保育
に従事し
ていた。

食後の自
由時間、
担任以外
の保育士
が保育に
あたって
いたが、
一年を通
して、保
育にあ
たってい
る為、
ルールは
十分周知
されてい
た。

保育士の立
ち位置と
個々の園児
の特性を理
解し、事故
にならない
ように配慮
すべきであ
る。

1490

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

21 4 5 4 1 7 9 9
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
1.意識不
明

1.頭部

熱性けい
れん　脳
震盪　胃
腸炎

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

●受け入
れ時、受
入表の記
入を保護
者にお願
いするだ
けではな
く、園児
の様子を
細かく伝
え
　てもら
う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1回/週 ―

●朝・夕
の合同保
育は、広
い保育ス
ペースで
おこな
い、転倒
時に頭部
等をぶつ
けないよ
うにテー
ブルや椅
子は極力
使用しな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

●登園前
に家庭で
検温して
いただく
と共に登
園後も数
回の検
温。
●午睡時
は保育士
のそばで
寝せ、尚
且つ防犯
カメラか
らよく見
える位置
で寝か
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

テーブル
におまま
ごとを広
げ、友達
数名と椅
子に座
り、おま
まごと遊
びをして
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊んでい
る子ども
たちの様
子が見渡
せるよう
に、少し
離れたと
ころから
見てい
た。
　倒れた
対象児に
気づき、
対応す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室内に
保育士1名
いたが他
児と遊ん
でいた
為、気づ
くのが遅
れた。
　他職員
数名は乳
児室で乳
児の保
育、施設
長は職員
室にて事
務仕事を
してい
た。

対象児・
まわりの
園児の対
応に追わ
れ、早急
に他職員
を呼ぶこ
とができ
なかっ
た。

対象児の様
子・異変を
すぐに察知
し、発作だ
と把握す
る。
　大声で他
職員の応援
を求める。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1491

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 17 18 12 4 4
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員間
で、環境
整備・子
どもへの
声かけ・
保育士の
立ち位置
について
確認し、
全職員に
周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

園庭の環
境整備に
ついて、
転びやす
い場所は
ないか等
再確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

転倒の経
験が少な
く、身体
全体のバ
ランスが
整ってい
ない。

保育の中
に体育遊
びやリズ
ム遊びを
取り入
れ、身体
を動かす
経験を重
ねる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達や保
育士と鬼
ごっこで
遊ぶよう
になり、
その日も
友達と追
いかけっ
こを楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

友達との
追いか
けっこを
見守って
いたが転
倒を防ぐ
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保護者対
応・遊具
の補助・
全体の見
守り

―

保育士の立
ち位置、子
どもへの声
かけを全職
員に周知す
る。

1492

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

21 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
なし

事故予防
に関する
研修への
参加回数
を増や
す。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 なし

施設・遊
具・玩具
が原因で
ない為。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段、お
すもう遊
びは室内
でマット
を敷いて
行ってい
る。

遊びを始
める前
に、子ど
もへの指
導を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に問題
なく一日
過ごして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

目の前で
遊びを
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の立
地上死角
がある
為、それ
ぞれの持
ち場に配
置し見
守ってい
た。

日頃よ
り、遊ぶ
前の指導
（遊具の
安全な遊
び方等）
を行って
いるが、
事前に力
加減を調
整するよ
うには指
導してい
なかっ
た。

遊びを始め
る前に、子
どもへの指
導を徹底す
る。

1493

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 5 3 6 4 6 5 5
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左足中指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

朝の合同
保育中で
異年齢が
１つの部
屋に集
まってい
る中で起
きてし
まった。

異年齢で
過ごす空
間の中で
の遊びの
スペース
の確保や
各年齢の
過ごし方
について
も職員同
士で見直
し、共有
してい
く。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

カラー
ボックス
の材質
上、固さ
もあり子
どもの行
動パター
ンも考慮
した棚の
設置、
カードが
不十分
だった。

子どもの
行動をよ
く考えた
環境設定
をすると
ともに、
危険が予
測される
ところに
はガード
をするな
どの安全
対策を
行ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の合同
保育中で
異年齢が
１つの部
屋に集
まってい
る中で起
きてし
まった。

異年齢で
過ごす空
間の中で
の遊びの
スペース
の確保や
各年齢の
過ごし方
について
も職員同
士で見直
し、共有
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と
じゃれ
合って遊
んでいる
中で、少
し大きい
動きに
なってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

異年齢で
過ごして
いる中
で、他児
の遊び・
朝の受け
入れをし
ながら子
どもたち
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

乳児の個
別な関わ
りをして
いたり、
登園児の
受け入れ
をしてい
たため見
ていな
かった。

異年齢の
保育の中
で朝の受
け入れも
あり、目
が行き届
いていな
い部分が
あった。

職員の保育
室内での位
置など、子
どもたちに
目が行き届
くよう再度
話し合って
いく。

1494

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

84 27 33 24 10 9
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
1.意識不
明

― ―
8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置
―

AEDの使い
方・心臓
マッサー
ジの再度
研修を受
ける

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48 ―

AEDの定期
検査を受
け、常に
使用可能
な状態に
しておく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭で遊
ぶ時の約
束や職員
の配置に
ついて再
度職員間
で確認し
周知徹底
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭で遊
んでいる
様子では
友達と一
緒に走っ
たり、遊
具に登っ
たりと日
頃と変わ
りなく遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊んだあ
と、か
けっこを
するため
整列を見
守り、ス
タート合
図をし
走ってい
る様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

かけっこ
をするた
め、職員
がトラッ
ク内に集
合してい
た。

心臓疾患
があった

職員が緊急
時の対応
（AED・心臓
マッサー
ジ）につい
て研修す
る。

平成
29年

1495 1 認可
6.認可保

4 7 午後

2.施設敷
地内(室
外・園

5.4歳児ク
21 2 2

17.５ 1.男
―

1.屋外活 1.負
0 負傷 2 骨折

5.下肢
(足・足

右橈骨・

1.遊具
等から
の転
2.な
2.不
定期
―

2.基
準配

・俊敏で
運動遊び
が得意な
子であっ
た。しか
し、運動
が得意と
思い込ま

・事故は
金曜の午
後であっ
たため、
当日は簡
単な伝達
と注意喚
起を行っ
たのみで
あった 1.定期的

―
1.定期的

―
1.定期的

―

・固定遊
具の遊ん
でいた場
所は、４
歳児に
とって無
理な高さ

・事故の
前後で
ハード面
での環境

1.集団
活動
中・見

・昼食後
の時間帯

・午前中
にこども
の日の集
いで活動
してお
り、思い
切り楽し

1.いつ
もどお
りの様

3.対象
児から
離れた
ところ ―

2.担当
者・対
象児の
動きを ―

・固定遊
具で、
もっと高
い場所に

・どうして
も保育者か
ら見て危険
だと思うと
ころに目が
行きがちで
あったり、
運動能力の
高い子は大
丈夫という
思い込み等
があったこ
とについて
反省し、見
直す。先の
危険性を読
み取る力を
養うための
トレーニン

22 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1496

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

60 0 0 0 17 20 23 0 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

小児上腕
骨外顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

外遊びの
時の事故
防止対応
の人員配
置場所の
変更と人
員増員

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12 ―

定期的に
点検する
ことと、
改善を迅
速に行う
こと。古
い物は買
い換え
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

思いがけ
ない遊具
の使い方
をするこ
とがある
ことを共
通理解す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ログとり
での２階
部分で対
象児が遊
んでいる
時、バラ
ンスを崩
し落下し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近には
職員が居
たが、ロ
グとりで
の対象児
の居る反
対側に居
たため､落
下を食い
止める
とっさの
行動が取
れず間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一瞬の落
下に職員
の対応が
間に合わ
なかっ
た。

―

遊具の配置
や子ども達
の人数・年
齢にあわせ
て子ども達
の様子を見
る

1497

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

21 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

5.下肢
(足・足
指)

左足中指
PTP間接脱
臼

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

20
2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保育室が
狭い　所
持品整理
の時の導
線が混乱
している

所持品整
理の順
序、導線
の見直し
をする。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

所持品片
付けをし
なければ
ならない
のに鬼
ごっこを
してし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

所持品の
片付けを
子ども達
が始める
のをみ
て、1階の
保育室に
置き忘れ
た物があ
りそれを
とりに
いった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のク
ラスの子
ども達を
連れて、
各々のク
ラスで保
育してい
た。

担当保育
士が保育
室を離れ
たため

保育士が一
人でいると
きは、絶対
に子ども達
から離れな
い、やむを
得ないとき
は近くの職
員に声をか
ける、等の
徹底、再度
確認を職員
全員で行っ
た。

1498

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

17 14 3 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘にヒ
ビの可能
性有り
（レント
ゲンに
は、うつ
らないた
め可能性
とのこ
と）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

傍に付い
たり、注
意を促さ
なければ
ならない
ほどの激
しい遊び
の段階で
はなかっ
た。

― ―

年上児の
遊びが急
に激しく
なったこ
と。

通常とは違
う男児が傍
にいること
で遊びが激
しくなる事
を予測すべ
きであっ
た。

9月
29日

1495 1.認可
育所

4 7.午後 外・園
庭・校庭
等）

ラス
21 2 2

歳 児 動中 傷
0.負傷 2.骨折 (足・足

指)
尺骨骨折

の転
落・落
下

し に実
施

準配
置
思い込ま
ずに、
もっと慎
重に本児
の様子を
見守るべ
きであっ
た。

が、翌週
月曜日の
職員会議
にて、原
因究明と
対策を話
し合い職
員への周
知を行っ
た。

に実施 に実施 に実施
理な高さ
ではな
く、また
雨で濡れ
ているこ
ともな
かった。

を大きく
変えるこ
とはな
い。

中・見
守りあ
り

で起っ
た。

切り楽し
んだ半
面、疲れ
ているこ
とも考慮
すべきで
あった。

りの様
子で
あった

ところ
で対象
児を見
ていた

動きを
見てい
なかっ
た

いる子に
目が行き
がちで
あった。

トレ ニン
グを行い危
険予知能力
を高める。
子どもに
は、ただ
「危ない
よ」だけで
はわからな
いので、わ
かりやすい
言葉で
（「しっか
りつかまっ
て」「すべ
るからきを
つけて」な
ど）伝え
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1499

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

17 3 3
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

４月とい
う時期に
想定され
る事故防
止研修を
するべき
であっ
た。

定期的に
園内研修
および職
員会議に
てヒヤリ
ハットを
報告し注
意喚起し
あう。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

9
1.定期的
に実施

1回/週

遊具に破
損等はな
く特に問
題はない

引き続き
毎日と使
用前の点
検を怠ら
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

４月とい
う時期を
考慮し、
遊びの切
り替えを
する場合
は３歳児
全員で取
り組むべ
きであっ
た。複数
の遊びの
選択がで
きる状況
だった

混雑しが
ちなとこ
ろは、順
番や友達
同士の間
隔等にき
をつける
ことを指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝の視診
触診は良
好であっ
た

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士
Ａ：追か
けっこを
している
園児に対
応してい
た時に門
扉から外
へ出よう
とした子
を止めに
行ったた
め

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育士
Ｂ：固定
遊具の上
にて滑り
台の滑り
方の指導
や踊り場
の安全を
確保して
いたた
め。保育
士Ｃ：遊
びが追い
かけっこ
となり階
段付近に
子どもが
いなく
なったの
で、午前
中に降園
する子ど
もの連絡
帳の
チェック
と記入を
していた
ため。

現場にい
た保育士
全員が遊
びが切り
替わるこ
とを知ら
なかっ
た。子ど
も全員が
追いか
けっこに
参加する
のを確認
するべき
であっ
た。

複数の職員
で保育する
場合は活動
の前に連携
や役割を
しっかり決
める。全体
を見回せる
位置に職員
がいて子ど
もの動きを
確認するこ
とを徹底す
る。

1501

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

89 45 44 7 7
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回/週
2.基
準配
置

園にはな
い公園の
一つ一つ
の遊具の
使い方の
危険リス
クについ
ての話し
合いが不
十分で
あった。

実際に出
かける場
所での遊
具の遊び
方を予測
しなが
ら、マ
ニュアル
を再度確
認し合
い、職員
一人一人
が意識し
危険回避
の意識を
もつ。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

本児が公
園の固定
遊具に、
日頃保育
園では遊
ばない使
い方をし
た際、ブ
ランコ内
に入って
きた子に
気をとら
れ、本児
から保育
士の目が
離れてし
まった。

今後は、
実際に出
かける場
所での遊
具の遊び
方を予測
した上
で、どの
ような危
険性があ
るかを事
前に職員
間で話し
合い、周
知してい
くように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

つかまる
ところが
ない鉄の
柵に、座
ろうとし
ていた。

ブランコ
の柵は、
座る場や
鉄棒をし
て遊ぶ棒
ではない
ことを、
事前に園
児に周知
していく
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遠足で公
園に出か
けたこと
で、活動
的にな
り、いつ
もは園で
あまり遊
ばないブ
ランコに
乗ろうと
待ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当クラ
スの子が
多く遊ん
でいた１
０ｍ程離
れた複合
遊具の遊
びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
の位置で
見守って
いた保育
士は、柵
の中に入
ろうとし
ていた児
を止めて
いた。

本児を含
めた、ブ
ランコの
柵の回り
にいる子
から、一
瞬目を離
した。ま
た、本児
の行動を
見つけて
「あぶな
い」と声
を掛けら
れなかっ
た。

本児が日頃
から固定遊
具で遊ばず
あまり経験
をしていな
いことを把
握していた
ので、本児
の発達や運
動能力に合
わない行動
をした時に
はすぐその
場で声を掛
けたり阻止
していくよ
うにする。

1500

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

11 4 2 5 3 3
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

延長保育
時間に
は、３・
４・５歳
児が一緒
に過ご
す。１７
時１５分
以降は３
人の保育
士が対応
するが、
新年度で
まだ慣れ
ない３歳
児に注意
が向けら
れてお
り、５歳
児への配
慮が足り
なかっ
た。

員全体
で、事故
防止につ
いて再確
認する。
延長保育
時間の職
員配置、
体制につ
いても再
確認し見
直す点に
ついては
全員に周
知する。
延長対応
の職員間
で、遊び
の範囲を
確認し合
い、危険
な遊びを
見逃すこ
とのない
ようにす
る。子ど
もの対応
に困って
いる職員
がいる時
には、保
育士同士
が連携
し、複数
で対応に
あたるよ
うにして
いく。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

4

園庭の砂
場と土山
近くに家
型遊具が
設置され
ている。
子どもた
ちが、近
くにある
ベンチを
運び、遊
具近くに
置き遊ぶ
姿が見ら
れる。ベ
ンチを足
台にして
よじ登る
ことがで
きてしま
う。

足台にな
るような
物を近く
に置かな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

調子に乗
りふざけ
てしまう
ことがあ
る。今回
は、年下
の子が見
ている前
で、高い
所に登
り、それ
を注意し
た保育士
に対し
て、逃げ
るように
屋根をつ
たって反
対側から
飛び降り
てしまっ
た。

対象児に
対して
は、遊具
の上に登
ることや
飛び降り
ることの
危険につ
いて話を
する。危
険な遊び
方につい
て、各ク
ラスの中
でも再確
認してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

高いとこ
ろから飛
び降りる
スリルの
ある遊び
に興味が
あり、よ
り高さの
ある場所
から飛び
降りてし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

３・４・
５歳児が
合同で、
保育士も
一緒に遊
具の近く
で遊んで
いた。対
象児が、
ふざけて
遊具の上
に登って
しまった
ため注意
したが止
められ
ず、屋根
の反対側
へ移動し
て飛び降
りてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３・４・
５歳児合
同で、保
育士も一
緒に各
コーナー
に分かれ
て遊んで
いた。対
象児が遊
具の上に
登った時
に、少し
離れた所
で他児ら
と一緒に
遊んでい
たが、様
子に気づ
くのが遅
く、泣き
声を聞い
て様子を
見に行っ
た。

対象児が
ふざけて
遊具の上
に登って
しまい、
注意をし
たが止め
られな
かった時
に、近く
にいる保
育士が気
づくのが
遅く、飛
び降りる
のを止め
られな
かった。

保育士同士
で連携を取
り、子ども
にいつもと
違う様子が
見られた時
には、職員
が連携して
対応にあた
るようにし
ていく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1502

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 9 6 1 1
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置
―

・事故発
生後、職
員に遊具
での遊び
方を再確
認するこ
と、子ど
もたちの
様子を見
て必要な
補助につ
くことを
確認し
た。
・職員間
で危険防
止マニュ
アルを確
認したり
情報を共
有し、再
発防止に
努める。
また、担
当保育士
だけでは
心配な時
は所長や
主任保育
士に声を
掛けて応
援を依頼
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3 ―

・遊具そ
のものに
今回は問
題はな
かった
が、点検
は継続し
て定期的
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・落下の
可能性の
ある遊具
の下には
クッショ
ン性のあ
るマット
などを敷
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

・雲梯の補
助につく際
には、落下
の可能性を
考えてすぐ
に抱きとめ
られる位置
につくよう
にする。

1503

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

52 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
特になし

周りに何
もないと
ころで転
び、職員
の予測は
出来にく
い状況で
あったた
め。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

周りに何
もなく、
園庭のく
ぼみなど
も今回の
要因はな
かった
が、園庭
のくぼみ
や段差を
なくした
り、石拾
いをした
りなど、
園庭整備
をは今後
も続けて
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

体を動か
すことが
苦手な児
であり、
食事も好
き嫌いが
多かっ
た。保育
の中で体
づくりを
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児を追
いかけて
走ってい
たとき
に、足が
もつれ転
ぶ。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は、
室内で加
配対象児
と関わっ
ていたた
め、状況
把握はし
ていない
が、戸外
にでてい
た他の職
員２名
に、室内
でその旨
を伝え連
携が取れ
るように
声をかけ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育士１
名は他児
が可動遊
具で遊び
だしてい
たため危
険箇所に
付く。
保育士1名
は他の加
配対象児
他児と落
ち着いて
遊び出せ
るよう
に、一緒
に虫探し
をしてい
た。

特になし

周りに何も
ないところ
で転んだた
め、転ぶ際
に保育士が
手を差し伸
べることは
できなかっ
た。今後、
保育士が
個々の遊
び、運動能
力などから
危険性を再
確認し、見
守りは怠ら
ないように
配慮してい
く。

1504

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

28 9 19 3 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右下足腿
遠位骨幹
端骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

マニュア
ルを再度
見直す。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

早朝担当
保育士
が、遊具
等を目視
にて安全
点検を毎
日行い記
録をして
いたが、
園庭のぬ
かるみを
確認でき
ていな
かった。

園庭の園
長及び副
園長が、
毎日見回
りを行い
その都度
対応す
る。遊具
等の点検
が中心に
行われて
いたの
で、園庭
状況の確
認も早朝
担当保育
士の業務
に位置づ
けし、安
全点検の
状況を朝
のミー
ティング
時に報告
する。長
時間担当
保育士が
長時間保
育に入る
前に、環
境確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭の使
用方法な
ど年齢に
応じた保
育を考案
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士が
園庭にト
ラックを
書き、同
年齢の友
だちと保
育士が見
守る中、
かけっこ
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の遊
びを見守
りつつ、
一緒に遊
んでい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

子どもた
ちの遊び
の状況を
確認し、
危険な遊
びをして
いるとき
はその都
度言葉が
けをし
た。

前日の雨
で園庭が
ぬかるみ
足を取ら
れたこと
も要因で
ある。

毎日、園長
及び副園長
で園庭の目
視点検を行
い、安全面
での対応を
速やかに行
う。

1505

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

54 20 34 4 4
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕部
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特になし ―
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3回/年…
業者
毎日…保
育士

2.不定期
に実施

― 特になし 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士と
一緒に行
うことで
鉄棒への
取り組み
が面白く
なり、今
まで本児
はあまり
経験のな
い遊び方
にも挑戦
してみ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

直前まで
一緒に鉄
棒をやっ
ていた
が、他児
の要求に
応じて他
児の所に
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭のそ
れぞれの
場所に分
かれて子
どもと一
緒に遊び
ながら見
守りをし
ていた。

繰り返し
取り組む
ことで握
力が弱く
なってし
まってい
たことも
考えられ
る。

子どもの状
況（様子）
をしっかり
と把握し、
休憩を促す
等してい
く。
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0
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1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1506

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

16 1 1
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

50
2.基
準配
置

子どもか
ら保育士
の目が離
れてし
まった。

子どもの
動きが分
かれると
きには、
隣のクラ
スの保育
士と連携
をとった
り、園長
や主査に
声をか
け、保育
士の目が
離れる子
どもがい
ないよう
にする。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293

保育室に
子どもが
よじ登れ
る高さの
カラー
ボックス
があっ
た。

保育室の
仕切りと
して使っ
ているカ
ラーボッ
クスの上
をままご
と等常設
コーナー
にし、上
に登れな
いように
する。

7.その
他

本児を含
む２名の
子どもの
みを保育
室に残し
て保育士
が離れて
しまっ
た。

排泄を含
む生活の
流れを隣
のクラス
と調整
し、複数
の保育士
で子ども
をみる体
制をつく
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

まだ、遊
びたくて
保育室に
残った。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児の排
泄につい
て行って
おり、対
象児から
目が離れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スの保育
士の休み
があり、
対応して
いたため
見ていな
かった。

担当保育
士が保育
室を離れ
たり、保
育士の目
が届かな
い子ども
がいると
きは隣の
クラスの
保育士に
声をかけ
る必要が
あった。

・隣のクラ
スの保育士
と声をかけ
あい、子ど
もから目が
離れないよ
うにする。
・園長や主
査はクラス
の状況に応
じ、必要な
時に保育に
入る。

1507

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

30 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

全職員で
本児の特
性をもっ
とよく理
解してお
くと良
かった。

全職員で
本児の特
性を理解
するとと
もに、遊
具の安全
な使い方
も再確認
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日

昨年度よ
り落ち着
きに欠
け、時々
思いがけ
ない行動
（遊具
を、正し
く扱えな
い）をと
ることが
あったの
で、行動
把握を十
分にする
必要が
あった。

じことが
起こらな
いよう
に、怪我
に繋がっ
た部分に
布を巻
き、手等
が入らな
いように
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が気
になる子
であるた
め、全体
を見なが
らも、動
きを追っ
たりして
気をつけ
て見守る
ようにし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし

もう少し
近くで見
守るよう
にすると
良かっ
た。

気になる子
だけでな
く、日々の
状況に合わ
せて子ども
の見方等職
員間で十分
な話し合い
をし、連携
をとってい
く。

1508

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

17 2 1
16.４
歳
1.男
児
―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置
特になし 特になし

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 3.未実施

人工芝で
足をとら
れたかも
しれな
い。

人工芝上
に砂をい
れて凹凸
をなく
す。

7.その
他

降園時に
園庭で子
どもが遊
んでいる
のを保護
者が雑談
しながら
待ってい
る風景を
よく見か
けていた
ので速や
かに帰る
ように指
導してい
たが徹底
ができて
いなかっ
た。

保護者の
お迎え
後、保護
者と一緒
に速やか
に降園す
ることを
伝えてい
たが、再
度子ども
への指導
や保護者
への啓発
の徹底を
図る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

母親のお
迎えで気
分が高揚
していた
と思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保護者に
本児を託
した後な
ので他児
の保育に
あたって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
職務にあ
たってい
たため。

今回のよ
うに保護
者に子ど
もを引き
渡した後
に子ども
単独で戸
外へ出て
遊びだす
ことを予
想しての
対策が弱
かった。

・引渡し
後、必ず保
護者同伴で
退出するよ
う呼びか
け、園児が
単独で出な
いよう保護
者と共通理
解を図る。
・降園時間
帯は、職員
が玄関およ
び園庭に出
て、見守り
を実施す
る。

1509

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 5 5 2 1 1
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
の通顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

お迎えの
時間で園
児数が少
なくなっ
ていく時
間だった
が、3歳児
以上児と3
歳未満児
に分かれ
て保育し
ていた。

より手厚
く職員が
園児を見
守れるよ
うに、夕
方の非常
勤保育士
の勤務時
間を18：
30までに
変更し
た。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1

机上あそ
びコー
ナーと多
目的ス
ペースの
畳部分を
使って保
育をして
いた。

保育士の
人数に合
わせて、
使用する
部屋を限
定する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

一日雨天
で戸外に
出ること
ができな
かった。

動の遊び
ではな
く、静の
遊びへの
誘い掛
け、提供
を心掛け
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
体を動か
してあそ
ぶことを
好む。当
日は一日
雨天で戸
外に出る
ことがで
きなかっ
た。見え
ない敵を
想定し、
両足で
ジャン
プ・キッ
クをしよ
うとし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室で
は、他児
が絵本を
読んだり
積み木を
して落ち
着いて過
ごしてい
た。多目
的スペー
スの畳部
分で、遊
びたいと
の声が
あったの
で許可し
て様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室で0～
2歳児保育
をしてい
た。

保育室と
は少し離
れてはい
たが、遊
ぶ様子は
見れてい
た。

遊ぶ内容に
よっては、
危険を伴う
こともある
ので、その
都度声掛け
もしてい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1510

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

17 2 2
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

当児に落
ち着きが
なかった
ことに対
しての配
慮が欠け
ていた。

ロッカー
に上るか
もしれな
い、飛び
降りるか
もしれな
いという
予測など
色々な場
合を想定
した配慮
が必要。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

4

ロッカー
に園児が
容易に上
りやすい
環境に
なってい
た。

ロッカー
に上るか
もしれな
いという
予測をし
ていな
かった。
今後、壁
際に並べ
るなど容
易に上れ
ない工夫
をした
り、上る
と危険で
あること
が視覚的
にわかる
ように表
示してお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

シール貼
りの興味
関心が少
なく、す
ぐに嫌に
なってい
た。新入
園児７名
のうち、
環境に慣
れていな
い子に保
育者が関
わりなが
らの保育
活動に
なった。

クラスで
の活動時
に、一人
一人に関
わりなが
らも全体
の動きを
把握し、
危険を予
測する目
を持つこ
とが大切
であるこ
とを認識
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

登園後、
最初に入
室した部
屋からク
ラスへの
移動中、
エントラ
ンスにあ
るバリア
フリーの
トイレに
入り込ん
だ。すぐ
に職員が
気付い
て、閉じ
こもりに
は至らな
かった
が、今ま
でにない
本園児の
行動だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスで
の活動な
ので、全
体を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の新入
園児がま
だ慣れて
いないの
で、その
子たちの
フォロー
もしてい
た。

ロッカー
に上るか
もしれな
いという
予測をし
ていな
かった。

ロッカーに
上らないよ
うマークを
貼ったり、
子どもたち
の状態を把
握し、担任
同士で声を
掛け合い危
険箇所の確
認をしてい
く。

1511

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

43 9 19 15 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

ホールの
外での子
どもの受
け入れが
数名重
なった
為、ホー
ルに保育
士１名
だった。

子どもの
受け入れ
の為ホー
ルを出る
時は、数
名重なっ
ても１名
で対応し
て、でき
るだけ
ホールで
見守る保
育士を２
名体制に
する。

1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

60
1.定期的
に実施

60

朝の受け
入れの時
間帯は外
遊びをし
たり、室
内遊びを
したりし
ている。
室内遊び
の場合走
り回る子
もいる。

室内遊び
の場合は
落ち着い
て遊べる
遊具を十
分に用意
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友達と遊
んでいる
時、友達
から押さ
れて倒れ
たり右肩
をつまま
れたりし
た。

友達を押
したりつ
まんだり
などの行
動につい
てはしな
いように
度々子ど
も達に話
す。又、
室内では
走り回ら
ないよう
にした
り、トラ
ブルが起
こらない
ように見
守り対応
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発で友
達と活動
的に遊ぶ
子。電車
ごっこや
ブロック
遊びをし
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
そばにい
たが、他
児の対応
をしてい
て、転倒
した所は
見ていな
かった。
対象児が
訴えてき
た為、話
を聞き薬
をつけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の登
所の受け
入れに対
応してい
た。

異年齢児
（３～５
歳児）が
一緒に過
ごしてい
る時間帯
なので、
どうして
も活動が
活発にな
りがちで
ある。

対応保育士
は危機意識
を高く持っ
て見守り、
常に保育士
同士連絡を
取り合う。

1512

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

106 35 37 34 7 7
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

子ども達
のマラソ
ン活動へ
の意気込
みの変化
に留意し
ていな
い。

年長児男
児は、競
争心も旺
盛にな
る。子ど
も達の心
情の変化
に気付き
より安全
な見守り
をするよ
う職員間
で共有す
る。

2.不定期
に実施

活動時は
毎日

スタート
時の混雑
の予測が
甘かった
と思われ
る。

状況の変
化に伴い
マラソン
コースと
して適切
なのかそ
の都度検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スタート
時の混雑
を予想し
男女に分
けたが不
十分で
あった。

マラソン
活動に十
分に慣
れ、子ど
も達の気
持も逸っ
ているた
め、混雑
を避ける
ため時間
差を十分
に取りス
タートす
るよう考
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わらな
い様子で
あった
が、競う
気持ちで
高ぶって
いたのか
もしれな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタート
合図を行
うためス
タート時
点にはい
たのだ
が、ス
タート直
後の出来
事で間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体の様
子を把握
するた
め、補助
保育士は
クラス主
任と間隔
を置いた
位置で見
守りをし
ていた。

子どもの
競う気持
ちを落ち
着かせる
言葉かけ
や見守り
が十分で
なかっ
た。

マラソンを
行う事への
諸注意をそ
の都度子ど
も達に伝え
る等、各自
への細かい
配慮を怠ら
ない。

1513

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

10 2 2
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

ブロック
コーナー
が少し狭
かった。

ブロック
コーナー
を端に寄
せすぎな
いように
し、ス
ペースを
もう少し
広げて遊
ぶように
する。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ブロック
コーナー
を端に寄
せすぎな
いように
し、子ど
もが遊ぶ
スペース
を十分と
れるよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わりな
く登園す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当時、園
児５人が
ブロック
で遊んで
いた。職
員は全員
を見守る
ことが出
来るよう
な場所に
おり、対
象児から
離れてい
た。その
為、対象
児がバラ
ンスを崩
した際、
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園して
きた子ど
もの対応
をしてい
たため、
見ていな
かった。

―

保護者対応
に関して
は、保育室
の入り口等
ではなくで
きるだけ子
どもたちが
遊んでいる
場所で対応
し、子ども
を見守るよ
うにする。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1514

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

59 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
時は、遊
具等が
あっても
死角が出
来ないよ
うに職員
を配置し
ていた。
園児にも
定期的に
遊具の使
い方の指
導を行っ
ている。

今回の事
故に関す
る内容を
職員へ周
知徹底
し、再発
防止及
び、安全
保育に十
分配慮す
るように
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

遊具の安
全点検は
毎日行
い、遊具
に不備は
なく又、
総合固定
遊具の周
りには、
柔らかい
砂を敷い
ていた。

引き続
き、日々
の安全点
検を行
い、安全
保育に努
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

定期的に
遊具の使
い方につ
いて指導
を行って
いる。
又、今年
度の初め
にもいろ
んな事例
を上げ、
園児たち
に指導を
行った。

今回の事
故の内容
を子ども
達に伝
え、再度
遊具の使
い方につ
いて指導
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝からい
つも通り
の元気が
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数の担
当職員で
死角の無
い様に、
子ども達
を全体的
に見守っ
ていた。

― ―

片付けの
準備に入
ろうとし
た際、一
瞬目をそ
らした。

子ども達を
見守る際、
危険な行為
にすぐ気が
付けるよう
意識を高く
持ち、事故
やトラブル
が無い様に
していく。

1516

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 1 4 2 6 2 4 4
14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 3.火傷

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手電撃
症・右手
第3度熱傷

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

1名の保育
士がトイ
レにて汚
物処理を
し3名が5
人づつの
子どもを
みてい
た。ヘア
ピンで遊
んでいる
ことを気
付かな
かった。

・全職員
が事故の
状況と診
断結果を
園長より
報告を聞
く。　・
早出の子
どもたち
に対する
職員の配
置場所の
確認。
・次の職
員が来た
時点で、
以上児の
子の移動
をする。
・チーム
だけでな
く全体を
見て危険
の察知。
・ヘアピ
ンはしな
い。　等
の改善点
を確認し
合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12回以上

感電した
コンセン
ト差し込
み口は、
いつもは
子ども用
手作りソ
ファーで
隠れてい
たがそれ
が少し動
いてい
た。

コンセン
トカバー
を購入し
全てのク
ラスに取
り付け
る。カ
バーの鍵
は保育士
が保管。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

興味関心
が旺盛な
時期にも
関わら
ず，保育
士が本児
の行動を
把握して
いなかっ
た。

・保育士
の担当す
る位置の
確認・ヘ
アピンも
含め危険
な遊びを
していな
いか全体
を見
る。・子
ども達に
はケガの
事を話
し、ヘア
ピンはつ
けてこな
いよう話
す。・保
護者向け
にはヘア
ピン等つ
けないこ
とを掲示
板にてお
知らせし
たり、園
だよりで
協力を依
頼する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育室で
おままご
と遊びや
他児と遊
ぶ

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

該当児を
その瞬間
見ていな
かったた
め負傷し
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

4人の保育
士がいた
が、1名は
同時間
頃、大量
に嘔吐し
た子ども
がいたた
め、トイ
レにて汚
物処理を
してい
た。

クラス内
で見守っ
ていた保
育士は全
て幼稚園
教諭、保
育士の資
格有

好奇心旺盛
な園児なの
で、職員一
人ひとりの
目線にその
子の行動を
とらえてい
くようにす
る。

1515

平成
29年
9月
29日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

40 21 19 4 4
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

築山での
遊び方に
ついて危
険な場合
を予測で
きなかっ
た。

・築山で
の遊び方
について
危険な下
り方をし
ない。慌
てないと
いう約束
事を加え
る。
・職員間
で危険防
止マニュ
アルを確
認したり
情報を共
有し、再
発防止に
努める。
また、担
当保育士
だけでは
心配な時
は所長や
主任保育
士に声を
掛けて応
援を依頼
する。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

・築山の
高さや傾
斜など3歳
児が自由
に遊ぶに
は危ない
面があっ
た。

・築山の
高さを低
くし斜面
をゆるや
かにし
た。ま
た、築山
だけでは
なく高さ
のある遊
具で遊ぶ
時は保育
士が側で
見守る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・新年度
になった
ばかりで
進級した
ことが嬉
しく戸外
で伸び伸
びと遊ん
でいた。
危険な事
を予測す
る事が難
しい年齢
であり発
達段階に
伴わない
遊び方を
した事が
怪我に繋
がったと
考えられ
る

・危険な
遊び方を
していな
いかよく
見る事と
安全に遊
ぶ為の約
束事を繰
り返し確
認してい
く。
・築山の
裏側は死
角になる
ので、死
角になら
ないよう
に気を付
けて見守
る。又、
危険な遊
び（慌て
たり、転
がってい
ないか、
遊具を
持って
登ってい
ないか）
見守り、
声を掛け
て知らせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・築山の
裏側で3・
4歳児10名
程、登っ
たり下っ
たり、転
がって遊
び始める
子もいた
中で一緒
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・築山に
繋がって
いる丸太
で出来た
固定遊具
（チビッ
コハウ
ス）で遊
んでいる
他の子を
見守って
いて築山
で登り下
りを楽し
いんでい
たが、転
がった遊
びを始め
た為、築
山の裏側
が死角に
なってい
るので、
見に行く
と対象児
が横た
わって泣
いてい
た。肩の
あたりを
痛がり泣
いていた
が、暫く
すると泣
き止み、
落ち着い
て遊び始
めようと
したの
で、様子
を見る事
とした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・運動場
には職員
が4名いた
が、遊具
やトラッ
クなど
各々が分
かれた場
所で子ど
も達に関
わってい
た。

・築山の
裏側は死
角になっ
ていた。
クラスの
子、一人
ひとりが
どこでど
のように
遊んでい
るか把握
が出来な
かった。

・一人ひと
りの子ども
達の遊ぶ様
子を把握し
死角を作ら
ないように
保育士間で
連携を取り
見守る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1517

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 47 5 3
20.８
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
突指骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

職員の見
守り方や
児童が遊
んでいる
状況に、
特に問題
はなかっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

当該事故
は小学校
の体育館
で発生し
たが、特
に施設に
問題はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

冬季学童
利用児
だったの
で、高学
年児童と
のドッジ
ボールは
初めて
だった。

通年学童
利用児の
３年生は
日頃から
高学年児
童と一緒
にドッジ
ボールを
している
が、慣れ
ない児童
が入る場
合は、６
年生の
ボールは
取らない
ようにす
るなどの
注意を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールの
審判、お
よびコー
トの外か
らドッジ
ボールを
している
児童全体
の見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体育館内
で他の遊
びをして
いた児童
たちの見
守りをし
ていた。

初めて高
学年との
ドッジ
ボールに
入った当
該児童に
対する配
慮をすべ
きだっ
た。

一緒に遊ぶ
児童一人一
人のの学年
や体力に対
して配慮す
る。

1518

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 23 3 2
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手薬指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危険な可
能性があ
る場合に
は注意喚
起を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

児童各々
が活動中
は、数箇
所に分か
れて児童
が遊んで
いるの
で、全体
に目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
等をして
いた。

―

数箇所に分
かれて児童
が遊んでい
るので、全
体に目が行
き届くよう
に支援員が
適切な場所
にて見守り
する。

1519

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 5 3
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手指付
け根骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故は、普
段と違う
飛び方を
したこと
によるも
の。

遊ぶ場所
や遊具の
使い方、
遊び方の
ルール等
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

開設時毎
日

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

開設時毎
日

遊具の使
い方や遊
び方の違
いで事故
となった
もの。

遊具の使
い方や遊
び方の
ルール等
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

指導員３
人で、全
体的に児
童達の遊
ぶ様子を
見ていた
が、普段
の飛び方
でない飛
び方をす
ることな
ど予期し
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応や
別の場所
の活動の
見守りを
していた
ため、見
ていな
かった。

見守り位
置での見
守りのた
め、遊び
方の細部
まで見え
ないこと
がある。

外遊び時の
見守り指導
員の数を増
やし、目が
行き届くよ
うにする。
監視エリア
を定め、巡
回しながら
遊びの見守
りや遊び方
の指導を行
う。

1520

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 65 7 2
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
不全骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置
特になし 特になし

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

痛がって
うずく
まった
が、歩け
そうな様
子であっ
たので、
すぐに施
設に連れ
帰り冷や
して様子
を見る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と関わっ
ていた。

特になし

遊びやス
ポーツの
ルールの周
知、徹底。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1521

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 3 2
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

今回の事
故につい
て未然に
防ぐとす
れば遊び
を禁止す
ることが
挙げられ
るが、児
童の静の
遊び・動
の遊びを
確保する
観点から
考えると
禁止する
ことは難
しく、具
体的な改
善策は挙
げられな
い。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故は平ら
な床で児
童が転倒
してし
まったこ
とが原因
であり、
ハード面
で改善す
ることは
難しい

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

事故発生
時間は、
地域のス
ポーツ団
体との小
学校校庭
の利用に
ついての
取り決め
があるこ
とから室
外遊びを
すること
が出来
ず、室内
で動と静
の遊びの
住み分け
を行った
上で起き
ており、
改善する
ことは難
しい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児童も
含め遊び
の進行・
見守りを
行ってお
り、ボー
ルの行方
を目で追
いつつ全
体を見
守ってい
た。
本児が転
倒する場
面も見て
いたが、
手を差し
伸べて届
く距離に
は居ら
ず、未然
に防ぐこ
とは出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時、3名の
職員がい
たが、1名
は事故発
生現場に
居り（動
の遊び：
児童8
名）、別
の職員は
別の部屋
で他の児
童を見
守ってお
り（静の
遊び：児
童11
名）、も
う一人の
職員は事
務室で事
務作業を
行ってい
た。

―

事故発生直
後から児童
の異変を感
じ、直ぐに
別室に居た
職員・事務
室に居た職
員と連携を
とって対応
に当たって
おり、更な
る改善は難
しい。

1522

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 7 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 ―

当該事故
において
遊具に問
題がない
ため、改
善策な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

当該事故
において
育成支援
の状況に
問題がな
いため、
改善策な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
で遊ぶ児
童数名
を、すぐ
そばで見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭の全
域に目が
届くよ
う、各所
に散ら
ばって児
童の見守
りをして
いた。

―

支援員等の
見守り体制
について問
題がないた
め、改善策
なし。

1523

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 5 2
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨及
び右尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 ―

当該事故
において
遊具に問
題がない
ため、改
善策な
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

当該事故
において
育成支援
の状況に
問題がな
いため、
改善策な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭で３
名が見守
りにあ
たってい
たが、鉄
棒に一番
近い指導
員も、
フェンス
を挟んで
いる場所
にいたた
め、鉄棒
のあたり
は死角に
なってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各所に散
らばって
児童の見
守りをし
ていた。

―

見守りの人
数は十分で
あったが、
ネットを挟
んで鉄棒が
見えるよう
な位置関係
になってい
た。今後は
どの遊具で
遊ぶ児童も
直接見える
よう見守り
方を工夫す
る。

1524

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 3 3
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨尺
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

子ども一
人ひとり
の資質、
安全に対
する認識
の高さを
十分に理
解してい
なかっ
た。

支援員間
の情報交
換をより
密とす
る。戸外
では、特
に子ども
の動きに
十分注意
する。会
議などで
共有し、
検証す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今まで以
上に点
検・整備
する。

・遊具を
使う時
は、安全
に対する
意識をも
たせてい
く。
・ブラン
コの設置
場所の前
後は危険
で大きな
事故につ
ながるた
め、十分
注意する
よう子ど
もたちに
伝える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ブランコ
について
は、今年
度は、３
年生以上
に「立ち
乗り」を
許可し
た。

・ブラン
コの「立
ち乗り」
は、しば
らく禁止
する。・
固定遊具
には、必
ず支援員
が安全を
確保して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

気になる
子２名の
動きを把
握しつ
つ、全体
の様子を
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

気になる
子１名、
他の子の
様子を把
握してい
た。

・当日
は、少年
野球の練
習があっ
た。
・野球の
ネットが
あり、そ
れのた
め、ブラ
ンコの状
況の把握
が難し
く、様子
を見るこ
とが不十
分であっ
た。

少年野球の
ある、火、
金曜日はブ
ランコを禁
止として、
見通しの良
い場所で遊
ぶ。常に子
どもの状
況・危険を
察知する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1525

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 19 1
21.９
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

―
8.その
他
1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

平素より
災害マ
ニュアル
により避
難訓練を
行ってい
た為、今
回の事件
では職員
対応、避
難ルート
及び近隣
との連携
が大いに
生かされ
た。

防犯訓練
実施。各
児童クラ
ブに防犯
用品を配
布予定。
防犯マ
ニュアル
を作成予
定。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

こども園
内の児童
クラブの
為、市内
の一般的
な児童ク
ラブの施
設とは異
なるので
各児童ク
ラブの施
設環境等
を充分把
握し適切
な整備が
必要と思
われる。

各児童ク
ラブの環
境に応じ
た防犯カ
メラ・緊
急通報装
置等の設
置予定。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

こども園
内の児童
クラブの
為、市内
の一般的
な児童ク
ラブとは
環境が異
なるので
各児童ク
ラブの育
成支援の
状況を充
分把握し
適切な対
応が必要
と思われ
る。

防犯マ
ニュアル
を作成
し、児童
の見守り
等の職員
体制及び
保護者へ
の引渡し
時等の体
制を検討
予定。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児童
以外の児
童を避難
誘導した

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児童
を犯人か
ら遠ざけ
身をてい
して庇っ
た

こども園
内のクラ
ブの為、
事件当日
は多数の
保育士と
児童クラ
ブ支援員
が児童の
避難誘導
等を分担
して行え
たが、一
般的なク
ラブは人
材不足の
ため支援
員２～４
名体制で
あるので
児童の見
守り体制
等の再確
認が必要
と思われ
る。

防犯マニュ
アルを作成
し、児童の
見守り等の
職員体制及
び保護者へ
の引渡し時
等の体制を
検討予定。

1526

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 44 5 2
21.９
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

なし。
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

―
特にな
し。

なし。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

応急処置
として、
保冷剤で
冷やす。
その後、
遊びを再
開したた
め骨折の
可能性を
低く捉え
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室Ｂ
にて、他
児童の遊
びに対応
してい
た。

特にな
し。

なし。

1527

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 4 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

具体的な
事故を想
定した日
頃の研修
等がな
かった。

具体的な
事故を想
定した日
頃の研修
等がな
かった。

2.不定期
に実施

随時
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時

遊具や玩
具の遊び
方につい
て、ルー
ルが曖昧
になって
いる部分
があっ
た。

遊具や玩
具の遊び
方を定期
的に指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

建物内の
トラブル
に対応し
ており、
運動場に
目が届か
なかっ
た。

危険だと
思われる
遊具につ
いては、
指導員が
見ている
中で使用
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童に特
定の担当
者はつけ
ていな
い。建物
内で同時
刻にトラ
ブルが
あったた
め、対処
している
間に事故
が発生し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故の
あった遊
具を使用
する際
は、必ず
支援員が
一人そば
につくよ
うにす
る。

遊具の上
で立ち往
生した同
級生を助
けようと
してけが
をした。

友達が危険
な状況に
なった場合
は、必ず支
援員を呼ぶ
ように指導
する。

1528

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 4 2
22.10
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

具体的な
事故を想
定した日
頃の研修
等がな
かった。

普段の様
子から特
に注意す
べき場
所、時
間、人に
ついて情
報共有す
る。

2.不定期
に実施

随時
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時

体操遊び
は禁止さ
れていた
が、ルー
ルが徹底
して守ら
れていな
かった。

体操遊び
のほか、
必要な
ルールは
確実に守
らせるよ
うに指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

体操遊び
の禁止を
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童に特
定の担当
者はつけ
ていな
い。近く
に支援員
がいたた
め、異変
の発見
後、すぐ
に対処を
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童に特
定の担当
者はつけ
ていな
い。近く
に支援員
がいたた
め、異変
の発見
後、すぐ
に対処を
した。

―

日ごろから
体操運動に
ついては見
つけ次第、
やめさせ
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1529

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 2 1
22.10
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

2.顔面(口
腔内含む)

―

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

うちわを
投げた子
や周りの
子にもう
ちわを投
げる危険
性を周知
できてい
なかっ
た。

日頃よ
り、今以
上に学童
児に物を
投げない
などを含
め事故防
止の指導
をしてい
く。危な
い行動を
する子が
いたら周
りにいる
子も注意
をした
り、職員
に知らせ
たりでき
るように
してい
く。事故
予防に関
して指導
員も学習
をしてい
く。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

随時

今回の怪
我には、
ハード面
は要因が
ないと考
えます。

施設の安
全点検は
チェック
リストを
作成し
て、点検
する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

怪我が起
きた場所
はグラン
ドに続い
ている
が、死角
になる。

死角にな
る場所で
子どもが
遊んでい
る時は、
職員を配
置する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室外には
職員がい
て障害児
を含めた1
年生と
ボール遊
びをして
いたが、
怪我をし
た子の場
所は時々
様子は見
ていた
が、常時
見ていな
い。鼻血
の対応を
した時
は、室外
に職員が
いない時
があっ
た。うち
わを投げ
る場面は
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に2か
所に各々1
人づつ、
公園へ1人
引率だっ
た。

―

行動が幼い
子どもに配
慮した配置
をこころが
ける。

1530

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 4 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

なし。
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

―
特にな
し。

なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

みんなで
学童へ帰
る途中、
他の児童
に声掛け
をするな
どの対応
をしてい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
居て他の
児童と関
わってい
た。対象
児が転倒
した事を
伝えたた
め、応急
処置とし
て保冷剤
で冷や
す。

特にな
し。

なし。

1531

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 9 3 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

該当場所
では遊ば
ない。

遊ぶエリ
アを変え
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―
継続的に
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

校庭では
なく、広
場であっ
たため、
危険なと
ころが
あった。

危ないと
思われる
個所の見
直し、禁
止区域の
周知。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
て居た支
援員２
名、アル
バイト１
名

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員は各
所に配置
して見守
りを行っ
ていた。

学校で
は、登っ
て遊んで
いる場所
であった
が、学童
ではだめ
だと話し
ていたの
で、まさ
か登ると
は考えて
いなかっ
た。

児童を見守
るときの配
置に気を付
ける。

1532

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 140 8 2
19.７
歳
1.男
児
―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左前前腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

保護者が
目を離し
た為起き
てしまっ
た。

自動車に
乗るまで
子どもの
目を離さ
ない。

―

駐車場で
は立ち話
などはせ
ず速やか
に帰るこ
とを守
る。

7.その
他

―

子ども達
にはお迎
えが来た
らすぐに
保護者と
帰るよう
声をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
の帰宅準
備を手
伝ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の帰宅準
備を手
伝ってい
た

―

駐車場で事
故が起きた
ら直ちに支
援員に知ら
せてもらう
よう徹底す
る。

1533

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 82 9 1
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

児童の様
態にもっ
と気を配
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

庭の樹
木、ブ
ロックな
ど危険が
ないか。

常に見回
り。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

泣き声を
聞き素早
くそばへ
行き対応
ができて
いる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

軽い打撲
と判断
し、全支
援員等に
伝達する
ことがで
きていな
かった。

―
雲梯の近く
支援員等を
配置。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1534

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 4 3
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手橈骨
骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

補助員の
欠勤が重
なり、
ゆったり
とした児
童への対
応ができ
なかった.

6月よりさ
らに補助
員を3名増
員して交
代要員を
増やし、
欠勤者が
出ても、
必要人数
を毎日確
保できる
ようにす
る.

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

ドアを開
けたまま
固定でき
ないの
で、ドア
ストッ
パーを使
用してい
る.

ストッ
パーをは
ずす悪戯
防止のた
め、ス
トッパー
に紐をつ
け、持ち
歩けない
ようにす
る.

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

悪戯をし
ている他
児を注意
しなが
ら、出入
りする子
ども達に
危険がな
いように
ドアを押
さえてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

出欠確認
をした
り、連絡
帳に返事
を書きな
がら様子
を見てい
た。

子ども同
士のやり
とりで解
決できる
ことを期
待し、見
守ってい
た。

子どもの行
動を予測
し、安全に
配慮した立
ち位置で対
応する。

1535

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 58 4 2
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手関節
上部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

引き続き
毎日の人
員を確保
し、職員
にマニュ
アルの周
知を徹底
する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 3.未実施 ―

施設・遊
具の点検
は引き続
き安全点
検実施
し、玩具
について
も点検を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ブランコ
の近くで
対象児を
含む5名の
児童を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ブランコ
の近くで
対象児を
含む5名の
児童を見
ていた。

―

子どもの行
動を予測
し、安全に
配慮した立
ち位置で対
応する。

1536

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 40 4 0
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘上部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

市の研修
に積極的
に参加
し、事故
予防への
意識を高
める。職
員内での
話し合い
を増や
す。

2.不定期
に実施

― 3.未実施
2.不定期
に実施

―

中央が
ロッ
カー、本
棚などで
分断さ
れ、死角
になる場
所があ
る。

見える範
囲ごとに
職員を配
置する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外遊びが
できる公
園・校庭
などを併
設してい
ない。

身体を
使った遊
びや木育
広場での
運動を計
画中。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

平素は落
ち着いて
いるが、
当日はや
や乱暴な
言動や攻
撃的な態
度が見受
けられ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

３人で遊
んでい
て、危険
な行為が
見られた
ので何度
か声掛け
をし、注
意した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事務カウ
ンターで
打ち合わ
せを行っ
ていた職
員と所内
を巡回し
ている職
員がい
た。

全体の
ルールと
して、所
内での激
しい動き
を使った
遊びを禁
止する
ルールが
あるが、
そのよう
な動きを
行った際
に直接制
止ではな
く声掛け
で対応し
ていた。

所内を4分割
しそれぞれ
に職員を配
置して児童
を見守るよ
うにする。

1537

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 44 4 3
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右趾間接
捻挫（第
１趾、右
母趾功間
接靱帯損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

患部の確
認と応急
処置を
行った
が、帰宅
後悪化し
た。

今後はす
ぐに病院
へ行くな
ど、適切
な対応を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 なし

安全な環
境づくり
に努め、
事故防止
に努め
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

今後も子
ども達に
対して落
ち着いて
行動する
よう話を
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事業の参
加者全員
を見渡せ
るように
適切な場
所で見て
いた。至
近距離の
児童（本
児を含
む）につ
いて、特
に注意し
て見てい
た。
本児が痛
みを訴え
た後も
「帰るの
でいいで
す。」と
いう祖母
に待って
もらい、
患部の確
認と処置
をした。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事業の参
加者全員
を見渡せ
るように
適切な場
所で見て
いた。自
分の至近
距離の児
童につい
て、特に
注意して
見てい
た。
１名は、
患部の確
認と処置
を一緒に
行った。

なし

今後も適切
な人員配置
と子ども達
への言葉が
けと見守り
を行ってい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1538

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 6 5
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩鎖骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

遊びの中
では一瞬
にしてト
ラブルが
発生し子
ども同士
暴力的な
行動をと
る場
合があ
る。

子ども達
の行動を
常に予測
しながら
危険な行
動等には
すぐ注意
できるよ
うに
目を配っ
ていく。
また子ど
もたちへ
随時的確
な声掛け
をしてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

小学校の
校庭で起
きたけが
だが、特
に問題は
なく改善
策はない

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

校庭で自
由遊びの
時間帯
だったが
トラブル
に早く気
が付き対
応できる
ように目
を配って
いきたい

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭での
遊びの
際、3名の
職員を配
置してい
たがトラ
ブルに早
く気が付
けばよ
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭で自
由に遊ぶ
時間帯
だったの
で子ども
たちが分
散して遊
んでいた
ため、職
員は対象
児のトラ
ブルに気
づくのが
おくれた

―

なるべくま
んべんなく
子どもたち
の様子を把
握できるよ
うに人員配
置を工夫し
ながら体制
をとってい
く。

1539

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 54 5 1
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手人差
し指骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

事故発生
当日、図
書室には
職員が配
置されて
いなかっ
た。

図書室に
職員を配
置できる
ときには
配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
安全点検
の強化。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

放課後、
登館した
時の状態
を的確に
とらえ、
必要な支
援を行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

保育所時
代の友達
と廊下を
走って図
書室に
入って戸
を閉めて
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

「廊下を
歩きま
しょう」
「遊戯室
で遊びま
しょう」
と児童の
そばで声
掛けをし
たが十分
ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室、
クラブ
室、庭で
遊びの見
守り・支
援、事務
室で出欠
確認を
行ってい
たが連携
が十分で
はなかっ
た。

―

落ち着いて
遊べるよう
な遊びの働
きかけを職
員間で連携
して行う。

1540

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 22 7 3
19.７
歳
2.女
児
―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

施設外で
の事故の
ため記入
事項な
し。

施設外で
の事故の
ため記入
事項な
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設外で
の事故の
ため記入
事項な
し。

施設外で
の事故の
ため記入
事項な
し。

7.その
他

施設外で
の事故の
ため記入
事項な
し。

児童クラ
ブの集会
などで、
道路の安
全な歩き
方を考え
る時間を
設ける。

施設外で
の事故の
ため記入
事項な
し。

施設外での
事故のため
記入事項な
し。

1541

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 49 6 2
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

11

1.基
準以
上配
置

職員は全
体を見渡
せるよう
４人配置
してい
た。その
うち一人
がすぐに
駆けつけ
られる位
置にいた
が、新１
年生が多
く校庭で
の遊び方
の支援に
気を取ら
れ、声掛
けが遅れ
たと考え
られる。

事故につ
いて職員
間で共有
し、事故
への注意
喚起をし
ていく。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

ボール等
が飛んで
こない校
庭の端の
平らな地
面で遊ん
でいた
が、足に
つけて紐
のついた
ボールを
飛ぶ玩具
を複数使
用し、使
用方法が
不適切で
なかった
と考えら
れる。

その遊具
に対して
適切な遊
び方であ
るか見極
めるとと
もに、周
りの環境
にも十分
留意す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

上手に飛
べる子
だった為
１個から
２個へと
発展させ
ていたこ
とが適切
な使い方
ではな
かったと
考えられ
る。

正しい使
い方をし
ていて
も、転ん
でしまっ
たりする
ことがあ
る為、足
をひねる
ことは十
分想定で
き、遊び
の特性に
も考慮し
て見守る
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

そばに支
援員がい
たので、
すぐに支
援員に足
の痛みを
訴え、付
添って入
室し、手
当てをす
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

新１年生
の初めて
の校庭遊
びの支援
をしてい
た。

日頃から
他クラブ
の事故の
状況につ
いて聞
き、情報
を共有
し、事故
防止の注
意をして
いた。

事故につい
てクラブの
職員はもち
ろん法人内
でも共有
し、再発防
止に努め
る。

1542

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 6 4
20.８
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

各活動や
遊びに対
しての、
事故を予
想した防
止策を学
び、身に
着けてい
く必要が
ある。

こまめに
研修を行
い、事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50
特にな
し。

引き続
き、毎日
の点検を
行ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

転ぶ際に
お尻や背
中を打つ
など、転
倒の仕方
が危険。

乗り方を
基礎から
行い、バ
ランス感
覚を鍛え
る。また
転び方を
教える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

危険な乗
り方、遊
び方をし
ていない
か見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の子
供の様子
を見守っ
ていた。

職員が一
輪車の正
しい乗り
方を把握
しきれて
いなかっ
た。

職員間で安
全な一輪車
の乗り方を
確認し、指
導を行って
いく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1543

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 95 8 4
20.８
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

―

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
―

急な職員
の欠勤を
想定した
シフトを
組めるよ
う努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

40
1.定期的
に実施

40
特にあり
ません。

「階段は
歩こう」
といった
表示を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

普段の生
活で当た
り前に行
う事でも
時には失
敗し怪我
を伴う事
がある事
を伝え、
どう気を
付けたら
よいかを
考える機
会を設け
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

おやつが
終わる時
間がいつ
もより長
引いたた
め、早く
遊びた
かった様
子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

部屋に児
童が居な
くなり、
部屋の片
付けや電
気の消灯
で目を離
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

階段は子
どもが遊
んでいな
いため。

―

子どもがい
る場所には
怪我をする
危険性があ
るという事
を再度確認
し、出来る
限り死角が
無いように
する。

1544

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 45 2 1
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじ骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

遊びに熱
中してい
る時の、
低学年児
童の周辺
視野が極
めて狭い
ことも一
因。

複数の児
童の動線
上で、視
野が届か
ず交錯が
予想され
る場をつ
くらな
い。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
特にな
し。

事故は施
設・設備
などとは
無関係で
あるた
め、改善
策は特に
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

事故は環
境面とは
無関係で
あるた
め、改善
策は特に
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児を
含む低学
年グルー
プを担当
し、見守
りとゲー
ム進行を
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

高学年グ
ループを
担当し、
高学年グ
ループの
見守りと
ゲーム進
行をして
いた。

支援員に
よる活動
の事前指
導の中で
事故への
注意喚起
は行って
いたが、
具体的な
事故防止
の方法は
伝えてな
かった。

遊びに応じ
た「安全な
遊び方」や
「待機場
所」などの
事前指導を
徹底する。

1545

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 2 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
なし。

遊具使用
の際の使
い方、注
意点を対
象児や他
の子ども
たちに繰
り返し伝
えてい
く。

3.未実施
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― なし。

遊具使用
の際の使
い方、注
意点を対
象児や他
の子ども
たちに繰
り返し伝
えてい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし。

遊具使用
の際の使
い方、注
意点を対
象児や他
の子ども
たちに繰
り返し伝
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

室外の子
どもの見
守りをし
ていた。
別の遊具
で遊ぶ子
どもの近
くにい
て、対象
児の近く
にはいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の子
どもの見
守りをし
ていたた
め。

なし。

遊具使用の
際の使い
方、注意点
を対象児や
他の子ども
たちに繰り
返し伝えて
いく。

1546

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 12 2 1
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左下腕
（左手首
上）骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

引き続き
研修を通
して事故
の予防に
努める。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

通常の滑
り台で、
遊具自体
に問題は
ない。

安全点検
は実施し
ており、
遊具に問
題はな
い。引き
続き安全
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

環境面に
問題はな
かったと
考える
が、児童
自身に周
りの環境
が危険か
どうかを
判断でき
るように
指導して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

滑り台の
下から見
守ってい
たとこ
ろ、対象
児童が
滑ってい
る途中で
滑り台の
外へ落下
したた
め、駆け
つけた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
（滑り台
の他）を
見守って
いたた
め、対象
児童を直
接見てい
なかった
が、泣き
声を聞
き、駆け
つけた。

特にな
し。

事故発生
後、応急処
置や、報告
も遅滞なく
されてお
り、引き続
き徹底して
いく。

1547

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 61 6 4
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

一段飛ば
して遊ん
でいたこ
と、雲梯
の真ん中
辺りで落
ちたこと
が児童の
体格や体
力にあっ
た遊び方
だったの
か。

事故を未
然に防ぐ
ために遊
具の安全
な使い方
等を把握
し、児童
に対して
繰り返し
指導を行
う。

1.定期的
に実施

開設時毎
日

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

開設時毎
日

遊具の使
い方等に
おいて、
児童の体
格や体力
的なもの
で事故と
なったと
思われ
る。

児童の体
格や体力
にあった
遊具（使
用学年等
は学校基
準に合わ
せる）の
安全な使
い方等の
指導を徹
底する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし。

定位置に
おける見
守りだけ
でなく、
巡回しな
がらの見
守りや遊
びの指導
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児が
雲梯をす
る時、
「手伝っ
て」と言
うので、
指導員が
抱きかか
えて進ん
でいく途
中、対象
児が手を
離したた
め2人とも
倒れこん
だ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の対応や
別の場所
の活動の
見守りを
していた
ため、見
ていな
かった。

指導員が
抱きかか
えて練習
させてい
るが、高
くなるに
つれ子ど
もの足を
抱える感
じになる
ため、子
どもが手
を離すと
バランス
を崩すこ
とにな
る。

事故を未然
に防ぐため
に、遊具の
安全な使い
方や使用可
能な学年等
を把握して
おく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1548

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 3 2
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首剥
離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危険な可
能性があ
る場合に
は注意喚
起を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童各々
が活動中
は、数箇
所に分か
れて児童
が遊んで
いるの
で、全体
に目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
等をして
いた。

―

数箇所に分
かれて児童
が遊んでい
るので、全
体に目が行
き届くよう
に支援員が
適切な場所
にて見守り
する。

1549

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 5 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈尺骨
遠位骨幹
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

今後危険
な箇所で
遊ぶ時に
は細心の
注意をす
るように
指導す
る。

1.定期的
に実施

支援員が
毎日実施

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

支援員が
毎日実施

―

遊具の使
用ルール
にはずれ
た行動を
しないよ
うに指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童に
は、遊具
の使用
ルールに
はずれた
行動をし
ないよう
に指導す
る。
支援員に
ついて
は、今回
の事故に
ついて共
有し、遊
具の近く
で遊ぶ児
童につい
て、危険
な遊び方
をしない
よう注意
して見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

最寄りの
職員は転
落時には
遊具と反
対の方向
にいた児
童の見守
りをして
いた。落
ちた直後
に付近で
遊んでい
た児童に
呼ばれ、
児童の怪
我に気づ
き、保護
者への連
絡等対応
を行っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

現場から
離れた他
の場所で
見守りし
ていた。

怪我をし
た児童
は、１年
の時から
同じ学校
で、放課
後児童ク
ラブを利
用してお
り、２年
以上学校
の遊具で
遊んでい
るので少
し油断が
あったと
思われ
る。

遊具利用時
の注意事項
を改めて児
童にわかり
やすく指導
する。

1550

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 6 4
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

怪我のリ
スクが高
い場所を
認識出来
ていな
かった。

怪我のリ
スクが高
い場所に
人を配置
し、子ど
もがその
場所に行
かないよ
うにす
る。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

6

施設内だ
けでな
く、施設
外の校庭
での点検
が不足
し、危険
性を認識
できてい
なかっ
た。

校庭での
点検を
しっかり
と行い、
危険箇所
を把握す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子ども自
身が危な
いと思う
場所を認
識できて
いなかっ
た。

支援員か
ら子ども
達に危険
箇所しっ
かりと伝
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の子ど
もがやっ
ているの
ぼり棒の
様子を見
ていた
が、その
時に滑っ
て転んだ
の見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う遊び
でトラブ
ルになっ
ている子
ども同士
の仲裁に
当たって
いた。

職員全体
で危険箇
所の把握
が出来て
いなかっ
たため、
その場所
に人が配
置できて
いなかっ
た。

職員で改め
て危険箇所
を把握し、
その場所に
は必ず職員
を配置す
る。

1551

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 3 1
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首の
骨折（右
橈骨若木
骨折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

該当児童
が転倒し
た際、手
の付き方
が骨折の
怪我につ
ながっ
た。

支援員・
補助員が
特に気を
付けるこ
とは、行
動が活発
な児童に
ついて
は、目を
離さず
常に怪我
等に結び
付くこと
を予測し
ながら保
育を心が
ける。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

体育倉庫
横には、
切り株が
あり、追
いかけっ
こ遊びで
足を引っ
かけて怪
我につな
がること
があるの
で、裏側
には近づ
かないよ
うに注意
したい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

外遊びの
際は、保
育人数に
対して適
する支援
員・補助
員の配置
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

外遊び時
は、一人
の支援員
が追いか
けっこを
する数人
の児童を
見守って
いる状況
であり、
「転ばな
いように
気を付け
なさい」
と声をか
けてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外遊び時
は、広範
囲になる
が、放課
後児童支
援員等全
員が怪我
の起きな
いよう
注意して
保育して
いた。

―

体育倉庫横
には、切り
株があり、
追いかけっ
こ遊びで足
を引っかけ
て怪我につ
な
がることが
あるので、
今後体育倉
庫横側には
近づかない
ように注意
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1552

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 4 3
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕橈骨
骨折及び
右腕尺骨
脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルを基に
受傷時の
対応方法
を再確認
し、引き
続き研修
等で応急
手当の技
術向上を
図る。

3.未実施 3.未実施 3.未実施 ―

段差や凹
凸のない
床であっ
ても転倒
する危険
性につい
て説明
し、少し
でも意識
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育館の
ような運
動用の広
いスペー
スでない
場所での
運動は、
子ども同
士が衝突
する恐れ
があり、
動きを制
御できず
に事故と
なる可能
性もあ
る。

室内での
運動活動
について
再検討
し、安全
面を踏ま
え児童の
希望に
沿った活
動ができ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判とし
てドッジ
ボールの
メンバー
全体が見
えるよう
に位置し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

建物1階で
他児童の
対応をし
ていた。

保護者の
迎えを待
つ時間帯
は、児童
の疲れが
ピークで
あり、注
意力の低
下等事故
が起こり
やすい。
この点を
考慮した
活動内容
の検討や
日課の設
定が必要
である。

17時以降の
過ごし方を
検討し、比
較的穏やか
な活動を提
案し、落ち
着いてお迎
えを待てる
ように工夫
を図る。

1553

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 4 4
21.９
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員配置
等に問題
はなく、
ソフト面
には起因
しない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具に不
備はな
く、ハー
ド面には
起因しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りを
行ってお
り、環境
面には起
因しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複数の児
童を見
守ってい
たため、
少し離れ
た場所に
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
を見守っ
ていた。

―

全ての職員
が全ての児
童の動きを
見ることは
困難であ
り、偶発
的・瞬間的
な出来事の
場合は防ぎ
ようがな
い。

1554

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 44 3 2
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員配置
等に問題
はなく、
ソフト面
には起因
しない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具に不
備はな
く、ハー
ド面には
起因しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りを
行ってお
り、環境
面には起
因しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

職員と対
象児で
サッカー
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の児童
を見守っ
ていた。

職員と対
象児で
サッカー
をしてお
り、職員
の蹴った
ボールを
止めよう
として負
傷したこ
とから、
力加減を
誤ったと
思われ
る。

大人と子ど
もの体格差
を配慮し、
保育にあた
るように努
める。

1555

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 69 6 3
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨・
尺骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

勝ち負け
を競う遊
びの中
で，勝敗
に強いこ
だわりを
見せる児
童が少な
くなく，
様々なト
ラブルの
要因とな
る傾向が
ある。

ドッジ
ボールは
体格や運
動量の違
いが事故
の要因と
ならない
よう学年
毎に実施
するとと
もに，危
険な行為
等に対し
て更に適
切な声が
けを心が
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

登録児童
数の増加
により，
多様な遊
びが混在
する状況
がある。

見守りに
隙が生じ
ないよ
う，職員
間での情
報共有に
心がけ業
務の受け
渡しを確
実に行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員が審
判として
ドッジ
ボールの
進行を管
理し，必
要に応じ
て声がけ
を行って
いる。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

巡回のよ
うな形で
はある
が，他の
部屋活動
の状況も
含めて館
の活動全
体の把握
にあたっ
ている。

―

職員個々が
児童の見せ
るとっさの
動きやトラ
ブルに対し
て瞬時に対
応できるよ
う，職員会
議等を通じ
た心構えの
醸成を進め
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1556

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 3 2
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顔面挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
―

遊び場を
制限され
ている中
でも配置
に油断せ
ず、全体
及び個々
の動きを
確認す
る。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

ＰＴＡ総
会のため
校庭の使
用場所を
制限して
おり、近
日行われ
ていた陸
上練習を
まねてバ
スケット
コートを
使いリ
レーを
行ってい
たこと。

設置器具
への危険
予知から
使用用途
以外の遊
びをしな
い、させ
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊び場を
制限され
ている場
合は、行
う遊びの
種類を制
限し、見
守りの目
が分散し
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭で遊
ぶ児童全
体を見
守ってい
たため、
転倒時に
駆けつけ
たが間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭で遊
ぶ他児に
道具の貸
し出しを
行ってい
たため、
見ていな
かった。

―

遊びのグ
ループを対
処できる数
にし、2～3
グループに
１人の職員
が見守れる
ような体制
にする。

1557

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 3 1
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

当該児童
は幼児の
頃より木
のぼりな
どが好き
で運動神
経がすぐ
れてい
た。

子ども達
に遊具の
使い方や
周囲への
危険度の
配慮など
考えて行
動するよ
うに促
す。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
特にな
し。

なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
は、木登
り等が好
きで、運
藤神経も
良いと過
信してい
た。

ブランコ
や滑り台
など危険
を伴う遊
具使用の
ルールを
再度教
え、徹底
に努め
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

滑り台を
逆方から
登り、途
中から飛
び降り
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

突然の出
来事だっ
たので、
注意が出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
と活動し
ていたた
め、気が
つかな
かった。

見守りを
行ってい
た支援員
も児童の
運動神経
を過信
し、児童
の突然の
動きに注
意が出来
なかっ
た。

ブランコや
滑り台など
の遊具使用
の危険な行
為につい
て、支援員
と児童で再
度確認し、
遊具使用に
対するルー
ルの徹底に
努める。

1558

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 2 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

危険と思
われる場
所の児童
の立ち入
りがない
ように厳
重に注意
すること
を指導員
の間で共
有し、対
応する。

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時 ―

危険と思
われるも
のは児童
が触れる
ことのな
いよう、
事前に児
童に注意
し、極力
危険と思
われるも
のは撤去
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

普段から
体育倉庫
裏に立ち
入らない
ようにと
児童へ注
意してい
たが、今
後は更に
体育倉庫
裏に立ち
入らない
ように指
導員が児
童へ声掛
けを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児を含
めて校庭
で遊ぶ児
童らの様
子を見
守ってい
たが、他
児の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の指導
員は担当
する児童
を見守っ
ていたた
め、本児
が危険と
思われる
場所に
入ってい
た様子は
確認でき
ていな
かった。

―

指導員が担
当する児童
の様子を見
るだけでは
なく、視野
を広げて広
い範囲で児
童の様子や
動きを確認
しながら安
全配慮に努
める。指導
員の間で児
童の様子を
こまめに共
有し合い状
況を把握す
る。

1559

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 5 3
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
遠位骨端
線離開

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ル、研修
ともに実
施してい
ない。

事故予防
に関する
研修を実
施する、
または、
同様の研
修会に参
加する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

10 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員が
見守って
いる場所
から負傷
した児童
が遊んで
いた場所
が少し離
れてお
り、衝突
を避ける
ような声
掛けがで
きなかっ
た。

危険を回
避する声
掛けがで
きる位置
で見守る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員
は、遊具
で遊んで
いる児童
の見守り
の方に注
意が向い
ていて、
ドッジ
ボールを
していた
対象児は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

)校庭では
支援員１
名補助員
１名で見
守ってい
たが、補
助員は他
の遊具で
遊ぶ児童
を見守っ
ており、
ドッジ
ボールを
していた
対象児を
見ていな
かった。

２５名の
児童が４
グループ
に分かれ
て遊んで
おり、そ
のうち３
グループ
が遊具で
遊んでい
たので、
そちらに
支援員の
注意が向
いてしま
い、２名
の支援員
の見守り
では遊具
以外で遊
ぶ児童へ
の配慮が
欠けてい
た。

２０名以上
の児童が校
庭へ遊びに
出る時は、
３名の職員
が見守りを
するように
する。その
うち１名は
遊具以外で
遊ぶ児童の
見守りをす
るよう配置
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1560

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 5 2
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

特にな
し。

年に1回研
修を行
い、怪我
や病気に
対する危
機管理を
学んでい
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

いつも遊
んでいる
遊具の
為、気を
付けて遊
ぶことが
少なく
なってい
た。その
ため、手
を滑らせ
てしまっ
た。

いつも遊
んでいて
も危ない
ことを伝
え、何が
起こるか
わからな
いことを
全支援
員・補助
員・児童
に伝えて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団で遊
具で遊ん
でいると
きに、近
くに支援
員がいな
かったこ
とが要因
だと考え
られる。

遊具など
で集団で
遊んでい
るときに
は、支援
員が近く
での見守
りや、一
緒に遊ぶ
などをす
ること
で、事前
に児童に
危ないこ
となど伝
えられ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
た場所で
他の児童
を見てい
た。対象
時が落下
する瞬間
を見たが
近くにい
なかった
ため間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場の
離れた場
所で別の
児童と遊
んでいた
ため、見
ていな
かった。

4月に人
事異動に
より、支
援員体制
が変わり
不安など
もあっ
た。

人事異動が
あっても、
常にけがな
ど気を付け
て行けるよ
うにしてい
く。

1561

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 68 5 3
20.８
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

2.顔面(口
腔内含む)

右眼瞼打
撲

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

遊戯室の
見守りに
死角がで
きてし
まった。

遊戯室の
見守りを
複数職員
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

今回につ
いては
ハード面
では特に
なし。

今回は職
員の配置
や対応等
の要因が
大きく、
施設設備
等の要因
ではな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
職員を複
数にす
る。

今後は遊
戯室の見
守りを複
数の数職
員で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボール中
のため複
数の児童
の動きを
見守り当
該児童の
みを見守
ることは
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ドッジ
ボール中
のため複
数の児童
の動きを
見守り当
該児童の
みを見守
ることは
できな
かった。

複数の職
員での見
守りが必
要だっ
た。

複数の職員
での見守り
をする。

1562

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 7 3 3
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首橈
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

土曜日で
子どもの
人数も少
なかった
が、外遊
びに出ら
れる支援
員の人数
も限られ
ていた。

支援員全
体で、屋
内外の遊
び等の情
報共有を
してい
く。

1.定期的
に実施

240
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
固定遊具
の高さの
適正さ。

使用する
前には、
滑るよう
な状況や
固定遊具
の周囲の
状況を確
認する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

子どもへ
の遊具の
使い方や
遊び方、
危険行為
を周知し
きれな
かった。

遊具の使
い方や遊
び方、及
び危険な
行動や注
意喚起を
定期的に
全体へ周
知してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　本児が
ジャング
ルジムか
ら飛び降
りようと
する行動
に対し注
意を促す
が、他児
に呼ばれ
他へ目を
向けたた
め、飛び
降りの瞬
間は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の見
守りをし
ていたた
め見てい
なかっ
た。

注意喚起
の周知が
しきれな
かったと
ともに、
危険な行
動を止め
きれな
かった。

危険な遊具
の使い方や
遊び方が見
られる場合
は職員間で
情報共有
し、危険な
行為が中止
されない場
合は複数の
職員で対応
していく。
また、定期
的な遊具の
使い方や遊
び方を全体
へ周知して
いく。

1563

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7
4.昼食時
（学童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 7 7
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕頸部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

普段以上
に気持ち
が高ぶっ
ている時
の注意点
を職員間
で共有し
ていく必
要があっ
た。

マニュア
ルにはな
い予期せ
ぬ事故も
あること
を、今回
の事故を
事例とし
て主任会
議だけで
なく、施
設職員と
も共有
し、対応
等につい
て検討し
ていく。

1.定期的
に実施

359
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

293 ―

施設内の
安全点検
は毎日
行ってお
り、現状
は床が滑
りやすく
なってい
た状態で
はなかっ
たが、今
後はより
一層、床
が滑りや
すくなっ
ているか
点検を実
施してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今回、お
弁当を
持ってい
たので手
がふさ
がってい
た。その
ため、転
倒した際
に手をつ
けること
ができな
かったた
め、物を
持ってい
るときの
危険性を
対象児が
理解して
いなかっ
た。

職員は児
童の行動
が見える
範囲内に
配置して
おり、
「走らな
い」等の
声かけは
常にして
いるが、
「走らな
い」だけ
ではなく
物を持っ
たときの
行動には
より一
層、落ち
着いて行
動してい
くことを
指導して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は
ロッカー
室にいる
児童を学
童室内に
促すため
にロッ
カー室前
に配置し
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

学童室内
の受付担
当者は
ロッカー
室前が見
える位置
にいるた
め、職員
や対象児
の行動も
見てい
た。
また、
ロッカー
室前には
２名の職
員がい
た。（う
ち１名は
支援児対
応のた
め）

走っては
いなかっ
たが、靴
下をはい
ていたの
で、より
滑りやす
かったの
ではない
かと推測
される。

今後も今ま
でどおり落
ち着いて過
ごすことへ
の声かけ
や、物を
持っている
ときの行動
は時には予
期せぬ事故
を生むこと
を職員も理
解する。
また、靴下
を脱いで活
動するよう
にも促して
いく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1564

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 76 7 2
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

引き続き
研修を通
して事故
の予防に
努める。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
遊具自体
に問題は
ない。

安全点検
は実施し
ており、
遊具に問
題はな
い。引き
続き安全
点検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

環境面に
問題はな
かったと
考える
が、児童
自身に周
りの環境
が危険か
どうかを
判断でき
るように
指導して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタート
位置から
見守って
いたとこ
ろ、対象
児童が途
中でバラ
ンスを崩
し、倒れ
たため駆
けつけ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見守っ
ていたた
め、対象
児童を直
接見てい
なかった
が、泣き
声を聞
き、駆け
つけた。

特にな
し。

事故発生
後、応急処
置、病院へ
の受診が速
やかに行わ
れている。
引き続き徹
底してい
く。

1565

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 39 2 1
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

列になっ
て歩いて
いたが、
前方の児
童が先頭
を歩いて
いる職員
を追い越
す。それ
を止めよ
うと職員
も早歩き
になり、
列の前方
と後方で
間が空い
てしま
う。その
ため、後
方児童が
列を詰め
ようと走
る事に
なってし
まった。

事故発生
の翌日全
児童へ、
先頭を追
い越すこ
とがない
よう、そ
して列が
離れたら
待つよう
にと児童
へ指導
し、ま
た、誘導
する職員
も列の全
体に気を
配り、
ペースが
速くなら
ないよう
歩くこと
に十分気
をつけ
る。

2.不定期
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時
2.不定期
に実施

随時 ―

学童クラ
ブ施設外
の歩道で
発生した
事故であ
り、歩道
の安全確
認につい
ては職員
が先頭を
歩きなが
ら行って
いた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

下りの坂
道。

こまめに
止まり、
走らない
で済むよ
うに目を
配る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

列から後
れを取
り、追い
つこうと
走る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

列の先頭
と最後尾
に配置。
２列にさ
せて移
動。列を
崩さない
様声掛け
をする。
間が空い
たため止
まるよう
に指示す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

後方から
安全見守
り、声掛
け。

指導不
足。

研修を通し
て指導力向
上を図る。
職員同士の
意見交換を
するなど、
横の連携に
務める。

1566

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 7 4
23.11
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足小指
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

職員の配
置は適切
であった
が、再発
防止につ
いて職員
間で再度
確認す
る。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

レクリ
エーショ
ンの為、
学校施設
である体
育館を借
用した。
事前に安
全を確認
し、滑り
やすい等
の問題が
ない事は
確認して
いたが、
今回の
ケースへ
の対応を
検討す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

例えば、
落ち着い
た曲を流
す等、児
童を落ち
着かせる
工夫をす
る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

仲の良い
友達が欠
席してお
り、退屈
そうだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

昼食後の
挨拶をす
るために
児童を着
席させて
いる最中
であっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を着席さ
せてい
た。

着席しな
いで走り
回る下級
生を静止
させるた
めに走っ
て追いか
けだし
た。

着席する際
のルールに
ついて支援
員はもとよ
り児童とも
再確認す
る。

1567

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 6 5
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右ひじの
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

人数が増
え、室内
で普段し
ないリ
レーが行
われたた
め、そち
らに目が
向いてし
まった。

ホールの
担当を１
名にして
いるが、
使用する
人数が増
えた場合
や変わっ
た遊びを
している
場合は２
名に増や
す。

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

4

ブロック
遊び中、
ブロック
の取り合
いになり
ブロック
の上に
座ってい
た際に押
されて落
下しケガ
をした。

ブロック
に座って
いる時に
は押しあ
いをしな
い、ブ
ロックの
上には立
たない事
を指導し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

人数が増
え、室内
で普段し
ないリ
レーが行
われたた
め、そち
らに目が
向いてし
まった。

ホールの
担当を１
名にして
いるが、
使用する
人数が増
えた場合
や変わっ
た遊びを
している
場合は２
名に増や
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

人数が増
え、室内
で普段し
ないリ
レーが行
われたた
め、そち
らに目が
向いてし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自の部
屋やお迎
えの対応
をしてい
た。

人数が増
え、室内
で普段し
ないリ
レーが行
われたた
め、そち
らに目が
向いてし
まった。

ホールの担
当を１名に
している
が、使用す
る人数が増
えた場合や
変わった遊
びをしてい
る場合は２
名に増や
す。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1568

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 72 6 3
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

支援員等
の配置人
数に問題
はなく，
ソフト面
のみ考慮
すると防
ぐことが
可能な事
故であっ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
特にな
し。

施設等に
問題はな
く，ハー
ド面のみ
考慮する
と発生し
得ない事
故であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員等
から死角
になる場
所で，児
童が走り
回ってい
た。

支援員等
が子ども
たちを目
配りしや
すい場所
に配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故現場
が支援員
から見て
石山の裏
側であっ
たため，
直接児童
が見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
でも外遊
びをして
いたた
め，事故
現場を見
ていな
かった。

特にな
し。

遊具を使う
等の危険度
の高い遊び
について
は，支援員
の配置数を
変えるよう
にする。

1569

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 26 4 1
22.10
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

支援員等
の配置人
数に問題
はなく，
ソフト面
のみ考慮
すると防
ぐことが
可能な事
故であっ
た。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
特にな
し。

施設等に
問題はな
く，ハー
ド面のみ
考慮する
と発生し
得ない事
故であっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内で卓
球をして
おり，子
どもたち
が一箇所
に集中し
ていたこ
とと，
子どもた
ちが卓球
をしてい
て，興奮
していた
状態で
あった。

卓球をす
る時は，
より広い
場所で実
施するよ
うにし，
支援員が
子どもた
ちを目配
りしやす
い場所に
配置にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

子どもた
ちが一箇
所に固
まってお
り，その
児童が他
の児童に
隠れてい
て，支援
員から直
接見えて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他にも別
の室内遊
びをして
いる児童
がいたた
め，事故
現場を見
ていな
かった。

特にな
し。

遊びの危険
度に応じ
て，配置す
る支援員の
数を変える
ようにす
る。

1570

平成
29年
9月
29日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 5 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右腓骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ル、研修
ともに実
施してい
ない。

事故予防
に関する
研修を実
施する。
または、
同様の研
修会に参
加する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

グラウン
ドの整備
状況にも
配慮し、
躓きやす
い石など
無いか確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

適度に声
掛け等を
行い、休
憩を取ら
せるなど
して事故
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員
は、ハン
ドベース
ボールを
している
４人の児
童を５～
６ｍくら
い離れた
ところで
見守りを
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭では
支援員１
名、補助
員１名で
見守って
いたが、
補助員は
事故現場
から５０
ｍ離れた
場所で虫
捕りをす
る子ども
たちの見
守りをし
ており、
ハンド
ベース
ボールを
している
児童と担
当者を見
ていな
かった。

―

遊戯に一部
参加するな
どして児童
の遊戯がエ
スカレート
しないよう
抑制してい
く。

1572

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2 3 5 3 3 3
17.５
歳
2.女
児
特になし

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足首剥
離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3～4
2.基
準配
置

今回の事
故では、
人員的、
物的配慮
に欠けて
はいな
かったで
す

本児の運
動神経や
力を養う
活動を多
く取り入
れていく
家庭では
カルシウ
ムを買っ
て骨を強
くしよう
と努めて
いる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

今回は遊
ぶ下に柔
らかい
マットを
しき、周
りに危険
物やつま
ずくよう
な
ものはな
かった

遊びに集
中できる
コーナー
作りを考
える

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当時は異
年齢で過
ごしてい
ました
が、特に
無理な構
成はな
かったと
思います

年齢に応
じた敷物
を用意す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
活発に遊
ぶ園児で
ある。
配慮が特
に必要な
園児では
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を見
ながら子
どもたち
と遊んで
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じよう
に全体を
見ながら
子どもた
ちと遊ん
でいた

特にあ
りませ
ん

子ども一人
ひとりの遊
んでいる様
子を傍で見
守る

1573

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

16 13 13
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

―

担当保育
教諭は連
絡帳の記
入に専念
できるよ
う、子ど
もの様子
は他の保
育教諭を
配置す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故は、園
庭で自ら
転倒して
起こった
ことか
ら、ハー
ド面での
問題はな
かったと
思われ
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

―

今回の事
故が起
こった際
の保育環
境は、事
故を誘発
されるよ
うな環境
ではなっ
たと思わ
れる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

縄跳び遊
びは、こ
の年齢の
子どもが
よく行う
遊びだと
思われ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で遊
ぶ園児の
様子を園
舎ベラン
ダに座っ
た状態で
見守りな
がら、連
絡帳の記
入を行っ
ていた
為、実際
に本児が
転倒した
ところを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

休憩中で
あった
り、他の
園児の午
睡の見守
りに入っ
ていたり
してい
た。

―

担当保育教
諭は連絡帳
の記入に専
念できるよ
う、子ども
の様子は他
の保育教諭
を配置す
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1574

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

― ― ―
16.４
歳
1.男
児
―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折 ― ―

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

― ―
2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ― 特になし
7.その
他
―

保護者に
引き渡し
後に起
こった事
故である
ため、保
育者の把
握外での
事故で
あった

―

友達と遊
んでい
て、遊具
に登り、
降りる
際、右肘
から転落

―

対象の手
当てを
し、医者
に同伴

―
園庭に
て、他児
を保育中

―

保護者に引
き渡し後に
起こった事
故ではある
ため、保護
者への啓蒙
や注意喚
起、遊具周
辺の見回り
等の強化

1576

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

40 6 17 17 7 6
18.６
歳
1.男
児
視野欠損

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

8.そ
の他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

本児視野
欠損があ
ること
と、若干
の多動傾
向が見ら
れる事か
ら日常的
に注視し
ていた。

常に危機
意識を
持って保
育にあた
るよう、
注意喚起
や研修を
適宜実施
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

適宜 ―

・より細
かい、安
全点検
チェック
リスト表
の作成を
検討す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

・午後や
休み明け
で、園児
に疲れが
見られる
場合の戸
外遊び
は、配慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常より
視野の狭
さや注意
が移り易
い特性が
あり、週
初めの疲
れがあっ
たかもし
れない。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児が
サッカー
で遊んで
いるのを
見守りつ
つ、固定
遊具の遊
びを心配
し、そち
らに付い
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別な固定
遊具の遊
びに、張
り付いて
いた。

週初め
で身体
の動き
が鈍
く、回
避能力
が落ち
ていた
のかも
しれな
い。

今以上に、
本児の観察
をきめ細や
かに行い、
事前の怪我
防止に努め
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

課外の活
動であ
り、専門
の講師が
２名で指
導をおこ
なってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育教諭
は近くで
他の子供
の保育を
していた
ため、外
部講師の
求めに応
じてすぐ
に対応す
ることが
できてい
た。

本児は
２年前
に右上
腕を若
木骨折
してい
た。保
育する
うえで
特段の
配慮が
必要な
状態で
はな
かった
が、転
倒した
時点で
過去の
若木骨
折か
ら、今
回のケ
ガの可
能性も
あるこ
とを理
解して
いれ
ば、よ
り早く
受診を
するこ
とがで
きてい
た。

保育するう
えで特段配
慮が必要の
ない場合で
あっても、
体操教室の
講師とも過
去の既往歴
を共有する
ことが必
要。

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

床はクッ
ションフ
ロアのた
め、衝撃
は他の床
材よりは
軽減され
ている

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
― なし

1.定期的
に実施

0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕若
木骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

0
17.５
歳
2.女
児

２年前に右
ひじから手
首の間を若
木骨折して
いる。

2.室内活
動中

1.負
傷

0
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

131575

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1578

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

10 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨顆
上骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

子どもの
予期せぬ
動きに対
する認識
の甘さ

室内では
落ち着い
た生活指
導を行
う。危機
対応サー
ビス会社
による危
機管理研
修を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎週1回

係だけで
なく安全
確認を数
人で行う
様にす
る。

月に一度
の決まっ
た時だけ
でなく気
付いた時
はすぐに
安全確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

友達同士
でくっつ
いて遊ん
でいた。

友達同士
の間をあ
け、十分
なスペー
スをと
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

友達とふ
ざけ室内
を走り、
足につま
づき転倒
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもの
様子をみ
ながら折
り方を教
えたりす
るが、子
どもを帰
す際、側
から離れ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任一人
であっ
た。

動き回
らない
こと
等、注
意事項
の指導
が不十
分で
あっ
た。

改めて室内
での約束を
全員で確認
していく。

1579

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 4 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

研修、職
員配置等
の改善を
行い、事
故防止に
努めた。

1.定期的
に実施

週に1度
1.定期的
に実施

週に1度
毎日の点
検、確認

1.定期的
に実施

週に1度 ―

園庭での
つまずき
が無いよ
うに、園
庭の整備
を行っ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭での
園児の集
合時にお
いて、危
険を伴わ
ないよう
に声掛け
や、職員
の配置に
ついても
視野を広
くし、園
児の状況
を常に把
握できる
よう改善
を行っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭で、
活動に入
る前、園
児に集合
をするよ
うに声掛
けをして
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で、
活動に入
る前、園
児に集合
をするよ
うに声掛
けをして
いた

―

常に園児の
状況を把握
できるよう
職員の配置
や園児の言
葉掛けなど
を行うよう
にした。

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児
クラス

8

配膳の準
備と他園
児の食事
の準備、
排泄の対
応。

―

必要不可欠
な事柄とは
いえ、日常
的な行動ば
かりを優先
するのでは
なく、園児
の状態の安
定に配慮す
る。

1577

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

ソフト、
ハード面
を見通し
て改善を
行うこと
で、安全
に手洗い
を行う。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理
由を記
載)

発熱等の
体調不良
によっ
て、しば
らく欠席
が続き、
久々の登
園という
こともあ
り、機嫌
が良くな
かった。
手洗い前
の排泄に
も、思っ
た通りに
行かず、
愚図るよ
うに泣い
ており、
その状態
を引き
ずったま
ま手洗い
台に移動
させたた
め、自立
が不安定
であっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

園児の背
後から体
を支えな
がら、上
から腕を
回して、
手を添え
て洗って
いた。園
児が愚図
り体を動
かしたと
きに、体
勢を崩
し、膝を
曲がり、
高さを保
持出来な
くなっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1.定期的
に実施

毎回

乳児室の
手洗い場
の位置が
高いた
め、園児
の自立が
安定して
いない場
合の突発
的な動作
におい
て、危険
が伴うこ
とがあ
る。

現在の設
備を園児
が安定し
た状態で
手洗いが
出来る
台、叉は
それに代
わるもの
に変更す
る。

6.食事
(おや
つ)中
―

事故の予
防、対策
の周知が
職員間で
徹底され
ていない

マニュア
ルを見直
し、職員
間で周知
してい
く。ひや
りはっと
を活用
し、研修
に繋げ、
職員間で
の事故の
予防、対
策に対す
る意識を
高める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12前歯打撲
8.そ
の他
1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

―
2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

4 4
13.１
歳
1.男
児
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1580

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

76 26 24 22 8 8
18.６
歳
1.男
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩・鎖
骨骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

園内研修
の内容を
見直し、
事故防止
に対する
職員の意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 ―

特に問題
はなかっ
たと思
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外で
あったた
め、子供
たちの気
持ちも高
ぶってい
たように
思う。

かけっこ
が安全に
できる環
境を整
え、職員
は危険が
ないよう
に見届け
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

競争心が
芽生え、
興奮気味
になって
いたので
つい周り
が見えず
勢いよく
走ったよ
うであ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

かけっこ
を見守っ
ていた
が、瞬時
に隣の園
児とぶつ
かり転倒
したた
め、すぐ
そばに駆
け寄っ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児を順
番に並ば
せ、他の
種目の準
備をして
いたた
め、見て
いなかっ
た。

保育教
諭の人
数は多
かった
が、園
外で
あった
ため、
保育教
諭も園
児も気
持ちが
高ぶっ
ていた
かと考
える。
保育教
諭は運
動会が
間近
だった
ため、
焦って
いる様
子も見
受けら
れた。

保育教諭が
適切な声掛
けを行い、
いつも以上
に気に掛け
ることが大
切である。

1581

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

69 17 28 24 17 17
16.４
歳
1.男
児
―

7.登園・
降園中
(来所・
帰宅中）

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左橈骨頭
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

事故防止
の研修を
何回も実
施し、危
険な場
所、時間
帯につい
て一層の
注意を図
る。バス
待ちの職
員配置を
一名増員
する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3 ―

除雪でで
きる雪山
の高さを
低くす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児に、
雪山で遊
んでいる
時に、友
だちを押
さないよ
うに注意
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちを
押した園
児に対
し、危険
なことに
対する認
識を持っ
てもらう
努力を行
う。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児全体
を見ると
ともに、
個々の園
児に対し
ても危険
な遊びを
していな
いか気を
配る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

職員同士
声掛けを
行い、人
数が足り
ないと
思ったと
きは、援
助を頼
む。

―

園児に頻繁
に声掛けを
行う。職員
同士で連携
して声掛け
を行い事故
防止に当た
る。

机をすぐ
に片づけ
ることに
意識が向
き、対象
園児の動
きを見て
いなかっ
た。
机は指詰
め防止と
して簡単
には折り
畳めない
構造に
なってい
たが、早
く片付け
たいとい
う意識が
先行する
と、必要
以上に力
をいれて
折り畳む
という動
作が普段
から行わ
れてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の役割を
遂行して
いる中、
子どもた
ち個々の
動きを十
分に把握
できてい
なかっ
た。

乳児全
員が離
れたと
ころに
座った
ことを
十分に
確認せ
ずに机
を片付
けよう
とした

備品や道具
類を移動さ
せる時は必
ず乳児が安
全なところ
に座ってい
るかを確認
してから行
う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

机を片付
ける際、
安全を確
保できず
危険を伴
う場合
は、机を
置いたま
まにする
等、安全
面からも
環境構成
を考える
意識も必
要であ
る。

机などの
保育備品
を移動さ
せる際
は、子ど
もを落ち
着いた場
所へ移動
させ、安
全に待機
している
ことを確
認した上
で実施す
ることを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

事故当
日、対象
児童に特
段変わっ
た様子は
見られな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1

保育備品
を安全に
取り扱う
ための
ルール作
りが必要

施設・遊
具・玩具
の安全点
検を定期
的に行う
ことを検
討。ま
た、今回
の事故時
に使用し
ていた乳
児保育室
内の折り
畳み机は
全て撤去
し、ス
タッキン
グタイプ
の机に入
れ替え
る。

1
2.基
準配
置

救急法な
ど、事故
後の対処
に係る研
修に職員
が参加す
ることは
あるが、
今後は事
故を予
見、予防
するため
の研修を
充実させ
ることも
検討す
る。研修
で得た知
識や情報
を職員間
で共有す
ることも
重要であ
るため、
園内研修
が望まし
い

市作成の
事故予防
マニュア
ルを、誰
もが手に
取りやす
く、すぐ
に閲覧で
きる場所
に常備す
る。ま
た、職員
一人一人
が改めて
懇切丁寧
な保育行
うことを
心がけ、
また、
チームと
しても子
ども達全
体の動き
を把握で
きるよ
う、日々
情報の伝
えあいや
声掛けと
いった連
携がとり
やすい体
制を構築
する。

2.不定期
に実施

―
4.創傷
(切創・
裂創等）

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第３指
不全切断

8.そ
の他
2.な
し

1.定
期的
に実
施

13.１
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷

4 4
7.異年齢
構成

8 2 61582

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1583

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 6.午睡中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

18 5 5 8 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

4.睡眠中
(うつぶ
せ寝以
外)

1.負
傷
6.そ
の他
― ―

焦点性て
んかんの
疑い

8.そ
の他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

別のクラ
スの職員
も自分の
クラスを
みる人以
外はすぐ
に駆けつ
け各自役
割分担し
て動け
た。

今後も冷
静、迅速
に対応で
きるよう
研修を行
いたい。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

お昼寝
時、部屋
は厚手の
カーテン
はしてい
たものの
遮光では
なく蛍光
灯も一本
つけてい
たので園
児の様子
や顔色も
じゅうぶ
んチェッ
クできて
いた。

お昼寝時
の園児の
チェック
がしやす
い明るさ
やふとん
の配列な
どにこれ
からも十
分配慮し
ていきた
い。

5.睡眠
(午睡)
中

たまたま
半年に一
度の内科
健診もあ
り異常も
みられ
ず、お昼
寝までは
機嫌や体
調がよ
かったよ
うにみら
れた。

発熱や既
往歴もな
く原因が
わからな
かった
が、すぐ
に救急車
を呼ぶこ
とができ
たので、
これから
も素人判
断せず様
子がおか
しい時は
すぐに消
防署に連
絡できる
ようにし
たい。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

いつもは
給食を食
べたり、
準備や片
付に時間
がかかっ
てしまっ
ていた
が、当日
は他児よ
り素早く
準備等が
でき、食
事も目標
時間内に
済ませて
いた。食
後、園庭
でお友だ
ちと遊具
であそん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児がお
昼寝時に
保護者が
お迎えに
来た際に
当日あっ
たことを
読めるよ
う記載中
だった。
しかし時
間時間で
子どもの
様子もみ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任と一
緒に自分
のクラス
（３歳
児）の今
日のでき
ごとを記
載中だっ
た。

担任が
園児の
異変に
気がつ
いてす
ぐに一
緒にい
た保育
士、隣
の部屋
にいた
保育士
で検温
や嘔吐
の処
理、主
任、園
長への
連絡を
すぐに
でき
た。

必要に応じ
ては園長、
保護者への
連絡と同時
進行し救急
車の出動を
要請しなけ
ればいけな
いこともあ
ることを職
員で確認し
合った。

1584

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

4 4 4
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手小指
中節骨骨
折

4.玩
具・
遊具
等施
設・
設備
の安
全上
の不
備に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルの見直
しと周知
徹底。

危険箇所
の見直
し。ヒヤ
リハット
の記録を
残し、職
員間で周
知。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

棚の仕切
りが固定
されてい
なかった
こと。子
どもの力
で外れて
しまう様
な仕切り
をそのま
ま放置し
ていたこ
と。

保育室内
の遊具棚
（乳児３
クラス、
５歳児３
クラス）
の仕切り
を販売業
者により
固定。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けに
とられて
しまい、
子どもの
様子への
注意がお
ろそかに
なってし
まったこ
と。

活動の切
り替わり
時の環境
設定の改
善。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

棚の中に
入って遊
ぶ姿が見
られてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
付近で棚
から出て
くるよう
声掛けを
しなが
ら、おも
ちゃの片
付けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おもちゃ
の片付
け、手洗
い補助、
給食の配
膳

棚の中
に入っ
ていた
園児や
仕切り
を触る
園児に
対し、
声掛け
だけで
終わら
せてい
たこ
と。

子どもの行
動から事故
を予測し、
早期対応す
る。

1585

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

30 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

保育教諭
がそばで
見ていな
い状況で
子どもだ
けで鉄棒
をしてい
た。

鉄棒は必
ず１対１
で活動す
るように
する。
自由遊び
では使用
しない。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
鉄棒の下
の地面が
硬い

鉄棒の下
に安全
マットを
敷く

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危ない動
きはな
かった
が、長時
間（２０
分程度）
続けてい
たので、
疲れが
あったと
思われ
る。ま
た、肘の
脱臼の疑
いも考え
られる。

同一活動
で、疲労
が予測さ
れる場
合、休息
や別の遊
びを促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

楽しそう
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭には
3人の保
育教諭が
いて、広
く様子を
みていた
が、落下
した瞬間
は誰も見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

年中児３
０人に対
し、担任
３名が園
庭に出て
見守って
いたた
め、その
他の職員
はでてい
なかっ
た。

保育教
諭が近
くにい
たが、
見てい
ない状
況で子
どもだ
けで鉄
棒をし
てい
た。

鉄棒は必ず
１対１で活
動するよう
にし、落下
の危険のあ
る体勢にな
るときに
は、すぐに
補助できる
よう待機す
る。

1586

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

1 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

朝の自由
時間の職
員の連携
を密にす
る。エリ
ア担当を
決め
る。・大
型積み木
など遊具
の置き場
所など死
角になら
ないよう
にし、定
期的に
チェック
してい
く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型積み
木が、片
付けの時
に一部死
角になっ
てきてい
た。学年
３クラス
を自由に
使用して
いた。登
園の遅い
子の対応
があっ
た。

大型積み
木の置き
場所を誰
もが見え
るところ
に移し
た。大型
積み木の
置き場所
を改善し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時
は、明る
く元気
で、友達
とも仲良
く遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園の遅
い子の対
応をして
いた。積
み木で遊
んでいた
のは、見
ていて
知ってい
たが仲良
しの友達
同士なの
で、安心
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

３クラス
フリーに
して使用
していた
ので、他
のクラス
にいて、
見ていな
かった

次のシ
フトの
職員が
後数分
で入室
する時
間だっ
た。そ
の職員
が大型
積み木
のとこ
ろに
行った
ので、
仕事に
入ると
思って
しま
い、見
ていて
くれる
とお
もって
しまっ
た。

フロアーの
担当を決め
る、またシ
フトで入る
ときは、声
をかける。
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死亡
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歳
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上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1587

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

92 37 26 29 3 3
17.５
歳
1.男
児

足の形がＸ
脚。小さい
時から足が
絡まって頻
繁に転んだ
りしている
と、指摘さ
れていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨近
位部骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
― ―

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

随時 ―

事故予防
チエック
表を再開
して、定
期的に点
検できる
よう、
チェック
表の見直
しをして
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方の時
間・広い
グラン
ド。

活動前の
事前注意
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

いつもよ
り、落ち
着きがな
く午前中
の保育で
も、注意
をされて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士がお迎
えの対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もと遊ん
でいて該
当児を見
ていな
かった。

職員同
士の連
携が不
十分。

お迎えなど
の状況変化
が起きたと
きは、職員
同士で声を
掛け合って
全体から目
を離さない
ようにす
る。。

1588

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児
クラス

20 5 4
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
ケガ（骨
折）に対
する知識
を持ち、
あらゆる
事故に関
する想定

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

全職員が
常に意識
をもって
点検し、
危険箇所
はすぐに
改善す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

元気いっ
ぱい走り
こんで来
た時は、
一旦子ど
もの気持
ちを落ち
着けるよ
うかかわ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

広い廊下
から、ト
ランポリ
ンをめざ
して元気
いっぱい
走りこん
できた。
その後ト
ランポリ
ンを２回
跳び、衝
撃を和ら
げるため
にすぐ横
に敷いて
いたマッ
トに倒れ
こんだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
マットか
ら落ちな
いよう
に、受け
止めよう
と構えて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

幼児少人
数ずつに
分かれ
て、いろ
いろな場
所で遊ん
でいた
為、他の
職員はい
なかっ
た。対象
児の場所
には、幼
児2名と
担当保育
士1名で
あり、の
びのびと
遊べる環
境であっ
た。

―

活発な幼児
がケガをし
ないような
見守り方を
考慮し努め
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児は
担任の少
し後ろを
歩いてい
た。転倒
した音を
聞いてす
ぐに声を
掛けて状
況把握を
したが、
転倒した
瞬間を見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラス担
任は１名
なので、
他の職員
は見てい
なかっ
た。

クラス
に戻る
ときに
きれい
に整列
してお
らず、
対象児
や同じ
グルー
プの友
達が発
表会で
使う小
道具の
長いリ
ボンを
束ねず
に手に
持った
まま歩
いてい
たの
で、そ
のリボ
ンを踏
んで転
倒して
しまっ
た。

整列して歩
くこと、手
に持って歩
かない、持
つ必要があ
るときは安
全面の指導
を十分に行
う、など危
機管理の意
識を持って
保育を行
う。

安全第一
に考えた
物の置き
方を徹底
し、子ど
もの動線
を考えた
保育環境
を整備す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

練習のた
めに置い
ていた机
の位置
や、手に
物を持っ
て歩くな
ど不適切
な面が
あった。

整列して
歩くこ
と、手に
持って歩
かないこ
となど、
危機管理
の意識を
持って保
育を行
い、子ど
もの動線
を考えた
保育環境
を整備す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

発表会の
練習で遊
戯室から
クラスへ
歩いて
戻ってい
た。

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

安全面に
欠ける物
の置き方
になって
いた。

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

園内に養
護教諭が
おらず、
市の保健
師と連絡
をとるべ
きだった
が、気付
かなかっ
た。

職員一人
一人が積
極的に危
機管理意
識を持ち
研修する
と共に、
細かい部
分まで確
認しなが
ら積極的
に予防
し、安全
な保育に
取り組
む。ま
た、事故
対応時、
園内だけ
で判断す
るのでは
なく、市
の保健師
と連絡を
取り合い
ながら行
う。

1.定期的
に実施

0.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

顔面挫
創、左記
による瘢
痕ケロイ
ド

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

4
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

4
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

191589

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1590

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

150 50 50 50 7 7
16.４
歳
1.男
児

１ヶ月程度
前に右上腕
部を骨折し
ていたた
め、事故日
前日に固定
ギブスが外
れたばかり
だった。

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

安全性を
考慮し
て、軽微
な事故ま
で含め事
故例を集
めて職員
で共通認
識を持つ
ことが望
ましいと
思う。

定期的に
事故事例
や体制を
繰り返し
確認し、
必要があ
れば改善
する。
新たに起
こった事
故事例な
どは、全
職員で共
有する。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

安全点検
は定期的
に行って
いるが、
建物や遊
具を使用
する際の
安全を重
視するだ
けでな
く、様々
なシチュ
エーショ
ンを考慮
した点検
を心がけ
たい。

定期的に
安全点検
を確実に
行ってい
く。また
安全マ
ニュアル
は随時見
直してい
く。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

園児の近
くで常に
保育者が
寄り添っ
ているこ
とはない
が、本児
は怪我か
ら快方し
たばかり
であった
ので、注
意深く見
守るべき
であっ
た。

怪我をし
た園児の
保護者と
相談し、
必要に応
じて特別
な配慮を
行ってい
く。また
怪我をし
た園児に
も注意を
しながら
生活する
旨の話を
し、他児
にも話を
いれる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
活発に動
き回る園
児であっ
た。ギブ
スが取れ
たばかり
であった
ので、当
面は静か
な遊びを
選択すべ
きだっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭全体
を見てい
たため、
対象児の
動きに注
意を払っ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
を見てい
たため、
対象児の
動きに注
意を払っ
ていな
かった。

普段よ
り、配
置場所
の指定
までは
してい
なかっ
たた
め、
隅々ま
で職員
の目が
行き
渡って
いると
は言い
難かっ
た。

決められた
ルールを
しっかり共
有して、役
割分担をし
ながら見て
いく。状況
に応じて園
庭を見る職
員の数を増
やす。

1591

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

12 1 1
16.４
歳
1.男
児

本児は１才
の頃より骨
形成不全症
と診断され
約４ヶ月に
一回のペー
スで入院
し、点滴治
療してい
る。足も細
く筋力も弱
いためバラ
ンスを崩し
て転びやす
い。

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
―

本児は骨
形成不全
症であ
り、転倒
すると骨
折しやす
いという
ことをわ
かりやす
く話し、
室内では
走らない
ことを徹
底する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

遊戯室の
床に段
差、ひび
割れ、キ
ズなどは
なく転倒
に繋がる
障害物は
なかっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

部屋に戻
る様子は
見ていた
ので、歩
いて戻る
ように声
をかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

部屋に戻る
様子は見て
いたので、
歩いて戻る
ように声を
かける。

1592

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

― 22 19
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕大
腿骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

子どもた
ちが、固
定遊具で
遊んでい
る時に
は、必ず
職員が付
き、目を
離さない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12

総合遊具
自体と、
のぼり棒
の距離が
離れてい
る。

のぼり棒
の下に敷
くもの
を、厚手
のものに
変更し
た。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

保育教諭
と一緒の
時以外、
のぼり棒
では遊ば
ない約束
になって
いる。約
束につい
て子ども
たちと再
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達に追
いかけら
れて夢中
で逃げて
いる時
に、総合
遊具に上
がってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

縄跳び掛
けのスタ
ンドを、
倉庫に片
付けてい
たため、
対象児が
総合遊具
に上がっ
たことに
気づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
んでいた
り、他児
のトラブ
ルに対応
したりし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

他の玩
具を片
付けて
いて、
職員が
危険な
箇所か
ら目を
離して
しまっ
た。

自分の担
任・担当す
る子どもた
ちだけでな
く、職員間
で連携を
とって子ど
もたちの様
子を見守っ
ていくこと
を再確認し
た。

1593

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児
クラス

28 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左足距骨
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

保育者一
人ひとり
の事故防
止に対す
る意識が
やや不足
してい
た。

事故予防
の研修に
更に積極
的に参加
し、未然
に防ぐ。
子ども自
身も危険
回避でき
るよう指
導する。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3

机を片付
けて、ス
ペースを
確保すべ
きだっ
た。

こどもが
活動しや
すい、保
育室環境
に心掛け
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもた
ち全体の
様子も落
ち着きが
なかっ
た。

こどもの
様子を見
取り、事
前の声掛
けを行う

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

興奮状態
であった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室に
はいた
が、全体
に目を向
けること
が出来て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室に
はいた
が、全体
に目を向
けること
ができて
いなかっ
た。

普段よ
り活発
で注意
力散漫
な面が
あるの
で、よ
り保育
者も当
該児の
行動に
注意す
べきで
あっ
た。

昼食時間が
迫っていた
こともあ
り、子ども
たちを焦ら
せてしまっ
たので、日
頃より余裕
のある時間
配分が必要
だと思う
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1594

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

26 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左とう骨
尺骨遠位
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

なし

園庭に設
置の雲梯
で体育遊
びをして
いて落ち
た。危険
な遊び方
やふざけ
ていた状
況ではな
かった。
天然芝の
園庭で
あったた
め、むし
ろこれ以
上の大怪
我を防止
できたと
思われ
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

4 なし なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天然芝の
為、園庭
の遊具の
下にマッ
トを敷く
等は行
なってい
ない。園
庭には雲
梯、ジャ
ングラミ
ング、鉄
棒があ
り、日常
的に体育
遊びが自
由に出来
る反面、
目離しし
やすいと
も考えら
れる。

お子さま
の運動能
力により
補助につ
くだけで
なく、体
育遊びを
やや縮小
し活動内
容をしぼ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興奮して
いた訳で
もなく、
やりすぎ
た訳でも
なく、手
を滑らせ
て、もし
くはつか
み損ねた
と思われ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児は
運動能力
は高かっ
た為、雲
梯で遊ん
でいた事
を確認し
ながら、
別のお子
さまの鉄
棒の補助
について
いた。そ
の為落ち
た瞬間の
様子を見
る事が出
来なかっ
た。落ち
た後に目
を向けた
状況にあ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

雲梯付近
にいる職
員と、対
称の位置
でお子さ
まの見守
りと別の
お子さま
と体育遊
びを展開
してい
た。

対象児
は体が
大きく
運動能
力があ
るの
で、行
動には
その都
度、
「ゆっ
くり」
「落ち
着い
て」等
の言葉
掛けが
必要で
あっ
た。

職員が危機
管理を持っ
て、お子様
には事故予
防の注意喚
起を行なう

2.対象
児の至
近で対

対象児が
担任を見
つけて

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
他児と一
緒に遊ん

担任は
対象児
が向
かって
走って
きたと
きに５m
ほど離

危険かもし
れないと思
われるとこ
ろには 職

滑って転
倒しない
よう、ブ
ロック周

3.個人
活動
中・見

固定遊具
での遊ぶ
際の注意

万が一転
んだとき
には怪我
をするこ
とを園児
たちに伝
えてお
き、保育

1.いつ
もどお
りの様

園庭での
自由遊び
の最中、
近くにい

12
1.定期的

12
1.定期的

12

つまずく
要因にな
る石や突
起物は無
かった。
段差の部
分は園庭
の土が流
れないよ
うコンク
リートブ
ロックに
なってい
るが、コ
ンクリー
トブロッ
クの前

2.不
定期

1

1.基
準以

石や突起
物が無い
場所のた
め 転倒

園児の思
いがけな
い行動が
怪我につ
ながるこ
とを予測
しなが

1.定期的0.負 5.口腔内
2.顔面
(口腔内

外傷性歯

2.自
らの
転
倒・ 1.あ

2
15.３ 2.女

―
1.屋外活 1.負

2

2.施設敷
地内(室
外・園

4.3歳児
24

同じ保育
室にはも
う２人職
員がいた
が、他園
児と話を
していた
為、事故
の瞬間の
場面は見
ていな
かった。

ハサミ
を使っ
ている
活動の
危機管
理が担
任にで
きてい
なかっ
た。

保育室内の
環境設定
（内容と場
所、人数）
を改善す
る。予測を
持って活動
できるよう
危機管理の
指導を行な
う。使って
いるハサミ
など教材の
見直しを
行った。

1596

平成
29年
1 認可
1.幼保連
携型認定 5 2 午前中

机に対し
て座れる
最大の人
数にはし
ない。余
裕のある
机スペー
スで作業
を行なえ
る少人数
とする。
ハサミを
使う前に
事故防止
の為のお
約束を実
施する。
人の動き
が多くあ
る位置に
机を設置
しない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は他
の遊びか
ら、切り
紙工作を
している
グループ
のお子さ
まに興味
を示して
近づいて
行った結
果、事故
が起き
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

朝のコー
ナーあそ
びの中
で、職員
が机につ
いて切り
紙工作を
していた
ところ、
他の遊び
から切り
紙工作に
切り替え
たお子さ
まが増え
てきたた
め、机を
増やし広
くしよう
と傍を離
れた瞬間
と　本児
が作業を
している
机に　興
味を持っ
て寄って
きた瞬間
が一緒で
あったた
め回避で
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2.不定期
に実施

4

さらに安
全性の高
いハサミ
を検証す
る

より安全
性を求め
た12種類
のハサミ
を取り寄
せ、安全
性や使い
勝手など
多方面か
ら検証
し、刃先
が短くプ
ラスチッ
クガード
がついて
いる商品
に変え、
個人持ち
の教材か
ら　２・
３歳児は
園管理と
変更した

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コーナー
あそびの
内容に
沿った配
置に問題
が見受け
られる。
コーナー
の定員数
を咄嗟に
ふやして
しまっ
た。お子
様に対し
事前の事
故予防周
知、徹底
がされて
いなかっ
た

職員の立
ち位置を
慎重に考
えるべき
だった。

教材の選
択と取り
扱い、危
機管理に
ついて重
要事項を
周知する

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
左眼瞼挫
滅創

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

なし
2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

1.頭部2 2
16.４
歳
2.女
児

1595

平成
29年
12月
28日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

27
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1597

平成
29年
12月
28日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

46 5 5
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左ひじ骨
折

8.そ
の他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

友達との
遊びが楽
しくな
り、三輪
車のペダ
ルを踏む
回転が速
まり、バ
ランスを
崩したこ
とも一因

遊び方に
ついて子
どもたち
と話合い
を行い
ルールを
決めるこ
とにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故は、
ハード面
に問題は
ない、と
考えるた
め改善点
はない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ソフト面
と同様
に、子ど
もたちと
話合い、
説明し、
遊びの中
でやって
はいけな
いルール
を決める
ことにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、気
の合う友
達と仲良
く、2人
で三輪車
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 至近で
見守って
いたが、
急にバラ
ンスを崩
したため
転倒をふ
せげな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の児童を
見守って
いたの
で、対応
ができな
かった。

―

三輪車でス
ピードの出
し過ぎなど
の危険な行
為と見られ
るときは、
危険性を喚
起し、注意
深く見守る
ことにす
る。

1598

平成
29年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

― ― 5 5
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

― ― ― ― ―

遊具の側
には、必
ず保育者
がつくよ
うにし、
危険な遊
び方をし
ている子
には、そ
のつど注
意する。
学期始め
には遊具
の使い方
を再度知
らせる。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

24

遊具の裏
側でやや
見届けし
にくい場
所があっ
た。

見届けが
十分でき
る場所に
移動し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小規模園
で職員が
少人数の
ため、自
由保育中
の見届け
に不十分
さがあっ
た。

戸外で自
由遊びを
する際、
全園児が
できるだ
け時間を
揃え、多
人数の職
員で見届
けができ
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

遊具の上
を横断
後、階段
の踊り場
から飛び
降りた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
飛び降り
ようとし
た時に、
声をかけ
そびれて
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たが、他
児の保育
をしてい
た。

職員が
遊具の
傍にい
たが、
事故が
起きた
場所に
おらず
対応が
遅れて
しまっ
た。

遊具に職員
がつく際、
一番事故が
起こりやす
い場所に立
つようにす
る。

1599

平成
29年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

10 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故予防
マニュア
ルを作成
し、職員
で共通理
解を図
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1 ― ―

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

片付けの
動線に、
遊びたく
なるよう
なものが
無いよう
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時及
び登園後
事故発生
前まで、
普段と変
わりない
様子で
あった。
落下後
も、大声
で叫んだ
り泣いた
りせず、
自分で保
育室前の
テラスに
座って
しょんぼ
りとして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付ける
ものや場
所などの
指示を全
体にしな
がら、一
緒に片付
けてい
た。本児
の動きに
ついては
見られて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園児が片
付けのた
めに運ん
できた遊
具を倉庫
内で受け
取り、整
理をして
いた。本
児の動き
について
は見られ
ていな
かった。

―

クラスに職
員が複数い
る場合は、
同じ動きを
せず、臨機
応変に分担
して子ども
の動きを見
るようにす
る。

象児を
見てい
た

走ってく
る様子を
見ていた

見てい
た(至
近距離
にい
た）

緒に遊ん
でいた

れてい
たた
め、転
倒する
瞬間に
手が届
かな
かった

ろには、職
員が側で見
守るように
する

辺の砂等
を出来る
だけ除去
していく

中・見
守りあ
り

点のみを
園児に伝
えていた

者が見守
るだけで
なく、園
児自身に
も意識を
持たせて
いくよう
にする

りの様
子で
あった

る保育者
に向かっ
て走って
きた

12
に実施

12
に実施

12
は、市の
水路が
通ってお
り、鉄板
が敷いて
ある。そ
こから園
庭に向
かって
走ってき
たが、鉄
板の上が
砂等で滑
りやす
かったか
もしれな
い

に実
施

1
上配
置

め、転倒
すると
思ってい
なかった

しなが
ら、安全
に配慮し
て過ごし
ていける
ようにす
る

に実施傷 受傷
(口腔内
含む)

の脱臼 衝突
によ
るも
の

り
2
歳 児 動中 傷

2外・園
庭・校庭
等）

クラス
241596

12月
28日

1.認可 携型認定
こども園

5 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1600

平成
29年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児
クラス

20 2 1
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置
―

職員間の
連携をと
り、保育
室内の遊
びや戸外
遊びの様
子を見
守ったり
指導した
りするよ
うにして
いるが、
再度話し
合い、職
員の配置
位置を考
える。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

月１回は
必ず点検
している
が、今
後、日々
の環境整
備の時も
気を付
け、改善
が必要な
箇所は迅
速に対応
する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

玩具や遊
具を使っ
た遊びの
場の見直
しをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
ウレタン
積み木を
並べて、
友達と乗
り物や家
をつくっ
て遊ぶこ
とが好き
で、道や
橋にして
その上を
歩くこと
も喜んで
いた。並
べている
ウレタン
積み木の
上を歩い
ていて、
バランス
を崩して
転倒し
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

片付けの
声掛けを
し、教師
も一緒に
片付けて
いたが、
他の場の
片付けや
他児の動
きに目を
やったた
め、その
場にいな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育室に
いた支援
員がその
場を観て
いた。

―

年齢も低い
ため、保育
室を離れる
場合は、近
くの職員に
声を掛けて
安全を確保
するように
する。

1601

平成
29年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以
上児クラ
ス

40 4 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左示指基
節骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

マニュア
ルの「未
然防止の
ためのポ
イント」
をより具
体化す
る。
園内研修
の内容を
充実さ
せ、未然
防止の意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊び環境
の設定の
仕方と職
員の見届
けの体制
に配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊び環境
の設定の
仕方と職
員の見届
けの体制
に配慮す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

園庭にあ
るタイヤ
跳びの上
を教師が
手を支え
ながら跳
んでい
た。最後
の１つを
跳ぼうと
した時
に、「一
人で跳び
たい」と
伝えてき
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児と
手をつな
ぎ跳べる
ように支
えていた
が、最後
の１つは
手を離
し、近く
で見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
ぶ、他の
年長児に
対応して
いたた
め、対象
児を見て
いなかっ
た。

―

一人一人の
心身の状態
や性格、普
段の動き
等、職員が
把握してお
き、様々な
危険予測を
していく。

1602

平成
29年
12月
28日

1.認可 5.幼稚園 11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

63 23 40 6 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外顆剥離
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルの「未
然防止の
ためのポ
イント」
をより具
体化す
る。
園内研修
の内容を
充実さ
せ、未然
防止の意
識を高め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊び環境
の設定の
仕方と職
員の見届
けの体制
に配慮す
る。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

―

戸外での
自由遊び
の時間
は、特に
安全面に
留意しな
がら、遊
べる環境
の確保と
職員の見
届けの体
制に配慮
してい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

友達と鬼
ごっこを
したり、
遊具で遊
んだり、
戸外遊び
を思い切
り楽しん
でいる状
況だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児以
外の子と
サッカー
をして遊
んでいた
ため、本
児が落ち
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で遊
ぶ園児の
対応をし
ていたた
め、対象
児を見て
いなかっ
た。

―

小グループ
の子供たち
と関わり、
一緒に遊ん
でいる中で
も、周囲の
子供たちの
様子にも、
常に気を
配っていく
よう心掛
け、事故が
起きないよ
う注意して
いく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1603

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 3 2 2 2 1 1 4 4
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

自由遊び
の時間で
の、職員
の持ち場
の確認や
徹底がさ
れていな
かった。

午後の自
由遊び時
間は、
コーナー
遊びなど
で、子ど
も達にき
ちんと目
が行くよ
う職員と
話し合
い、周知
徹底し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

320

3歳以上
児保育室
真ん中に
ロッカー
で仕切ら
れてい
て、全保
育士から
は見通し
が悪かっ
た。

異年齢保
育を行う
為、保育
室を緩や
かに仕切
る必要が
ある。背
の高いも
のはや
め、全体
を見通せ
るよう工
夫した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育室が
変わる場
合は、再
度室内で
の過ごし
方などを
声掛けす
るなど、
子どもが
落ち着い
た状態で
入室する
よう心が
ける。

4.具合
が悪
かった
(熱
発・腹
痛・風
邪気味
等理由
を記
載)

健康状態
はいつも
と変わり
ない状態
だった。
他児との
かかわり
の中で、
力の加減
が調整で
きないこ
とがあ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

自由遊び
の時間
だった
為、４人
の担当保
育士が持
ち場の分
担もなく
見守りを
してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

自由遊びの
時間もコー
ナー遊びな
ども設け、
しっかりと
全員に目が
向くように
していく。

他児と一
緒に遊ん
でいたた
め、対応
すること
が難し
かった。

担当保
育士は
傍で対
象児を
見てい
たが、4
月に異
動して
きたば
かり
で、子
どもの
発達状
況や予
測され
る行動
の予測
が不十
分で
あった
ため、
遊びの
環境の
見直し
ができ
ておら
ず、見
守りも
十分で
はな
かっ
た。

4月は異動
で職員が変
わったり、
子ども達も
進級でクラ
スが変わっ
たりして環
境が変わる
ことで落ち
着かないこ
とは予想さ
れている。
そのような
中、一日も
早く子ども
の状況把握
に努め、情
報の共有を
図り、保育
所全体が危
機管理意識
を高く持っ
て、一人一
人の子ども
の動きや危
険性を予測
した保育士
の関わりや
見守りを行
う。事故防
止への意識
を高める
為、職員間
で話し合
い、改善す
る点などは
改善し、安
全に過ごせ
るよう配慮
する。

・一人一
人の子ど
もの様子
を把握で
きるよう
職員間で
必要な情
報の共有
する。
・合同の
とき3歳
以上児と
未満児そ
れぞれ、
一旦集
まって絵
本を読ん
だり、な
ぞなぞを
したりな
どして落
ち着いて
から、自
由遊びに
分かれ
る。
・床に置
いて遊べ
る、ボッ
クス玩具
のスペー
スや、ブ
ロックの
スペース
など、保
育士も一
緒に遊び
を見守り
ながら、
座って遊
べるス
ペースを
作る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

新しい環
境の中、
不安や戸
惑いなど
の様子も
見られ
ず、元気
に過ごし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
至近で見
ていた
が、他児
のトラブ
ルに対応
していた
ため、対
象児が牛
乳パック
から降り
る瞬間に
手を差し
伸べるこ
とに間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2.不定期
に実施

随時

牛乳パッ
クの積木
の玩具
は、手作
りであ
り、これ
までも椅
子にした
り、つな
げて平均
台のよう
にしたり
して保育
士が傍に
ついて一
緒に遊ん
できたこ
とで、対
象児に
とっては
親しみの
あるもの
であっ
た。そこ
に置いて
あれば、
自分で昇
り降りし
てみたく
なったと
考えられ
る。しか
し、1個
は２２×
２２㎝で
足を置く

接地面的
が小さ
く、1歳3
カ月で歩
けるよう
になった
対象児
は、まだ
歩き方が
不安定な
ため、バ
ランスが
とりにく
いと思わ
れた。

牛乳パッ
クの積木
を使うと
きは、必
ず保育士
が傍につ
いて介助
する。で
きない状
態のとき
は出さな
い。
まだ歩き
方も不安
定だった
り、周り
の状況が
よく見え
ていない
子どもが
多いの
で、躓い
たり、踏
みつけて
足をね
じったり
しないよ
うに、足
元にブ
ロックや
ままごと
のごちそ
うや積み
木などバ
ラバラに
散らして
おかな
い。
座って遊
べるよう
な、ボッ
クス玩具
などを提
供する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

新年度、
新しい職
員構成と
なり間も
なくとい
うことも
あり、一
人一人の
子どもの
動きを予
測した保
育士の関
わりがで
きていな
かった。
また、
1・2歳児
合同時の
遊び方や
遊びの環
境が整え
られてい
なかっ
た。
延長保育
で合同し
た際、す
ぐに遊び
始めてい
たが、延
長当番は
必ずしも
担任では
なく、子
ども達も
合同した
ばかりの
時間帯は
ざわつき
があり落
ち着かな
い状況で
あった。

延長保育
対応の部
屋でもあ
るため、
16：50分
には2歳
児が17：
00分には
以上児が
1歳児の
保育室に
集まる。
0.1.2.歳
児と3歳
以上児の
保育ス
ペースは
分け、子
どもの人
数に対す
る人員配
置はして
いる。し
かし、4
月の異動
で担任が
換わって
いること
もあり、
配置人数
は足りて
いても子
どもの状
況がまだ
よくわ
かってい
ない職員
がいた
り、子ど
もも環境
が違うこ
とで落ち
着かない
雰囲気が
あった。

新年度で
落ち着か
ない状況
にあるこ
とを踏ま
え、子ど
もの配置
基準に頼
ることな
く、子ど
もの状況
がよくわ
かってい
る前年度
の職員
と、新し
い職員を
あわせ、
多めに配
置するな
ど子ども
の状況に
合わせた
職員配置
を行う。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
左第１趾
中足骨骨
折

8.そ
の他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

―
2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

3 3
13.１
歳
1.男
児

8 41604

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1605

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 0 0 0 8 9 12 0 3 3
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

歯の脱臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置
―

・定期的
に、年齢
ごとの事
故防止
チェック
リストを
記入し、
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

・視診や
家庭から
の報告に
より、子
どもの
日々の状
態・体調
の管理を
行い、保
育面での
配慮（休
息・室内
遊び）を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

・施設や
整備自体
の構造上
の問題を
把握し、
安全性を
高めるた
め、日常
の点検・
修理を確
実に行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・職員間
で声を掛
け合い、
危険防止
の確認を
する。

―

・保育所の
ヒヤリハッ
トの見取図
を活用し、
危機管理意
識を持っ
て、危険な
行動を予測
し注意喚起
に努める。
・子どもの
発達段階や
特徴を職員
全体が把握
する。
・事故防止
のための活
動別配慮事
項につい
て、理解す
る。

1606

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始
業～午前
10時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児
クラス

27 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

集団遊び
の際、保
育士は分
散して配
置してお
り、広い
視野で見
守ってい
た。

若干目が
届きにく
い場所
だったの
で、再度
職員の配
置の確
認・意識
を高める
必要があ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭は広
く、施設
的には問
題ないと
思われ
る。

職員が園
全体を見
渡せる場
所に配置
し、トラ
ブルが起
きた際に
もすぐに
対応出来
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3歳児の
年齢に
あった遊
びをして
いたの
で、子ど
も達の動
きに無理
はなかっ
た。

常に子ど
も達の発
達段階に
合った保
育内容を
行う事
で、怪我
を未然に
防ぐ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児との
鬼ごっこ
に夢中に
なって遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児が
鬼ごっこ
をしてい
る姿は確
認してい
た為、そ
の姿を見
守ってい
た。その
際転び、
泣いてい
た為すぐ
に対象児
に駆け
寄った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭全体
を見渡せ
るよう、
職員同士
は離れて
配置して
いた。そ
の際泣い
ていたこ
とには気
付いた
が、担当
職員に任
せ、他児
の動きを
見守って
いた。

見えに
くい場
所は特
に目を
配ら
せ、怪
我を未
然に防
げるよ
う対応
するべ
きで
あっ
た。

病気や怪我
に繋がる箇
所を常に確
認し、迅速
な対応が出
来るように
努める。

1607

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

15 2 2
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指基
節骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

保育室入
り口付近
の廊下か
ら走って
きたが、
保育者が
見守って
いたた
め。

走って来
た時に、
歩くよう
に声をか
ける。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

頻繁

午睡準備
で、机を
保育室後
方に移動
していた
ため。

机を置く
位置に配
慮する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童数が
多く、室
内いっぱ
いに布団
を敷くた
め、机、
椅子を移
動しなけ
ればなら
ない。

子どもの
動線に、
机を置か
ないよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

普段は走
ることが
少ない
が、直前
に楽し
かったこ
とがあ
り、嬉し
さから跳
ねるよう
に走った
ため。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

１ｍ程横
で他児と
遊んでい
たので、
すぐに駆
けよる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の子ども
達と遊ん
でいた。

本児の
嬉しさ
に共感
し、走
ること
を見て
いたた
め、机
の脚に
つまづ
くこと
を予測
できな
かっ
た。

嬉しさに共
感する言葉
をかけ、歩
くように促
す。

1608

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

37 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
6.その他

2.顔面
(口腔内
含む)

―

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

クラスの
半数くら
いの子が
廊下に行
き、一斉
に写真を
見ようと
していた
為、写真
が見えづ
らく、前
にいた子
が飛び跳
ねて見よ
うとして
いた。

職員が子
ども全体
をを見渡
せる場所
に配置
し、トラ
ブルが起
きた際に
もすぐに
対応出来
るように
してお
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

施設的に
は問題な
いと思わ
れる。

数名ずつ
順番に写
真が見ら
れるよう
に配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
半数くら
いの子が
廊下に行
き、一斉
に写真を
見ようと
していた
為、写真
が見えづ
らく、前
にいた子
が飛び跳
ねて見よ
うとして
いた。

数名ずつ
順番に写
真が見ら
れるよう
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

廊下に
飾ってあ
る写真を
見てい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

写真を見
ている際
に、前に
いた子ど
もが飛び
跳ね、そ
の子の頭
と対象児
の顔がぶ
つかっ
た。対象
児が痛
がってい
たため、
すぐに顔
を確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下で写
真を見て
いる子と
保育室に
いる子と
で分かれ
ていたた
め、保育
室にいる
子の方を
見てい
た。

クラス
の半数
くらい
の子が
廊下に
行き、
一斉に
写真を
見よう
として
いた
為、写
真が見
えづら
く、前
にいた
子が飛
び跳ね
て見よ
うとし
てい
た。

数名ずつ順
番に写真が
見られるよ
うに配慮す
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1609

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

39 9 9 10 11 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左両前腕
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

職員配置
は通常通
りだった
が、2歳
児が朝の
合同ホー
ル遊びに
参加した
のがこの
週からで
まだ３日
目だっ
た。低年
齢児の動
きに目を
配る必要
が多い中
で年長児
の跳び箱
をするに
は配置人
数が十分
ではな
かった。

2歳児
ホール遊
びスター
トの時期
に年長児
の跳び箱
練習をす
るのであ
れば、保
育体制や
人数を見
直す。

1.定期的
に実施

24
2.不定期
に実施

毎日
2.不定期
に実施

1～2/月 ―

跳び箱の
不具合
や、設置
場所等要
因となる
不備は特
になかっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳び箱の
順番待ち
の子ども
達も含め
ホール全
体の子ど
もの雰囲
気があま
り落ち着
いていな
い様子
だった。

2歳児が
合同保育
に慣れる
までは、
跳び箱の
設置はし
ない等環
境設定の
見直し。
また、落
ち着かな
い雰囲気
の時には
しっかり
子どもに
声をかけ
一度落ち
着いて取
り組める
環境を整
えてから
再開す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

　跳び箱
5段は普
段から跳
べる子
で、その
日もケガ
をする前
に数回い
つも通り
跳んでい
たが、こ
の時には
バランス
を崩し着
地に失敗
してし
まった。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

跳び箱は
高さを替
えて2台
設置され
ている
が、2人
同時に跳
ばせるこ
とはせず
対象時の
跳ぶ跳び
箱横に立
ち、跳ぶ
瞬間も見
ていたが
バランス
を崩した
本児の補
助が間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
のコー
ナーにつ
いていた
為気づく
ことがで
きなかっ
た。

―

跳び箱はケ
ガに繋がり
やすいこと
を職員全員
で再認識
し、待って
いる子ども
達の様子等
は他のコー
ナーにつく
職員も気に
かけてみて
いく。今回
の事故の反
省や改善点
をもとに跳
び箱の練習
方法、補助
方法、配慮
点等につい
て今後勉強
会を行いマ
ニュアル化
し再発防止
に努める。

絵本を見
ていた当
該児を小
ホールか
らトイレ
に誘っ
た。やっ
てきた当
該児童が
他児と両
開き引き
戸を両手
で開け閉
めしたの
で、おむ
つ交換中
だった為
少し離れ
た場所か
ら注意し
た。その
直後、も
う一度引
き戸を開
け閉めし
てはさめ
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
中で他児
全員に絵
本の読み
聞かせを
してお
り、当該
児が呼ば
れてトイ
レに行っ
たことを
把握して
いた。も
う１名が
当該児に
ついて
行った
が、トイ
レに行き
たいと思
い声をか
けなかっ
た。

当該児
と他児
が一緒
にドア
を開け
閉めを
したこ
とに間
に合わ
なかっ
たこと
から、
子ども
がトイ
レのベ
ンチに
来るま
での移
動の見
守りを
せずに
おむつ
交換を
始めた
こと、
他児が
当該児
につい
て行っ
たこと
を見て
いなが
ら保育
士同士
で声を
かけ合
わな
かった
こと。

お部屋から
トイレのあ
る小ホール
へ移動する
際は、十分
な見守りが
出来るよ
う、園児数
名がトイレ
の順を待つ
ベンチに来
るまで、保
育士はおむ
つ交換等の
動作はしな
い。ドアは
固定して開
いている状
態にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵本を見
ていた
が、おむ
つ交換を
していた
保育士か
らトイレ
を誘わ
れ、お部
屋をでる
が一緒に
ついてき
た他児と
一緒に両
開き引き
戸を開け
閉めし
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1.定期的
に実施 1

1.定期的
に実施

52

両開き引
き戸に指
をはさま
ないため
の隙間は
あった
が、隙間
の高さが
低く実情
と合わな
かった。

両開き引
き戸の指
を挟まな
いための
隙間の高
さを高く
する。引
き戸が開
いた状態
や片開き
もできる
よう固定
器具
（鍵）を
つける。

2

1.基
準以
上配
置

園児の引
き戸の開
閉につい
てヒヤリ
ハットに
記載して
いた

具体的な
事例が少
なかった
ので、さ
らに保育
室引き戸
の開閉に
ついて事
故防止の
記載をす
る。

1.定期的
に実施

122.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右母指末
接骨骨折

8.そ
の他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷

2 2
3.2歳児
クラス

121610

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1.男
児

3 0 0 6 5
18.６
歳

8 0 2 0 1 2
2.室内活
動中

1.負
傷

1611

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

1．職員会
議の中で
本件の事
故につい
て話し合
いを持
ち、原因
と対策を
検討し
た。
2．今後の
対策とし
て①～④
を事故報
告書にま
とめ、全
職員で共
有した。
①申し送
りの際に
も子ども
の様子に
応じて立
ち位置の
確認をす
る。
②保護者
に特別な
申し送り
がある場
合、別の
場所で話
を済ませ
てから、
お迎えし
ていただ
くよう配
慮をして
いく。
③今回の
ような
ケースで
は、保護
者のお迎
えまでの
間どのよ
うに待っ
ていたら
よいのか
（時間の
目安や過
ごし方な
ど）を見
通せるよ
うに状況
に合わせ
て職員が
その都度
子どもに
伝えてい
く。
④登園
時、降園
時の子ど
もの表
情、全身
状態の視
診をより
丁寧に
行ってい
く。
3.本児、
幼児A、幼
児Bに対し
て、遊び
方や善悪
の判断が
できるよ
うになら
ないと危
険に繋が
ることを
指導し
た。
4.幼児ク
ラスで
は、部屋
での過ご
し方につ
いて大事
なことを
伝えた。

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手指基節
骨骨折

8.そ
の他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

1回/日1回/週
1.定期的
に実施

普段から
仲の良い
友だちが
３人揃
い、活発
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

①申し送り
の際にも子
どもの様子
に応じて立
ち位置の確
認をする。
②保護者に
特別な申し
送りがある
場合、別の
場所で先に
話を済ませ
てから、お
迎えしてい
ただくよう
配慮をして
いく。
③今回のよ
うなケース
では、保護
者のお迎え
までの間ど
のように
待っていた
らよいのか
（時間の目
安や過ごし
方など）を
見通せるよ
う状況に合
わせて職員
がその都度
子どもに伝
えていく。

申し送
り時の
職員配
置。狭
い室内
での遊
び方の
指導

保育士C
は、他児
の保護者
対応をし
ていた。
保育士D
は、他児
と一緒に
玩具の片
付けを
行ってい
た。
保育士E
は、１歳
児２名の
見守りを
してい
た。
看護師
は、本児
の父に書
類の説明
を行って
いた。

保育士A
は、加配
児の側で
数名の子
どもを見
ていた。
保育士B
は、園児
の動きを
見なが
ら、室内
の整理を
行ってい
た。

―
0.負
傷

― ― ―

①子ども
たちに遊
び方を丁
寧に伝え
ていくと
ともに、
室内環境
を整えて
いく。
②登園
時、降園
時の子ど
もの表
情、全身
状態の視
診をより
丁寧に
行ってい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

走り回ら
ないよう
な室内環
境を整え
ておく。

54 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1612

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

2.1歳児
クラス

12 3 3
13.１
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

園外保育
での事故
防止への
対応をマ
ニュアル
を補足
し、職員
全員への
周知を徹
底する。

― ― ― ― ― ― ―

園外保育
先の施
設・遊具
をしよう
する際
は、遊び
の開始前
に安全点
検を実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園外保育
では年齢
に合わせ
た公園で
の遊びと
活動範囲
を想定し
て、保育
内容を決
める。

4.具合
が悪
かった
(熱
発・腹
痛・風
邪気味
等理由
を記
載)

登園時、
母親から
昨日と今
日の朝、
水様便が
出たと話
を受け
た。
園外先の
公園で、
日蔭の所
に座り砂
で遊んで
いた。歩
いて滑り
台の所ま
で移動し
て座って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体をみ
ていたが
ブランコ
で遊んで
いた他児
について
いた。本
児が立ち
上がろう
とした際
にバラン
スを崩し
ている様
子が見え
た為、
「危な
い」と
言った
が、本児
まで距離
があり、
他の２人
の職員も
近くにい
なかった
為転倒ま
でに間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は高
月齢児と
鉄棒付近
で追いか
けっこや
かくれん
ぼをして
遊んでい
た。
もう一人
はベンチ
付近で歩
行が安定
していな
い他児を
見てい
た。

公園内
が広
く、そ
のス
ペース
に合っ
た職員
の立ち
位置が
考慮出
来てい
なかっ
た。

年齢にあっ
た公園選び
と活動範囲
を想定し、
職員の立ち
位置を工夫
する必要が
ある。

1613

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児
クラス

18 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

危険を察
知できる
場所に職
員がいな
かった。

子どもた
ちの遊ん
でいる状
況から目
を離さず
職員が一
人のとき
は事務所
などに伝
えて複数
の職員で
見るよう
にする。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

運動場の
土が乾燥
して乾い
ていたた
めに滑り
やすい状
況であっ
たと考え
られる。

運動場が
乾燥して
いるか否
か常に気
に留めて
おき乾燥
して滑り
やすい状
況の時は
水をまく
などの対
策をして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自転車に
乗って遊
んでいる
ときは気
にかけて
みていた
が他の子
のあそび
に目を移
したとき
自転車か
ら飛び降
りて水道
のところ
に走って
行く時は
気がつか
なかった

本児があ
わてない
で行動で
きるよう
に保育士
がそばで
かかわっ
たり、声
をかけて
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

降所時で
あるため
かいつも
より興奮
状態で動
きが活発
であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任保育
士が一人
であった
為に築山
に登って
いる子ど
もたちが
危険を感
じるごっ
こ遊びを
始めたの
でそのほ
うを見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場に
は担任以
外誰も居
なかっ
た。

常に足
がもつ
れ気味
にあわ
てて行
動した
り、周
りが見
えてい
ないた
めか友
だちと
よくぶ
つかる
ことが
あると
いう本
児の行
動を捉
え切れ
ていな
かっ
た。

本児の行動
には常に目
を配り、必
ず複数の保
育士で見
守ったり関
わっていく

1614

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

7.異年齢
構成

26 13 13 5 5
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨外
顆骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

・事故後
の救急搬
送が出来
なかった
点は大き
な反省

・職員の
人数配置
について
は十分で
あった
が、事故
後の搬送
方法につ
いては職
員の冷静
な判断が
必要であ
る
・事故対
応につい
てのマ
ニュアル
の見直し
と確認、
園内研修
を実施す
る

― ― ― ― ― ―

・総合遊
具が年齢
相応のも
のであっ
たか

・遊具の
使い方の
指導を徹
底する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・慣れな
い遊具で
遊んだ
・　園外
保育で全
員の気持
ちが高揚
していた

・ひとつ
ひとつの
遊具の危
険性につ
いて、更
に詳しく
子供たち
に伝える
・諸注意
をしてか
ら取り組
んだが、
更に落ち
着かせて
から取り
組ませる

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

楽しくて
夢中で
登ってい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当職員
だけでは
なく、職
員全員が
遊具の周
りに均等
に配置
し、園児
たちが危
険の無い
ように関
わってい
た
・対象児
のすぐ側
にいた
が、落下
する瞬間
に間に合
わなかっ
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
だけでは
なく、職
員全員が
遊具の周
りに均等
に配置
し、園児
たちが危
険の無い
ように関
わってい
た

・事前
に下見
を行っ
たが、
遊具の
危険性
につい
ての検
討が十
分でな
かった

・ひとつひ
とつの遊具
の危険性に
ついて、職
員間で検討
し共通理解
を深める
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

最後列に
いた保育
士は、二
人前をあ
るく当該
児童がふ
ざけて歩
き始めた
ときに、
ふざけな
いで歩く
ように言
葉がけを
したが、
当該園児
の手を
とってと
まらせる
など、直
接的な介
入をして
いれば事
故は防げ
たものと
考える。

・園児が
公園で遊
んだ後、
帰路につ
くに当た
り、担任
は遊んで
いた園児
たちを集
合させ、
園児を落
ち着かせ
たうえ
で、これ
から園に
帰るこ
と、2列
に並んで
手をつな
ぐことな
どの説明
と点検を
経て、歩
き始め
た。
・上記一
連の手順
に外形上
問題はな
かったも
のの、こ
のような
事故が起
きたこと
（その直
接のきっ
かけは当
該児童が
歩き始め
てすぐに
ふざけ始
めたこ
と）を考
えると、
帰路につ
くに当た
り、園児
たちを十
分落ち着
かせてか
らの歩行
開始とは
いえな
かったの
ではない
かとの疑
問が生じ
る。
・少なく
とも当該
園児は気
持ちが高
ぶって保
育士から
の声がけ
（注意）
が届かな
かったこ
とから、
「園児た
ちを落ち
着かせて
から歩き
始める」
という点
に関し十
分ではな
かったも
のと考え
る。

・2名の保
育士とも
に、当該園
児のふざけ
た歩き方
（危険行
動）を認識
したにもか
かわらず、
口頭注意に
とどまり、
直接的な介
入（歩行停
止）を行わ
なかったこ
とが最大の
原因であ
る。危険行
動が至近距
離で行われ
たなら、口
頭注意とと
もにすぐに
（躊躇せず
に）直接介
入するよ
う、全職員
に向け徹底
した。
・また、園
児が次の行
動（今回の
ケースでは
公園遊びか
ら帰路の散
歩）に移る
際には、十
分に落ち着
かせてから
（園児の気
持ちの高ぶ
りを抑えて
から）次の
行動に移る
ことの重要
性につい
て、全職員
で共通の認
識を培っ
た。

隊列の隊
形や保育
士の配置
に特段の
問題はな
かったと
考える。

今回は対
象外と考
える。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

帰路につ
いたとき
（歩き始
めたと
き）は問
題なかっ
たが、す
ぐに気持
ちが高揚
してふざ
けてス
テップを
踏むよう
な歩き方
をして転
倒に至っ
たもので
ある。す
ぐに保育
士から注
意を受け
たが、そ
のまま歩
き続け、
ふざけて
歩き始め
てから7
～8秒程
度、1回
目の注意
を受けて
から４～
5秒程度
の間に、
（後ろの
児童が当
該園児の
かかとを
踏んでし
まったこ
とを契機
として）
転倒した
ものであ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

先頭を歩
いていた
担当職員
は、まも
なく当該
園児がふ
ざけて歩
き始めた
際に、振
り向い
て、ふざ
けて歩か
ないよう
言葉がけ
をした。
このとき
に全員の
歩行を止
めて当該
児童に注
意し、落
ち着かせ
れば事故
は防げた
ものと考
える。

1
2.不定期
に実施

1

今回は
ハード面
での問題
は対象外
と考え
る。

今回は対
象外と考
える。

7.その
他

1.基
準以
上配
置

これまで
も、事例
研究とし
て、誤飲
の事故防
止、保育
室内の落
下物改
善、散歩
先での立
ち入らな
い場所の
特定な
ど、安全
対策研修
や指導を
実践して
きている
が、後述
の「人的
面」に記
載のよう
な「すぐ
に中止さ
せるこ
と」や
「子ども
を落ち着
かせるこ
と」のよ
うな、基
本的かつ
根源的な
内容まで
を網羅し
たものに
なってい
ると言え
ない。

大人の目
線だけで
はなく、
子どもの
行動特性
（気持ち
が高ぶっ
た場合注
意が入り
にくい）
ことを踏
まえて事
例研修を
検討して
いく。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

5.下肢
(足・足
指)

右足頸骨
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

22 2
16.４
歳
1.男
児

1.負
傷

2.骨折2.午前中

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

5.4歳児
クラス

111615 ―
0.負
傷

1.屋外活
動中

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1617

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始
業～午前
10時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児
クラス

9 2 2
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左第1趾
未節骨骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置
―

研修が不
定期だっ
たので、
第１回目
を年度初
め行い、
その後も
定期的に
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

5
1.定期的
に実施

毎日 ―

遊びの
コーナー
の仕切り
の配置の
見直しを
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体の子
ども達の
姿をしっ
かりと把
握するこ
とができ
ていな
かったこ
と。
援助がワ
ンテンポ
遅れてし
まったこ
と。

常に全員
の子ども
の状況を
把握し、
子どもの
行動を予
想し対応
できるよ
う、職員
の位置等
の確認を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段は一
人で絵本
を楽しむ
が、その
日は本児
が読んで
いた本を
友達が貸
してほし
くなり、
本をとら
れるので
はないか
という危
機感が生
じてし
まったた
め。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が感
じ走り出
した時に
止めよう
とした
が、間に
合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くにい
たが、他
児の遊び
について
いた。

―

園長、主
任、担当職
員とこの事
故を振り返
り、玩具、
環境を見直
した。ま
た、危険を
回避できる
ように、常
に子どもの
動きや気持
ちを把握
し、先を見
通した援助
の重要性を
確認した。

35 27
8.７
か月
2.女
児

20 21 21 22 7 10
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

120 4 15

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

該当児の
ミルク調
乳を始め
る時に
160ｍｌ
の粉がミ
ルカーに
用意して
あるが体
調不良の
ため、調
乳後100
ｍｌに減
らして授
乳するよ
う離乳食
介助から
おむつ介
助に移動
した職員
が指示を
行う。も
う一人の
職員はお
やつの介
助をして
いたた
め、該当
職員のみ
が調乳室
で調乳を
行う。

・毎
朝、授
乳児の
粉ミル
クを、
名前と
量が記
入して
あるミ
ルカー
に入れ
て準備
をして
いた。
他児で
100ｍｌ
飲んで
いる児
がいた
ことか
らこの
児のミ
ルカー
と間違
えた。
・調乳
前に他
の職員
より160
ｍｌ作
り100ｍ
ｌに減
らして
授乳と
助言さ
れた
が、100
ｍｌの
数字の
みが印
象に強
く残っ
てし
まっ
た。

・アレル
ギー児のミ
ルカー使用
禁止にす
る。
・調乳時に
ダブル
チェックを
行う。（立
会い者を置
くなど）
・アレル
ギー用と通
常ミルクの
缶の配置を
変える。
・決まった
担当職員ら
が本児の離
乳食と調
乳、授乳を
行う。

1616

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6

・アレル
ギーミル
クを作る
経験回数
が乏し
かった。
・他園で
の経験は
あるが当
園では経
験が浅い
職員で
あったこ
と。
・担当に
なってか
ら2か月
が経過し
今まで間
違いがな
かったた
め当該職
員に安心
して任せ
てしまっ
たことが
考えられ
る。

・アレル
ギーマ
ニュアル
の再度確
認後、ア
レルギー
児の取り
扱いにつ
いてヒア
リングを
行い習熟
度の確認
の実施。
当面職員
を一人加
配しクラ
スの安定
と複数の
目で保育
の見直し
を図る。

4.具合
が悪
かった
(熱
発・腹
痛・風
邪気味
等理由
を記
載)

2日前、
保育中に
軟便や下
痢が4回
有。受診
のために
早退す
る。翌日
静養で欠
席。当日
も軟便が
続いてお
り食欲も
なく離乳
食の進み
も悪かっ
た。午睡
も浅く、
午後の離
乳食直前
に寝る。
登園時、
2回以上
軟便又は
下痢便が
出るよう
であれば
午後の離
乳食を野
菜のみに
するなど
状況に合
わせて対
応させて
頂くこと
を保護者
と確認し
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

当日は登
園児が少
なく職員
の余裕が
あったた
め、他の
クラスを
15分程度
手伝いに
行き、
戻ってす
ぐに離乳
食介助を
はじめ
た。普段
は該当児
に介助す
ることが
少ない
が、当日
は本児の
睡眠時間
がいつも
と異なっ
たことに
より、離
乳食開始
時間がず
れ該当職
員が介助
を行う。
クラス担
当とし
て、ミル
クアレル
ギーや調
乳方法に
ついては
説明済み
で、今ま
でも何度
か調乳と
離乳食介
助は行っ
ていた。

12
1.定期的
に実施

264

0歳児担
当が調乳
室にて、
朝ミル
カーに
個々のミ
ルクの調
合を行
い、授乳
時に調乳
する。哺
乳瓶殺菌
庫の下
に、通常
ミルクと
アレル
ギー用ミ
ルク及び
ミルカー
が隣り
合って置
かれてい
た。

・調乳室
内を整理
⇒アレル
ギー用の
ミルクと
通常のミ
ルクの場
所を離
す。アレ
ルギー児
の哺乳瓶
は他児の
哺乳瓶と
分けて保
存。
・備品の
整備⇒哺
乳瓶の名
前シール
の字を大
きく目立
つものに
貼りかえ
る。通常
ミルク缶
の蓋に摂
取しては
ならない
児の氏名
を記載。
アレル
ギー用の
ミルクの
調乳は、
ミルカー
を使用せ
ず、缶よ
り直接調
合する。
・その他
⇒離乳食
はアレル
ギー専用
のテーブ
ルを用意
し、台拭
きは他児
と分け
る。

6.食事
(おや
つ)中

1.基
準以
上配
置

食物アレ
ルギーに
ついての
マニュア
ルや手順
書は、乳
児食・幼
児食に比
重が多く
作成され
ており、
ミルクア
レルギー
について
は細かく
なかっ
た。(開
園時より
アレル
ギー用ミ
ルクの対
応は今回
で2例
目）
チェック
機能の不
十分さが
考えられ
る。

調乳時の
ダブル
チェック
（チェッ
ク表の記
入）　授
乳時の声
だし確
認。
他児の調
乳とアレ
ルギー対
応の調乳
の動線を
わける。
事故検討
会議の実
施。マ
ニュアル
の見直
し。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

ミルクア
レルギー
によるア
ナイラキ
シー

6.ア
ナ
フィ
ラキ
シー
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1回以上―
0.負
傷

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1618

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

77 22 25 30 16 13
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ― 特になし
7.その
他
― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゲームに
参加して
いて父親
と二人三
脚でス
タートし
たところ
で転ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

父親と二
人三脚で
スタート
するのを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

見守って
いた。

勝たな
くては
と思う
気持ち
を持た
せすぎ
たので
はない
か。

行事の内容
の見直し
（今後、親
子競技は競
争を取り入
れず、親子
で楽しめる
ものを選択
する。）

1620

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

97 34 29 34 6 6
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
5.口腔内
受傷

2.顔面
(口腔内
含む)

上前歯の
折れ

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3
2.基
準配
置

足から滑
らず、頭
から滑っ
ていたこ
とに気づ
かず、注
意喚起が
出来な
かった

他園から
の転園児
だったの
で、マ
ナーを個
別に指導
しておく

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

6 特になし
今回の場
合問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4月は、
子ども達
が浮つい
ていてケ
ガの頻度
が高いよ
うだ

4月は、
職員を多
めに配置
するよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

いつも
は、行動
もゆっく
りで、慎
重な子ど
もだが、
初めての
ピクニッ
ク後の外
遊びとい
うこと
で、多少
のぼせて
いたのだ
ろう

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くには
いたが、
ちょうど
後ろ向き
になっ
て、他児
の様子を
見ていた
時に泣き
声で気付
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の方
を見てい
た

初めて
の園庭
でのピ
クニッ
クに浮
かれて
いた

浮かれるこ
とを想定
し、慎重に
行動させる
ように指導
するととも
に職員も気
を引き締め
て見守る

1
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以
上児クラ
ス

191619

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

網戸を
閉める
ように
指示し
た際
に、最
後に
入って
きた子
に閉め
るよう
に伝え
るので
はな
く、ま
ずは誰
が最後
に入っ
てきた
のかを
確認
し、そ
の子ど
もに閉
めるよ
うに伝
えるべ
きで
あった

網戸や扉の
開閉の仕方
や約束事を
1つ1つ丁寧
に確認しな
がら伝え直
す。物を丁
寧に扱うこ
とを子ども
達に伝えて
いく。

2.室内活
動中

1.負
傷

18.６
歳
1.男
児

網戸を閉
めるよう
指示した
際に子ど
もを指名
せず頼ん
でしまっ
た

担任が話
始めた時
にはしっ
かりと担
任の顔を
見るよう
にするこ
とと、保
育室内で
は走らな
いように
子ども達
に話を
し、物事
を頼む際
は子ども
の名前を
呼んで頼
むように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

掃除が終
わり、雑
巾等の片
付け・手
洗いを済
ませた子
どもたち
が、お帰
るの会が
始まるの
をピアノ
の前のい
つもの場
所に座っ
て待って
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お帰りの
会を始め
るため
に、ピア
ノの椅子
に座りな
がら子ど
も達に声
をかけ見
ていた。

12
1.定期的
に実施

12

網戸の合
わせ部分
にクッ
ション性
のものが
付いてい
なかった

網戸の合
わせ部分
にクッ
ション性
のものを
付けた

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

2.基
準配
置

本来なら
一番最後
に入って
来た子ど
もが網戸
を閉める
という
ルールと
なってい
たのに、
2人の子
どもが同
時に網戸
を閉めに
行ってし
まった

再度子ど
も達には
一番最後
に入って
きた子ど
もが網戸
を閉める
という
ルールを
伝える。
ドアを閉
める際に
他の子ど
もがいな
いか確認
してから
閉める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右中指末
節骨骨折

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2 ―――
0.負
傷

1 2.骨折
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1621

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

4

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 11 9 10 4 3
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
6.その他

2.顔面
(口腔内
含む)

右前歯の
打撲

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置
特になし

定期的に
行ってい
る事故予
防に関す
る研修の
他に、再
発防止の
為に職員
全員で、
この事故
も含め、
ヒヤリ
ハットの
見直しを
行った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし
現状を維
持する。

7.その
他

園庭は走
りまわる
のには十
分な広さ
があり、
凹凸もな
かった。

現状を維
持する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

戸外で鬼
ごっこを
している
最中に、
逃げるこ
とに夢中
になり起
こった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士3
名が保育
にあたっ
ていた
が、鬼
ごっこに
は外国人
講師がつ
いてお
り、保育
士はつい
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
が遊具に
ついた
り、他の
子の遊び
の様子を
見守って
おり、事
故のそば
にはつい
ていな
かった。

鬼ごっ
こに保
育士は
つか
ず、外
国人講
師を中
心に
行って
いた。

鬼ごっこの
前に子ども
達に前方も
しっかり確
認して走る
注意をす
る。又、保
育士は事前
に外国人講
師に鬼ごっ
こには衝突
の事故の可
能性がある
ことや事故
が起こった
場合の対処
等を伝え、
遊びの最中
も危険がな
いか見守
る。

1622

平成
29年
12月
28日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 8 7 5 9 4 4
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右前腕２
本骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
なし

改善点は
ない

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

数週間前
に藤棚の
ペンキ塗
りをし、
その際
ロープの
位置がず
れていた
のを、そ
のままに
していた

常にいつ
も通り
に、戻っ
ているか
直されて
いるかを
確認する
こと

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし
改善点は
ない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な児
童で、よ
く動いて
遊んでい
ました

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2.3.の子
たちが、
高い遊具
に登った
りするの
で、そち
らに注目
していま
した

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

2.3.の子
たちが、
高い遊具
に登った
りするの
で、そち
らに注目
していま
した

５歳児
なの
で、大
丈夫と
思って
いた

互いに声を
掛け合い、
まばらな配
置を行い、
全てに目が
届くように
しなければ
ならない

1623

平成
29年
12月
28日

3.その
他

13.子育
て援助活
動支援事
業（ファ
ミリー・
サポー
ト・セン
ター事
業）

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

15.３
歳
1.男
児

２名（双
子）を同時
に預かって
いた

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左前腕部
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1 ―

再度マ
ニュアル
の周知及
び徹底に
努めると
ともに、
日常活動
の注意喚
起を行っ
ていく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

依頼会員
（児童の
保護者）
が迎えに
来て、引
き渡しの
際に起
こった事
故であっ
た。

児童の突
発的な行
動には注
意し、た
とえ依頼
会員がお
迎えに来
たとして
も、児童
の飛び出
し等に十
分配慮す
るよう注
意喚起し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

提供会員
及び依頼
会員間
で、連絡
事項を伝
達してい
た。

大人同
士が話
してい
る隙
に、児
童が施
錠され
ていな
い玄関
から出
て、自
分で自
転車に
乗り、
転倒し
てし
まっ
た。

たとえ依頼
会員がお迎
えに来たと
しても、児
童の動きに
十分配慮す
ることや、
引き継ぎが
完了するま
では玄関の
鍵を施錠し
ておくこと
について注
意喚起し
た。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1624

平成
29年
12月
28日

3.その
他

13.子育
て援助活
動支援事
業（ファ
ミリー・
サポー
ト・セン
ター事
業）

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

15.３
歳
1.男
児

２名（兄
妹）を同時
に預かって
いた

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首変
形骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

当該提供
会員は養
成講習会
において
「子ども
の安全と
事故防
止」（３
時間）の
講義を受
講してい
るが、会
員になっ
てまだ２
か月あま
りであ
り、フォ
ローアッ
プ研修で
再度事故
防止の講
習を受講
する機会
がなかっ
た。

フォロー
アップ研
修への参
加を促
す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

提供会員
は絵本を
借りて読
み聞かせ
をした
り、依頼
会員は対
象児童の
好きな絵
本やおも
ちゃを持
たせて提
供会員に
預けるよ
うにして
いたが、
興味がそ
れた時に
走ってし
まい、事
故につな
がった。

児童が落
ち着いて
過ごせる
ように、
おもちゃ
等の準備
や子ども
への声の
かけ方に
ついて、
提供会員
と依頼会
員が常に
確認し合
うよう、
会員に周
知する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

提供会員
は対象児
童のそば
にいた
が、当該
児童は興
味がそれ
たときに
走り出し
てしま
い、事故
につな
がった。

当該児
童の妹
と一緒
に兄妹
で預
かって
おり、
提供会
員1人で
２人の
児童を
見てい
たた
め、
とっさ
の対応
が困難
であっ
た。

子どもは予
想できない
行動を取る
ことがある
こと、複数
の児童を預
かる場合の
注意点など
を提供会員
に注意喚起
を行う。

1625

平成
29年
12月
28日

3.その
他

13.子育
て援助活
動支援事
業（ファ
ミリー・
サポー
ト・セン
ター事
業）

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1 ―

今回の事
故の内容
を会員に
周知し、
安全に対
する意識
を今まで
以上に向
上させ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

児童がソ
ファーで
遊んでい
るのを提
供会員が
見ていた
が、バラ
ンスを崩
し落下。
とっさに
支えよう
とした
が、間に
合わな
かった。

―

事故当時、
見守る提供
会員がいる
中で事故が
発生したの
で会員には
注意喚起を
行うように
する。特に
幼児の預か
りについて
は、幼児が
高い所に
上った場
合、提供会
員が幼児の
両脇を両手
で支え見守
る。

1626

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 60 4 1
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手中指
の骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

利用人数
に対して
指導員の
配置人数
が少な
い。

火曜日は
利用人数
が多いの
で５人体
制にする
ことにし
た。外で
の活動時
の見守り
は１人増
加した。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ―

定期的に
行ってい
るため特
になし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

グラウン
ドまわり
の道路や
駐車場の
通行量の
多い時間
帯に配慮
しながら
指導員を
配置す
る。ボー
ル遊びは
グラウン
ドの真ん
中で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎えの
車がくる
時間帯の
ため危険
な駐車場
近くと道
路近くに
指導員を
重点的に
配置し
た。より
危険な場
所を指導
員２名で
注意して
みてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に２
名配置
し、残り
の児童を
みてい
た。手当
ては距離
が近かっ
た室内の
指導員が
おこなっ
た。

グラウ
ンドの
広さに
対し
て、ま
た利用
人数に
対して
指導員
が少な
い。

グラウンド
に出る時は
１名増加す
る。

1627

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 42 3 1
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ上
部骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

これから
も対応マ
ニュアル
に沿って
行ってい
く。

3.未実施 3.未実施
1.定期的
に実施

3

なわとび
で遊ぶ
際、アス
ファルト
で行っ
た。

グラウン
ドなど、
転んでも
けがをし
にくい場
所で遊ぶ
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

これから
も活動中
子どもの
みになら
ないよう
に見守っ
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

指導員一
人で長縄
跳びを回
してお
り、転倒
の際すぐ
対応し
た。
（もう片
方は柱に
縛って）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にい
る子ども
たちの対
応、グラ
ウンドで
遊んでい
る子ども
の対応を
していた
ので見て
いなかっ
た。

―

足がひっか
かったとき
になど、こ
まめに休憩
を入れ、長
時間遊ばな
いよう
声かけを
行ってい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1628

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 29 3 1
20.８
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右ひじ骨
折（ひ
び）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

予防マ
ニュアル
の整備と
研修の実
施。

1.定期的
に実施

250 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ―

今回の事
故は施
設、設備
に起因す
るもので
はないの
で、改善
策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の行
動に対す
る目配り
と声がけ
の徹底を
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
近くには
いたが、
他児童の
対応をし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
対応をし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

―

支援員間の
コミュニ
ケーション
を密にする
とともに、
活動の様子
全体を確認
できる体制
を確保し、
育成支援に
あたる。

1629

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 7 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕　上
腕部骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

遊んでは
いけない
場所での
事故。危
険な遊
び。

事故予防
マニュア
ルを作成
し、指導
員間での
情報共
有、徹
底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

事故の場
所は、ピ
ロティー
という場
所で、床
の素材が
固く滑り
やすい場
所であっ
たため、
事故に繋
がり、怪
我が大き
くなった
ものと分
析してい
ます。

以前よ
り、ピロ
ティーで
は遊ばな
い、走ら
ないと注
意してい
たが、こ
の事故
後、柵を
3セット
新たに設
ける。更
に張り紙
にて注意
を促す。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

外遊びへ
の移動の
時間で、
職員も児
童も動き
が多く、
より目が
行き届か
ない
状況だっ
た。

移動が終
わるまで
は、下駄
箱前とピ
ロティー
に職員を
必ず１人
配置し、
目が行き
届くよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

宿題の時
間終了
後、外遊
びの時間
に備え他
児童と共
にグラウ
ンドへ行
く準備
（下足に
履き替え
る）をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
時間に備
え、一輪
車の調節
などをし
ていた。

支援員
の配置
に問題
はな
かった
が、わ
ずかに
目を離
した時
に事故
が起き
てし
まっ
た。

室内あそ
び、外遊び
での危険個
所、危険な
遊びについ
て全児童に
注意、指導
する。外遊
びの際には
下駄箱前と
ピロティー
には支援員
が立ち、出
入口及びピ
ロティー付
近では遊ば
ない様に指
導する。

1630

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

放課後子
ども教室
がある
為、初め
は中庭で
遊び、放
課後子ど
も教室終
了後、中
庭からグ
ラウンド
へ移動す
るように
声を掛け
ながら、
安全を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

放課後子
ども教室
がある
為、初め
は中庭で
遊び、放
課後子ど
も教室が
終わり中
庭からグ
ランドへ
移動する
ように声
を掛けな
がら、安
全を見
守ってい
た。

事故当
日の支
援員の
配置は
問題な
しと思
われ
る。
日々練
習をし
て上達
し、支
援員の
手助け
なくひ
とりで
乗れる
ように
なって
いた
為、行
動範囲
が広く
なって
いまし
た。
今後
は、降
り方等
の指導
も必要
と考え
ます。

グラウンド
への移動時
は、一輪車
から降り
て、手で押
して移動す
るように指
導する。

中庭は一
輪車を降
りて、手
で押して
移動する
ように指
導徹底し
ます。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

毎週火曜
日は放課
後子ども
教室が行
われてい
るため、
遊べる範
囲が制限
されてい
ます。
児童が狭
い範囲に
集中する
為、一輪
車で遊び
途中、中
庭からグ
ラウンド
に移動時
に乗車し
たままで
はなく、
一輪車か
ら降りて
押しなが
ら移動す
るように
声掛けが
必要だっ
たと思わ
れる。

支援員の
配置や声
掛けにつ
いて、支
援員間で
再度確認
し、徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

中庭は、
グラウン
ドのよう
に平らで
はなく、
草が生え
ているた
め、転倒
事故が
起きたと
分析して
います。

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故予防
マニュア
ルが無い
ため、危
険箇所や
対応等の
共有が支
援員間で
出来てい
なかっ
た。

事故予防
マニュア
ルを作成
し、危険
箇所や対
応等につ
いて支援
員間での
情報共
有、徹
底。

1.定期的
に実施

0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕　上
腕部骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.屋外活
動中

1.負
傷

67 ―
2.女
児

6 2
18.６
歳
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1631

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 72 7 3
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕しゃ
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

特にな
し。

特にな
し。

1.定期的
に実施

250
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

250
特にな
し。

特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

前の子が
滑り終わ
る前に滑
り始めて
しまい、
その子を
よけるた
めに飛び
降りた。

すべり台
の使い方
を再度子
どもたち
と確認
し、適宜
支援員が
声かけを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もたちに
対応して
いたた
め、対象
児童を見
られてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の子
どもたち
に対応し
ていたの
で対象児
童を見ら
れていな
かった。

特にな
し。

指導員同士
お互いの位
置を確認し
合い、常に
子どもたち
に目が向け
られている
ように今ま
で以上に十
分注意す
る。

1632

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 34 4 3
20.８
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手薬指
の骨折と
爪の損傷

8.そ
の他
1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

日々の児
童の遊び
の様子や
危険と感
じる遊び
を職員間
で情報共
有し、未
然に防ぐ
ことので
きるよう
対応す
る。怪我
の処置を
した後も
注意して
様子を見
る。

2.不定期
に実施

― 3.未実施
2.不定期
に実施

― ―

友達との
遊びの中
での事故
であった
が、バラ
ンスを崩
しやすく
転んでし
まう状況
にならな
いよう施
設点検に
努める。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

―

本児の性
格を把握
し、対応
する。こ
れからは
注意深く
見守り話
しを聞く
よう努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故が起
きる前に
友達と2
人でじゃ
れ合って
いたの
で、制止
して注意
をした。
両者納得
して、エ
アー（振
り）です
るとのこ
とで、注
意した後
は大人し
くしてい
た様子で
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
のお迎え
対応や片
付けを
行ってい
た。

―

日々の児童
の遊びの様
子や危険と
感じる遊び
を職員間で
情報共有
し、未然に
防ぐことが
できるよう
対応する。
注意した後
も児童の様
子を見る。

1633

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 16 3 2
23.11
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
開放骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

戸外遊び
に出る人
数により
支援員の
配置人数
の考慮を
する。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ルールを
守って遊
ぶように
指導の徹
底を行
う。戸外
遊びに出
る人数に
より支援
員の配置
人数の考
慮をする
と共に支
援員同志
の声がけ
を行う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

数人の子
どもが滑
り台のま
わりで鬼
ごっこを
する相談
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

戸外には
他にも児
童が出て
おりプー
ルの裏へ
他の児童
が行った
ためそち
らの児童
を注意し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1名は、
屋内で見
守り。も
う1名
は、保育
準備など
の雑用に
あたって
おり室内
にいたた
め落下を
見ていい
なかっ
た。

―

屋外、屋内
に限らず遊
びのルール
の確認、周
知を行う。

1634

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 56 7 1
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
6.その他 1.頭部

急性硬膜
外血腫

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

遊具利用
時の注意
を更に強
化する。
また、支
援員の指
導が通る
よう保護
者との連
携を深め
る。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

遊具につ
いては学
校との連
携を深め
対応を更
に検討し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台周
辺にい
た。

滑り台で
鬼ごっこ
をしない
よう注意
を更に徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

複数で鬼
ごっこを
してお
り、対応
していた
支援員が
対象児と
は別の児
童を注意
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

周辺に他
の職員は
いたが、
他の児童
また、周
辺全体を
みてい
た。

―

日頃注意が
必要な児童
の動きを支
援員同士で
こまめに把
握する。

62 / 166 



死亡
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歳
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歳
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歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1635

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 7 1 1
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

狭いス
ペース
で、色々
な遊びを
していた
ことも一
つの要
因。

遊びを絞
り込ん
で、児童
同士がぶ
つからな
い工夫を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
特に問題
なし。

特に問題
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普通の
サッカー
コートで
はなく、
狭い限ら
れたス
ペースで
 サッ
カー遊び
を行って
いた。

サッカー
スペース
は面積が
限られて
いる為、
広い校庭
を借りる
など
 して密
集する環
境をなる
べく減ら
したい。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

サッカー
の審判と
して支援
員がつい
ていた
が、同時
にボール
を
 蹴ると
いう一瞬
の出来事
だっため
防げな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
の場所で
も別の遊
びの見守
りを複数
の支援員
で行って
いた。

限られ
たス
ペース
の中
で、
色々な
遊びを
行って
いたこ
と、要
因かと
思われ
る。

夢中になっ
てしまうと
子どもたち
も周りが見
られなく
なってしま
う為、支援
員の注意、
声かけが必
要。

1636

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 31 4 1
19.７
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

これまで
も研修を
受けたり
職員同士
で注意喚
起を行っ
てきた
が、今後
もこれま
でと同様
に事故防
止に努め
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

これから
も継続的
に安全点
検を行う
ととも
に、日頃
から危険
な箇所や
事故につ
ながる物
がないか
注意して
見てい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

常に事故
が起こる
かもしれ
ないとい
う意識を
持ち、事
故の予測
を立てな
がら保育
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

縄を回し
ていた厚
生員は、
対象児童
が縄に
引っか
かって転
んだ時に
ひどく泣
いてなか
なか起き
上がらな
かったの
で、自分
では判断
できず図
書室にい
た厚生員
を呼びに
行った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

側にいた
放課後支
援員も対
象児童の
所へ寄っ
て「大丈
夫か」と
声かけを
かける。
図書室に
いた厚生
員は対象
児童の様
子を確
認。病院
を受診し
た方がい
いと判断
し、保護
者に連
絡。その
後保護者
はすぐに
病院を受
診。

―

どこで事故
が起こって
も支援員の
目が届くよ
うに、ま
た、すぐに
対応ができ
るような職
員の配置に
していく。

1637

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 54 6 3
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

手指基節
骨骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

戸外遊び
時は、児
童全体に
目が行き
届くよう
な職員配
置場所と
する

2.不定期
に実施

1 ― ―
2.不定期
に実施

1 ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

児童がク
ラブから
築山まで
走ってい
く。

走って移
動をしな
い様に指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児童
や他の児
童ととも
に築山へ
向かって
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の遊びを
見守って
いた

―

日常的に指
導員間で打
合せ等を行
い、危険箇
所等の情報
共有をし、
職員配置の
改善等を
図ってい
く。

1638

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 74 5 1
23.11
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左足首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置
―

事故予防
マニュア
ルを作成
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

地面が平
らな箇所
でのケガ
だったた
め、改善
点はない
ように思
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ケガにつ
ながるよ
うな遊び
方をしな
いよう、
子ども達
全体に指
導。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

のぼり棒
のところ
で他の児
童を見な
がら、対
象児の動
きも見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場のと
ころで他
の児童を
見ていた
ため、見
ていな
かった。

―

ケガにつな
がるような
遊び方をし
ている場合
には、その
都度指導を
する。

1639

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 36 4 3
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘複雑
骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員配置
等に問題
はなく、
ソフト面
には起因
しない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具に不
備はな
く、ハー
ド面には
起因しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りを
行ってお
り、環境
面には起
因しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
遊んでい
た鉄棒の
前で、見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見守っ
ていた。

―

職員が全て
の児童の動
きを見るこ
とは難し
く、偶発
的・瞬間的
な事故を防
止すること
は困難であ
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1640

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 66 7 5
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

児童館玄
関の間に
大型遊具
付近に職
員を配置
する。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

学校遊具
を安全に
使用出来
ているか
確認を行
うことと
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

怪我をし
て少しで
も痛みが
あった場
合は、す
ぐに職員
に伝える
ように児
童集会で
伝達し
た。ま
た、活動
中に適宜
休憩を入
れクール
ダウンの
時間を設
けた。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具付近
で見守り
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

５０ｍほ
ど離れた
ブランコ
付近、３
０ｍほど
離れた鉄
棒で見守
りしてい
た。

―

遊具を使用
する際に
は、特に安
全面に気を
付けるよう
配慮をす
る。

1641

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 115 15 7
21.９
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

不定期に
年1回だ
けではな
く、定期
的に数回
行う。
職員会議
では、ヒ
ヤリハッ
トを基に
事故発生
を予想
し、予防
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

ちょっと
した段差
など児童
がつまづ
きそうな
危険個所
がないか
点検し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

室内を走
らないよ
うに児童
への声掛
けを徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

館内全体
を見ては
いたが、
別の部屋
へ児童を
誘導して
いた為、
室内を
走ってい
た対象児
への注意
が出来な
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の清
掃作業を
していた
為、対象
児の動き
を把握出
来なかっ
た。

―

室内全体を
見ながら、
走っている
児童がいれ
ば声掛けを
徹底する。

1642

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 40 6 1
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左尺骨近
位端骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―

1.基
準以
上配
置

―

児童全体
に対し、
遊具の使
い方の再
指導を行
う。

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

52 ―

引き続き
定期的な
安全点検
を行い、
安全確保
に努め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

固定遊具
使用時は
遊具そば
から離れ
ず見守り
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他遊具に
て、他児
への対応
中であっ
た。（当
該遊具か
らはおよ
そ５メー
トルの位
置。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころで他
児の見守
りをして
いた。

―

比較的腕力
の弱い児童
（１年生
等）が遊具
にぶら下が
る遊びをす
る際には、
職員が側に
付くように
する。

1643

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 74 9 4
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左小指骨
折

8.そ
の他
2.な
し

2.不
定期
に実
施

数

1.基
準以
上配
置

―

リスクマ
ネジメン
トの研修
を受講し
た。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2 ―

使用する
ボールに
ついて空
気圧が過
度になら
ないよう
に点検を
する。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

小学校の
余裕教室
を利用し
た学童保
育室のた
め、校庭
で遊ぶ際
に学童保
育室の在
籍児以外
が遊びに
加わるこ
とがあ
る。

学童の在
籍児とそ
れ以外で
分け、
ゲームの
際にも体
格差のな
いように
チームを
つくる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
にドッジ
ボールを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ドッジ
ボールの
ゲームを
見守って
いたが
ゲーム中
の事故の
ため、指
導員が対
応できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ゲーム中
のため、
骨折事故
を予測し
ての対応
ができて
いなかっ
た。

校庭で
の遊び
のため
学童入
室時以
外が含
まれて
いて、
高学年
の児童
が多く
いたた
め、球
筋が普
段より
強かっ
た。

ゲーム開始
に、児童に
相手の学年
や体格を考
慮し、強い
ボールを投
げないよう
に注意喚起
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1644

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 4 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

8.そ
の他
2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

事故予防
マニュア
ルを作成
する。

2.不定期
に実施

2～3 3.未実施
2.不定期
に実施

200 ―

安全点検
に努め
る。学校
との連携
を深め
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りが
より一層
行きとど
くよう、
指導員の
チーム
ワークを
高め、配
置に気を
つける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

指導員は
付近にい
たが、
サッカー
に入って
いたわけ
ではな
く、サッ
カーやア
スレチッ
クで遊ぶ
子どもた
ちを全体
に見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もたちの
見守りを
してい
た。

低学年
と高学
年が一
緒に遊
んでい
た。

サッカーで
遊ぶとき
に、子ども
たちには
シュートの
力加減に気
をつけるよ
うに言う。
キーパーは
無理せず強
いシュート
を避けても
よいことを
伝える。

1645

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 5 2
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕（ひ
じ）骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

外遊びの
際、支援
員の死角
がなくな
るよう、
配置箇所
を改め
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

ヘルメッ
トとプロ
テクター
（腕・
足）を購
入し、一
輪車で遊
ぶ際には
装着させ
るように
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

一輪車を
使用する
場所を限
定させ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

　「一輪
車が早く
上手にな
りたい」
と言っ
て、積極
的に活動
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の直
前までの
様子は見
ていた
が、本児
が建物の
影に隠れ
てしまっ
たため事
故発生時
の様子は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外に配置
した支援
員は少し
離れた位
置にいた
事と本児
が建物の
影で見え
なくなっ
てしまっ
たため、
事故発生
時は目撃
していな
かった。
屋内で昼
食の準備
をしてい
る支援員
もいた。

―

一輪車を利
用する児童
から目を離
さないよう
にする。特
にまだ不慣
れである低
学年の児童
の場合は、
すぐ側に支
援員を配置
する。

1646

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 39 4 3
19.７
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

今回の事
例を職員
全員で共
有し、児
童に注意
徹底し
た。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

室内を含
め危険予
知を常に
意識した
育成支援
を実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全児童、
全職員に
向けて具
体的な例
をあげて
注意喚起
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当該児童
の横で工
作の仕上
げに取り
組んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の職員が
工作の工
程ごとに
分担して
児童を受
け持って
いた。

出勤し
てきた
補助支
援員に
当該児
童の意
識が強
く動い
てし
まっ
た。

全児童に向
けて具体的
な例をあげ
て注意喚起
した。

1647

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 2 1
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置
―

１人での
見守りの
際、細心
の注意を
払う。危
ないもの
は前もっ
て片づけ
る。

3.未実施 3.未実施
2.不定期
に実施

― ―

長クッ
ションが
あるとま
た遊びだ
すので、
使用禁止
にし片づ
けた。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
危険を予
測し声か
けを行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

教室には
担当支援
員は一人
だったた
め、他の
作業をし
ながらの
見守りと
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の様子を
見ていた

―

言葉だけで
なく、遊具
を実際に取
り上げるな
どして注意
する。
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死亡
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歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1648

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 46 3 2
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
内側上顆
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特にな
し。

十分な人
員配置の
為。

1.定期的
に実施

定期点検
（２年
毎）に受
けており
異常はな
い

2.不定期
に実施

利用の度
に不都合
に気づい
たらその
都度直し
たり、使
用禁止等
対応して
いる

2.不定期
に実施

危険と思
う玩具に
ついては
回収して
いる

特にな
し。

新築供用
６年目で
施設整備
に不備な
く、遊
具、玩具
も利用の
度に点検
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

人員配置
が十分の
為。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に遊
んでいた
為、該当
児童も注
意をして
みてい
た。事故
発生時対
応する際
も、個人
情報を整
理し児童
票１枚で
対応でき
るように
してい
る。日頃
から支援
員同士の
情報共有
と連携を
密にし迅
速な対応
を心掛け
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

遊戯室で
遊んでい
る他の児
童の様子
を見てい
た。

特にな
し。

職員はよく
児童の活動
を見てお
り、迅速な
対応で対処
しているの
で、改善策
はない。

1649

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 69 7 4
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

支援員の
事故防止
に関する
研修の実
施、児童
への遊び
の際の
ルールの
徹底。

2.不定期
に実施

10
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

一輪車の
遊ぶス
ペース
は、日陰
が少な
かったの
で、体力
はかなり
消耗して
いたかも
しれな
い。

遊んでい
る最中の
休息の声
掛けや、
上手く使
えている
遊具で
あって
も、
細心の注
意を払っ
て遊ばせ
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏休みも
後半にな
り、親睦
会・登校
日もあっ
たため、
疲れてい
る児童も
多
く見られ
た。

一輪車
等、上手
くなって
も、慣れ
からの失
敗もある
ので、上
手くなっ
た子でも
気を抜か
ずに見守
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の近
くに居た
ため、転
倒したと
きの様子
も見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
も遊んで
いたた
め、別の
児童を見
ていた。

夏休み
の夕方
という
ことも
あり、
疲れも
あった
ように
思われ
る。も
う少
し、休
憩等の
声掛け
もする
べきで
あっ
た。

外回りにつ
いては、子
どもの人数
が少なくて
も、お迎え
の状況を把
握したり、
狭い中で数
種類の遊び
をしている
ため、最低
２人は支援
員を常に配
置
する。

1650

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 115 12 8
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨尺
骨骨幹部
骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

事故の検
証、ヒヤ
リハット
の周知検
討等、職
員間での
意識を高
め、事故
防止マ
ニュアル
を整備し
事故予防
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

児童の動
きを予測
した危険
個所のリ
ストを作
成、事故
防止に努
める。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

棚の上に
上がって
遊ぶこと
への危険
を知らせ
る掲示を
実施する
など、児
童本人が
気づいて
事故防止
に努めて
いけるよ
うにして
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

雨天続き
であった
こともあ
り、屋外
で発散す
ることが
なかなか
出来てお
らず、室
内で活発
に動く姿
が見られ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

児童が棚
に登って
いる姿が
あったた
め、担当
者１名が
危険を伝
えおりて
遊ぶよう
に指示を
していた
状況。そ
の他の支
援者は
ホールや
廊下など
活動場所
に分散し
て、死角
がないよ
うに配置
されてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

死角がな
るべくな
いように
配置され
ていたた
め、事故
発生時は
他の職員
は分散さ
れてい
た。

―

声掛けの指
示だけでな
く、降りる
時に手を添
えるなど最
後まで安全
確認をおこ
なってい
く。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1651

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 33 5 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左腕の複
雑骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

職員は全
体を見渡
しなが
ら、直ぐ
に駆け付
けられる
位置にい
た。

スタッフ
会議にて
遊びの
ルールの
再確認、
危険箇所
の共有を
行い、子
ども達に
も話をし
た。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

遊具自体
には錆な
どの落下
しやすい
要因は確
認できな
かった。
平成28年
4月設立
学校の
為、劣化
は考えに
くい。

定期的に
遊具の状
態を確認
する。劣
化してい
る部分を
発見した
場合には
早急に修
繕などの
対応を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動会前
で体力が
減ってい
た可能性
はある。

引き続
き、適切
な声かけ
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

人数不足
というわ
けではな
かった。
落下後、
すぐに駆
け付け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故後、
他の子ど
も達を見
守る指導
員、連絡
対応をす
る指導員
に分かれ
対応を
行った。

通常の
遊び方
で鉄棒
を使っ
ていた
ので、
着地の
際まで
危険な
状態に
なると
予測す
ること
が出来
なかっ
た。

遊具の扱い
方が未熟な
児童や低学
年に関し
て、鉄棒等
遊具を使用
する際は特
に見守りを
怠らないよ
うに配慮す
る。

1652

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 8 2 2
19.７
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷

4.創傷
(切創・
裂創等）

2.顔面
(口腔内
含む)

外傷性歯
の脱臼、
歯根歯折
の疑い、
上唇小帯
裂傷

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

マニュア
ルの確認
等危険予
測を常時
してお
く。

事故予防
の安全確
認を追加
支援す
る。

1.定期的
に実施

2 3.未実施
2.不定期
に実施

―
特にな
し。

施設も新
しく、今
回は遊具
玩具等を
使用して
いない状
況。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童室、
ホール、
体育館、
グラウン
ド等遊べ
る場所は
様々であ
り、場所
と活動内
容を検討
する。

活動の内
容による
場所の設
定を考え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

活発な走
りのため
危険を感
じ、場所
を変えよ
うと指示
する直前
だった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

場所移動
するため
体育館の
カギを取
りに行き
子どもの
様子をみ
ていた。

支援員
による
見守り
が十分
ではな
かっ
た。

支援員が活
発な動きの
際の危険性
を再認識
し、見守り
を怠らない
ように配慮
する。

1653

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9
5.おやつ
時（学
童）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 38 5 4
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

今後、事
故防止に
ついての
マニュア
ルを作成
する。

3.未実施 3.未実施 3.未実施 ―

定期点検
の実施。
（点検項
目・日時
について
明記して
いく）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

活動場所
が複数あ
るので、
職員間の
連携を強
化してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児も含
め、他児
数人で遊
んでいた
おもちゃ
等の片付
けをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

おやつ前
の片付け
の時間帯
であった
ため、職
員も片付
けを見守
る職員と
おやつの
用意をす
る職員と
で、分か
れていた
ので、目
が行き届
かなかっ
た。

―

毎月の会議
でヒヤリ
ハット的な
事案の報
告・学習を
行い、事故
防止に努め
る。職員間
の声かけ・
確認を密に
する。

1654

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 36 4 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外側顆骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

次の遊び
への気持
ちが移っ
ており、
急いでい
る様子
だったの
で職員の
声掛けや
補助等、
安全での
配慮。

学年・体
格にあっ
た遊具の
使用、安
全な使い
方の指
導。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

次の遊び
への気持
ちが移っ
ており、
急いでい
る様子
だったの
で職員の
声掛けや
補助等、
安全での
配慮。

学年・体
格にあっ
た遊具の
使用、安
全な使い
方の指
導。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

次の遊び
への気持
ちが移っ
ており、
急いでい
る様子
だったの
で職員の
声掛けや
補助等、
安全での
配慮。

子どもた
ちの心身
の状態の
把握の徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童の
遊びの対
応をして
いた。

子ども
たちの
動きに
対応で
きるだ
けの職
員配
置。

子どもたち
の動きや状
態を把握
し、遊具の
安全な使い
方の指導を
行う。
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ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
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ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1655

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 91 8 8
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
6.その他

5.下肢
(足・足
指)

捻挫
8.そ
の他
2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

特にな
し。

職員配置
は基準を
満たして
いたため
特に改善
策はな
い。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
特にな
し。

周囲に障
害物はな
く、校庭
の状態も
よく、周
辺の子ど
もたちも
特に危険
な遊びを
していな
かったた
め特に改
善策はな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

支援員は
適正に配
置され、
見守り体
制はとれ
ていたた
め改善策
は特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
含め、児
童全体を
見ていた
が危険な
行動はし
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員は
死角のな
いように
分散して
各エリア
を見てい
た。

後ろ向
きに歩
いてい
る本児
に対
し、支
援員が
注意す
るよう
声かけ
をしな
かっ
た。

後ろ向きに
歩いている
児童がいた
ら注意する
よう声をか
ける。

1656

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9
5.おやつ
時（学
童）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 45 4 3
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故防止
マニュア
ルの作
成。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―
定期的に
安全点検
を実施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨上がり
で地面が
濡れてお
り、靴底
に砂がつ
いてい
て、滑り
やすかっ
た。

雨上がり
の活動時
は注意す
るよう声
掛けをす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の児童
のトラブ
ルに対応
していた
為見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
他の児童
に関わっ
ていたた
め見てい
なかっ
た。

下校・
宿題、
遊びの
重なる
時間帯
だった
ため見
守りが
手薄に
なって
いた。

下校直後の
時間帯は、
様々な活動
をしている
ので全体の
見守りに重
点を置く。

1657

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 42 4 1
19.７
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手親指
剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

支援員等
の配置は
十分であ
り、ソフ
ト面に改
善策な
し。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2 ―

当該事故
において
施設に問
題がない
ため、改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

当該事故
において
育成支援
の状況に
問題がな
いため、
改善策な
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

お迎え前
にトイレ
に行くよ
う児童に
促してお
り、職員
１名がト
イレ入口
で見守り
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の全
域に目が
届くよ
う、児童
の見守り
をしてい
た。

―

支援員等の
見守り体制
について問
題がないた
め、改善策
なし。

1658

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 32 4 1
20.８
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故防止
マニュア
ルの徹底
を行う.

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

12 ―

専用施設
ではない
ため現状
維持.

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

小さなこ
とでも危
険を予測
し、声を
掛ける.

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

足をばた
ばたして
いたのは
確認でき
たが、大
きなケガ
につなが
るとは予
測してい
なかっ
た.

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
準備をし
ていたた
め、対象
児童の行
動を確認
していな
かった.

―

子ども自ら
が危険予測
ができるよ
うに声を掛
ける.
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1659

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 26 3 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危険な可
能性があ
る場合に
は注意喚
起を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童各々
が活動中
は、数箇
所に分か
れて児童
が遊んで
いるの
で、全体
に目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
等をして
いた。

―

数箇所に分
かれて児童
が遊んでい
るので、全
体に目が行
き届くよう
に支援員が
適切な場所
にて見守り
する。

1660

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 43 5 4
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

上腕骨遠
位端骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

事前に職
員間で起
こり得る
怪我につ
いて注意
するこ
と、応急
手当の確
認をする
こと。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

校庭や使
用する道
具に、怪
我が起こ
り得る要
因となる
ものが無
いが確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

校庭で遊
ぶ児童に
対して、
怪我なく
活動でき
るように
準備運動
や注意喚
起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ボールが
無いとこ
ろでの転
倒であっ
たため。
転んでい
る姿見て
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかのグ
ループと
関わって
いたた
め。

―

ボール追い
かけている
ところの児
童だけでな
く、ボール
の無い場所
の児童も見
る必要が
あった。

1661

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

6

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 46 4 2
22.10
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危険な可
能性があ
る場合に
は注意喚
起を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童各々
が活動中
は、数箇
所に分か
れて児童
が遊んで
いるの
で、全体
に目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
等をして
いた。

―

数箇所に分
かれて児童
が遊んでい
るので、全
体に目が行
き届くよう
に支援員が
適切な場所
にて見守り
する。

1662

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 140 8 4
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左母指基
節骨骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ―
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1663

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 4 2
21.９
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ―
特にな
し。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―
特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童が一
人でトイ
レへ行っ
た際に事
故が発生
した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が一
人でトイ
レへ行っ
た際に事
故が発生
した。

―

普段は利用
しない場所
を児童が利
用する場合
は，普段と
は異なる事
態を想定
し，注意を
促してい
く。

1664

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 86 8 8
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

骨折（閉
鎖性・左
腕間接
部）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
なし。

安全管
理・危機
管理に対
する知識
を、マ
ニュアル
を読み込
んで再確
認する。

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― なし。

引き続き
安全点検
を行って
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

クラブで
の手作り
ランチの
為、普段
とは保育
の流れが
異なって
おり児童
の気持ち
が落ち着
かなかっ
た。日常
的に階段
は走らな
いこと、
ジャンプ
しないこ
との声掛
けをして
いるが、
徹底され
ていな
かった。

階段は歩
くこと、
ジャンプ
しないこ
との声掛
けの徹
底。ま
た、階段
の中心に
ビニール
テープを
貼り、進
行方向に
対して右
側通行を
するよう
声をか
け、子ど
も同士が
ぶつから
ないよう
にした。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

育成室を
見てお
り、対象
児は育成
室を出た
ところに
ある階段
を移動中
であった
ため.

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

育成室を
見てお
り、対象
児は育成
室を出た
ところに
ある階段
を移動中
であった
ため.

なし。

階段を駆け
て上り下り
する児童が
いることを
念頭に置
き、階段は
歩くよう声
掛けを徹底
していく。

1665

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 28 4 4
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首ト
ウ骨・尺
骨骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

子どもが
遊ぶ中で
行動の予
測ができ
ていな
かった。

うんてい
の事故報
告を職員
全員に周
知する。

1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

毎日

うんてい
の下には
マットは
敷いてあ
り衝撃を
緩和させ
る配慮が
あった
が、事故
につな
がった。

学校と情
報共有
し、うん
ていの安
全面につ
いて検討
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
をする際
に、指導
員に声を
かけてか
ら行う習
慣がな
かった。

休憩を一
人ひとり
しっかり
とるよう
に見守
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理
由を記
載)

天気は曇
で比較的
過ごしや
すかっ
た。鬼
ごっこに
混ざり遊
びは盛り
上がって
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

本児は鬼
ごっこを
していた
児童とと
もに一旦
休憩をと
ることに
なり、職
員は他の
児童の様
子をみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
を使って
いる児童
について
いた。

指導員
は本児
がうん
ていを
始めた
ことに
気付か
なかっ
た。

運動直後の
気付かない
疲れを考慮
し、言葉か
けとその後
の様子に配
慮する。

1666

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 52 6 3
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

遊びに夢
中にな
り、滑り
台を走っ
て下り
た。

遊具の正
しい使い
方を指導
する。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3

施設内よ
り近隣の
公園での
事故が多
い。

公園の遊
具の正し
い遊び方
を指導す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

高い滑り
台と低い
滑り台と
2種類あ
り、今回
は低い滑
り台から
の転落
で、油断
していた
のではな
いか。

遊具を
使った鬼
ごっこは
危険性が
伴うもの
だという
ことを児
童はもち
ろんのこ
と、支援
員も意識
した上で
指導する
ように心
がける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童は、
追いかけ
ることに
夢中に
なってい
たため、
滑り台を
走って降
りてしま
いバラン
スを崩し
た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

支援員が
すぐ近く
で一緒に
遊んでい
たにも拘
わらず
とっさの
ことで間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

けがの様
子をみ
て、すぐ
に児童ク
ラブに連
れて帰っ
てきた。

マラソ
ン大会
間近と
いうこ
ともあ
り、普
段より
も気持
ちが高
揚して
いたの
ではな
いか。

支援員は、
一緒に遊ん
でいても常
に児童を危
険から回避
するよう心
掛けていな
ければなら
ない。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1667

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 4 2
21.９
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

亀裂骨折
8.そ
の他
2.な
し

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置
―

特にな
し。

3.未実施 3.未実施 3.未実施 ―
特にな
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―
特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

バスケッ
トの試合
を審判と
してみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児童
のいたグ
ループ以
外の児童
の見守り
をしてい
た。

― 特になし。

1668

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 71 5 2
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

遊具の正
しい使い
方を指導
する。

2.不定期
に実施

4
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

遊具の正
しい遊び
方を指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具遊び
は、危険
性が伴う
ものだと
いうこと
を児童は
もちろん
のこと、
支援員も
意識した
上で指導
するよう
に心がけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児
童、他の
児童を離
れた場所
からでは
あるが見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児童
及ぶ他の
児童が遊
んでいる
様子を近
くで見て
いた。

―

子どもの行
動を予測
し、安全に
配慮した立
ち位置で対
応する。

1669

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 14 3 1
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
尺橈骨骨
折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

遊具使用
の場合、
適正な使
用方法、
遊び方を
してるか
どうかま
で、細か
く見て、
声かけ、
支援をす
るようす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊具使用
の適正年
齢、身長
など詳し
く記載を
希望。

適正な使
用方法を
事前に調
べて遊ば
せるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

危ない使
用方法で
遊んでい
ないかま
で、丁寧
に見守る
必要があ
る。

ひとりひ
とりの体
格や運動
能力に合
わせての
声かけを
し、時に
は、使用
をさせな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

順番に一
人で遊ぶ
遊具であ
るため、
対象児を
見ていた
が、姉の
学年の女
子が片手
で遊んで
いたた
め、でき
るとの思
い込みも
あり、ス
タート時
点で「両
手でや
る」との
声かけが
できな
かった。
落下する
瞬間に手
を差し伸
べたが間
に合わ
なった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
（サッ
カー・
ジャング
ルジム）
に分かれ
て支援し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

対象児
が活発
で姉の
学年
（３年
生）と
同じこ
とをし
たい気
持ちが
大き
い。

年齢や運動
能力にあう
遊びを提案
する。

1670

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 10 5
20.８
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
6.その他 1.頭部

右耳の網
膜の破れ

5.他
児か
ら危
害を
加え
られ
たも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員の見
守りを強
化し、2
名体制で
配置して
いる。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48 ―

廊下は,
安全を確
保する為
に歩く場
所である
ことを徹
底し指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の遊
びの様子
をみて、
危険な場
合は直ぐ
に止め、
別の遊び
を促す。
また、
「館の約
束を守
る」「人
のいやが
ることは
しないこ
と」を児
童に指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

児童同士
で遊んで
おり、職
員は廊下
が見える
位置で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所で
配置に立
ち、見守
りを行っ
ていた。

―

児童館で
会ったこと
について
は、保護者
と今まで以
上に緊密に
連絡を取り
合ってい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1671

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 42 10 4
21.９
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

体力の違
う子供同
士が鬼
ごっこ等
を行うと
衝突が起
こりやす
い

子供の体
力を把握
し、学年
別に実地
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

雨天のた
め、微量
の湿気が
あったの
かもしれ
ない

安全点検
時に床の
滑り具合
を念入り
に確認す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りを
行ってい
ても不意
な衝突を
防ぐこと
が難しい

どのよう
な場面で
衝突等が
起こるの
かを子供
と一緒に
確認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鬼ごっこ
を行って
いたので
ある程度
離れた位
置で子供
の様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の動きを
みていた

走る子
供を目
で追う
のが難
しい

子供の活動
が見えやす
い位置で見
守りを行っ
ているが、
全体を見渡
す職員を配
置する

1672

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 53 5 5
20.８
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕骨
顆状骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

遊戯具で
遊ぶ児童
数に応じ
て、職員
の見守り
を配置し
ている

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

大型積木
を2個重
ね、その
上に乗っ
ていたた
めバラン
スが悪
かった。

大型積木
の使い方
を見直
し、児童
全員へ周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童たち
が自分で
遊びを考
えて実施
して、職
員はその
様子を見
守ってい
た。

児童の遊
びの様子
を見て、
危険な場
合はすぐ
に止め、
別の遊び
を促す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調が悪
いという
様子もな
く、元気
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室内
のベンチ
に座り、
室内全体
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自他の
部屋で児
童の見守
りを行っ
ていた。

職員の
勤務体
制上、
遊戯室
の見守
りは、
利用者
数に関
わらず1
名と
なって
いた。

何かあった
時にすぐ駆
け寄れるよ
うに、動け
る体制を整
えておく。

1673

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 50 4 4
21.９
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置
―

　注意喚
起のた
め、現場
でこまめ
に声がけ
する。ま
た、時間
に余裕を
もって帰
り支度が
できるよ
う配慮す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

　床
（畳）の
部分的な
損耗

　床
（畳）の
損耗の状
況に応じ
た補修の
徹底

7.その
他
―

　注意喚
起のた
め、現場
でこまめ
に声がけ
する。ま
た、時間
に余裕を
もって帰
り支度が
できるよ
う配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ふだんは
落ち着き
があり
しっかり
した児童
である
が、この
時、帰り
支度を急
ぎ、室内
を小走り
に移動し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

連絡帳を
児童に渡
し、児童
の動きを
見守って
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の様子も
見守りな
がら、当
該児童の
動きを見
ていた。

夏休み
も終盤
とな
り、子
どもに
疲れが
出てき
た。

集会で、事
故防止につ
いて子ども
に説明し、
事故防止を
意識させ
る。

1674

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 71 5 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右上腕部
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

一定程度
の職員研
修等は
行ってい
るが、事
故予防に
ついての
職員の認
識を一層
深める必
要があ
る。

施設や活
動内容、
参加人員
等具体的
な状況を
踏まえた
より有効
な研修等
を行い、
職員意識
の一層の
向上を図
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

グラウン
ドの整備
状況、ス
ペース等
は、特に
危険性が
高いもの
ではな
かった。

現状を変
更する必
要性は特
にない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ボールを
蹴るとい
う動きを
するとき
に、児童
の頭でイ
メージし
たように
は体が動
かなかっ
た。

基本に返
りボール
を蹴る練
習から始
める、集
中力が切
れないよ
う休憩を
途中に入
れる、な
どの指導
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

校庭内で
他に行わ
れていた
ドッジ
ボールや
鬼ごっこ
の活動を
中心に指
導員が見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当者同
様、ドッ
ジボール
や鬼ごっ
こを中心
に見守っ
ていた。

サッ
カーの
当該児
たちは
少人数
で仲良
く活動
してお
り、他
の大人
数の
ドッジ
ボール
や動き
が急な
鬼ごっ
こに比
べ、見
守り順
位が低
めにな
りがち
であっ
た。

事故発生の
危険性はど
こにでも潜
んでいるこ
とを職員は
改めて認識
し、活動開
始前に職員
間で見守り
の進め方を
確認し、準
備運動など
子どもたち
への具体的
な安全指導
を進めてい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1675

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 58 5 2
22.10
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首骨
折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

数

1.基
準以
上配
置

職員の配
置状況が
万全では
なかっ
た。

リスクマ
ネジメン
トの研修
を受講し
た。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2

玄関先に
宅配ボッ
クスが保
管されて
いた。

宅配ＢＯ
Ｘの配置
場所を変
更した。
児童が入
らないよ
うに立ち
入り禁止
とし、認
識しやす
いように
カラー
テープで
表示し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

学童保育
室の出入
り口のた
め、靴を
履く児童
が多くお
り児童同
士で接触
する事も
ある。

特に低学
年の児童
が帰宅す
る時など
は、指導
員が児童
の行動を
注意深く
見守るよ
うに心が
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常通り
の帰宅の
行動をし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

帰宅時の
ため多く
の児童が
移動して
たことも
あり、バ
ランスを
崩した児
童に対応
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰宅時で
多くの児
童や保護
者との連
絡等で対
象児童の
動きを確
認できな
かった。

帰宅時
のため
玄関付
近が混
み合っ
てい
た。

児童が接触
しないよう
に指導員か
ら児童に対
し注意を呼
びかける。

1676

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 90 6 3
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数
2.基
準配
置
特になし

児童クラ
ブのクラ
ス分けに
沿って基
準の職員
数を配置
していた
職員間
で、安
心・安全
な状況下
で遊びが
実施でき
るよう、
今まで以
上に事故
防止マ
ニュアル
を徹底
し、研修
の実施を
より進め
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし

定期的に
施設の状
況を確認
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童たち
は各々好
きな遊び
をしてい
た

防ぎきれ
ない事故
も発生す
るが、事
故そのも
のが起こ
りうると
いう認識
を忘れず
事前・事
後の指導
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

児童につ
いては、
普段と変
わらず遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

２０名程
度の児童
が同公園
で遊んで
いたた
め、公園
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児童も
公園内に
いたた
め、他児
童の対応
をしてい
た。

特にな
し

児童会館内
と公園と
で、職員が
分かれ遊び
を展開した
中で、見守
りの人数な
どは妥当
だったと思
われるが、
事故への意
識をより強
く持ちなが
ら、指導を
行うことが
必要であ
る。

1677

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 96 9 3
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
6.その他

5.下肢
(足・足
指)

左足首捻
挫

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ―
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを
行って
いた
が，事
故が起
こって
しまっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

1678

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左肘骨折

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危険な可
能性があ
る場合に
は注意喚
起を徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故に関係
する鉄棒
には、直
接問題は
無かった
が、落下
した際に
怪我を和
らげる方
策の検討
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童各々
が活動中
は、数箇
所に分か
れて児童
が遊んで
いるの
で、全体
に目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児等
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の見守り
等をして
いた。

―

数箇所に分
かれて児童
が遊んでい
るので、全
体に目が行
き届くよう
に支援員が
適切な場所
にて見守り
する。ま
た、落下の
可能性のあ
る遊具等で
遊んでいる
場合は、至
近の見守り
が必要であ
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1679

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 4 2
22.10
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折（全治
一か月）

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

児童数に
応じた配
置人数は
市の基準
を満たし
ていた
が、支援
児加配分
は支援員
1名不
足。当日
は8名の
支援児が
出席して
いた。

支援員を
基準通り
に配置す
る。

2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―
施設には
不備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
を含めた
4人は園
庭を走り
回って遊
んでい
た。

児童の様
子をよく
把握し、
事故が発
生しそう
な状況で
あれば、
声かけ等
を行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児童と
鬼ごっこ
をして
走ってい
たとこ
ろ、躓い
て転倒
し、左手
首を地面
につき痛
めた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒した
現場は見
ていな
かった
が、すぐ
気付き対
応した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時に当該
児童の付
近にいた
支援員は
1名のみ
だった。

児童の
遊びの
中での
出来事
なの
で、細
かな声
かけが
難しい
部分が
ある。

児童が小グ
ループに分
かれて遊ん
でいる際
も、偏りな
く見守りを
実施する。

1680

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 57 4 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左第5基
接骨骨折

8.そ
の他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

開始前の
練習や、
ウォーミ
ングアッ
プが不十
分だっ
た。

基準の職
員を配置
して見守
り体制を
取ってい
るが、今
後、具体
的な見守
り方法に
関する研
修を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段か
ら、ドッ
ジボール
などの外
遊びに参
加するこ
とがほと
んど無い
為、本児
自身上手
に対応で
きなかっ
たと思わ
れ、予め
の声掛け
が必要
だった。

特に、久
しぶりに
外遊びに
参加する
子に対し
ては、ひ
と声掛け
るように
する。怪
我につな
がらない
ように、
ボール
キャッチ
ングのア
ドバイス
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも一
緒に部屋
で遊んで
いる友達
が休み
だったた
め、外遊
びに出
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジ
ボールを
していた
ため、
コート中
央で全体
の様子を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各々に遊
んでいた
ため、他
の子ども
達を見て
いた。

当該児
童は、
久しぶ
りの参
加だっ
たた
め、慣
れるま
での間
の特別
ルール
の設定
や経験
に応じ
たグ
ループ
分けを
行う配
慮が必
要で
あっ
た。

事前の声か
けを行な
い、目を離
さないよ
う、子ども
の動きを見
守る。

1681

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 107 14 6
20.８
歳
2.女
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右橈骨遠
位端骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

5：30の
基本保育
時間終了
と共にグ
ラウンド
から広場
に子ども
が移動を
したが、
広場で活
動するに
は人数が
多かっ
た。

指導員配
置につい
て見直す

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

3

広場で遊
べる範囲
が狭く衝
突しやす
かったの
ではない
か。

広場で遊
べる範囲
を広げ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
人数が多
かった
為、子ど
も同士の
衝突もし
やすかっ
たのでは
ないか。

広場で遊
べる範囲
を広げ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

異年齢の
子どもが
集まって
遊んでい
たことも
あり、い
つもより
気合が
入ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

指導員も
遊びに参
加してい
たことも
あり、対
象児の動
きをずっ
と見れて
いた訳で
はない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

この日
は、指導
員の人数
が少な
かったの
で、広場
は最低人
数の一人
で見てい
た為、他
の指導員
は広場に
はいな
かった。

指導員
の配置
が少な
かった

適切な人数
を見極め、
その都度配
置を考え
る。

1682

平成
29年
12月
28日

3.その
他

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30
2.室内活
動中

1.負
傷

4 3
19.７
歳
1.男
児

2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕橈骨
(とうこ
つ)骨折
及び 右
腕尺骨
(しゃっ
こつ)脱
臼

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

建物1階
で他児童
の対応を
していた

保護者
の迎え
を待つ
時間帯
は、児
童の疲
れが
ピーク
であ
り、注
意力の
低下等
事故が
起こり
やす
い。こ
の点を
考慮し
た活動
内容の
検討や
日課の
設定が
必要で
ある。

17時以降の
過ごし方を
検討し、比
較的穏やか
な活動を提
案し、落ち
着いてお迎
えを待てる
ように工夫
を図る。

3.未実施3.未実施

室内での
運動活動
について
再検討
し、安全
面を踏ま
え児童の
希望に
沿った活
動ができ
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と違
う様子は
見られな
かった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

審判とし
てドッジ
ボールの
メンバー
全体が見
えるよう
に位置し
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

特になし

マニュア
ルを基に
受傷時の
対応方法
を再確認
し、引き
続き研修
等で応急
手当の技
術向上を
図る。段
差や凹凸
のない床
であって
も転倒す
る危険性
について
説明し、
少しでも
意識でき
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

建物２階
でドッジ
ボールを
実施し
た。

15.放課
後児童ク
ラブ

―
0.負
傷

2

1.基
準以
上配
置

特になし

事故当
時、利用
児童３０
人に対
し、４人
の職員が
勤務して
おり、市
の基準
（児童数
２０人以
上３５人
以下の場
合は３人
以上を配
置）を超
えてい
る。マ
ニュアル
を基に受
傷時の対
応方法を
再確認
し、引き
続き研修
等で応急
手当の技
術向上を
図る。

3.未実施
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1683

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 17 3 2
24.12
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手首骨
折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
特になし

子どもか
ら目を離
さないで
済むよう
に、保育
室内でお
やつの準
備をする

2.不定期
に実施

3 3.未実施
2.不定期
に実施

3 特になし

階段の入
り口に簡
易な扉な
どを設置
すること
で、勢い
よく駆け
上がるこ
とが出来
ないよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

特になし

室内で走
ることは
危険なの
で、職員
全体で改
めて指導
をしてい
くことを
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走って来
て衝突し
た児童と
は別の児
童と卓球
をして遊
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

)おやつ
の準備の
ため、児
童から目
が離れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1階にて
保育を
行ってい
た。ケン
カが起
き、対応
していた
ため、対
象児にぶ
つかった
児童が、
走って2
階に行く
のを見て
いなかっ
た。

特にな
し

おやつの準
備中も常に
保育室全体
を見るよう
にする。室
内を走るこ
とがケガに
つながるこ
とを予想す
る。

1684

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

5

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 43 4 2
19.７
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕外
顆骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

開設から
事故がほ
とんどな
かったた
め、職員
の事故予
防に対す
る意識が
十分でな
かった。

・「教
育・保育
施設等に
おける事
故防止及
び事故発
生時の対
応のため
のガイド
ライン」
「熱中症
予防の普
及啓発・
注意喚
起」の職
員への周
知
・ヒハリ
ハットの
作成
・KYT
（危険予
知訓練）
の学習

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

・じゅう
たん敷き
で靴下を
はいて遊
んでいた
ため滑っ
てしまっ
た

・裸足に
なるか上
履きを履
くことを
周知

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・子ども
達は環境
に慣れ緊
張感が低
下し指導
員の注意
を聞かな
くなって
いた。

・部屋で
は走らな
い、物を
投げない
約束を周
知
・学校の
男性職員
に見守り
声掛けな
ど協力依
頼
・今後
KYT（危
険予知訓
練）を遊
びの中に
取り入れ
ていく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他校から
通所して
緊張して
いたがグ
ラブ活動
に慣れて
きてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・自由遊
びとなり
全体を見
渡し見守
りで支援
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
してい
た。

人数が
多く活
動が分
散して
いたた
め見守
りが行
き届か
なかっ
た。ま
た、送
迎を兼
ねてい
る職員
もいた
ことか
らあわ
ただし
く動い
てい
た。

できる限り
指導に専念
できる体制
をとる。ま
た、障がい
のある子
（自閉症）
や活発な児
童がいるこ
とから、安
全に見守れ
る指導員の
人数の確
保。

1685

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 16 4 3
19.７
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右小指末
節骨骨折
及び挫傷

4.玩
具・
遊具
等施
設・
設備
の安
全上
の不
備に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

0.5

1.基
準以
上配
置

―

今回の対
象児のケ
ガの要因
にソフト
面に関す
る要因は
ないため

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

6 ―

トイレの
出入り口
ドアは開
け放し、
万が一閉
じてし
まっても
途中で止
まる器具
を
設置

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

今回の対
象児のケ
ガの要因
に環境面
に関する
要因はな
いため

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

トイレド
ア付近に
たくさん
の子ども
が集まっ
ていたた
め、興味
本位で近
づきドア
の間に手
を置いて
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の子ど
もの、ド
アの開け
閉めにつ
いて質問
や説明を
聞いてい
たため対
象児童を
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
に担当の
部屋の見
守りをし
ていた。

ドアの
開け閉
めにつ
いて対
応した
職員は
勤務経
験が少
なく、
子ども
の行動
につい
ての危
険予測
が出来
なかっ
た。

一か所に子
どもが多く
集まってき
た場合は、
ほかの先生
を呼んで一
緒に見るよ
うな対応を
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1686

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 2 2
22.10
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左手親指
の骨折

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

0.5

1.基
準以
上配
置

ルームで
の皆が安
全に過ご
せるきま
りの再確
認

プレイ
ルームで
側転はし
ないとい
うルール
を子供も
職員も再
確認しま
した。

2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

6 ―

今回の対
象児のケ
ガの要因
に施設や
設備に関
する要因
はないた
め

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

比較的利
用人数が
多い日で
あった

その場を
見守って
いた担当
支援員
に、プレ
イルーム
内でして
もいい遊
びと、し
てはいけ
ない遊び
の再確認
をしまし
た。職員
会議でも
職員全員
で再確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

側転をし
ない、と
いうルー
ルを知ら
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
ていた
が、側転
をやめさ
せること
をしな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞ
れ、担当
の部屋で
見守りを
してい
た。

自由あ
そびの
時間帯
では
あって
も、子
ども自
身がそ
の場そ
の時に
適切な
行動を
判断で
きな
かっ
た。子
どもが
クラブ
での生
活を皆
が安全
に過ご
すため
のルー
ルの認
識が足
りな
かった

ミーティン
グで遊びの
ルールの確
認をする。
安全なタイ
ミングか否
かを職員が
統一した目
安をつくる
（同じス
ペースの他
の遊びの種
類、その時
の児童数、
職員配置人
数を考慮し
て）

1688

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 24 2 1
21.９
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右手首の
骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

当日、支
援員1名
が急な欠
席で2名
になった
為。

欠席する
時は早め
に連絡を
し、代わ
りの支援
員を配置
する。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

30
2.不定期
に実施

50
教室の増
築に伴う
段差。

段差を分
かりやす
く、緩や
かになる
様マット
を置い
た。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

支援員の
見守り、
声掛けが
足りな
かった。

支援員の
見守り、
声掛けを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

早歩きを
していた
時、段差
につまづ
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

当日は、
外遊びの
日で外に
行く準備
をしてい
た。本人
より湿布
の要求し
かなかっ
た為。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びの
日で、ま
だ宿題が
終わって
いない児
童に学習
指導をし
ていた
為、気付
かなかっ
た。

支援員
の見守
り、声
掛けが
足りな
かっ
た。

支援員の見
守り、声掛
けを徹底す
る。

15.放課
後児童ク
ラブ

落ちた遊
具から、
少し離れ
たところ
で、鉄棒
や、砂遊
びをして
いる児童
がおり、
そちらの
子どもた
ちと話を
しながら
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おもにブ
ランコや
シーソー
砂場遊び
をしてい
る児童を
見守って
いた。

見守る場
所によっ
て、死角
が生まれ
る場所も
あるの
で、二人
で見守る
ときに
は、対角
線上に向
きあって
見守るよ
うにす
る。

立つ位置に
よって、死
角が生まれ
る場所もあ
るので、二
人で見守る
ときには、
対角線上に
公園全体が
見渡せる所
で見守るよ
うにする。
かつ、危険
な遊具の側
には、ひと
りつくよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
の時に、
遊具から
あわてて
降りよう
としたの
で、足が
遊具の握
り手の部
分に引っ
かかり、
左肩が下
に落ちて
しまっ
た。

公園に出
る前に、
遊ぶ際の
注意事項
を、児童
と一緒に
確認して
から遊ぶ
ようにす
る。(約束
事の確認
をする）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

土曜日
だったの
で、母の
仕事に行
く時間に
連れてこ
られ、い
つも通
り、元気
に登所。
公園に出
て、遊び
の中心に
なって遊
んでい
た。遊具
に乗って
小休止を
していた
が、鬼の
児童が、
捕まえよ
うと近づ
いてきた
ので、慌
てて遊具
から降り
ようとし
たときに
つま先が
取っ手に
引っかか
り、左肩
から地面
に落ちて
しまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちが公園
内で走り
回って
も、しっ
かりと見
守り、危
険回避で
きるよう
に、視野
を広げて
見守る。
マニュア
ルも本児
童クラブ
の実情に
合ったも
のを至急
作成す
る。

1.定期的
に実施

2.不定期
に実施

2.不定期
に実施

子どもた
ちが遊ん
でいる中
で、危険
個所など
あれば、
日誌に記
載し、指
導員全員
が把握で
きるよう
にしてい
る。ま
た、月2回
のミー
ティング
にて情報
の共有を
してい
る。

安全点検
を職員全
員で、月1
回行う。

毎日 2・3 1
左鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

指導員は
二人、見
守りをし
ていた
が、鬼
ごっこで
子どもた
ちが分散
し、ひと
りひとり
に目が行
き届いて
いなかっ
た。

2
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

―3 1
21.９
歳

8.学童 121687

平成
29年
12月
28日

3.その
他

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1689

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

11

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 124 12 4
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
6.その他

5.下肢
(足・足
指)

右足首靭
帯損傷

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ―
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

支援員は
全体の見
守りをし
ていたた
め，児童
が転倒し
た場面を
確認でき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援員は
全体の見
守りをし
ていたた
め，児童
が転倒し
た場面を
確認でき
なかっ
た。

子ども
会以外
の児童
も多く
運動場
で遊ん
でお
り，支
援員は
全体の
見守り
をして
いたた
め，児
童が転
倒した
場面を
確認で
きな
かっ
た。

運動場利用
者が多い場
合のスタッ
フの連携，
個々への見
守りについ
て，スタッ
フ間で再度
確認を行
う。

1690

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 19 3 1
22.10
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左第五趾
基節骨骨
端線離開

3.子
ども
同士
の衝
突に
よる
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

事故が起
きたとき
のため
に，事故
防止マ
ニュアル
の整備が
できてい
た。

策定して
いる危機
管理の手
引きをも
とに，事
故防止に
努める。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ―
特にな
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
特にな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体の見
守りの中
で，対象
児童も見
ていた。

支援員
が見守
りを行
い，注
意を
配って
いたが
事故が
起こっ
てし
まっ
た。

見守りが必
要な場面で
は，引続き
支援を行っ
ていく。

1691

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 22 4 4
20.８
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

右腕骨折

2.自
らの
転
倒・
衝突
によ
るも
の

2.な
し

2.不
定期
に実
施

数

1.基
準以
上配
置

室内保育
で職員の
配置に死
角ができ
ていた。

リスクマ
ネジメン
トの研修
を受講し
た。

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2

児童が室
内でボー
ル遊びを
できる環
境にして
いた。

雨天時は
児童の行
動を制限
するよう
に指導員
を配置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨天時の
ため室内
にいる児
童が集中
するな
か、合同
保育中の
ため別の
学童保育
室の児童
もいたた
め不慣れ
な環境で
あった。

雨天時で
室内に児
童が集中
する時に
は、接触
し怪我し
易いこと
から行動
を制限し
た生活を
指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雨天時で
児童が多
くいた
が、普段
の遊びと
変わらな
い状況で
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

指導員が
近くにい
たが、
ボールを
追いかけ
る児童が
交差する
ときに注
意ができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が交
差すると
きに対象
児童の周
辺しか配
慮してい
ない状況
でした。

職員の
配置で
急な児
童の動
きに対
応でき
なかっ
た。

支援員から
児童が多く
室内にいる
状況が明ら
かなときに
は、危険の
無い遊びに
誘導する。

1692

平成
29年
12月
28日

3.その
他

15.放課
後児童ク
ラブ

7

8.夕方
(16時頃
～夕食提
供前頃）

3.施設敷
地外(園
外保育
先・公園
等)

8.学童 33 5 1
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負
傷
2.骨折

4.上肢
(腕・
手・手
指）

左上腕骨
外果骨
折・脱臼

1.遊
具等
から
の転
落・
落下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

ミーティ
ングを通
して職員
皆が安全
への共通
意識を持
つように
取り組
み、当日
も適切な
人員配置
のもと遊
びを見
守ってい
た。しか
し、突発
的に事故
が起こっ
てしまっ
た。

引き続き
ミーティ
ングにて
情報共有
の徹底を
図り、職
員の安全
への共通
意識を高
める。ま
た、適正
な人員を
配置し遊
びを見守
る。積極
的に研修
などに参
加し、安
全への知
識向上に
努める。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

朝礼台の
上に乗っ
てはいけ
ない約束
になって
いたが、
乗ってし
まったこ
とで事故
につな
がった。

物理的に
朝礼台に
乗れない
よう、朝
礼台にブ
ルーシー
トをか
け、ラン
ドセル置
き場とし
た。ま
た、新ま
ちともス
タッフと
もこのこ
とを共有
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
に夢中に
なるあま
り、朝礼
台に乗っ
てはいけ
ないとい
う約束を
忘れ朝礼
台に乗っ
てしまっ
たことが
事故につ
ながっ
た。

日頃から
約束や
ルールを
子どもた
ちに伝え
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった
が、普段
から約束
やルール
を守れな
いことが
ある。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

正規職員
２名は、
全体を目
視できる
位置にい
て、当該
児童が鬼
ごっこを
している
ことは把
握してい
た。しか
し、朝礼
台に乗っ
たことに
は気づい
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

臨時職員
１名が至
近距離に
いて、当
該児童が
横たわっ
て泣いて
いること
にすぐに
気が付い
た。

朝礼台
に乗っ
た瞬間
を目撃
してい
る職員
がおら
ず、降
りるよ
う注意
をする
ことが
できな
かっ
た。

職員は、子
どもは突発
的な行動を
すること、
一瞬で怪我
に繋がって
しまうこと
を常に念頭
に置き、保
育を行って
いく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1694

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

17 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右𣓤𣓤骨若
木骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

巡回相談
日という
こともあ
り、５名
の他機関
職員が観
察してい
た。来園
者がある
と園児の
気持ちが
高揚し、
いつも以
上に指示
理解が難
しかった
ことも要
因のひと
つかと思
われる。

園児の気
持ちの高
まりを考
慮した遊
びや指示
の仕方に
配慮する
必要があ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊び方を
十分理解
できない
園児のた
めにも、
正しい遊
び方を視
覚的に指
示する物
を用意す
るべきで
であっ
た。

すべり台
の正しい
使い方を
写真や絵
で分かり
やすく掲
示する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊び方を
正しく理
解してい
ない。

繰り返し
指導して
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動遊び
が得意な
こともあ
り、同年
齢の子ど
もができ
ないよう
な動きを
して見せ
ようとす
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

幾度も担
当職員が
注意を繰
り返して
いたが、
他児に声
を掛けら
れ、その
子の対応
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で、
他児と一
緒に遊ん
でいた。

総合遊具
使用の
際、子ど
もの動き
が多様化
するた
め、その
都度職員
の立ち位
置を替え
たり、職
員数を増
員するべ
きであっ
た。

総合遊具(す
べり台・登
り棒・ネッ
ト・ジャン
グルジム）
使用の場
合、子ども
の動きに合
わせた立ち
位置につい
て職員間で
連携を密に
し、目を離
さないよう
配慮しなけ
ればならな
い。

1695

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 9 3 5 3 8 6
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

・リレー
時、園児
は負けま
いと必死
になるた
め友達と
間隔を開
けて走る
ことがで
きなかっ
た。

・リレー
などの
際、危険
なトラッ
クのコー
ナー付近
には、職
員を配置
してお
く。職員
間で事故
の生じや
すい場所
等の確認
を行う共
に危険に
対する予
知能力の
向上を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・前々日
が運動会
であった
ため、園
庭整備は
できてい
ると思っ
たが、再
度、石な
どがない
かトラッ
クの安全
点検を行
うべきで
あった。

・競技等
の活動前
には、必
ず園庭の
点検を行
う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・運動会
ごっこな
どの集団
遊びを園
児が選べ
るよう設
定した
が、園児
の能力や
発達段階
を考慮し
た組み分
けや内容
にするべ
きであっ
た。

・リレー
などの競
技を好き
な遊びの
時間に設
定する場
合には、
職員の配
置や遊び
の内容を
十分に考
慮する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・リレー
で友達に
負けたく
ないとい
う思いが
強く、周
りの様子
を考えて
走る余裕
がなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

・リレー
のバトン
受け渡し
援助をし
ていたた
め、離れ
た場所か
ら走る対
象児の様
子を見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他の遊
びの援助
や低年齢
児の保育
をしてい
たため、
見ていな
かった。

・リレー
などの競
技を行う
際には、
遊びを限
定し、複
数の職員
を配置し
ておく。

・日頃の保
育の中に柔
軟運動を取
り入れ、危
険な場合に
自分の体を
守ろうとす
る経験がで
きるように
する。

1696

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

86 41 22 23 11 11
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじの
付け根の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

安全管理
マニュア
ルを見直
し、職員
研修を実
施し職員
の危機管
理意識を
高める。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

施設・設
備に問題
はなかっ
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

プラス
チック製
のすべり
台付き遊
具の正し
い使い方
が周知さ
れていな
かった。

もう一度
子供たち
と遊び方
について
話し合
い、正し
い遊具の
使い方を
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子供たち
の遊びの
中で、階
段を使わ
ずに降り
る方法に
興味があ
り本児は
手すりか
ら降りる
方法を試
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園前の
自由遊び
の時間
だったた
め、本児
とは違う
園児と遊
んでい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

近くで本
児とは違
う園児と
遊んでい
た。

危険な遊
び方に対
し保育士
の指導不
足。本児
の危険な
遊具の遊
び方の危
機管理が
できてい
なかっ
た。

もう一度子
供たちと遊
び方につい
て話し合
い、正しい
遊具の使い
方を伝えて
いく。

1
1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

15.放課
後児童ク
ラブ

―
0.負
傷

数 1 6

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

子どもの
安全に対
する職員
の意識は
基本的に
身に着け
られてい
ると考え
るが、事
故の突発
性を改め
て認識
し、日常
の心構え
等を更に
充実させ
ていくこ
とが大切
だ。

今回の事
故を中心
に、時
間・場所
を問わず
事故は起
きること
を職員全
員で改め
て確認す
るととも
に、安全
意識を職
員が一層
高めるた
めの話合
等を進め
ていく。

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
骨折(2カ
所）、創
傷

3 2
19.７
歳

8.学童 11

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
ラブルの
対応をし
ていたた
め、本児
らの見守
りに加わ
ることは
できな
かった。

対象児ら
は4方向
から中央
に向けて
ボードを
滑らせて
いた。衝
突時の危
険が予想
されたた
め職員は
止めるよ
う注意を
行った
が、児童
らは続け
た。ス
ピードは
緩く児童
も遊び慣
れた遊具
だったた
め、職員
の注意力
が十分に
行き渡ら
なかっ
た。

遊具の遊び
方を児童に
十分に理解
させ、ぶつ
かるような
危険な遊び
方をさせな
いよう注意
を払う。衝
突しそうな
時の声かけ
を確実に行
い、細心の
注意を払
う。

1693

平成
29年
12月
28日

3.その
他

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

施設・遊
具等の点
検は日常
的にも
行ってお
り、当日
も特段異
常は感じ
ていな
かった。

今回遊具
自体に特
段問題は
無かっ
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

他児のト
ラブルが
起き、支
援員の１
人がそち
らの対応
に入るこ
とにな
り、遊び
の見守り
は残りの
１人で行
うことに
なった。

半面ずつ
を職員が
担当とし
て見守る
だけでな
く、もう
一方の面
について
も他方の
職員が可
能な範囲
で確認し
ていくよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常と変
わらず来
室し、活
動を行っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

当初は職
員2名で半
面ずつ見
守りを実
施してい
たため、
近くで担
当職員は
対象児ら
を見てい
たが、他
面担当の
職員がト
ラブル対
応に入っ
たため、
その空い
た面も含
め職員1名
で見守る
ことにな
り、本児
らの遊び
場から見
守り距離
が離れる
ことに
なった。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1698

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

27 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指　
橈骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

怪我発生
後はマ
ニュアル
にほぼ沿
いながら
臨機応変
に対応出
来た。

今後もマ
ニュアル
の改善等
繰り返し
ながら迅
速に対応
出来るよ
うに進め
ていく。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

97

体操時に
は児童の
能力に応
じてマッ
トを敷
く。

引き続
き、児童
の能力に
応じて
マットを
敷く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

練習前の
柔軟体操
を十分に
行い、身
体も気持
ちも体操
に集中さ
せる。

立ちブ
リッジよ
り起き上
がりを先
に習得で
きるよう
にする。
技の練習
工程を見
直す。技
のやり始
めは保育
者が隣で
援助した
り見守っ
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

蹴り上が
りの出来
る回数が
増えてき
たので,立
ちブリッ
チの練習
をはじめ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
の体操補
助を行い
ながら本
児にも声
を掛け
る。壁の
ないとこ
ろで始め
ようとし
たので壁
を使うよ
う声を掛
けるが、
声が届か
なかった
のか始め
てしまい
怪我に繋
がる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の体
操補助に
入ってい
た為、声
は耳に
入ってい
たが対象
児は視野
に入って
いなかっ
た。

練習前の
柔軟体操
が足りな
かった。
自主練習
のできる
範囲の見
極めの見
直し。

立ちブリッ
チの練習
は、壁を
使って下か
ら上にあが
る練習から
行う。

1699

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

27 1 1
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手薬指
骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

跳び箱で
骨折する
場合があ
ることを
職員に周
知する

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

― ―

引き続き
保育に使
う用品の
点検整備
を行う

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

跳躍に失
敗したわ
けでもな
く、痛み
も訴えな
かったた
め、園内
において
は処置等
は行わ
ず、普段
通りに過
ごした。

跳び箱等
の活動の
際は園児
の無理の
ない範囲
で活動を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他の園児
と同様に
列に付き
順番に跳
び箱を跳
んでいた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育教諭
は安全確
保のため
跳び箱の
側面にて
待機し、
園児の活
動を介助
していた

―

クラス単
位の活動
であった
ため、担
任の職員
以外はそ
の場にい
なかった

―

跳び箱で骨
折する場合
があること
を職員に周
知し、活動
を行う際は
注意して取
り組む

1697

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

34 38 28
18.６
歳
1.男
児

天候は晴
れ。
身長：118.8
㎝　体重：
22.7㎏

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

2.顔面(口
腔内含む)

下顎骨
折・口腔
内裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

13

1.基
準以
上配
置

固定遊具
の周囲に
三輪車や
鬼ごっこ
の時には
いかない
というマ
ニュアル
はできて
いたが、
出入りは
自由にお
こなって
いた。

子どもの
活動の様
子や環境
から、適
宜マニュ
アルの見
直しをお
こなう。
再度大型
遊具の遊
び方や
ルールを
子どもに
指導す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・固定遊
具の周囲
（必要箇
所、部分
的）に
クッショ
ンマット
が埋め込
まれてお
り、砂が
のるとす
べりやす
い状況と
なるた
め、毎朝
ホウキで
掃き砂を
除去して
いた。
当日も園
児が園庭
に出る前
に砂を除
去してい
たが、事
故当時、
クッショ
ンマット
の上に砂
があがっ
ていた。
・固定遊
具のある
場所で走
らないよ
うに青色
コーンを
設置しし
ていた
が、数が
少なく、
事故当時
すべり台
階段付近
には設置
していな
かった。

・固定遊
具側に青
色コーン
（目印）
の数を増
やし、
コーンに
バーを置
き、大型
遊具付近
は走った
り・三輪
車に乗っ
たりする
エリアで
ないこと
を視覚で
わかるよ
うにし
た。（大
型遊具へ
の立ち入
りを制
限）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・集会か
らクラス
での設定
保育へ変
わってす
ぐの時間
帯で、引
き続き5歳
児クラス
だけが園
庭であそ
ぶため、
子どもた
ちの気持
ちが高
ぶってい
た。
・2名の保
育教諭の
見守りに
対し遊び
の範囲を
広げすぎ
たため、
事故場面
にいな
かった。

・遊んで
いる子ど
もの様子
をみて、
興奮して
いる姿等
事故につ
ながるよ
うな危険
な状態が
見受けら
れた時
は、クー
ルダウン
できる環
境を設定
する。
・遊びの
種類や範
囲などを
考える。
・保育教
諭の配置
（立ち位
置）を常
に意識
し、保育
教諭間の
声のかけ
あいを徹
底し、全
体を見守
るように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

・集会
後、園庭
で5歳児ク
ラスだけ
３０分間
遊ぶこと
を担任よ
り聞き、
とても喜
んでい
た。
リレーを
したいと
言ったが
話し合い
で、〈砂
遊び〉
〈ドッチ
ボール〉
〈鉄棒〉
のあそび
に決まっ
た。本児
が希望し
たリレー
は選ばれ
なかった
が納得し
ていた。
・本児は
これまで
も、集団
から離れ
ることは
あった
が、ケガ
をするよ
うなこと
はなかっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・ドッチ
ボールを
する準備
をしなが
ら、個々
の子ども
たちの遊
ぶ様子を
見守って
いた。
・本児は
これまで
も、集団
から離れ
ることは
あった
が、ケガ
をするよ
うなこと
はなく、
事故当日
も担任も
集団から
離れるこ
とに強く
指導はし
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・全体の
子どもた
ちを見守
りなが
ら、主に
鉄棒であ
そぶ子ど
もたちを
見守って
いた。
・本児は
これまで
も、集団
から離れ
ることは
あった
が、ケガ
につなが
るような
ことはな
く、事故
当日も担
任も集団
から離れ
ることに
強く指導
はしな
かった。

・2名の
保育教諭
の見守り
に対し、
遊びの範
囲が広
がった。
・本児の
日頃の姿
から、今
回も何も
ないだろ
うという
思い込み
があっ
た。
・本児は
遊びの提
案に納得
はした
が、「リ
レーがし
たい」と
いう言葉
から「走
りたい」
と思って
いたかも
しれない
気持ちを
把握して
いなかっ
た。

・安全が保
てる遊びの
種類や範囲
などを考え
て、園庭で
の職員の立
つべき位置
について考
え、遊びの
前に職員間
で確かめて
おく。
・本児の気
持ちや行動
に合わせ予
測をし、立
つべき位置
を考える必
要がある。
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歳
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歳
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歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1700

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

17 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘頭骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故予防
マニュア
ルを作成
し、それ
に基づい
た研修を
年3回以上
行う
ヒヤリ
ハット・
事故報告
をもとに
状況や予
防策等そ
の都度全
職員で共
有する

― ―
1.定期的
に実施

12 ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

手洗いう
がいなど
を済ませ
たあと、
室内を友
達とはし
りまわっ
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

手洗い場
やトイレ
の確認を
してい
て、走り
回る子供
に注意し
なかっ
た。

―

担任が子
ども達に
室内では
走らない
ことを話
し、室内
を走らせ
ないよう
にする。

―

担任が子ど
も達に室内
では走らな
いことを話
し、室内を
走らせない
ようにす
る。

1701

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨端線損
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

・一つの
跳び箱の
左右側に
保育教諭
が立ち、
役割分担
をしなが
ら指導す
る

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24

・遊戯室
200.25㎡
（ステー
ジ含む）
跳び箱2
台、エ
バーマッ
ト2枚、ヨ
ガマット2
枚、体操
用マット2
枚、踏切
板2枚、小
エバー
マット2
枚・多目
的室2、ト
イレ男女
各1ずつ、
教具室設
置

跳び箱と
マットの
間に隙間
ができた
ため、体
操用マッ
トを敷い
て隙間を
埋めた。
着地時の
衝撃を軽
減するた
めに、
マット２
枚のうち
堅めの
マット１
枚を取り
除いて行
うように
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・体を動
かし、強
い体をつ
くりなが
ら心の力
を育む教
育・体を
動かす楽
しさを知
る教育・
活動内容
が充実し
ており、
午後の部
は食後30
分から活
動する

・跳び箱
の時間帯
を検討す
る・集中
力を高め
る為に試
技の前に
必ず返事
を促す

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

各跳び箱
に子供を
並ばせ、
跳び箱の
横に保育
教諭が一
人ずつ立
つ・1名ず
つ声をか
け、合図
をしなが
ら跳び箱
を開始し
た・手を
着く位
置、下を
向かない
ように前
を見て
行ってい
るか確認
しながら
行った

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

10分の準備
体操で十分
に体が温ま
り、柔軟性
な動きがと
れているか
確認し、活
動を行う・
各跳び箱の
左右側に保
育教諭が立
ち、各自の
役割分担さ
れた指導を
行う

1702

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 5 7 3 1 1
14.２
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右第3指中
手骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

2歳児と幼
児を一緒
に遊ばせ
る場合、
職員配置
を再度検
討するべ
きだっ
た。
特に外遊
びの際
は、職員
配置に気
を付け
る。

土曜日保
育の職員
配置の再
度確認、
合同保育
の検討。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

外遊びの
際、職員
と子ども
の位置。
１・2歳児
と幼児が
合同で保
育し、そ
の後１歳
児は部屋
に戻った
が2歳児の
み残って
遊んでい
た事。

１・２歳
児を一緒
に保育室
へ戻すべ
きだっ
た。一緒
に遊ぶ際
は、職員
数の確
認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

職員の手
が届く場
所にいな
かった。

２歳児が
遊ぶ際
は、手の
届く所で
きちんと
みる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
遊んでお
り、遊具
に張り
切って
登ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

見えてい
たけど防
げる位置
ではな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１歳児が
保育室へ
戻った時
に他の職
員も一緒
に戻り他
に職員は
いなかっ
た。

職員1名
になった
事・又、
子どもの
人数に
よって遊
び方を変
更しな
かった
為。

職員配置・
子どもの人
数によって
遊び方を考
える。遊具
の遊び方の
再確認。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1703

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

20 5 4
14.２
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折
（若木骨
折）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

引き続
き、職員
間での事
故予防等
に関する
マニュア
ルの周知
徹底を図
るととも
に、定期
的な研修
を実施す
るなど、
事故防止
対策に講
じる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

今回は平
地の芝生
で起こっ
た転倒事
故であ
り、現場
の整備等
の必要は
ないが、
引き続
き、定期
的な施設
の安全点
検を行
い、事故
防止を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

11人の集
団で一斉
に走った
ため、転
倒した他
の児童を
避ける余
裕がな
かった。

できるだ
け児童同
士の接触
を避ける
ため、少
人数に分
けてか
けっこを
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員は、
かけっこ
のスター
ト地点及
びゴール
地点に配
置すると
ともに、
児童たち
と併走す
る職員も
いたが、
とっさの
転倒で対
応できな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

職員は、
かけっこ
のスター
ト地点及
びゴール
地点に配
置すると
ともに、
児童たち
と併走す
る職員も
いたが、
とっさの
転倒で対
応できな
かった。

―

児童の転倒
等による怪
我が発生し
そうな場面
を幅広く予
期し、でき
る限り予期
せぬ事故が
防げるよ
う、各保育
教諭が十分
に注意を払
いながら動
くように心
掛ける。

1704

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

23 2 1
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

事故予防
に関する
研修を、
事故予防
マニュア
ルの確認
を職員会
議の中で
行うな
ど、定期
的に実施
するよう
改善す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

2 ―

引き続
き、定期
的な施設
の安全点
検を行
い、事故
防止を図
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

園児自身
が周囲に
注意を促
すような
言葉かけ
を行って
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

連絡帳の
確認を
行ってい
たため、
動きを見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の保育
準備をし
ていたた
め、担当
者と本児
に注意を
払ってい
なかっ
た。

―

児童の転倒
等による怪
我が発生し
そうな場面
を幅広く予
期し、でき
る限り予期
せぬ事故が
防げるよ
う、各保育
教諭が十分
に注意を払
いながら動
くように心
掛ける。

1705

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

5 1 1
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手の甲
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

―

園児の行
動をよく
観察し、
適切な行
動がとれ
る様、都
度、職員
間で声を
掛ける。
当該対応
につい
て、研修
等で注意
喚起す
る。

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293 ―

安全と思
われるも
のでも扱
い方に
よっては
事故につ
ながって
しまうこ
とを、職
員全体で
共通理解
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

登園後の
子どもの
様子を把
握し、適
切な声を
掛けてい
く。園児
には、正
しい扱い
方を徹底
して伝え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

持参した
タオルと
コップ
を、タオ
ル掛けに
掛ける
際、揺ら
していた
為に倒れ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

朝の着替
えを他児
にも促す
声を掛け
ていた状
態で、揺
らしてい
たことに
対して指
導が出来
なかっ
た。

― ― ―

園児の行動
をよく観察
し、適切な
行動がとれ
る様、声を
掛ける。園
児には、正
しい扱い方
を徹底して
伝える。

1706

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

24 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～3
2.基
準配
置

マニュア
ル、手順
書を効果
的に使用
した園内
研修が充
実出来て
いなかっ
た。現場
把握がで
きていな
かった。

園内での
研修計画
的に実
施、現場
保育士の
スキル
アップ
（OJT)　
外部講師
による定
期的な研
修の実
施、現場
にて周知
徹底

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

保育室上
の問題は
特に見ら
れない。

保育室上
の要因は
特に見受
けられな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士1人
での保
育。保育
士の力量
不足。

職員の力
量によ
り、教育
訓練の実
施
保育巡回
をしての
現場指導
の徹底
（主任、
園長）
ブロッ
ク、職員
会議等
（現場か
らの報連
相の徹
底、職員
周知）改
善計画の
実施、再
発防止策
の実施が
有効かの
チェック
指導

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

音読の練
習中に、
お友達の
頭をさわ
りながら
列の後方
から前列
へと歩い
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

本児が前
列を横
切った所
で、制止
させる為
に子ども
の手を取
り放りな
げる

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室で、
教材の準
備をして
いた為、
その様子
は見てい
なかっ
た。

発表会の
練習は急
遽本人が
決め、本
保育士に
よる対応
が困難で
あったと
思われ
る。

職員体制の
見直し、子
ども1人1人
の状況に応
じた対応が
できるよう
にする。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1707

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

22 4 4
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―
事故予防
マニュア
ルの作成

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

総合遊具
の周囲に
衝撃緩和
シートを
敷いてい
るが、事
故発生時
にずれて
いたた
め、衝撃
が大き
かった可
能性が考
えられ
る。

衝撃緩和
シートを
敷く位置
を見直
し、移動
しない措
置をと
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

遊具の使
い方につ
いて、指
導の不足
があっ
た。

見守りの
なかで、
個々に配
慮しなが
ら遊具の
使い方に
ついて指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

「総合遊
具から棒
を伝って
降りよう
として、
上手く掴
めずバラ
ンスを崩
し、落下
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

約１．４
メートル
西側で他
の園児を
見守り
中、対象
児の落下
に気付き
対応す
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場にい
た職員
が、担当
職員の声
に気付
き、急い
で駆け付
ける。一
緒に状況
を確認し
て、事務
所に抱き
かかえ運
ぶ。

事故発生
近辺に保
育者がい
たが見通
しが甘
く、子ど
もへの声
掛けが不
十分で
あった。

子どもの育
ちを再認識
し、一人１
人の発達に
合わせた援
助・声掛け
するように
共通理解す
る。

1708

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

50 9 18 23 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

保育室二
部屋も遊
べる環境
としてい
たが、室
内遊戯室
に子供が
集中する
事が多
く、ボー
ル遊びを
している
子の近く
で走り回
る子がい
るなど、
遊びが混
雑してい
た。

各コー
ナーに分
散できる
よう環境
づくりを
し、誘導
してい
く。ま
た、室内
遊戯室内
は子供の
動線に配
慮し、動
きの大き
いボール
遊びと動
きに移動
が伴わな
いフラ
フープの
場所を分
ける等遊
具の配置
を工夫す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

木製フ
ローリン
グで特に
問題はな
かった。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内遊戯
室内を3種
類のコー
ナーに分
けて設定
してい
た。ボー
ルの遊び
のルール
ではボー
ルを投げ
て遊ぶと
いう内容
になって
いた。

ボール遊
びをする
際のルー
ルを徹底
し、子ど
もたちと
しっかり
と再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り活発に
走ったり
ボールを
追いかけ
て遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故前後
の対象児
の動きを
見ていた
が転んだ
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れたと
ころから
見ていた
が、瞬時
に対応が
出来な
かった。

室内遊戯
室には3
名の職員
がおり、
対角線上
に配置し
ていた
為、問題
はなかっ
た。

自分の回り
はもちろん
の事、定期
的に全体を
見渡し、周
囲に危険が
ないか常に
確認するこ
とを徹底し
ていく。

1709

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

8 2 2
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
― ―

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

対象児が
ズボンを
履く時に
使ってい
た台の上
に登って
いた

ズボンを
履く時に
使ってい
た台の撤
去

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児に
対し、台
に登らな
いよう声
掛けを
行ってい
たが一瞬
目を離し
てしまっ
た

保育教諭
が園児の
様子全体
に目を配
れるよう
な配置に
就く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育教諭
が声掛け
をしても
なかなか
排泄に行
かず、ズ
ボンを履
く時に
使ってい
た台の上
に登って
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレ内
で排泄を
する園児
の補助を
行ってい
たため、
対象児が
落下する
瞬間に間
に合わな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
のズボン
の着脱の
補助を
行ってい
たため、
見ていな
かった

保育教諭
が園児の
様子全体
に目を配
れていな
かった

保育教諭が
全体を見て
一人一人の
園児の保育
にかかわる
よう指導体
制の見直し
を図る

1710

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

104 11 15 22 20 16 20 22 20
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯の脱
臼　下唇
の裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

職員の環
境整備へ
の意識が
薄かっ
た。

職員会議
内で事故
内容・状
況を伝
え、環境
整備の重
要性を確
認した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

滑り台の
階段下の
マットに
砂が入
り、滑り
やすく
なってい
た。

マットに
砂が入ら
ないよ
う、定期
的に掘り
起こして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付けや
子供を室
内に入れ
ることに
意識が向
き、本児
の行動を
見ていな
かった。

職員で連
携して全
体を見る
職員を必
ず配置す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分が
使ってい
た玩具の
片付けが
終わり、
室内に入
るまで時
間があっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

近くでも
う一人の
児童が危
険な行動
をしてお
り、本児
の行動に
気付くこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭の片
付けや室
内に入る
子供たち
の対応を
していた
為、見て
いなかっ
た。

子供たち
の行動の
把握がで
きていな
かった。

目先にいる
子供だけな
く、広い範
囲で様子を
見守ってい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1711

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

31 9 11 11 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員会議
で当該事
故につい
て周知
し、事故
防止策に
ついて話
し合っ
た。
園内の事
故事例と
してマ
ニュアル
に書き込
み、情報
共有を図
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ― ― ―

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― ―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
上手にう
んていで
遊んでい
る園児
だった
が、片手
が離れ、
落下して
しまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもの
そばで、
落下も想
定して子
どもの様
子を見て
いたが、
片手が離
れてすぐ
の落下
だったた
め、受け
止めるこ
とはでき
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

うんていを
正しく使用
していて
も、落下・
骨折の可能
性があるこ
とを共通理
解し、保育
者が注意し
て見守る。

1712

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

34 10 11 13 4 4
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
先欠損

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員の役
割分担と
連携のた
めのコ
ミュニ
ケーショ
ンの不足
が考えら
れる。

特に自由
あそび時
間におけ
る配置保
育者はあ
そびの
コーナー
担当と全
体の安全
見守り担
当を明確
に役割分
担して配
置し、全
職員の安
全配慮と
職員間の
連携につ
いて事前
申し合わ
せを確実
に行う
事。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

机の角は
面取りす
るなどの
配慮を
行ってお
り、安定
感のある
重い机
で、通常
の使用に
おいては
転倒しな
い物であ
るため
に、子ど
もの予想
外の行動
による転
倒の危険
性を十分
予見でき
なかっ
た。

今回の事
故を受
け、半円
テーブル
は、その
危険性を
考え全て
撤去し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

置いてあ
る椅子や
机等、何
でも自由
に使用し
てよい環
境であ
り、とて
もリラッ
クスした
雰囲気で
あった。

雰囲気に
よらず、
椅子の座
り方、物
の扱い方
等につい
ては、常
にルール
を定め、
危険行為
の例示を
含めて指
導を徹底
する。ま
た、保育
者に対す
る危険予
知講習を
定期的に
実施す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

  C保育者
の膝の上
でカード
ゲームを
したり、
絵を描い
ている子
の様子を
見に行っ
たりと、
保育室内
を歩き
回ってい
た。事故
の直前は
積み木
コーナー
横でお絵
かきをし
ている子
の様子を
見てい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 B保育者
は積み木
コーナー
横で絵を
描く子の
見守りを
してい
た。本児
が背中に
抱きつい
ているこ
とを認識
してお
り、背中
から離れ
たなと
思って振
り向いた
瞬間の事
故だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

 A保育者
は保育室
の入り口
付近で6名
ほどの子
どもと造
形活動を
行ってい
た。C保育
者は保育
室の真ん
中辺りで
泣いてい
る子の対
応をして
いた。D保
育者は全
体の見守
りをして
いた。

椅子の上
に立つ
（足を乗
せる）こ
とがいか
に危険か
を十分指
導できて
いなかっ
たこと
と、全体
を見守る
職員が椅
子の上に
立ってい
る子を見
逃してし
まったこ
とが大き
な要因で
あると考
える。

保育者は、
常に保育室
の環境が乱
れていない
か、園児が
危険な事を
していない
か等を高い
意識を持っ
て見守り、
環境を整え
ると同時に
園児の危険
な行為を予
見し、十分
配慮する。

1713

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

9 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

コーナー
別にマッ
トを敷い
ていた
事。

マットを
外し、室
内遊びに
ついて話
し合いを
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―
遊具の選
定

職員の動
きをより
スムーズ
に行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋の
コーナー
づくりの
検討を行
う。

保育室の
見通しを
よくして
おく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

早番で来
ていた子
どもたち
が、室内
に慣れ、
テンショ
ンがあ
がってい
た所に対
象児が登
園した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

真横に職
員がつい
ていて、
「走らな
いよ」等
の声掛け
をした
が、あっ
という間
につまづ
いて転ん
でしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児た
ちに対し
て、他の
職員も声
掛けをし
た（間に
合わな
かっ
た）。

声掛けだ
けではな
く、動作
を用いて
止める必
要があっ
た。

室内遊びの
マニュアル
を作成し、
実施してい
くようにす
る。

1714

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

66 25 21 20 6 5
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯の動
揺

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

職員に対
しマニュ
アルの再
確認と周
知徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具その
ものには
問題は見
られない

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

遊びが分
散する中
で、危険
箇所を把
握できる
ようヒヤ
リハット
の共有を
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
ジャング
ルジムに
登ろうと
して誤っ
て手を滑
らせた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
近くには
いたが、
一瞬のこ
とで手を
出せな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と遊
びを共有
したり、
他の遊び
の見守り
をしてい
たため

―

できること
が増えてく
ると油断も
生じるの
で、遊び方
やつかまり
方などその
都度伝えて
いく。職員
は負傷箇所
を注意深く
観察して確
認するとと
もに、ヒヤ
リハット事
例や研修等
を通じて子
どもたちの
起こりうる
危険や怪我
を予測する
感覚を身に
つける。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1716

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

69 4 4
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右大腿骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

子ども達
に遊び始
める前に
声を掛け
る

1.定期的
に実施

職員1/週
園長1/月

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

随時

園庭の表
面の土
は、少し
湿ってい
るよう
だった
が、その
下の土
が、普段
より固く
感じた。

怪我1時間
後に、園
庭が緩く
なってい
たことを
考える
と、凍っ
ていたの
かもしれ
ない。今
後は、園
庭の土の
様子を確
認し、遊
び方、遊
ぶ範囲等
考えてい
きたい。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走って来
てボール
をけろう
とした
が、ボー
ルとの距
離が合わ
ず、軸足
が滑って
転んだ

園庭の様
子をよく
確認し、
園児を戸
外に出す
ようにす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通
り、か
わったこ
とはな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

運動遊び
が始まる
前で、友
達といつ
ものよう
にボール
を追いか
け走り
回ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

各クラス
で子ども
の対応

―

園庭の状況
を職員がよ
く把握し子
ども達に遊
び始める前
に注意事項
など声を掛
けるように
する

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊具の近
くで危な
い使い方
をしてい
ないか、
順番を守
れている
かなどを
見つつ、
遊戯室内
全体の様
子を見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

遊具ごと
に付き、
危ない使
い方をし
ていない
か、順番
を守れて
いるかな
ど見守っ
ていた。

―

遊戯室内に
用意した遊
具それぞれ
に職員が付
き見守るこ
とはできて
いたため、
改善点はな
し。

年齢に合
わせて飛
び降りる
ゲーム
ボックス
高さを考
える。
ジャンプ
をして飛
び降りる
際は、両
足で着地
し、体勢
が前のめ
りになっ
た場合は
掌を前に
着くこと
を教え、
顔や肩な
どから着
地しない
ように指
導してい
く。ま
た、深め
のマット
は着地の
時に足元
がふらつ
きやすい
ため、ね
らいに
よっては
通常の
マットを
使用する
ことも考
える。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

使用する
遊具の数
を減ら
し、ゆっ
たりと遊
べるよう
に考慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は何
回も同じ
遊びをし
たことが
あった
が、怪我
発生時は
深めの
マットレ
スを置い
ていたこ
ともあ
り、体全
体で飛び
降りてい
たと思わ
れる。

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

深めの
マットレ
スを使用
していた
が、飛び
降りる時
に本児は
受身のと
れない体
勢のまま
着地して
しまい、
右肘を
捻ってし
まったと
思われ
る。

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

右肘を
捻った
時、大き
な怪我が
生じたよ
うな様子
がなく、
養護教諭
への伝達
が遅れて
しまった
ため、怪
我が疑わ
れること
が生じた
時は、大
小関係な
く、すぐ
に知らせ
るように
する。

1.定期的
に実施

0.負傷 2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

6
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

6
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

591715

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

5 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1718

平成
30年
3月
30日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

31 2 2
17.５
歳
1.男
児
なし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外側顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

マニュア
ルもあ
り、園外
研修の参
加や、園
内研修も
行ってい
る。
職員配置
にも問題
なかっ
た。

マニュア
ルを再度
見直し、
さらなる
事故防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250

安全点検
は毎日
行ってお
り、問題
なかっ
た。

今後も安
全点検を
継続して
いく。
事故につ
ながりそ
うな、細
かいヒヤ
リハット
を提出し
てもらい
注意喚起
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方、園
庭で異年
齢児が、
一緒に遊
ぶ中での
見守りを
行ってい
たので、
十分な注
意が必要
である。

こどもの
行動や活
動時の危
険性を再
認識し見
守りを十
分行う。
危険性を
予測し、
危険回避
できるよ
う努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と鬼
ごっこを
していて
走ってい
た為か転
ぶときに
両手がつ
けず、左
肘が地面
につく。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
同じ場に
いたが、
他児の対
応をして
おり、対
象児のそ
ばにいな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自由遊び
の時間で
あり対象
児は、保
育者が多
数見守り
の中で転
倒する。
転倒の瞬
間は見れ
ていな
かった。

夕方のお
迎えの時
間で、他
の職員も
多数園庭
にいた。
対応が重
なり見守
りが不十
分になら
ないよう
に職員間
で声をか
けをして
いく。

見守りでこ
どもの動き
が確認でき
る範囲内で
保育を徹底
していく。
保育教諭間
の連携を密
にし、危機
管理への意
識を高め事
故防止に努
めていく。

危険と思
われる場
所（積み
木・固定
遊具
（ジャン
グルジ
ム・滑る
台）にい
た

本児はい
ろんなこ
とに興味
関心があ
り、友だ
ちとのか
かわりも
よく動
的・静的
な遊びに
夢中に
なって活
動する。
年長が遊
んでいた
ことを思
い出して
やってみ
たいと
思ったの
だろうと
思われ
る。年長
がしてい
た時に危
険を感じ
た保育者
は「危な
いからや
めよう」
と声をか
けた経緯
はあるが
このこと
は本児は
知らな
い。以前
にも同じ
遊びをし
ており、
「跳べ
た」とい
う達成感
があるた
め危ない
という意
識はな
かったの
だろうと
思われ
る。

本児がその
遊びを始め
た段階で、
「危ない」
という保育
者の意識が
不足し声を
かけること
をしなかっ
たので、今
後は若手職
員へのヒヤ
リハットの
意識向上を
高めるよう
に研修を行
う。

ホールで
は異年齢
の子ども
達が活動
する場で
あるた
め、全体
の遊び環
境をどの
ように設
定する
か、ま
た、保育
者の配置
をしっか
りと意識
づけして
いく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

以前、年
長児がし
ていた遊
びをまね
て友だち
と遊び始
める

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の活発
な子ども
達と一緒
に全身を
使った活
動をして
おり、比
較的静的
な遊びを
好む本児
への意識
がなかっ
たのでは
ないか

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

1.定期的
に実施

12

ホールで
の遊びは
異年齢で
活動する
ため、
様々な遊
びが混在
すると保
育者は遊
びを把握
し対応で
きない。
そのため
に、子ど
もの意見
を取り入
れながら
静的な遊
びと動的
な遊び環
境を作っ
ている。
ステージ
の上では
静的な遊
びを行う
ことに
なってい
る。そこ
での遊び
には子ど
もは誰も
いなかっ
た。ス
テージの
上には積
み木は
持ってい
かない約
束はして
いたがそ
こに１つ
だけ本児
が持って
いき遊び
始めたと
思われ
る。

ホールで
の遊びに
ついては
多数の子
どもが活
動するた
め、どの
ような遊
びを設定
するのか
予め、動
的な遊
び・静的
な遊びを
設定して
活動して
いる。希
望保育の
場合は少
ない人数
というこ
ともある
ため、全
体を把握
する役割
の保育者
を決めな
かったこ
とも要因
ではない
かと思わ
れるので
必ず全体
を見る保
育者を決
めること
を忘れな
い事。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールの
遊び環境
は、なわ
とび・鬼
ごっこ・
固定遊
具・積み
木と個々
が興味関
心のある
遊びを行
なってお
り、走り
回る子ど
もが多く
保育者の
見る視点
が散漫に
なってい
たのでは
ないか。

保育者の
立ち位置
が、ジャ
ングルジ
ム・滑り
台・積み
木遊び・
鬼ごっこ
と分かれ
ていた
が、ス
テージ脇
の所に職
員はいな
かったこ
とや危機
を察知す
ることに
書けてい
たことに
要因があ
るのでは
ないかと
思われ
る。

以前から
遊びとし
て行われ
ていたこ
ともあ
り、保育
者に危機
意識はな
かったと
思われ
る。高い
所をまた
ぐ、跳ぶ
となれば
マットを
敷くなど
の対応や
保育者が
側につ
く、子ど
もに声を
かけるな
どの対処
をするこ
とが必要
である。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
左肘はく
離骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―
2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

5 5
17.５
歳
2.女
児

12 15 171717

平成
30年
3月
30日

1.認可
1.幼保連
携型認定
こども園

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

44
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1719

平成
30年
3月
30日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

7
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

11 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

低いとこ
ろでも、
タイミン
グによっ
ては骨折
する場合
があると
いう認識
不足
（子ども
の中には
折れやす
い子ども
のいるか
もしれな
い等）

体育ベン
チの遊び
方のルー
ルを決め
る（また
いだり、
立ったり
しない
等）。
粗大遊び
の際には
必ず近く
に大人が
つく。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

12 ―

今まで通
り、安全
点検を実
施してい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

体育ベン
チの使い
分けを
はっきり
させる。
粗大遊び
の場合
は、中の
遊具を取
り除き、
安全な場
所に移動
して使
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

今まで通
り、育児担
当と遊び担
当と分担し
て見守る。
一人ひとり
の子どもの
動きを予測
して見守
る。

1720

平成
30年
3月
30日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 7 12 4 2
16.４
歳
2.女
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

―

危険が予
想される
場所で
は、実習
生その場
にいたと
しても、
保育教諭
が必ずつ
いて安全
確認す
る。実習
生にも危
険な場所
であるこ
とを伝え
ておく。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

24

雨上がり
で、うん
ていも滑
りやすい
状況で
あった。

遊具が濡
れていな
いか事前
に確認
し、濡れ
ている場
合は拭
き、危険
が予想さ
れる時は
使用しな
いことに
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

こどもの
興味や欲
求を考慮
しなが
ら、保育
教諭も傍
につき安
全にうん
ていで遊
べるよう
に言葉を
かける。
（実習生
にも全体
を見る立
ち位置を
知らせ
る）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

活動的と
いうより
も、実習
生に甘え
たい欲求
が強く、
実習生に
抱っこ、
おんぶす
ることが
多かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら離れた
場所で他
の子と一
緒に遊
び、時々
うんてい
の方にも
目を向け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子と
一緒に遊
んでい
た。

―

実習生がい
る場合、園
児はいつも
よりも落ち
着きがない
（甘えた
い）状況に
なり得るこ
とを意識
し、落ち着
けるように
個別に言葉
をかけた
り、危険を
予測し他の
職員とも連
携を密にし
安全確保に
努める。

1721

平成
30年
3月
30日

1.認可
3.保育所
型認定こ
ども園

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

14 1 1
15.３
歳
1.男
児
特になし

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

口蓋　打
撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

再度、職
員間で安
全対策に
ついて確
認し合
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

障害とな
る物はな
い場所で
はあった
が十分に
配慮して
いく。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

個人の状
態を確認
しながら
保育して
いるがさ
らに確認
を重視し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

玩具コー
ナーで遊
んでいた
時、イ
メージす
るものが
あったよ
うで小走
りする。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手にはお
もちゃな
ど何も
持ってい
ない状
態。小走
りしはじ
めたので
声をかけ
たが、バ
ランスを
崩し手を
つかず転
倒。保育
士が支え
ようとし
たが、間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は、別ク
ラスの保
育に付い
ていたた
め、担当
職員しか
見ていな
い。

―

個人の状態
を確認しな
がら保育し
ているが未
然に防げる
よう十分配
慮してい
く。

1722

平成
30年
3月
30日

2.認可
外

4.地方裁
量型認定
こども園

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

20 2 1
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

前腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故発生
時には担
任、体育
指導員と
もに他の
子どもの
側にい
た。

常に保育
者は移動
し、子ど
も一人ひ
とりの動
きを把握
してい
く。直ち
に事故発
生防止委
員会を開
き、事故
の解明と
予防対策
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

体操の活
動内容に
マットの
硬さが
合ってい
なかっ
た。

活動内容
に応じ、
適切な
マットを
使用す
る。屋内
外の点検
と共に、
体育用具
の点検、
配置の注
意等の園
内研修を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

午後から
の活動で
あったの
で、子ど
もの集中
する時間
が短く
なってい
た。

活動を始
める前
に、子ど
もの意識
を高め、
活動中も
常に子ど
もたち一
人ひとり
に気を
配ってい
く。体操
を午前中
に行うよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

今までの
体操で、
何度も
行ったこ
とがある
内容なの
で、自ら
取り組ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

補助を必
要とする
子どもの
側にいた
ので、当
該児が転
倒した時
に、手を
差し伸べ
ることが
出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児か
ら離れ
た、全体
が見通せ
る場所
で、他児
の指導を
行ってい
た。（体
育指導
員）

当該児は
体育活動
が得意で
あるの
で、保育
者が子ど
もだけに
任せても
大丈夫だ
と、過信
していた
ところが
ある。

その日の体
調、状況に
よって子ど
もの状態は
変化するの
で、常に予
想される動
きを想定
し、立ち位
置を考えて
いく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1723

平成
30年
3月
30日

1.認可 5.幼稚園 11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

14 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2～3年に1
回

2.基
準配
置
―

早急に事
故予防マ
ニュアル
を作成
し、職員
間での周
知徹底を
図るとと
もに、定
期的な研
修を実施
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

引き続
き、定期
的な施設
の安全点
検を行
い、事故
防止を図
る。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

―

園児自身
が周囲に
注意する
ような言
葉かけを
職員が普
段から
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子であっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は登
園する園
児の迎え
に対応し
ており、
自由遊び
をしてい
る園児の
掌握は出
来ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園長は、
園舎外で
園児の迎
え。担任
以外の教
諭補助の
２人は担
任の補助
や職員室
の朝の業
務に従
事。

―

担任以外の
職員で、少
なくとも１
名が各教室
の園児の動
きが確認で
きるような
体制を取
る。

1724

平成
30年
3月
30日

1.認可 5.幼稚園 11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

146 82 64 25 25
18.６
歳
2.女
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手上腕
骨顆上骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

降園後の
園庭開放
なので、
保護者に
は定期的
に子ども
の見守り
を呼びか
けている
が、忘れ
られてい
ることが
ある。

園庭開放
では、う
んてい、
のぼり
棒、ブラ
ンコ、
ジャング
ルジム、
飛行機ジ
ムなどの
遊具で
は、必ず
保護者の
見守りを
していた
だくよう
に、再度
お願いを
する。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

遊具の下
が地面に
なってい
るので、
着地した
ときの衝
撃があっ
た。

遊具の下
が地面に
なってい
るので、
着地した
ときの衝
撃を和ら
げるセー
フティー
マットな
どがある
とよい。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

安全な遊
び方につ
いては、
子ども達
に指導し
ている
が、園庭
開放で見
守ってく
ださって
いる保護
者間もこ
のことに
ついて共
通理解が
必要であ
る。

うんてい
や、ブラ
ンコの待
ち方、遊
び方、見
守り方の
カードを
つけ、安
全な遊び
方につい
て知らせ
ていく。
そして、
園庭開放
にも参考
にしてい
ただく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動の好
きな子供
で、いつ
ものよう
に遊具遊
びを盛ん
にしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園の時
間帯で、
保護者に
引き渡し
後、担当
職員は別
の保護者
に連絡事
項を告げ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当ク
ラスの保
護者と連
絡などを
してお
り、見て
いなかっ
た。

保護者や
保育者が
危険だと
いう意識
を持つ必
要があっ
た。

降園時の園
庭開放時で
あっても職
員一人一人
が遊具での
怪我を想定
し、園児の
安全に注意
し、保護者
の方にも各
自見守りを
していただ
けるよう、
日ごろから
呼びかけ
る。

1725

平成
30年
3月
30日

1.認可 5.幼稚園 1 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

8 2 1
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

担任１名
だった。

外遊びの
状況を見
守る職員
を増や
す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

風で砂が
とばされ
ていて
所々下地
が現れて
いた。

滑りにく
くなるよ
うに土を
入れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

鬼ごっこ
を行うに
は、十分
な広さ
だった。

本児の動
きがよく
なるよう
な鬼ごっ
こ遊びに
改善す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

２学期に
遊びなれ
た遊び
だったの
で、自ら
遊びに
入ってき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこを
行い、本
児が転ん
だ状況も
見ていた
が、転ぶ
のを阻止
すること
はできな
かった。
事後対処
として、
抱えて職
員室に連
れてき
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の学年の
遊びの仲
間に入っ
ていたの
で、見て
いなかっ
た。

―

戸外遊びの
際には、担
任と園長ま
たは、園務
主任が付き
添っている
が、もう少
し目を配
り、遊び方
の助言をす
る。

1726

平成
30年
3月
30日

1.認可 5.幼稚園 2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

43 4 15 24 6 4
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外側靭帯
損傷
左腓骨遠
位端裂離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置

職員は他
の遊びに
付き、集
団遊びは
距離を置
いて見て
いた。

戸外遊び
の設定の
見直し
職員配置
の確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12

運動場と
遊具のあ
る場所が
離れてい
るため、
両方の把
握がしに
くい。

職員配置
の確認、
職員間で
の連携を
図る。状
況に応じ
て、遊び
場所の限
定をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児の動
き、人数
に応じた
広さが不
足してい
た。ルー
ルの徹底
不足

年齢、人
数にふさ
わしい遊
びスペー
スの確保　
集団遊び
のルール
確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団遊び
に興味を
示し、自
ら遊びの
仲間入り
をした。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任は他
の遊びへ
仲間入り
をした
り、園庭
全体を見
たりして
いた。本
児が行っ
ていた集
団遊び
は、離れ
た所から
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
への仲間
入りをし
ていた。

園児は常
に動きや
すい服装
の着用
（袖、
裾、フー
ド付洋服
の確認）

職員は連携
の取りやす
い位置に付
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1727

平成
30年
3月
30日

1.認可 5.幼稚園 3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

110 34 40 36 9 8
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕若木
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置

鉄棒をし
ている園
児のそば
に職員が
いなかっ
た。

教師の位
置の再確
認をす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

13
2.不定期
に実施

12 ―

常設の薄
いマット
の磨耗状
態の確認
や交換。

―

年少児の
鉄棒遊び
の際は
マットを
敷いてい
たが、こ
の日は敷
いていな
かった。

鉄棒の下
には必ず
厚めの
マットを
敷く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝、雨が
降り、園
庭がぬか
るんでい
たため、
普段より
戸外に出
る時間が
遅かっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

砂場から
鉄棒へ向
かう途中
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊び
をしてい
たため、
見ていな
かった。

一人で前
回りがで
きるよう
になり、
意欲的に
なってい
た。
「そっと
着地をす
る」こと
を目指し
ており、
マットが
ない方が
それを実
感できる
ため、
マットが
ない状態
であっ
た。

特に3歳児は
マットを敷
くことを徹
底する。

1728

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

23 7 10 6 2 2
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上顎中
切歯の外
傷性歯牙
脱臼およ
び歯髄壊
死

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

歯の怪我
は神経が
損傷した
場合、解
りづらく
発見が遅
くなる

口腔に関
する処置
対応を事
故防止対
応マニュ
アルに記
載する

― ― ― ― ― ―

保育園と
は違う児
童会館
（体育
館）利用
時の事故
で、広い
空間で開
放的に
なった
り、距離
感がつか
めなかっ
たりと何
時もと違
う園児の
動きが予
想され
る。

空間が広
く何時も
の声掛け
では聞こ
えない場
合もあ
り、より
丁寧に遊
びのルー
ルや約束
事を子ど
も達に伝
えるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・前年度
から親し
んでいた
わらべ歌
で遊んで
おりルー
ルも理解
してい
た。何時
もと変わ
らずに、
輪の中の
一人にな
り、手を
繋いで楽
しんでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・同じ輪
の中に入
り、全体
を見てい
た。児童
とはなな
め向かい
側に位置
するとこ
ろにいて
見ていた
が、一瞬
の出来事
で衝突を
回避する
事が出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・同じ体
育館内を
半分ほど
で空間を
分け、
４・５歳
児を保育
していた
め見てい
なかっ
た。

友だちに
近づき過
ぎるとぶ
つかって
しまうこ
とを知ら
せていな
い。

遊ぶ前にぶ
つかってし
まうことを
意識させな
がら、危険
の無いよう
都度声掛け
や介助をし
遊びを進め
ていく。

1729

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 10 5 2 2
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

5.下肢
(足・足
指)

爪甲剥離
8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

本児が集
中して遊
ぶパズル
をしてい
たので、
遊びが終
わって爪
を噛んで
いるとは
思わな
かった。
また、保
育士には
本児の背
中のみで
手元は視
界に入っ
ていな
かった。

保育士1人
は全体を
見守るこ
とを徹底
する。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

10
2.不定期
に実施

10

テーブル
を窓際に
置いて刺
激が少な
い環境で
遊ぶこと
ができる
ようにし
たが、そ
の際の配
慮が足り
なかっ
た。

興味のあ
る遊びを
増やして
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

配置され
ていた保
育士2名が
他児の遊
び（かる
た、トラ
ンプ）の
相手をし
ていたた
め、本児
の様子を
注意深く
見ること
ができな
かった。

遊びの様
子を細か
く観察す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

窓の方を
向いて集
中してパ
ズルをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

いつもの
ように大
好きなパ
ズルで遊
んでいる
と思い込
んで背中
越しにし
か見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の遊
びの相手
をしてい
た。

本児が楽
しめる遊
びが限ら
れている
ので、パ
ズルをし
ているも
のと安心
して見
守ってい
たため。

よりきめ細
かな配慮や
支援が必要
であるとい
う認識を持
つ。楽しめ
る遊びを増
やしてい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1730

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

12 1 1
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手親指
挫傷によ
る爪甲剥
脱

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

事故防止
マニュア
ルの共通
理解をし
ていたつ
もりで
あった
が、職員
一人ひと
りの予測
能力、意
識、認識
のずれや
違いが生
じていた
と考えら
れる。

職員全体
での共通
理解、共
通認識に
ずれが生
じないよ
うに、
ルールを
具体化、
明確化
し、事故
防止にお
けるマ
ニュアル
の再確認
と職員配
置の見直
しを行
う。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

2

子どもが
開閉する
ドアでは
ないた
め、ドア
ガードが
施されて
いなかっ
た。

事故が起
こりうる
様々な
ケースを
想定し
て、ドア
ストッ
パー、ド
アガー
ド、コー
ナーガー
ドの必要
箇所、危
険箇所の
確認を行
い、早急
に安全対
策を講じ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

広い空間
となり死
角が生じ
てしまっ
た。

子どもの
様子や活
動の時間
に応じた
保育内
容、状況
に応じた
待機場所
の工夫、
職員の配
置位置、
役割分担
等、環境
や体制の
見直しを
図る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの元
気な様子
だったの
で、体を
動かして
遊ぼうと
してい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

４階遊戯
室の器具
庫から縄
跳びを出
すため、
児童に
座って待
つように
伝えた。
器具庫か
ら縄跳び
を出し
て、児童
が座って
いること
を確認し
てからド
ア（引き
戸）を閉
めたが、
対象児の
姿が確認
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室で
他児の対
応をして
いたため
その場に
いなく、
見ていな
かった。

普段は二
人体制で
保育して
いるが、
遊びとお
やつとに
分かれ、
一人体制
で保育に
あたって
いたた
め、視野
が狭まっ
てしまっ
た。全体
の様子を
把握する
ことがで
きていな
かった。

保育士が一
人体制では
なく、二人
体制で見て
いれば視野
が広がり、
全体を見て
事故を防ぐ
ことができ
たのではな
いかと考え
られる。子
どもを見る
人、準備を
する人を決
めて活動を
行う。

1731

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

45 3 6 8 8 9 11 13 8
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
通顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

改善点は
なし。遊
戯室内、
危険な場
所はな
し。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

改善点は
なし。遊
戯室内の
玩具類
も、点検
してい
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

改善点は
なし。安
全面を考
慮した遊
び場作り
をしてい
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブロック
遊びをし
ていて、
他の児童
のブロッ
クが欲し
くなり、
取りに行
くために
走ってす
べり込ん
だ。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全児童が
遊戯室で
自由遊び
をしてい
た時間帯
なので、
職員は、
それぞれ
に離れて
児童の遊
びの相手
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

それぞれ
の位置で
児童に
係って遊
んでい
た。

―

改善点はな
し。職員を
配置して安
全な保育を
実施してい
る。

1732

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

8 1 1
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右曉尺骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

年2～3回
2.基
準配
置

個別に対
応する
ソフト積
木ではあ
るがジャ
ンプして
転倒する
と危険な
ことを
しっかり
伝える。
ハイテン
ションに
なってい
るときは
一度話が
聞けるよ
うにゲー
ムを止め
て落ち着
かせる

常に園児
の注意を
払い、ま
た日頃か
ら園児の
行動特性
を把握し
あらゆる
ケースを
想定して
未然に防
ぐ声掛け
を心掛け
る。
遊び方の
ルールの
意識づけ
を強化す
る。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

24～36

今回の事
故に関し
ては施設
のハード
面での不
備はなし

なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順番を待
つこと、
騒がずに
ルールを
守ること
が出来な
かった。

ルールが
守れな
い、遠く
からの指
示も聞か
ない状況
であれば
一度ゲー
ムを止め
て、再度
ルールを
確認する
など、落
ち着ける
ような環
境をつく
るべきで
あった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

何度も個
人的に声
掛けはし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育室で
ソフト積
木を使っ
たゲーム
の中で全
体を見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
の配置は
なし

何度も声
掛けによ
る指導は
していた
が、それ
を止める
ことがで
きなかっ
た。

落ち着きが
なく、遠く
からの指示
で聞かない
ようであれ
ば側にいっ
て注意も細
かに行うよ
うにするな
ど、方法を
変えて指導
が必要。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1733

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 10 10 11 17 3 3
16.４
歳
2.女
児

折れた箇所
に１㎜くら
いの隙間が
空いている
が、それが
広がるよう
であれば手
術すること
になる。事
故半月後に
手術をする
こととなっ
た（６日間
入院）。成
長腱が損傷
している場
合は、手の
向きが内側
か外側に向
いてしまう
可能性があ
るとのこと
だった。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外果骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

子どもの
運動能
力・危険
予知能力
を高め、
また、保
育士の運
動遊びに
関する知
識・技能
を高める
ための、
さらなる
取り組み
が必要
だった。
特に、今
年度の遊
具講習会
は未実施
であっ
た。

職員間で
原因・対
策を共有
する。運
動遊びの
研究・実
践。早急
な遊具講
習会の実
施。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

毎日
2.不定期
に実施

毎日

うんてい
下には落
下対策の
マット
（厚さ1.8
ｃｍ）が
敷いて
あった
が、衝撃
を十分に
吸収しな
かった。

様々な落
下の仕方
に対応す
るため、
厚みのあ
るマット
を準備す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんて
い、吊り
輪などの
遊具つい
て、設置
場所は適
切だった
のか問題
がある。

保育士の
見守る位
置や全体
の状況に
合わせた
設置位置
について
検討す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

うんてい
に挑戦す
ることは
あった
が、ぶら
下がるの
が精一杯
だった。
このとき
もぶら下
がるだけ
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

うんてい
にぶら下
がってい
る本児の
すぐそば
で様子を
見守って
いた。し
かし、本
児はうん
ていがで
きるもの
と思い込
んでいた
ため、
とっさの
適切な援
助をする
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ブランコ
のそばで
全体を見
る保育士
と、グラ
ウンド中
央部で、
野球遊び
を展開さ
せていた
保育士が
いた。事
故の瞬間
は、二人
とも見て
いない。

本児の運
動能力が
保育士間
で共通認
識されて
いなかっ
た。ま
た、うん
ていの使
い方が、
本児には
まだ身に
ついてい
なかっ
た。

①職員を対
象とした遊
具講習会の
実施。②子
どもたちへ
の遊具の使
い方指導。
③事故詳細
を職員間で
確認し、事
故の原因・
予防対策に
ついてさら
に検討を深
める。④子
どもの発達
状況を職員
間で共通理
解する。

1734

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

24 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

若木骨折
8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

子どもの
人数に対
し、職員
の配置は
問題無
かった。

事故内容
を全職員
で周知
し、再発
のないよ
う話し
合った。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保育室の
広さは十
分に余裕
があった

広さだけ
ではな
く、子ど
も達の間
隔にも十
分配慮す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

食後の自
由遊びは
子ども達
が主体と
なって遊
んでい
た。

子ども主
体の遊び
を見守る
中で、必
要に応じ
て危険が
あること
を伝えて
いく。ま
た環境と
子どもの
怪我は密
接に関係
している
ことを十
分に把握
して、保
育環境を
つくる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

自由遊び
が広がっ
て、狭い
空間を好
んで子ど
も達が遊
んでいる
中、本児
は仲のよ
いお友達
の中に入
りたく
て、狭い
空間に入
り込ん
だ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児のト
ラブルが
あり、そ
ちらの対
応をして
いたた
め、本児
の側に
行って止
める事は
せず、少
し離れた
位置か
ら、何度
も言葉掛
けをする
事で対処
しようと
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任3名の
うち１名
は午睡の
用意に行
き、もう
１名はま
だ食事が
終わって
いない園
児の介助
をしてい
た。

担当職員
が他児と
の関わり
のため、
全体を十
分に見れ
ていな
かった。

個人の対応
をする時
に、その他
自由に遊ん
でいる子ど
もたちは安
全な環境で
遊べている
か、視野を
広く持って
保育にあた
る。

1735

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

12 3 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手小指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

自由行動
にする前
に、危険
な事等を
声掛けし
ていた
が、保育
士が子ど
もの予期
せぬ行動
に対応で
きなかっ
た。

危機管理
対応マ
ニュアル
の再点
検。全職
員にマ
ニュアル
の再読さ
せる。事
案に対し
ての検証
等をして
事故予防
に対して
の意識を
高める。

― ― ― ― ― ―

園外保育
というこ
ともあ
り、気持
ちが高揚
してい
た。

事前の下
見等で危
険な所等
を把握
し、子ど
もたちに
声掛けで
危険な事
等を話し
をすると
ともに保
育士の配
置等にも
注意をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園外保育
というこ
ともあ
り、気持
ちが高揚
してい
た。

遊ぶ前の
声掛けで
危険な事
等を改め
て教えて
いく。職
員の配置
にも心掛
ける。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

気持ちが
高揚して
いた。階
段を降り
るとき、
よそ見を
していて
最後の一
段をを踏
み外し
た。普段
から活発
で活動的
な子ど
も。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任保育
士は、階
段を降り
る前に注
意等を声
掛けし
て、先に
階段を降
り、階段
の下から
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

主任保育
士は、子
どもたち
を上から
見てい
た。園長
は、先に
降りて遊
んでいた
子どもた
ちに付い
ていて、
転倒した
ところは
見ていな
い。

気持ちが
焦ってし
まい、階
段の最後
の一段を
踏み外し
た。

遊ぶ前の声
掛けで危険
な事等を改
めて教えて
いく。子ど
もたちの逸
る気持ちを
落ち着かせ
るような声
掛けをして
いく。

1736

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

30 1 6 5 3 10 5 5 4
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第５趾
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

園児の朝
の受け入
れ時泣く
子がいた
り、８月
からの新
入園児が
泣いたり
と慌ただ
しい日
だったた
め、全体
の状況把
握する保
育士がい
なかっ
た。

可能な限
り個別対
応を行い
ながら
も、全体
の様子を
見て子ど
もの動き
や遊びの
流れを把
握し、整
理してい
くことが
必要であ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

― ―

積み木等
高さのあ
る玩具で
遊ぶと
き、様子
をみるこ
と。子ど
もの年齢
によって
はけがの
ないよう
に、手が
届く位置
で見守る
必要があ
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士は
母親と離
れがた
く、泣い
ている子
の対応を
してい
た。

個別に対
応しなが
らも全体
を見てい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

朝から、
動きが活
発で遊び
を転々と
してい
た。他児
とのトラ
ブルはな
かった。
その後、
積み木で
はじっく
り遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

母親と離
れられず
泣く子ど
もの対応
をしてい
た。窓か
ら母親が
仕事に行
く様子を
一緒に見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早番保育
士は出入
り口付近
で朝の受
け入れを
行ってい
た。もう
一人の保
育士は他
の園児と
遊んでい
た。
もう一人
は輪投げ
コーナー
で子ども
と関わっ
ていた。

保育士は
個別対応
してお
り、全体
を把握す
る保育士
が一時的
にいな
かった。

早番保育士
は登園した
子の受け入
れ担当の役
割があるの
で、その他
の保育士は
個別に対応
の必要性が
あるときは
部屋中を見
渡せるとこ
ろに位置
し、常に全
体を把握し
ていく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1737

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

2 2 2
15.３
歳
1.男
児
―

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

保育室が
ホールに
隣接して
いるた
め、子ど
も達がつ
い駆け足
になって
しまうこ
とが多く
みられ
る。

保育室か
ら出る時
は駆け足
にならな
いよう、
日常の保
育の中で
知らせて
いくこと
が必要

6.食事
(おや
つ)中

本児へ対
する注意
や言葉か
けが不足
していた
と考えら
れる

どんな場
合でも子
どもの行
動を予測
し危険を
防ぐため
の保育者
の援助、
配慮、言
葉かけを
十分にし
ていく

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

昼食時ト
イレに
立った友
達を見
て、本児
もトイレ
に行くた
め駆け足
で保育室
を出て、
ホールで
転んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トイレに
立った本
児を追い
かけホー
ルに行っ
たが目の
前で本児
が転んだ
ため、そ
ばに駆け
寄り様子
を見たが
痛がるた
め、園長
と看護師
に報告し
見てもら
う。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児が保
育室から
ホールに
向かい、
その後を
保育士が
追いかけ
て行った
姿を確認
し、保育
室に居た
他の園児
を見てい
た。

本児の当
日の様子
がいつも
に比べ活
発な面、
落ち着き
のなさが
みられて
いたの
で、保育
士の本児
へ対する
注意や言
葉かけが
十分でな
かったと
考えられ
る

特に本児は
落ち着きの
ない行動が
気になるこ
とが多いの
で、行動を
予測しての
保育士の配
慮や十分な
言葉かけを
していくこ
とが必要で
あると考え
る。

1738

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

16 1 1 2 3 3 6 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

６角形の
積み木状
の手作り
遊具（牛
乳パッ
ク）を３
段重ねて
いた。そ
の高さと
牛乳パッ
クの強度
が落ちて
重ねた時
に崩れや
すくなっ
ていたと
思われる

いたんで
いた今回
の遊具を
廃棄。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

その遊び
方が年齢
や発達に
あってい
たかどう
か担当保
育士がと
らえてい
なかっ
た。

担当保育
士がヒヤ
リハット
を記入
し、ケー
ス会議の
中で、年
齢や発
達、保育
士の状況
などに
あった遊
びかその
都度判断
し対応す
ることを
確認し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近距離
にはいた
が、座っ
て１歳児
女児を
抱っこし
ていたた
め、とっ
さの行動
がとれる
状態では
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同室にい
た保育士1
名は、お
むつ取り
換えのた
めトイレ
にいた。
また、早
番保育士
は受け入
れをしな
がら隣室
で3歳以上
児の保育
にあたっ
ていた。

―

担当保育士
は朝夕の保
育士であ
り、日中保
育に従事し
ている保育
士とでは、
状況判断に
差があっ
た。子ども
の発達に合
わせた遊び
の展開部分
は日中の保
育士を中心
に行い、朝
夕のパート
保育士はサ
ブ的な動き
をするよう
役割分担を
明確にす
る。

園庭全体
を広く使
用して鬼
ごっこを
楽しんで
いた様子
を、少し
離れたと
ころから
見てい
た。

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

１名は、
他の園児
の朝の受
け入れを
園舎側の
ウッド
デッキで
行ってい
た為、転
倒に気付
かなかっ
た。もう
１名は他
の園児の
見守りを
してお
り、至近
距離には
居なかっ
た。

本児の発
育・発達
状況につ
いて…発
達特性が
あり、障
がい名は
ないのだ
が、「気
になる
子」とし
て園で位
置付け、
本児に対
し個別の
発達支援
計画を立
て保育し
ていた。
発達特性
として、
体幹が弱
く転倒し
易いこと
もあり、
些細な場
所でもす
ぐに転倒
したり、
自分から
寝そべる
ような行
動をとる
ことも職
員間で把
握してい
た。

園庭の築山
付近や築山
の斜面で
走ったりふ
ざけたりし
ないように
指導する。
登園時間帯
に園庭で遊
ぶ際は、職
員の配置を
十分にし、
見守り体制
を強化す
る。本児の
発達特性を
職員間で改
めて周知
し、本児に
対しては特
に個別の対
応を心掛け
ることとす
る。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

４～５歳
児の園児
数名との
鬼ごっこ
を楽しん
でいた。
鬼ではな
く、逃げ
る役で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

4.上肢
(腕・手・
手指）

剥離骨折 12
1.定期的
に実施

12

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

― ―2～3回

1.基
準以
上配
置

特になし
1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

122.骨折3

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

151739

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1740

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外側靭帯
損傷
左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

職員が全
員いると
いう安心
感が気の
緩みにつ
ながった
のではな
いかと考
えられる

今回の事
故を教訓
に職員全
体で事故
の振り返
りを行
い、保育
マニュア
ルの見直
しと再発
防止に努
める

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

舞台の低
い段差で
も安全
上、周知
するべき
であっ
た。

今後も積
極的に安
全点検に
努め、安
全な保育
環境の充
実を図っ
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保護者と
子どもた
ちでごた
ごたして
しまった
場面が
あった

行事には
大勢の保
護者や幼
稚園児も
参加して
おり、待
機するエ
リアと安
全なス
ペースの
確保が必
要であっ
た

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

楽しみに
していた
園行事へ
の参加で
気持ちが
高揚して
いた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は行
事の準備
で事故発
生時は対
象児から
離れた場
所にいた
ため目が
行き届い
ていな
かった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
は事故発
生前から
対象児が
数人の友
達と走り
回るのを
目撃し、
口頭で注
意してい
た。

事故前に
口頭での
注意だけ
でなく、
安全に配
慮した具
体的な指
示が必要
であった

大勢が集ま
る行事の際
には、準備
をする職員
と子どもを
見る職員の
振り分けを
きちんと行
い、安全に
留意して子
ども達から
目を離さな
いようにす
る

1741

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

23 2 1
15.３
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
関節部分
骨折

8.その
他
2.な
し

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

行事が
あったた
め始まる
時間まで
に子ども
達の準備
をしなけ
ればとい
う焦りが
あった。
遅番の職
員がそ
ろってい
なかった
ため、担
任と保育
補助で保
育を行っ
ていた。

行事の始
まる時間
を見直し
気持ちに
余裕が持
てるよう
にした。
職員の休
みを見直
し休みが
重ならな
いように
し、人的
配置を
しっかり
できるよ
うにす
る。配置
が難しい
時は資格
のある園
長が入
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

サッシ戸
が重く開
け閉めが
大変だっ
た。

サッシの
開け閉め
には細心
の注意を
すること
を職員間
で徹底す
る。又子
どもには
開け閉め
させない
ようにす
る。サッ
シの溝に
砂が詰
まって滑
りにくく
なってい
るので、
こまめに
掃除をす
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自己主張
が強くな
りトラブ
ルが増え
る年齢で
あるとい
う認識は
あった
が、保育
補助も入
り2名体制
だったの
で大丈夫
だろうと
いう思い
があっ
た。

活動の変
わる場面
では、子
ども達の
動きが多
くなるの
で、職員
がそろっ
たら場面
切り替え
を行うよ
うにす
る。職員
室に声を
かけ手伝
いがほし
いことを
伝える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り元気に
登園して
きた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
手は引い
ていたも
のの、他
児に目が
いき動き
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おむつ交
換や手洗
いの様子
を見てい
たため対
象児は見
ていな
かった。

育士とし
て10年以
上のキャ
リアが
あったの
で大丈夫
だろうと
いうおご
りがあっ
た。他の
クラスも
大変だろ
うと「手
伝ってく
ださい」
と言えな
かった。
誕生会迄
に子ども
達の準備
をしなけ
ればと気
持ちに余
裕がな
かった

小さいクラ
スにより多
く人的配置
をしていた
ので、大き
いクラスに
もなるべく
配置できる
よう見直
す。又、通
常より職員
の休みが多
い場合は園
長が補助で
入るように
する。

1742

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95 4 15 20 16 20 20 14 14
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘関節
打撲傷

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置
―

異年齢で
所庭で遊
ぶ朝と夕
方の自由
遊び時
は、鉄棒
遊びを禁
止する所
内規則を
作り周知
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

鉄棒下の
衝撃緩和
マットを
より効果
のあるも
のに交換
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

全体で自
由遊び時
の鉄棒の
使用は禁
止し、ク
ラス活動
での使用
に限っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鉄棒する
時は必ず
保育士と
一緒の
ルールあ
り。ルー
ル通り
「鉄棒し
たい」と
担任に申
し出た
が、担任
は別件対
応中で
「待っ
て」と伝
る。しか
し待たず
に、一人
で取組ん
でしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児より
「鉄棒し
たい」と
申し出
あった
が、その
際、多動
性のある
自閉症児
と関わっ
ており早
急に本児
の要望に
応えるよ
うな対応
は出来な
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

鉄棒近く
に未満児
クラスの
職員がク
ラスの子
ども達と
共にお
り、鉄棒
の付近に
いる本児
に気付き
はした
が、咄嗟
に付くこ
とはでき
なかっ
た。

―

自由遊び時
の鉄棒遊び
禁止のルー
ルの所内徹
底。遊ばせ
方の保育士
の技能の向
上を図る。

1743

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

13 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

担任間、
職員間の
コミュニ
ケーショ
ン、情報
の共有化
をしっか
りとり事
故防止の
環境を作
る。

1.定期的
に実施

264
1.定期的
に実施

264
1.定期的
に実施

12 ―

毎日の点
検項目に
沿って点
検を実施
し、異常
があった
際はすぐ
に対応す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・年齢に
合わせて
子ども自
身が安全
か危険か
を認識で
きるよう
に遊び方
を伝えて
いく。
・事故・
危険に対
する予知
能力の向
上を図る
（ひやり
はっと
等）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児とＹ
君がぶつ
かり、そ
の衝撃で
倒れた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

全体を視
界に入れ
るように
していた
が、本児
とＹ君
が、いつ
もの様に
仲良く遊
んでいる
と安心し
て目を離
してしま
う瞬間が
あった。

― ― ―

仲良く遊ん
でいる様に
見えても、1
歳児という
年齢である
ことを踏ま
えて、目を
離さないよ
うにする。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1744

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

17 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

5.食事中
(おやつ含
む）

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

1.頭部
右耳介裂
創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

便座に座
り、排泄
をしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

トイレ内
には３名
子どもが
おり、そ
のうち１
名が排便
をしたの
で、保育
士が他児
にも目を
配りなが
ら排便の
後始末を
してい
た。その
時に本児
が排泄を
すませ、
立ち上が
る際にバ
ランスを
崩して転
倒してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内に
は、着替
えの援助
に１名、
給食の片
づけに１
名ついて
いた。

普段の生
活の中で
の流れな
ので、い
つも同
じ、大丈
夫だろう
という考
えがあっ
た。いつ
も通りの
流れで
あっても
怪我につ
ながる事
故が起こ
るかもし
れないこ
との意識
が低かっ
た。

保育士、子
どもの動き
を再確認
し、子ども
の動きを予
測して保育
士が動いて
いく。

1745

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 16 13 5 5
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

3.火傷
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕熱
傷第２度
（右腕内
側）

8.その
他
2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

・予め担
当場所は
決めてい
たもの
の、参加
する職員
全員と詳
しい打ち
合わせを
する事が
出来てい
なかっ
た。

・事前に
参加する
職員全員
との話し
合いを
行って共
通理解し
た上で、
取り組ん
でいくよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・飴を付
けようと
していた
方の鍋の
飴が結晶
状になっ
てしまっ
た為、も
う一つの
鍋で付け
る時に慌
ててし
まった
り、子ど
もたちも
我先に作
りたいと
いう意欲
的な気持
ちが行動
に表れて
いた。

・保育士
は予期せ
ぬ事が起
きても冷
静に対応
して行く
事を心掛
けて行く
ようにす
る。また
子どもた
ちの気持
ちの昂ぶ
りを予想
して、よ
り安全に
進めてい
けるよう
に計画を
立ててい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・普段通
りの姿で
はあった
が、初め
ての食育
活動とい
う事もあ
り、意欲
的に活動
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・担任保
育士はク
ラス全体
の近くに
付いてい
て、状況
を見て言
葉掛けを
しながら
作る姿を
見守った
り、必要
に応じて
援助をし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・各担当
箇所に付
いていた
為、対象
児の動き
をずっと
は見ては
いなかっ
た。

・危険予
測が足り
なかっ
た。

・子どもの
状況や様子
をきちんと
把握しなが
ら、危険の
ないように
していく。
また職員間
で声を掛け
合い、臨機
応変に対応
し、状況に
合わせて動
けるように
する。

1746

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

63 17 14 16 16 8 8
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折 1.頭部
頭がい骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故予防
マニュア
ル作成

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 3.未実施

落下した
床面が、
階段状で
あった
が、木製
であった
ことと、
ゴム製の
ノンス
リップを
取り付け
ていたの
で、危険
性を見逃
してし
まった。

階段のと
ころに床
を張り
（木
製）、平
面にする
ととも
に、各
コーナー
に落ちつ
いてあそ
べる遊具
を設置す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
どんなふ
うに遊ぶ
のか想定
しなが
ら、作っ
た遊具で
はある
が、子ど
もの興
味・意欲
により、
こちらが
想定しな
いような
あそびに
繋がるこ
ともあ
る。
その時々
の、子ど
もの姿を
保育士同
士で常に
共有し、
その都
度、遊び
を見直し
改善して
いく事を
大切にし
ていく。

普段の暮
らしの中
で、子ど
もの姿の
共有。休
憩室に
ノートを
置き、そ
の日、伝
えられな
かったこ
とや、気
が付いた
ことな
ど、記入
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊具の一
段目を登
り、二段
目に登ろ
うとした
が、いつ
も登って
いるとこ
ろに友だ
ちがいた
ため、違
う場所か
ら登るこ
とにし
た。
しかし、
登れずに
一段目に
降りた
が、体制
が崩れた
まま後ろ
向きで、
後ずさり
のように
なり、踏
み外して
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

二段目に
いて、他
児に関
わってい
たため、
本児の動
きは見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
が、通り
がかりで
はあった
が、後ろ
に下がっ
てきて、
落ちる瞬
間を見
て、抱い
て対応し
た。

クラスに
分かれて
集まる動
きにな
り、全体
の子ども
たちが、
動き出し
た時間
帯。
保育者の
動きもあ
り、落ち
着かない
状況に
あった。

室内遊具に
は、子ども
の遊びを見
守る職員の
配置。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1747

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

2
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

60 22 13 25 6 6
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

第５趾基
節骨開放
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置
―

事故の未
然防止に
係る具体
的な研修
と申し合
わせ。
ズックば
きで遊ぶ
ことの徹
底。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ﾌﾞﾛｯｸなど
の玩具が
遊戯室の
中ほどに
広がって
いた

障害とな
るものの
除去。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いろいろ
な遊びを
する園児
がおり、
遊戯室全
面に広
がって遊
んでいる
状況が
あった。

ある程度
区画割り
した遊び
場の確
保。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

３歳児以
上の園児
が遊戯室
で遊び、
そのうち
4.5歳児男
子が7～8
名一緒に
なって鬼
ごっこを
してい
た。本児
も元気に
遊戯室内
を走り回
り、他児
とともに
追いか
けっこを
してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

６名の保
育士が、
遊戯室の
要所に位
置し、園
児の遊び
を見守っ
ていた。
本児が急
に座り込
んで、足
をおさえ
泣き出し
たため、
一番近く
にいた保
育士がす
ぐに近く
に寄り、
出血して
いること
に気づ
き、事務
室に運
び、園
長・主任
に状況報
告

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

養護教諭
が手当・
処置し、
担当から
家庭に連
絡し、迎
えにきて
もらう

激しく走
り回って
いる状態
で、どの
ような状
態で怪我
をしたか
は不明

集団で遊ぶ
ときの職員
の位置の見
直し。（死
角を作らな
い。）

1748

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 8 11 5 5
17.５
歳
1.男
児

3歳の時にて
んかんが分
かり、家で
だけ薬を服
用。
年長児にな
り、就学を
考え、副作
用がでにく
い薬に1週間
ほど前から
変更。

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

1.意識不
明

てんかん
8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

人命救助
の研修の
実施を増
やす。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

これまで
どおり、
毎月の
チェック
を必ず行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

持病があ
る園児は
特に気を
付けて見
守る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

これまでど
おり、保育
士が指導及
び監視の役
割を明確に
しプール指
導にあた
る。

1749

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

26 4 4
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

そりに2人
乗りをし
たため自
分の体重
以上に重
さがか
かった
事。一人
でなかっ
たのでバ
ランスが
取りずら
かった。
スキー場
なので整
備はされ
ているが
段差でバ
ウンドし
た事が原
因

二人乗り
禁止

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

1回/週
2.不定期
に実施

1

ホテルの
ソリなの
で検証不
能

ホテルに
怪我の状
況を伝
え、ソリ
によりス
ピードの
出方が異
なること
を伝え
る。段差
が原因

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ソリによ
りスピー
ドが異な
り、段差
で子ども
達がずれ
てしま
い、先方
の子ども
を押し出
す形に
なった。

滑りの良
いソリは
使用しな
い。段差
を埋めて
もらう

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前に座り
段差のと
ころで前
方にずれ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタート
地点で
は、子ど
もがしっ
かり座れ
ているか
確認。中
間地点脇
にそれな
いように
する。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ゴール地
点一カ所
に2名付、
スピード
が出てい
る子ども
のソリは
止めた
り、安全
に降りら
れるよう
に指導

段差でバ
ウンドし
た時点で
止めてお
けば二次
災害はな
かったか
もしれな
い。

職員の人手
を増やし、
いつでも止
められるよ
うにする

1750

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右外果骨
端線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

・職員全
体会議で
事故内容
を報告･周
知する。
マニュア
ル内容を
読み合わ
せ確認を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

・所庭
は、毎朝
地面をな
らすなど
整備をし
ていたが
乾燥して
いて砂な
どで滑り
やすい部
分もあっ
た。

・さらに
念入りに
庭の確認
等整備の
強化を図
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

・子ども
たちに向
け常に安
全な遊び
方を知ら
せてい
く。
・遊び始
める前の
準備運動
なども
しっかり
行うよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・友達同
士で考え
て遊びを
勧められ
る子で楽
しんで遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちの遊び
全体に目
を配って
いたので
本児の異
変には、
速やかに
気付け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

・短い時間
ではあるが
保育士同士
で打ち合わ
せをし自分
たちの動き
を明確にす
る。

1751

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

18 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手第五
指第三関
節粉砕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故後の
マニュア
ルは、あ
るが予防
のマニュ
アルはな
い為、作
成の方向
で今後検
討してい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

・毎日、
庭の手入
れをして
いるがよ
り念入り
に庭の状
態に目を
配るよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・準備運
動の一環
だったが
スタート
の間隔を
もう少し
長めにず
らしてい
ればよ
かった。

・いろい
ろな場面
を想定し
て危険の
ないよう
に考えて
活動に取
り組む。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調良
好。何時
もと変わ
りなく過
ごしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

当日は、
２５名の
ところ１
８名の出
席だった
為、何時
も以上に
しっかり
と見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

支援の子
どもを見
ながらも
クラス全
体の取り
組みだっ
た為、事
故の瞬間
を見てい
た。

―

・２５名の
ところ７名
が欠席とい
うことで何
時も以上に
しっかりと
子どもに目
を配れる状
態だった。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1752

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

4 4 4
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

上Ａ歯根
破折・下
口唇裂傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置
―

マニュア
ルを作成
し研修を
行ってい
るが，更
に危機管
理意識を
高めてい
く必要が
ある。

1.定期的
に実施

37
1.定期的
に実施

37
1.定期的
に実施

36 ―

保育室の
構造に合
わせて活
動を考慮
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

クラスの
子どもが
それぞれ
好きな遊
びをして
いたの
で，おも
ちゃが部
屋に広が
りハンカ
チは床の
所にあっ
た事で滑
りやすい
状況で
あった。

自由に遊
んでいる
ときで
も，おも
ちゃが部
屋に広が
り過ぎな
いように
適時整え
ていく必
要があ
る。床で
滑りやす
い素材は
直ぐに移
動させ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が
走ってい
たので声
をかけて
一度走ら
なくなっ
たが，そ
の後，
又，走り
出して床
に落ちて
いたハン
カチに足
をすべら
せてし
まった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児以外
の子ども
の動きを
見ながら
走ってい
るのはみ
ていた
が，一度
声をかけ
られてい
たので様
子をみて
いた。

本児は日
ごろか
ら，部屋
で走って
しまう場
面が多い
ので気を
つけてい
る。遊び
からおや
つへの移
行でおも
ちゃの片
付けをす
る時は全
体的に落
ち着かな
くなるの
で，更に
より細か
い対応が
必要で
あった。

遊びからお
やつへの移
行でおも
ちゃの片付
けをする時
は全体的に
落ち着かな
くなるの
で，更によ
り細かい対
応をしてい
く。又，床
で滑りやす
い素材は直
ぐに移動さ
せる。

1753

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

23 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

右前額部
裂創・創
部腫瘍

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置
―

マニュア
ルを作成
し研修を
行ってい
るが，更
に危機管
理意識を
高めてい
く必要が
ある。

1.定期的
に実施

37
1.定期的
に実施

37
1.定期的
に実施

37 ―

設置プー
ルは硬さ
があるの
で，あた
り所に
よっては
怪我に繋
がる事も
ある。十
分な安全
管理が必
要であ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

久しぶり
のプール
遊びで嬉
しい気持
ちが高ぶ
る事は想
定内で
あった
が，本児
の活発な
性格も考
慮し，い
つも以上
に子ども
の動きに
配慮する
必要が
あった。

久しぶり
のプール
遊びの時
は，いつ
も以上に
より細や
かに子ど
もの動き
に配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラスで
プールに
入ってい
たので，
他児の事
も見なが
ら本児が
転んで
プールの
縁にぶつ
かってし
まったこ
とはわ
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

プールの
外から監
視役とし
てみてい
た。本児
の様子も
確認でき
ていた。

プールあ
そびで自
由に動い
ているの
で，他児
との接触
は考えら
れる。接
触の強さ
によって
怪我に繋
がる事を
想定して
子どもの
動きに配
慮する必
要があ
る。

プールあそ
びは水の中
なので，通
常よりバラ
ンスが悪く
なる。子ど
もの動きに
配慮し敏速
に対応でき
る体制を考
えておく。

1754

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

30 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

今後研修
等と通じ
て知識を
深め、安
全面を強
化する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

48 ―

引き続き
安全点検
をし、気
をつけて
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

小さなレ
ゴブロッ
クと大型
レゴブ
ロック
コーナー
の間隔が
近い。走
り出して
しまいた
くなる広
い空間の
動線を区
切る物が
ないこと
も興奮す
る行動に
つながり
やすい。

ホール内
のフリー
スペース
から各
コーナー
に向かい
走り回っ
て、更に
興奮して
しまうの
で、コー
ナーの設
定の仕方
を検討し
動線をか
え、動き
を安定さ
せてい
く。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

開所に入
りいつも
より動き
多く、保
育士の声
が耳に届
きにく
く、行動
を静止し
落ち着か
せて遊
び、興奮
してはま
た落ち着
かせ、遊
びに入る
事を繰り
返してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

至近で対
象児を見
守ってい
たが、他
にも突発
的な動き
が多い子
の見守り
もしてお
り、転倒
を防ぐ事
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ホール入
口にて迎
えに来た
保護者の
対応をし
ていた。

当日の夕
方は友達
が少しぶ
つかった
だけで
も、怒っ
たりトラ
ブルにな
ることが
多かっ
た。

子どもへの
個別対応を
しながら、
全体的な子
どもの動き
を把握す
る。安全確
保は引き続
き行う。対
象児の隣に
つき、突発
的な動きに
備える。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1755

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

37 20 17 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

15
2.基
準配
置

ログハウ
スの使い
方につい
て、職員
間の確認
不足。夕
保育時に
園庭で保
育する際
の職員の
動きの確
認不足。

ログハウ
スの遊び
方につい
て、職員
間で約
束、ルー
ルを作
る。保育
中は職員
間で声を
掛け合
い、子ど
もたちの
遊びが見
渡せる位
置に立
ち、咄嗟
の動きに
も対応で
きるよう
にする。
同時に夕
保育時の
遊び方に
ついての
ツールを
確認す
る。

1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

45
1.定期的
に実施

45～295

保育士の
立ち位置
から、ロ
グハウス
の様子
（ログハ
ウス内、
両サイド
開閉窓）
は見えに
くい。

園庭内に
置いてあ
るハウス
の位置を
窓を開け
たままの
状態で中
の様子が
見られる
ように、
ログハウ
スの向き
と位置を
移動。死
角になる
窓や扉部
分を開い
た状態で
固定。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

今まで遊
んでいる
姿から、
本児はこ
のような
遊び方を
しないと
いう思い
込みが
あった。

保育士か
ら見やす
い位置に
ログハウ
スを移
動、向き
も変え、
子どもの
遊び方を
確認す
る。
ログハウ
スの窓か
らは出入
りしない
ことを再
度子ども
たちと確
認し合っ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

気の合う
児と砂場
の玩具を
使い、ま
まごとを
して遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 担任が１
名であっ
たため砂
場前の木
の前に立
ち、園庭
全体を見
ていた。
ログハウ
スの窓側
は振り返
らないと
見えない
立ち位置
であっ
た。
（ログハ
ウス付近
の他児
が、本児
が泣いて
いること
を伝えに
来て発覚
する）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

滑り台付
近で他児
を見てい
た。

痛みを訴
え事務所
に行った
際、本児
から状況
を聞き取
るのは困
難であっ
た。担任
保育士か
ら看護師
への連絡
時、受傷
状況や負
傷部位が
正確に伝
わらず緊
急性、重
大性の解
釈に齟齬
があり、
手当をし
ながら経
過を観察
する対応
になって
しまっ
た。

職員間で報
告、連絡、
相談は密に
行ってい
く。職員間
でお互いの
立ち位置や
動きを確認
し合い、声
を掛け合っ
ていく。受
傷時は、職
員間で情報
共有しなが
ら最悪の状
態を予測し
本児を観察
し創部を確
認してい
く。

1756

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

20 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10
2.基
準配
置
―

転倒した
場合、鎖
骨を骨折
する場合
があるこ
とを再認
識する必
要があ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

転びやす
い子であ
る為、走
る場所等
を考慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

足に合っ
た靴をは
くこと
や、転ぶ
際には手
を出すよ
う指導す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

先頭で全
体を見て
いた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

　すぐ後
ろにいた
が、転倒
を止める
ことがで
きなかっ
た。

―

転びやすい
児童には、
特に注意を
して十分に
見守る必要
がある。

1757

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

15 2 1
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左母指基
節骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

外部研修
にも積極
的に参加
し、全体
に周知す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

― ―

玩具も定
期的に安
全点検を
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

職員が先
に園庭に
出るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びの続
きがした
い気持ち
でいち早
く庭に出
て行っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室か
ら庭に出
る時で、
職員より
も先に本
児が庭に
出てし
まってい
た為、見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当クラ
スの子ど
もたちを
見ていた
為、見る
ことがで
きなかっ
た。

―

職員が先に
園庭に出る
ようにす
る。

1758

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

59 30 29 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左膝前十
字靭帯付
着部剥離
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

2名の職員
で対応し
ていた
が、1名の
職員は、
園児のけ
んかの対
応をして
おり全体
の状況が
見えな
かった。1
名は回避
しようと
したが衝
突に間に
合わな
かった。

1名の保育
士は、よ
り全体を
見やすく
するため
に、正門
付近に常
に立ち、
声掛けや
対応がで
きるよう
にする。
毎日の
ミーティ
ングでヒ
ヤリハッ
ト報告を
必ず行
う。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

3

施設設備
面での原
因は直接
なかった
が、衝突
場所は狭
くやや見
ずらい所
だった。

衝突箇所
には、
テーブル
（今まで
別の場所
にあった
物）を移
動して置
き、周囲
を走らな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭でリ
レーの練
習をした
少し後の
事故だっ
た。リ
レーで走
る事が楽
しくなり
スピード
も出てい
た事が考
えられ
る。

リレーの
練習中と
終了時の
切り替え
をはっき
りさせ
て、ス
ピードを
出して人
や物に衝
突してし
まう事の
危険性を
意識して
声掛けを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1名は保育
室側から
正門に向
けて長い
距離を
走ってお
り、もう1
名は瞬間
的に飛び
出すよう
に走り出
し、衝突
を避けよ
うとして
体を横に
向けたが
ぶつかっ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1名は、1
人の園児
が走って
いる事に
気付き目
で追って
いた。衝
突しそう
になりす
ぐにかけ
よったが
間に合わ
なかっ
た。1名の
保育士
は、砂場
のけんか
の対応を
してい
て、事故
にはすぐ
に気付か
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭担当
者以外の
職員は、
室内で誕
生日会の
準備をし
たり室内
に残って
いる他の
園児の保
育をして
いた。

子どもが
走ってい
た事に気
付き、気
を付けて
見ていた
が、衝突
場所まで
やや距離
があり、
もう一人
の瞬間的
に走り出
した子に
気付かな
かった。

けんか等の
トラブルが
起こり、長
時間対応に
有する場合
には、室内
の職員に声
をかけ全体
を見てもら
う。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1759

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

15 15 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員の異
動時期に
留意がさ
れておら
ず、マ
ニュアル
の確認が
十分でな
かった。

４月の早
い時期
に、園庭
遊びにつ
いて、職
員間での
確認をす
る。事故
後すぐに
職員間で
園庭遊び
での注意
点の確認
を行っ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48

鉄棒の下
には、
クッショ
ンマット
が設置さ
れていた
が、落下
時の手の
位置が体
の後ろに
行ってし
まった。

危険防止
のため、
鉄棒をす
る時に
は、さら
に鉄棒下
にお風呂
マットを
敷き遊
ぶ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本人が
「豚の丸
焼き」を
すると
いったの
で、側に
ついてい
た職員が
できると
思い、手
の届く位
置につい
ていな
かった。

職員間で
の子ども
の運動能
力の確
認、日頃
の保育方
法の確認
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調が悪
い等変
わった事
はなかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本人が
「豚の丸
焼き」を
すると
言ったの
で、側に
ついてい
た職員は
できると
思い、手
の届く位
置につい
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒をし
ている子
を保育を
していた
職員は１
名であっ
た。

異動して
間もない
職員が保
育にあた
り、個人
の運動機
能を十分
に理解で
きていな
かった。

子どもの運
動能力のわ
かる職員が
危険のある
固定遊具に
は付くよう
にする。

1760

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 1 1
16.４
歳
1.男
児
特になし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6

1.基
準以
上配
置

怪我や事
故の事例
報告を共
有し再発
防止に努
めていた
が、各自
の事とし
て考える
までには
至ってい
なかった
かもしれ
ない。

定期点検
やヒヤリ
ハットの
分析を基
に自園の
怪我の傾
向を分析
し、職員1
人ひとり
が考え、
自分の事
として振
り返る取
り組みを
実施す
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

2 なし

ホールは
広々とし
ていて不
要なもの
もなく、
床も清掃
がゆき届
いてい
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外は暑
かった事
や説明が
聞き取り
やすい様
にホール
で行った
が、4歳児
22名で
「だるま
さんが転
んだ」を
するには
スペース
が狭かっ
た。

「だるま
さんが転
んだ」の
様な逃げ
るスペー
スが必要
な活動は
人数を半
分ずつに
して行
う、又は
ルールが
浸透して
きたら戸
外で行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特別いつ
もと変わ
りなく集
団活動に
参加して
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

こども達
の様子が
よくわか
るよう
に、まわ
りを見回
しながら
走るス
ピードを
調節し、
鬼役でこ
ども達の
中央辺り
にいた。

― なし

3回目位
行った所
で、ルー
ルも分か
りこども
達も自信
がついて
きて、逃
げるス
ピードが
速くなり
走る姿が
前傾に
なってき
たと感じ
たが、同
じ様に
行ってし
まった。

こども達の
表情や雰囲
気をしっか
り読み取
り、慣れて
きて危ない
かなと思っ
たら戸外で
行う。
ホールで身
体を動かし
て遊ぶ集団
遊びのバリ
エーション
を増やす。

1761

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 1 1
17.５
歳
1.男
児

集中して好
きな活動に
取り組んで
いると自分
の状況の把
握や、痛み
に対する自
覚症状など
を発信する
こと等を苦
手とするた
め、怪我を
した際の状
況がつかみ
にくい。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手第５
基節骨骨
折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

午前中は
保育補助
を1名つけ
て保育を
してい
る、午後
は担当1名
で保育し
ていたこ
とも要因
の1つと考
えられ
る。

活動内
容、子ど
もの状況
に応じ、
午後も保
育の応援
体制をと
るとよ
い。

1.定期的
に実施

毎回 ― ― ― ―

園庭が工
事中で3ヶ
月間も使
用できな
い中、
ホールと
いう狭い
環境で激
しい動き
となる活
動を行っ
ていたこ
とも要因
の１つで
ある。

ホールで
活動する
際、安全
におこな
うための
方法や環
境整備を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
のなか
で、コー
トを確保
すること
を中心に
環境設定
をおこ
なった結
果、外野
スペース
がより狭
くなり、
玩具棚や
壁が至近
距離にあ
り怪我に
つながり
やすかっ
た。

外野ス
ペースも
考慮した
上でコー
トを確保
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団活動
には積極
的に関わ
り、今回
のドッチ
ボールも
ルールを
理解し、
内野や外
野の動き
も自分で
判断し行
動してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

コートの
外に立
ち、ゲー
ムの進行
を行いな
がら子ど
も達を見
守ってい
た。ボー
ルを２つ
使用して
いたため
に、子ど
も達を見
ながら
ボールを
目で追っ
ていたの
で、全体
把握をし
きれてい
なかった
部分は
あった。

― ―

午前中の
活動（散
歩）を終
え、夕方
の時間帯
に身体を
激しく動
かす活動
を行うこ
とで、子
ども達の
集中力、
体力を考
えると怪
我をしや
すい状況
にあった
かと考え
られる。

1日を通して
の活動プラ
ンを、子ど
も達の心身
の状況に合
わせた時間
帯、活動内
容、活動方
法を考えて
とりくんで
いく。

1762

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 13 16 17 4 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

保育者が
泣いてい
る園児に
付きっき
りになっ
てしま
い、鬼
ごっこを
し始めた
ところを
把握でき
ていな
かった。

保育者ひ
とりひと
りの役割
をより明
確にす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

プールが
園庭に出
ている時
期でいつ
もより遊
べる範囲
が狭かっ
た。

園庭での
遊び方に
ついて園
児と約束
事を確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プールが
あり園庭
が狭い
中、友だ
ちに鬼
ごっこに
誘われ捕
まらない
ように必
死に逃げ
る時に狭
い所を通
り、足が
縺れてし
まった。

子ども達
にプール
が出てい
る時期の
園庭での
遊び方に
ついて指
導し、職
員全体で
共通理解
し、危険
のないよ
うにみて
いく。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

朝友だち
とトラブ
ルがあり
気持ちが
落ち込み
気味だっ
たもの
の、母親
と保育者
と話をし
気持ちを
切り替え
て、遊ぼ
うとした
時に友だ
ちに鬼
ごっこに
誘われ始
めてすぐ
の出来事
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児がテ
ラスで横
になって
泣いてい
たため、
声を掛け
理由を聞
いていた
為、対象
児の動き
を把握で
きていな
かった。
対象児と
付き添い
の男児か
ら痛みの
訴えがあ
り、すぐ
に看護師
に診ても
らった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場のあ
たりに１
人、鉄棒
のあたり
に１人。
１人は、
泣いて登
園してき
た他児の
対応をし
ており、
対象児の
動きを把
握できて
いなかっ
た。

担当職員
が他児の
対応をす
る前に自
分の持ち
場を離れ
ることを
他の職員
に伝えて
いなかっ
た。

自分の持ち
場を離れる
時には必ず
他の職員に
伝え、全職
員が共通に
全体を見ら
れるように
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1763

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

自己リス
ク軽減の
ための
チェック
リストを
今後も定
期的に行
い、対策
が不十分
な場所の
分析をさ
らに強化
し、事故
を未然に
防いでい
く。

1.定期的
に実施

12 3.未実施 3.未実施

新しい園
舎とな
り、４月
までのこ
ども達の
遊び方や
発達を見
ていて、
このよう
な危険が
あること
を予想で
きていな
かった。

いつも安
全に遊ん
でいる場
所でも、
些細なこ
とがき
かっけで
大きな危
険が生ま
れること
を十分に
熟考、予
想し、成
長する過
程におい
て必要な
経験がな
くならな
いことに
も気を付
けなが
ら、事前
に防ぐ対
策をとっ
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

途中で落
ちてしま
う時は落
ち方にも
こども達
自身が気
をつける
が、今回
は途中
だった
が、そこ
からジャ
ンプして
降りるた
めに勢い
よくかが
んだため
におしり
が壁にぶ
つかり本
児のタイ
ミングで
降りられ
なかった
ため、咄
嗟のこと
で手をつ
ききれな
かったこ
とが原因
である。

遊び方次
第で危険
も生じる
という事
を、こど
も達と一
緒に考え
ていくと
共に、日
頃の保育
の中で体
幹を鍛え
る、脚
力、腕力
を強くし
自分の体
を守れる
力をつけ
るための
保育を取
り入れて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも遊
んでいる
ように、
段差のと
ころを
渡って歩
いてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児が
段差で遊
びだした
のを目で
確認し、
いつも通
り遊んで
いた(他児
と遊んで
いる様子
なく、ふ
ざけてい
る様子も
なく、一
人で集中
して歩い
ていた)の
で、他グ
ループの
トマトの
苗植えの
手伝いを
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他グルー
プの手伝
いをして
いた。

ジャンプ
するとき
に職員が
危険に気
づき一瞬
でも声を
掛けてい
たら、受
け身をと
れたかも
しれない
と考え
る。

公園に行っ
たときに
は、全体を
見る職員を
意識してた
て、保育を
行っている
が、屋上遊
びに関して
も、同様の
対応を行っ
ていくこと
にする。

1764

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 15 22 4 4
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

左上Ａ歯
牙打撲

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

玩具の片
付け方や
片付ける
時の注意
点等は子
ども達と
日々確認
している
が、机の
上に乗ら
ないこ
と・乗っ
たら危な
いことな
どの声掛
けが少な
くなって
いた。

片付け時
の机の配
置につい
て職員間
で検討す
ると共
に、机に
乗ったら
危険であ
ること等
について
再度子ど
も達に伝
え一緒に
考えてい
く。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

夕方保育
の時に、
再度使用
しようと
思い机を
出したま
まにして
しまっ
た。

机を出し
たままに
せず一度
片付ける
か端に寄
せるな
ど、子ど
もの行動
や危険を
考えて環
境を整え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方保育
の時に、
絵をかい
たり折り
紙などし
ようと思
い,机を出
したまま
にしてし
まった。

子どもの
行動や危
険を予測
し、職員
間で安全
な環境設
定を考え
共有して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友だちと
ブロック
を使い
ごっご遊
びを楽し
んだ後に
片付けと
なり、
使ってい
た玩具を
一緒に片
付けてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

トイレに
行きたい
子に付き
添ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

側に職員
がいた
が、他の
玩具のか
ごを一緒
に片付け
ていたた
め、本児
は目に
入ってい
たが止め
ることが
できな
かった。

片付けが
ほぼ終わ
り、片付
けている
子どもた
ちが残り
わずか
だった。
職員は、
片付け・
トイレ・
夕方保育
の前の集
合のとこ
ろと分散
してし
まってい
た。ま
た、集合
する場所
を設定す
るときに
片付けを
している
子どもた
ちに職員
が背を向
けてし
まった。

全体をみる
担当がトイ
レに付き
添ってし
まったの
で、職員の
配置につい
ては、声を
掛け合って
いく。ま
た、子ども
の動きを把
握し（危険
な行動も推
定してお
く）、丁寧
に子どもの
様子をみて
保育にあた
る。

非常勤職
員は正規
職員の当
該園児が
寒冷紗の
紐を引っ
張りそう
だという
言葉に即

夏祭りの
踊りの練
習を終え
た開放感
からか、
クラス全
体の気持
ちが高
ぶってい
るように
見受けら
れた。そ
のため園
児たちの
気持ちを
落ち着か
せよう
と、軽い
ランニン
グをして

当該児童の
気持ちが高
揚したまま
危険行動を
しており、
保育士はそ
のことを認
識したにも
かかわら
ず、口頭で
の注意にと
どまり、当
該園児を台
から降ろす
等の直接的
な介入を行
わなかった
ことが今回
の事故の最
大の原因で
ある。従っ
て、このよ
うな危険行特にな

1.いつ
もどお
りの様

寒冷紗の
紐を見つ
けて引こ
うとする
ので注意
すると、
笑って走
り出す。
寒冷紗が
張られて
いる台に
上がり、
紐を引っ
張ろうと
していた
が、職員
が紐を当
該園児の

2.対象
児の至
近で対

正規職員
は屋上全
体が見え
るよう
に、4メー
トルほど
離れた出
入り口付
近で 寒

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい

1.定期的

今回は
ハード面
での問題 特にな

―

1.集団
活動
中・見

屋上に移
動して保
育するこ
とに関し

今回はソ
フト面で
の問題は

特にな 1.定期的
2

1.定期的
1

右足首剥

2.自ら
の転
倒・衝
1.あ
2.不
定期
1

2.基
準配

1.屋外活 1.負
― 2 骨折

5.下肢
(足・足2 2

17.５ 2.女
1765

平成
30年
1 認可
6.認可保

6 2 午前中

2.施設敷
地内(室
外・園

6.5歳以上
14
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歳
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以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1766

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

22 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

―

各公園で
のクラス
毎の遊び
方や注意
箇所を確
認、共有
する。

― ― ― ― ― ― ―
対象外
（園外）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

リーダー
とサブは
声を掛け
合い、お
互いの立
ち位置と
児童の人
数確認を
徹底す
る。人数
確認は時
間を区
切って複
数回行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

塀に上っ
ていると
ころは見
ていた
が、落ち
るところ
は見てい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お互いに
声を掛け
合ってい
なかっ
た。

―

遊び始める
前に遊具の
使い方や立
ち入っては
いけない危
険な場所等
を子どもに
確認する。
全体把握の
リーダーと
サブの視点
を声を掛け
合って確認
する。

1767

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

48 17 15 16 4 4
17.５
歳
2.女
児

特記事項な
し　当日
は、グラン
ドコンディ
ションは良
好であっ
た。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足踵骨
骨折
右足関節
靭帯損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

職員配置
に問題は
なかった
が、本児
は全力で
走ってい
たため、
走らない
よう声掛
けする等
転倒を予
測する方
法はあっ
たかもし
れない。

事故の要
因、誘因
を検討す
る会議を
設置し、
全体への
周知、指
導方法に
ついて検
討を行
う。職員
会議・臨
時事故対
策会議。
園庭が広
いため、
全力で走
る子は必
ずいる
が、事故
事例を関
係者全て
が共通認
識を持っ
て、個々
の行動に
注意し、
声掛けを
欠かさな
い。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―
施設等に
問題見当
たらず

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園庭の凹
凸は見ら
れず　靴
も踵付の
履きなれ
た靴であ
り適した
ものだっ
た。

遊具の間
隔の
チェック　
障害物を
適宜確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調不良
等は見ら
れず。友
だちと普
段通り活
動中

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

転倒時、
近くに職
員がいた
が咄嗟の
出来事で
あり転倒
を回避す
るのは困
難であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体に注
意を払っ
ており他
園児を見
守りして
いた。

転倒が予
想できる
場面で注
意喚起が
できな
かった。

危険予測の
再度確認。
リスクマネ
ジメント係
での事故対
策の強化
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平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

4 4 4
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回

1.基
準以
上配
置

・保育士
は、全体
の安全の
状況を確
認等して
いたが、
十分では
なかっ
た。

・子ども
の補助に
付く場所
の確認を
再度行
う。ま
た、クラ
ス担任や
他の職員
も更に、
声掛けを
する確認
を行う。 
・7月に園
内研修
（固定遊
具の研
修）を
行っ
た。・ク
ラスで一
人ひとり
の運動能
力を確認
し、個人
カリキュ
ラム会議
で共有し
ていく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時

・園庭固
定遊具等
の安全の
確認が十
分ではな
かった。

・園庭固
定遊具の
安全点検
を業者に
依頼し
行った。
・鉄棒の
マット
は、良い
が砂で滑
ることが
ある為、
砂を細目
に掃くよ
うにし
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・本児
が、砂遊
びをして
すぐ鉄棒
に移動し
た。両手
に砂がつ
いていた
為、滑り
やすく
なってい
たかもし
れない。

・砂遊び
から、固
定遊具
（雲梯、
鉄棒な
ど）を行
う時は、
手洗い等
を促すよ
うにして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・砂場や
固定遊具
と活発に
動き回っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・鉄棒の
側で見守
りを行っ
ていた
が、他児
が甘えて
膝に乗っ
てきて会
話をして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

雲梯、砂
場、鉄
棒、全体
をは把握
する職員4
人がい
た。

・本児の
すぐ側に
いたが、
他児を膝
に抱いて
いた為、
素早く動
くことが
出来な
かった。

・固定遊具
の補助につ
く場合、補
助にしっか
り付きとっ
さの動きに
も対応して
いけるよう
していく。

言葉に即
座に反応
し、当該
園児の横
で紐を手
の届かな
い位置に
固定し
た。

グをして
いたが、
当該園児
は参加し
なかっ
た。
当該園児
は気持ち
が高揚し
たまま
で、保育
士の注意
の声が届
かなかっ
たため、
このよう
な事故が
起きた一
因と考え
る。

為が行われ
ていたなら
ば、口頭で
の注意とと
もに園児に
直接介入を
するよう全
職員に徹底
する。
また、園児
の気持ちが
高まったま
ま次の行動
に移る前
に、十分に
気持ちを落
ち着かせて
から行動す
ることの必
要性につい
て、全職員
の間で共有
する。

し。
りの様
子で
あった

手の届か
ない位置
に固定し
たため、
あきらめ
て台から
降りよう
と体を反
転させた
際に段差
を見誤っ
て、右足
首を横に
倒すよう
な形で転
倒したも
のであ
る。

象児を
見てい
た

近で、寒
冷紗の紐
を引かな
いよう注
意しなが
ら、当該
園児の動
きを見て
いた。

見てい
た(至
近距離
にい
た）

に実施 は対象外
と考え
る。

し。
中・見
守りあ
り

て問題は
なかった
と考え
る。

の問題は
対象外と
考える。

し。 に実施
2

に実施
1

離骨折
倒・衝
突によ
るもの

り に実
施

1 準配
置

動中 傷
2.骨折 (足・足

指)
2 2

歳 児
1765
3月
30日

1.認可
育所

6 2.午前中 外・園
庭・校庭
等）

児クラス
14

99 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1769

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 7 8 9 4 3
15.３
歳
1.男
児

異年齢でリ
ズム運動を
行い、走り
始める際に
他児の広げ
た手が本児
に当たり、
バランスを
崩し転倒す
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

なし

各クラス1
名の正規
職員3名プ
ラス臨時
職員1名を
引き続き
配置して
いく。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

毎日 なし

リズムを
行う際は
引き続
き、場所
を広げ安
全面を確
保して行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
リズム運
動を行っ
ていたの
に、体格
差の考慮
が不足し
ていたこ
と。

異年齢リ
ズムの場
合、走る
リズムや
動きが大
きいリズ
ムについ
ては年齢
別に行う
ようにす
る。ま
た、人数
を8人まで
とする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調面で
問題がな
かったた
めリズム
運動に参
加してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児を見
守りつ
つ、一緒
にリズム
運動を
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

正規職員1
名は全体
の進行、
もう1名は
ピアノの
伴奏、臨
時職員は
待機して
いるチー
ムについ
ていた。

3歳児と5
歳児の体
格差はあ
るので、
事前に配
慮すべき
であっ
た。

走るリズム
や動きが大
きいリズム
は年齢別に
行うように
する。

1770

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

16 1 1
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

本児が以
前数回ケ
ガをして
いること
を踏ま
え、本児
の特徴、
危険予想
を行った
上での見
守りが必
要

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

大雨後の
流水や
プールの
排水で園
庭内にデ
コボコが
生じてい
る。

園庭の地
面の状況
を確認
し、定期
的に園庭
の整備を
してい
く。ま
た、遊ぶ
時は園庭
がデコボ
コしてい
ることに
ついて子
どもたち
にも伝え
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

本児は以
前にも
金・土曜
で類似の
事故を起
こしてい
るので、
週後半は
体力を考
慮し保育
内容を検
討してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り登園
し、体調
不良もな
かった。
その時間
は同じク
ラスの数
名の子ど
もたちで
バナナ氷
おにをし
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担任はア
スレチッ
クをやる
別の子ど
もに付き
添ってい
た。担任
の目の前
を本児が
走って
行ったの
で目で追
うと転ん
だ。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

看護師が
別の子ど
もの対応
をするた
め、園庭
にいたと
ころ、本
児が走り
出し、転
ぶところ
を3メート
ル位離れ
たところ
で目撃し
た。

過去のケ
ガは金・
土曜日の
遊び続け
た後（1
時間後
位）の時
に起きて
いる。体
力的にも
疲れて、
うまく身
体を支え
られない
可能性が
ある。ま
た本児の
性格上疲
れなどを
気にせず
やり続け
る傾向が
あること
を考慮
し、保育
をしてい
く。

体力づくり
を行い、休
息の大切さ
も指導して
いく。週の
後半になっ
たら子ども
たちの疲労
の具合につ
いて声を掛
けていく。

1771

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

3 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部

急性硬膜
外血腫・
頭蓋内に
達する開
放創合併
なし

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

本児が落
下した時
点では、2
歳児の担
当者は駆
け付けた
が、0歳児
の担当者
は観察し
ている様
子だった
為、担任
以外の子
にも十分
気を配る
ようにす
る

高さ43㌢
の所でも
今回のよ
うな大怪
我に結び
つく為、
遊具に登
る際注意
喚起の言
葉かけや
落下防止
の為に後
ろに付く
ことを職
員全員で
意識する
ことを確
認

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

乳児用遊
具の下に
はゴム
チップを
設置し安
全に配慮
している
ことを過
信し、落
下の可能
性もある
遊びを自
由にさせ
ていた

乳児用遊
具の下に
はゴム
チップを
設置し安
全に配慮
している
が、今回
の事故を
受けて、
登ったり
する部分
を壁面に
付け、自
由に登れ
ないよう
にした

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

乳児滑り
台の側面
に登って
遊べるよ
うになっ
ている
が、ポリ
エチレン
製の為、
手が滑り
やすかっ
た

滑り台の
本来の使
い方では
ない場合
は、登る
前に保育
士に声を
かけるよ
うに知ら
せるよう
に子ども
達にも周
知してい
く

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に園
庭の遊具
で遊べ、
今回落下
した滑り
台の横に
ある登っ
て遊ぶ遊
具はお気
に入りで
毎日のよ
うに遊ん
でいた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は、
トイレに
行ってい
て、本児
の事故を
目撃した
ものの、
助けるこ
とが出来
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任が席
を外して
いる間、2
台の滑り
台の間に
立ち観察
していた
為、本児
が落下し
ていく瞬
間駆けつ
けたが間
に合わな
かった

本児が落
下した時
点では、
2歳児の
担当者は
駆け付け
たが、0
歳児の担
当者は観
察してい
る様子
だった
為、日頃
より担当
以外の子
にも十分
気を配る
ようにす
る

保育中（特
に戸外での
時間帯）に
は、席を外
すことの無
いように
し、どうし
ても離れる
時は、数分
でも代替え
の人を立て
る

1772

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

38 15 23 4 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

他児の遊
びに付い
ていた場
所から、
ジャング
ルジムに
いる子ど
もたちの
方向に向
かってい
る途中
だった。

保育者同
士の連携
をしっか
り行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

4

子どもが
自由に遊
べるよう
ジャング
ルジムの
囲いをは
ずしてい
た。

園庭での
遊び方に
ついて園
児と約束
事の確認
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

友達と
ジャング
ルジムに
登ってい
て４段目
から飛び
降りてし
まった。

固定遊具
での遊び
方につい
て指導
し、職員
全体で危
険のない
よう固定
遊具のそ
ばに付く
よう徹底
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

進級しう
れしい気
持がいっ
ぱいで友
達と遊ん
でいた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

砂場近く
にいた子
どもの対
応してい
たため、
ジャング
ルジムに
いる対象
児のそば
に向かう
途中だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
いたた
め、対象
児の動き
を把握で
きていな
かった。

担当職員
が他の保
育者と連
携し、付
いてもら
うように
声をかけ
ていな
かった。

固定遊具に
は必ず保育
者が付き、
持ち場を離
れるときは
他の保育者
に伝え、職
員全体で危
険のないよ
う見守る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1773

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

32 13 8 11 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

23

1.基
準以
上配
置

危機管理
意識を
持ってい
ても、偶
発的に転
倒してし
まうこと
もあるこ
と再認識
した

今後と
も、同じ
ように外
部研修及
び職場内
研修を行
い職員の
危機管理
意識を保
つ。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

開園日毎
回

1.定期的
に実施

開園日毎
回

園庭は、
きちんと
整備され
ていたの
で、転倒
する危険
がないと
思い込ん
でいた
が、バラ
ンスを崩
して転倒
すること
もあるこ
とを知
る。

引き続
き、同様
のメンテ
ナンスを
行うよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

サッカー
がとても
得意なの
に、転倒
すること
もあるこ
とを認識
するが、
この事が
トラウマ
にならな
いように
本児の
ペースで
サッカー
に親しめ
るように
する。

ボールに
対しての
恐怖感が
生じない
ように、
楽しく保
育をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

変わりな
く他児と
一緒に
サッカー
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当保育
士は他児
の対応を
しており
本児に目
が向いて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の対
応をして
おり、本
児に目が
向いてい
なかっ
た。

サッカー
がとても
得意なの
で、過信
してい
た。

保育士同士
が連携して
全体に目を
向けてい
く。又、保
育士自身が
ボール遊び
に対して危
険性がある
事を再認識
していく。

1774

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

2.1歳児ク
ラス

19 4 4
14.２
歳
2.女
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上肘骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

遊具でな
い鉄柵に
座ること
で子ども
がどうな
るか保育
士の認識
がなかっ
た。

複数保育
士で保育
する時
に、それ
ぞれが分
担して全
体を見る
ためには
どのよう
にすべき
かを日頃
から職員
間で話し
合うよう
にする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

ブランコ
の吊り具
が老朽化
のため、
支柱と柵
のみ園庭
に残され
ている状
態。

固定遊具
以外の物
の使い方
や禁止す
べき事等
を考え、
共通認識
するこ
と。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

乗っては
いけない
場所が子
どもたち
に解る様
にしてい
なかっ
た。

園庭で死
角になる
場所の情
報を保育
士が共有
し、複数
の保育士
が同じ場
所のみで
保育しな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気に8時
に登園す
る。活発
で体を動
かして遊
ぶことが
好きなの
で、いつ
も通り固
定遊具等
で遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児は
運動神経
もよかっ
たので、
少しの間
は見守っ
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭の他
の場所で
遊ぶ２歳
児を分担
して、見
守ってい
た。

対象児は
柵に座っ
ても落ち
ることは
ないと思
い込んで
いた。

「（対象児
は）この程
度なら大丈
夫だろう」
という思い
込みをしな
いこと。

1775

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

21 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
3.基
準以
下
特になし 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

水分補給
後の順次
整列で、
落ち着き
のない状
況であっ
たのに、
並ぶ位
置、順番
などを特
に決めて
いなかっ
たため、
順番争い
を誘発し
トラブル
につな
がった。

あらかじ
め並ぶ位
置や並ぶ
順番を決
めたり、
グループ
毎に整列
させるな
ど工夫し
トラブル
の原因と
なる状況
を作らな
いよう、
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が水
分補給の
お茶を飲
んだ後、
他児らが
並んでい
る場所へ
移動し、
並ぼうと
した。そ
の際に他
児が順番
をめぐり
怒りだ
し、トラ
ブルと
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担任保育
士１名
が、本児
のすぐ近
くで、子
どもたち
に列に
なって並
ぶように
声をかけ
ていた。
本児と他
児のトラ
ブルが起
きた時も
近くにい
たが、
あっとい
う間に他
児が本児
を蹴り、
本児が転
倒したた
め止める
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

もう一人
の担任保
育士１名
は本児の
近くにい
たが、他
児に対応
してお
り、本児
のことは
見ていな
かった。

担任保育
士2名の
役割分
担、立ち
位置等が
不明確で
あった。
トラブル
を起こし
た子ども
達に注意
を向けて
いなかっ
たため、
即時に対
応できな
かった。

担任同士連
携を取り、
立ち位置を
確認し子ど
もの動きを
見守る。ト
ラブルを起
こしやすい
子どもの言
動に常に注
意し、事故
やけがを未
然に防ぐ。

1776

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 16 24 20 5 5
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

園庭で遊
ぶ際は基
本的に常
勤が１名
は園庭に
いるよう
に決めて
おり、保
育士同士
での声掛
けを行う
ように
なってい
たが、全
員が把握
できるよ
うな伝達
ができて
いなかっ
た。

常勤保育
士はいた
が、保育
を離れて
事務仕事
をする担
任が他ク
ラスの職
員にその
体制や時
間帯など
の声掛け
周知が全
員にされ
ていな
かったの
で、今後
は声掛け
を徹底す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

前日に大
雨が降っ
ており、
地面が平
らでな
かった
り、小石
や小枝が
あった可
能性があ
る。安全
点検が足
りていな
かった。

園庭に出
る際は、
小石や小
枝、ゴミ
などがな
いか目視
で点検を
し、雨や
台風等で
地面が平
らでない
ときは、
室内遊び
に切り替
えるか、
遊び方を
変えるな
ど柔軟に
変更す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段ジャ
ンプして
いるとこ
ろとは違
う方向に
向かって
跳んでい
た。また
異年齢児
が多く出
ている時
間に跳ん
でいたの
で、危険
があった
のではな
いか。

その行動
が個人の
運動発達
の面から
も無理の
ないもの
であるか
をしっか
り把握す
る。異年
齢児が合
同で園庭
遊びをす
る際は、
高い位置
からの
ジャンプ
は控える
ように
し、危険
のない方
向に向
かって
ジャンプ
するよ
う、細か
い約束事
を子ども
に伝え、
遊ぶよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発な本
児は、戸
外遊びで
は大型遊
具を好
み、以前
からも同
じような
跳び下り
方をして
いた。普
段は、跳
び降り方
も安定し
ており、
保育士も
日常的に
その様子
を把握し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故が
あったエ
レメンツ
スペシャ
ルに　1
名、その
付近に1名
の保育士
がおり、
遊ぶ様子
から事故
があるま
で見てい
た。事故
があった
瞬間、す
ぐ本児の
様子を視
診、担任
に伝達を
する。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その様子
に気付い
た職員も
いたが、
残り3名の
保育士は
事後に気
付いた。

複数の職
員が出て
いる際
に、それ
ぞれの職
員がどの
エリアを
見守るか
などが決
まってお
らず、死
角になる
部分が
あったの
ではない
か。

複数の職員
が出ている
場合は職員
同士で特に
怪我に繋が
りやすいエ
リアを分担
して見守
り、死角に
なる部分が
ないように
徹底する。
また、職員
配置に限り
がある場合
は、遊ぶ固
定遊具やエ
リアを狭め
るなどの対
応をする。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1777

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 19 15 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

・職員間
で職員配
置の確認
が行われ
ないまま
遊びがは
じまっ
た。
・遊具に
見守りの
職員がい
ないまま
遊びがは
じまっ
た。
・そのた
め手を出
して防ぐ
ことも事
故の瞬間
を見るこ
とも出来
なかっ
た。

・職員間
で確実に
職員配置
の確認を
行ない遊
びをはじ
める。
・危険予
測をして
瞬時に児
童へ関わ
れる場所
で見守り
を行な
う。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

6

・遊具の
組み合わ
せを行な
い遊んで
いたこと
への危険
予測が不
足してい
た。

・組み合
わせた遊
具での遊
びにどの
ような危
険がある
かを予測
し職員で
共通認識
を持つ。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・正しい
数の職員
が配置さ
れていた
が、他職
員への声
かけを行
なわない
ままお迎
え時の対
応を行な
い、子ど
もから目
を離す時
間があっ
た。

・状況に
応じて職
員間で確
実に声を
掛け合い
安全を確
保した上
で保育を
行なう。
・状況に
応じて遊
びの内容
や遊具を
変更し安
全を確保
した上で
保育を行
なう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

基本的な
確認を行
わなかっ
た。（ど
こに誰が
いるか、
職員配置
は正しい
かなど）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

合同保育
中の危険
予測や配
慮が不足
してい
た。

・普段行
なってい
る確認や
声かけが
行われて
いなかっ
た。
・安全を
確保する
ことへの
配慮が不
足してい
た。

・毎月の会
議で振り返
りを行な
い、安全な
環境を確保
した上で楽
しく活動で
きるあそ
び、保育・
教育を追及
する。

1778

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

35 10 12 13 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手中指
第二間接
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

転倒しや
すい児童
であるこ
とにも留
意する。

夕方の合
同保育
（多人数
での）の
遊び内容
の検討
（小グ
ループに
分ける
等）も必
要であ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

遊戯室床
面が滑り
やすい状
態ではな
かった
か。

日常的な
点検。児
童の汗な
どで濡れ
ている可
能性もあ
るので、
こまめな
清掃の実
施。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児の体力
に遊びが
適切か。

児の様子
によって
は、休憩
をはさみ
ながら遊
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気よく
追いか
けっこを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

複数の児
童が追い
かけっこ
をしてい
る様子を
見守って
いた。転
倒時は、
児童が起
き上がる
のを見守
り、怪我
の有無を
確認。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

複数の児
童が追い
かけっこ
をしてい
る様子を
見守って
いた。

降園時な
ので引渡
しなが
ら、遊び
の様子を
見守る時
間でもあ
る。

児童を見守
る場所の確
認。保護者
対応をして
いる職員が
いる場合
は、他職員
は更に注意
深く児童を
見守る。転
倒時の怪我
の確認を怠
らない。

1779

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

24 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

6.水遊
び・プー
ル活動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯根破折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

プール遊
びは、児
童も夢中
になり動
きも活発
になるた
め、偶発
的な事故
が起こり
やすい。

プール遊
びは、事
故が起こ
る可能性
が高いこ
とを再認
識し、
プール遊
びのルー
ルを確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

2m×1.5m
ほどの大
きさの
プールに
本児含め
児童6人が
遊んでい
たが、児
童同士の
距離感は
適切で
あったか
（遊びに
夢中にな
り、児童
同士が近
接しすぎ
ていな
かった
か）

プールに
入れる児
童数を制
限する
（この時
は、3個の
プールを
用意し
プールの
大きさに
応じて入
れる児童
数を制限
してい
た）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

プールを3
箇所（近
接した位
置）に分
散して設
置してい
たため、
見守る目
も分散し
てしまっ
てない
か。

保育士の
配置を見
直す（例
えば、全
体を見守
る保育士
と個々の
プールを
見守る保
育士とに
分担する
等）

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

プール遊
びに夢中
になり、
潜ったり
飛び跳ね
たりと、
しだいに
動きが激
しくなっ
ていっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

3個のプー
ルの内、
本児の
入ってい
たプール
付近を中
心に見守
りをして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

残り2個の
プール付
近、それ
ぞれに1名
ずつ計2名
の保育士
が見守り
をしてい
た。各
プールを
中心に見
守りを
行ってい
た。

本児以外
の児童も
プール遊
びに夢中
になり、
互いに接
近した
中、動き
が活発で
あった。

プールでの
遊び方の見
直し。児童
同士の遊び
が激しくな
りすぎない
よう注意深
く見守り、
児童に対し
ても、周り
をよく見て
遊ぶよう指
導する。

1780

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

45 12 8 13 12 5 5
17.５
歳
2.女
児
― 8.その他

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2回

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
行動や心
を急かさ
ず行動に
移せるよ
うな声か
けを確認
した。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

登り棒下
には、厚
さ1.5ｃｍ
のウレタ
ンマット
と人工芝
がひいて
あった
が、もう
少しクッ
ション性
の高いゴ
ムマット
に変更し
た。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

活動の移
行場面で
は、急か
さずゆと
りを持っ
て行える
ように配
慮してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4月に入園
し、園の
遊具の扱
いやあそ
びにも余
裕や自信
がでてき
て来た頃
だった。
保育士の
室内へ入
るように
との呼び
かけに、
あと１回
のぼった
らと、気
持ちが急
いていた
のではな
いか。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭あそ
びから室
内あそび
へ移行す
る時間帯
であった
ため、移
動する子
どもや片
付けをす
る子ども
を見守っ
たり、遊
び続ける
子どもへ
室内に入
るように
の呼びか
けを他保
育士とす
る中で、
本児童の
様子を見
ている状
況だっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

活動の移行
場面では、
急かさずゆ
とりを持っ
て行えるよ
うに配慮し
ていく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1781

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

13 1 2 3 6 1 6 5
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

剥離骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

1.「思い
込み」が
先走って
しまっ
た、2.職
員配置数
が多いこ
とでか
えって散
漫になっ
てしまっ
た可能性

1.園児が
減ってい
く時間帯
の遊具の
使い方を
見直す。
2.お迎え
の対応を
１人ずつ
おこな
う、3.小
さなこと
だと思っ
ても報告
し情報を
保育者で
共有す
る、4.持
ち場を離
れるとき
は必ず声
掛けをお
こなう、
5.長泣き
している
場合は注
意深く視
診・触診
をおこな
う

1.定期的
に実施

1回/日
1.定期的
に実施

1回/日
1.定期的
に実施

1回/日

1.普段２
歳児が使
わない遊
具で興味
を誘って
しまっ
た、2.該
当遊具は
重ねられ
高くする
ことがで
きた

遊具単体
の点検で
はなく、
遊具同士
の組合せ
でどのよ
うな危険
が発生す
るかを検
証するこ
とが必要

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

お迎え対
応、おも
らし対応
で見守り
が不足し
死角がで
きた

職員間で
声掛けな
どの対応
が必要

4.具合
が悪
かった
(熱発・
腹痛・
風邪気
味等理
由を記
載)

特に具合
悪い状態
はなかっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

お迎えの
対応で対
象園児か
ら目をは
なしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレや
お迎えな
どで一時
的に人員
が少なく
なったこ
とに対し
て注意が
いきわ
たってい
なかっ
た。

一時的に
人員が少
なくなっ
た場合に
職員同士
での声掛
けが足り
なかった
のでは

一時的に人
員が少なる
ことは起こ
りうるので
職員間同士
の声掛けを
徹底する

1782

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
18.６
歳
2.女
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

朝の涼し
いうちに
遊ばせた
い思いか
ら遅番で
ある他職
員を待た
ず、一人
体制であ
るにもか
かわらず
子どたち
を園庭に
出してし
まった。

２人以上
の体制で
園庭に出
ることを
徹底す
る。ブラ
ンコや鉄
棒等落下
する恐れ
があると
思う物は
職員を配
置する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

―

待つこと
なく乗れ
るように
と、ブラ
ンコを３
基出して
いた。

ブランコ
のそばに
職員を配
置できな
いとき
は、ブラ
ンコを外
す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ブランコ
のこぎ方
がだんだ
んと上手
くなって
いること
に自信が
つき、い
つもよ
り、大き
くこいで
しまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児が怪
我（すり
傷）をし
たため、
日陰に移
動し処置
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

処置する
ところに
通りかか
り、園庭
の子ども
たちを見
守ろうと
したその
瞬間、落
下直後の
本児を見
つける。

―

２人以上の
体制で園庭
に出ること
を徹底す
る。ブラン
コや鉄棒等
落下する恐
れがあると
思う物は職
員を配置す
る。

1783

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

37 13 13 11 1 1
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

朝時の職
員配置、
体制が手
薄になる
ときがあ
る。ま
た、職員
の慣れも
あると考
えられ
る。

職員シフ
トの見直
し。朝の
人員の確
保を努
め、事故
防止マ
ニュアル
の読み合
わせの強
化。ま
た、園内
研修の回
数の増加
や研修内
容も事故
予防を多
く取り入
れ今後、
事故が起
こらない
ようにす
る。

1.定期的
に実施

247
1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

247

三歳児保
育室の出
入り口及
び扉は、
遊戯室か
らでは死
角になっ
ており園
児の保育
室への出
入りが見
づらく、
行動を読
みづら
い。

死角にな
る部分に
ミラーを
付けて三
歳児保育
室の出入
口が目視
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

勤務シフ
トの関係
で遊戯室
での見守
り体制が
保育士１
人だけに
なってし
まった。
また、本
来では朝
パート職
員も遊戯
室で見守
りを行っ
ている
が、事故
当日は障
害児に付
きっきり
になって
しまい、
４歳児保
育室にい
た。

勤務シフ
トの見直
しを行う
ととも
に、職員
の新規雇
用に努
め、就業
規則に定
める勤務
時間内で
職員配置
調整し、
遊戯室に
は必ず2人
以上体制
にする。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

登園時よ
り元気が
なく泣い
ていた。
その後朝
の支度を
途中まで
済ませ、
遊戯室に
泣きなが
ら歩いて
きた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室に
て３・
４・５歳
児の遊び
を見てい
たため他
の園児へ
の見守り
の体制が
甘かっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当時その
場に他の
職員がい
なかっ
た。

保育士１
名での見
守り体制
で遊戯室
を走る鬼
ごっこを
していた
ことによ
り事故へ
つながっ
た。ま
た、保育
士の見守
り位置も
遊戯室の
中央では
なく、全
てを見渡
せる位置
にいた方
がよかっ
た。

朝の自由あ
そびの内容
を考える
（職員配置
人数が少な
い時は走り
回るような
遊びはやめ
る）。ま
た、職員の
見守り位置
の確認や事
故検証を職
員会議で話
し合う。園
児たちにも
日頃から安
全に関して
注意を呼び
かける。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1784

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

23 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘関節
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

48 特になし 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・本児は
体の動き
が良く、
速く動く
ことで他
児とぶつ
かり転ん
でしまっ
た。

・個々の
子どもの
動きや特
徴を把握
して、声
掛けや援
助を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・速く動
こうとす
る気持ち
が強く、
転倒につ
ながっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・全体を
見ながら
指示を出
していた
が、危な
い動きで
はなかっ
たので見
守ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・危ない
動き、活
動ではな
かったの
で、全体
を見てい
た。

・本児は
体の動き
が良く、
速く動く
ことで他
児とぶつ
かり転ん
でしまっ
た。

・個々の子
どもの動き
や特徴を把
握して、声
掛けや援助
を行う。

1786

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

23 8 5 10 3 3
16.４
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ルを再度
見直し、
職員間
で、今回
の事故を
検証し、
子ども達
に、安全
について
の話をす
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4 ―

常に、施
設の状況
を把握
し、職員
間での連
携をしっ
かりと
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

職員は、
転倒の仕
方によっ
ては、事
故につな
がること
を常に考
えて行動
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

職員は、子
ども一人ひ
とりの特徴
をしっかり
把握し、保
育にあた
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・なかな
か遊びが
見つけら
れない本
児を誘
い，4歳児
1名，3歳
児1名とと
もに4名で
ボールの
やりとり
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・1名は大
縄跳びを
回しなが
ら，縄跳
びをする
子や他の
遊びをす
る子の様
子も見
守ってい
た。1名は
大型積木
で遊ぶ子
どもたち
を見守
り，1名は
他のボー
ルで遊ぶ
子と一緒
に遊んで
いた。

・普段か
ら，走っ
ていて転
びやす
かった
り，前を
よく見て
いなくて
物にぶつ
かりそう
になるこ
とがあ
る。
・受診
時，母親
から夜中
に何度も
起きて寝
不足だっ
たという
話があっ
た。

・全身を動
かす遊びを
意識的に取
り入れ，足
腰を鍛えた
り，転んだ
時に上手く
転んだり手
が出せるよ
うな体作り
をしてい
く。
・視野を広
げることが
できるよう
に，目標物
に向かい歩
いたり走っ
たりできる
ような機会
を作り，遊
びにも取り
入れる。
・活動の前
には，「前
を見て歩こ
うね」等の
具体的で分
かりやすい
言葉がけを
する。
・保護者と
連絡を密に
とり，朝の
健康観察を
丁寧に行
い，個々の
体調に合わ
せた遊びの
設定を行
う。
・子どもの
体調に係わ
ることにつ
いて，細か
いことでも
朝連絡して
もらえるよ
う保護者と
の連携を密
にする。

特記事項
なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

・狭い遊
戯室での
複数の遊
びの設定
が適切で
はなかっ
た
・ボール
は蹴らず
に手で扱
うよう事
前の声が
けが足り
なかった
・本児の
運動面で
の育ち
（転倒し
やすい、
けがが多
いなど）
を把握し
た上での
配慮が足
りなかっ
た

・ボール
と縄跳び
は同一の
場所で行
わない
・遊戯室
が狭いの
で、ボー
ルを蹴る
遊びは行
わない
・遊戯室
での活動
の前には
準備運動
を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・遊戯室
で遊んで
いる時は
普段と変
わらない
様子で
あった
が，朝か
ら少しの
ことで泣
いたり
怒ったり
して，落
ち着かな
い様子で
あった。

48
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300
特記事項
なし

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

・マニュ
アルは遊
びや遊具
の使い方
など具体
的にある
が，職員
全員に周
知されて
いなかっ
た。

・マニュ
アルを全
職員が理
解できる
よう，遊
戯室での
安全な遊
び方や遊
具の使い
方につい
て目につ
くところ
に掲示す
る。

1.定期的
に実施

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

4 2
17.５
歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

16 82.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 ―1785

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1787

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

28 3 2
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左転子下
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルを周知
していて
も予測で
きない事
態への対
応を心掛
ける必要
がある。

事故予防
防止マ
ニュアル
を再確認
し、職員
で今回の
事故を検
証する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

50

いつも遊
んでいる
芝生上の
活動でも
転倒時は
危険を伴
うことを
頭に入れ
ておく。

転倒の仕
方によっ
ては事故
につなが
ることを
常に考え
て行動す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

絵具遊び
をしてい
る子ども
達と距離
があった
ため、接
触はない
と安心感
を持って
しまっ
た。

活動の切
り替え時
も常に子
ども達一
人ひとり
の状況や
性格など
を考え保
育士の役
割分担を
しっかり
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

休み前で
あり、気
分は高揚
していた
のではな
いか。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

出来あ
がったの
が嬉しく
て目の前
を走り出
したのは
認識した
が転倒し
た瞬間は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

４歳児は
テラスに
いたがク
ラス単位
で活動し
ていたの
で、対象
児の動き
は見てい
なかっ
た。

普段から
走ったり
転んでも
大丈夫な
場所で
あった
が、子ど
もの疲れ
具合や気
持ちの高
ぶりまで
は予想し
ていな
かった。

個々の子ど
もの状況を
常に把握
し、保育士
間での声掛
け、連携を
しっかりと
する。

1788

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

24 3 3
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折
（左側）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置

園庭には
芝の部分
が数箇所
あるが、
今までそ
の場所で
転んでも
怪我がな
かったの
で、安全
に対する
意識が足
りなかっ
た。
園庭あそ
び時に
は、固定
遊具の近
くにいる
職員、全
体を把握
する職員
を配置す
るが、あ
そびを始
めた直後
で安全配
慮が足り
なかっ
た。

園庭に出
る前に
は、園庭
の状態を
確認し、
子ども達
にも安全
について
の話(走っ
ても良い
所、ぶつ
からない
ようにす
るなど)話
をする。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50 ―

園庭整備
(芝刈り、
除草、地
面の凹凸)
の必要性
を再度確
認し合
い、実施
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

3人の保育
士が子ど
も達と一
緒に走っ
たり、様
子を把握
したりし
ていた。

普段の活
動の中
で、運動
発達を促
すあそび
を意識し
て取り入
れ身体作
りを行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

元気で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

(対象児を
含む)数人
の園児の
動きに合
わせなが
ら、対象
児のやや
後ろにつ
いてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

残り2人の
職員も園
庭で保育
を行い、
全体の動
きを見て
いた。

普段の活
動では喜
んで(わ
りと活発
に)走る
ので、保
育士も安
心して走
り始め
た。

遊び始める
前に必ず園
庭の状況を
把握し、子
ども達に対
して安全に
関する話を
したり、職
員間で確認
し合う。

1789

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 3 5 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

職員間の
役割を確
認し未然
防止に努
める。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

― ―

環境を整
えるため
危険個所
の確認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

昼食後の
過ごし方
について
徹底が完
全ではな
かった。

静的な遊
びの提供
と過ごし
方（室内
は走らな
いこと）
の徹底・
確認。状
況に応じ
た言葉が
けをし事
故を未然
に防ぐ。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は食
事終了が
遅いのだ
が、完食
が他の友
達より早
かったた
め、うれ
しさから
気持ちが
高ぶって
しまい落
ち着かな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

落ち着か
ない対象
児を注意
したり、
食事が終
わってい
ない子や
食が進ま
ない子へ
の対応を
していた
が、対象
児がバラ
ンスを崩
した時に
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

隣室で、
食事の対
応をして
いたため
見ていな
かった。

―

保育士同士
の連携・声
かけを強化
する。
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学
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そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1790

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

18 4 3
18.６
歳
1.男
児

本人に関す
る特記事項
はなし。天
候は良好

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
特になし 特になし ― ― ― ― ― ― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

常に全員
がばらば
らで動い
ている活
動のた
め、長年
の経験か
らこの職
員配置が
ベストで
ある

保育士が
多いほう
が目が届
くが、保
育園では4
歳児以下
は通常保
育がある
ため、保
育園の保
育士配置
基準から
すると、4
名以上の
引率は出
来ない。
今年度は5
歳児が18
名と例年
より少な
いため、4
名は妥当
である。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動が得
意で、普
段から元
気のある
子どもの
ため、ソ
リのス
ピードに
も怖がら
ず挑戦し
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園児18名
に対し、4
名の職員
で引率。
滑り出し
の場に1
名、下に1
名、2名は
ゲレンデ
の巡回と
園児と順
番に二人
乗りで滑
り滑走指
導(ブレー
キのかけ
方や曲が
り方を指
導)

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ソリとい
うスピー
ドのでる
もの、ま
た長い距
離をすべ
るため、1
人の職員
が担当で
きること
ではな
く、上、
途中、下
と担当は
分かれて
いた

前日、ま
た当日滑
る前での
事前指導
でも、そ
りへの座
り方、ブ
レーキの
かけ方、
よけ方な
ども実際
ソリに
座って練
習してき
たが、い
ざ雪の上
でスピー
ドが出て
しまう
と、楽し
くてブ
レーキを
かけ忘れ
る子ども
が多く、
職員も大
声で指示
していた
時の事故
だった。

ゲレンデで
興奮状態に
なると夢中
で遊びだし
てしまうた
め、滑る前
に、ゲレン
デのなだら
かな所で、
実際に一人
づつ滑って
止まる練習
をして、
しっかり止
まり方を覚
えてから自
由滑走とす
べきであっ
た。雪の無
い所での練
習はあまり
意味がな
かったよう
である。

1791

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

178 7 18 24 50 34 45 29 28
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕肘
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

活動途中
でトイレ
に行かせ
たこと

落ち着い
ていくよ
う声掛け
をする

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日 特になし

施設整備
の要因で
あるとは
考えにく
いため

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

走ってト
イレに行
くところ
を注意し
なかった

走らない
よう声を
かける

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの様子
であった
が、活動
途中でも
あり急い
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレか
ら戻って
きたのを
確認した
が、急に
振り返っ
たところ
に後続の
戻ってき
た園児と
ぶつかり
転倒した
のを見て
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の保育
室で保育
を行って
いた

複数人数
で行かせ
たことに
より競争
心が生ま
れ慌てて
しまった

できるだけ
活動途中で
トイレに行
かせないよ
う、行く場
合は一人ず
つ行かせ、
転ばないよ
う声をかけ
る

1792

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

2 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘の骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

子どもの
発達に伴
う安全管
理等の研
修の必要
性につい
て検討す
る。

上記の研
修参加人
数を増や
す等の実
施につい
て配慮を
してい
く。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

12

鉄棒使用
時には、
今の安全
マットだ
けではな
く、もう
一枚敷く
等検討し
ていく。

使用時間
を決め、
必要に応
じて安全
マットを
増やす。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士
は、遊具
の近くに
いたが、
もう一方
で遊んで
いる子に
気を取ら
れ、落ち
る寸前に
助けるこ
とができ
なかっ
た。

鉄棒は、
順番を待
ち一人ず
つ遊ぶこ
とを、徹
底した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子どもの
心理か
ら、出き
る子の真
似をした
かったた
め挑戦し
たのでは
ないか。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで保
育士が見
守ってい
たが、
とっさの
ことで受
け止める
ことがで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のクラ
スも、戸
外にでて
いたの
で、他の
遊具で遊
ぶ子の様
子をみて
いた。

子どもの
意欲を考
え、鉄棒
での補助
ができる
ようにす
る。

補助者の立
ち位置を常
に考えてい
く。

1793

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

11 2 2
15.３
歳
2.女
児
無し

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

若木骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10
2.基
準配
置

2名の保育
士の役割
分担を明
確にす
る。1名安
全管理、1
名は保育
を重点に
おく等、
マニュア
ル外の具
体的な対
応を検討
する。

上記職員
配置にあ
る役割分
担につい
て、職員
周知し活
用してい
く。

1.定期的
に実施

10
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

12

年齢発達
にあった
玩具の種
類や必要
な量につ
いて検討
する。

園児の数
や保育士
の体制に
見合った
玩具の種
類・数を
選定す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

買い物
ごっこが
好きで、
鞄にまま
ごとの玩
具を入れ
て遊んだ
り歩いて
いた。鞄
に玩具を
多くつめ
たこと
で、足に
触れよろ
けてし
まったと
思われ
る。

鞄に玩具
をつめす
ぎていな
いか、保
育士は子
どもの遊
びや動き
をしっか
り見る。
また、遊
びで使う
鞄の大き
さが年齢
に相応し
ているか
全学年検
証した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

子どもの
心理か
ら、玩具
をたくさ
ん自分の
ものにし
ておきた
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

少し離れ
たところ
で遊びの
様子をみ
ていた
が、足に
触れよろ
けること
を予想で
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで遊
びの様子
をみてい
たが、足
に触れよ
ろけるこ
とを予想
できな
かった。

年齢に対
しての玩
具の見直
しの怠り
があっ
た。

子どもの発
達を考え、
危険に繋が
らないか動
きや遊びを
しっかり見
守る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1794

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

46 12 13 15 6 4 4
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

リスク管
理につい
て全職員
で共通理
解する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

288
1.定期的
に実施

12

雲悌の下
に芝生を
植える
が、うま
く芝生が
生えず硬
い地面が
むき出し
になって
いる。

雲悌の下
にマット
を２枚敷
き、衝撃
を和らげ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育士が
サポート
できる位
置で見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲悌がで
きるよう
になりた
いという
意欲があ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲悌には
数名の子
供たちが
いて、順
番に行う
ように指
導してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢児
が園庭に
いたた
め、それ
ぞれ園庭
で遊ぶ子
供を見
守ってい
た。

―

雲悌を使用
するときは
保育士の立
ち位置を確
認し、正し
い使用法を
今一度指導
する。

1796

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

29 3 3
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手環指
末節骨骨
折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

危険の予
測、職員
の配置へ
の配慮が
必要で
あった。

今回の事
故の状況
や原因に
ついて職
員で検証
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

点検にお
いて危険
箇所の把
握が必要
であっ
た。

今回事故
のあった
場所に再
発を防ぐ
ことがで
きるよう
に“きけ
ん　はさ
まない
で”とい
う表示を
つけて注
意喚起を
した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

狭い場所
での活動
を3歳児2
クラスが
合同です
ることは
待ち時間
や内容を
考えると
難しい部
分があっ
た。

保育内容
に応じて
時間や人
数を考え
子どもの
負担のな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

種まきが
終わった
ので他児
と一緒に
門の周辺
にいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

2クラスを
3人で分担
して見て
いた。担
当は種を
まく子ど
も達につ
いていた
ため、事
故の瞬間
は対象児
を見てい
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人が門の
外に遊具
をとりに
いって1人
は門の近
くで子ど
も達を見
ていたが
対象児の
近くにい
た児が他
児とトラ
ブルにな
りそう
だったの
でそちら
に意識が
向いてい
た

短時間
だったた
め門を開
けたまま
の状態に
してい
た。その
ために門
から出た
りしない
ように見
ている職
員が必要
になっ
た。

短時間でも
必ず門を閉
め指が挟ま
らないよう
にする。ま
た、開閉の
時は近くに
いる子ども
の状況など
に細心の注
意をはら
う。

― ―

延長時間
での縦割
り保育
中、いつ
もと違う
雰囲気で
の自由遊
びの為特
徴のある
子たちつ
いては、
特に配慮
が必要に
なる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わらな
い様子の
中、他児
たちは園
庭で自由
あそびを
してい
た。鬼
ごっこ
や、走っ
ている子
が数名い
た中で対
象児は園
庭でただ
立ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児に
ついては
静かに遊
ぶことを
好むた
め、戸外
遊びにお
いても、
落ち着け
る空間が
必要に
なってく
る。

12
1.定期的
に実施

園庭の中
で、対象
児の至近
距離にい
た職員の
反対方向
にいたた
め対象児
がぶつ
かったこ
とに気づ
かなかっ
た。

園庭での
職員間の
連携をも
う少し密
にする必
要があっ
た。また
個人的に
配慮が必
要な児で
あったた
め、より
丁寧に対
象児の行
動を見守
る必要が
あった。

保育を担当
する職員で
連携を取
り、今まで
以上によく
見る必要が
ある。ま
た、活発に
遊ぶ子が多
い中での自
由遊びの場
合より危険
がないか危
険予測をし
つつ見守
り、特に個
人的に配慮
が必要な子
に関しては
より気を付
ける。

今回の対
象児のよ
うに、発
達の面で
動きが
ゆっくり
で瞬時に
反応でき
ない場
合、広い
園庭で他
児が活発
に遊ぶ中
での見守
りを強化
しなけれ
ばならな
い。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

対象児が
見える位
置に立っ
て子ども
たちの様
子を見て
いた中
で、他児
が対象児
にぶつか
り、倒れ
た。側に
いき、大
丈夫かと
尋ねた
ら、肩を
抑え立ち
上がっ
た。手が
動くか等
を試して
みると痛
がる様子
もなく動
かしたた
め、様子
を見守る
ことにし
た。その
後、おや
つの
ジュース
の時間に
なると、
自分で手
洗いをし
ジュース
を飲み、
滑り台で
あそんで
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

12 特になし

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

園庭で他
児達が活
発に遊ぶ
場合、対
象児につ
いては安
全な場所
で遊べる
ように配
慮する

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

鎖骨骨折2 2
16.４
歳
1.男
児

1 8 13 12 14 121795

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60
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学
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の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1797

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

32 3 3
16.４
歳
1.男
児

保育士の言
葉がけが理
解できない
時があり、
それ故、席
に座ってい
られない場
合がある。
身体面は特
に問題な
い。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左脛骨亀
裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

・どんな
些細なこ
ともけが
につなが
るので、
より細か
い点にも
気づける
ようヒヤ
リハット
の報告を
し合いそ
の対策も
話し合い
記録す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

―

ソフト
クッショ
ンの床な
ので強い
衝撃はな
いが、本
児のよう
に滑り込
もうと足
を着く際
少しつん
のめるか
もしれな
い。

ソフト
クッショ
ンでも、
走ったり
ジャンプ
したりす
るとけが
につなが
ることも
あるの
で、子ど
もの様子
をしっか
り見て声
を掛けた
り、止め
たりす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

順番を
待ったり
座ってい
ることが
苦手な子
である
が、縄跳
びを跳ぶ
のが一人
づつで
あった
為、待ち
時間が長
くなって
しまっ
た。

広い部屋
で障害物
もない状
況ではあ
るが、待
つことが
苦手な子
に対して
どのよう
に待たせ
るか、参
加の仕方
等考えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・少しは
参加した
が、待つ
時間が長
くなり
立って走
りだし
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・立って
走り出し
たが、他
の子ども
について
いた為、
本児の方
を見なが
ら走らな
いよう声
を掛け
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

　・クラ
ス担任は
全体を見
て活動を
進めてい
た。もう
一人の保
育士も担
当の加配
枠の子ど
もを見て
いた。

―

どの保育士
も子どもが
動いた際の
援助には十
分気をつけ
る。

1798

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

89 30 30 29 9 9
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折（橈骨
尺骨骨
折）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

ヒヤリ
ハット等
を用いた
研修によ
り職員の
安全意識
向上を図
ります。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

鉄棒の落
下地点に
安全マッ
トを設置
していな
かった。

安全マッ
トを設置
した。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

雲梯・鉄
棒と活動
的に遊
び、逆上
がりがで
きるよう
になり得
意になっ
て行い、
興奮気味
の状態
だった。

落ち着い
てするよ
う言葉か
けをす
る。遊具
の安全な
使い方の
指導をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

雲梯・鉄
棒と活動
的に遊
び、逆上
がりがで
きるよう
になり得
意になっ
て行い、
興奮気味
の状態

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当クラ
スの子ど
もたちの
位置確認
をしなが
ら、戸外
遊びをし
ている子
どもたち
を見守っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当クラ
スの子ど
もたちの
位置確認
をしなが
ら、そば
で遊んで
いる子ど
もたちの
様子を、
怪我のな
いよう見
守ってい
た。

―

子どもの行
動・様子を
確認し、必
要に応じて
注意を呼び
かけます。

1799

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

39 23 16 4 4
16.４
歳
1.男
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折　
右橈骨尺
骨骨折　
右橈骨尺
骨遠位部
開放骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

ヒヤリ
ハット
マップ上
で、
チェック
が入って
いなかっ
た。

ヒヤリ
ハット
マップに
表示し、
危険場所
として意
識するよ
う職員周
知した。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

51
2.不定期
に実施

3

新しく設
置した遊
具で、保
護マット
を点検項
目に入れ
てなかっ
た。

安全点検
簿の項目
に追加
し、点検
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

延長保育
時、随時
降園する
子がい
る。

延長保育
時、降園
する子の
対応を改
善し、子
ども活動
から目を
離さない
体制とし
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り、体調
や機嫌な
どに変わ
りなく過
ごしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他のクラ
スの子と
合同での
活動だっ
たため、
本児の遊
びを見落
としてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

門の近く
に走り出
した子の
対応をし
ていた。

送迎時の
時間
チェック
や保護者
対応をす
る職員が
いる。子
どもから
目が離れ
る場面が
ある。

送迎時の時
間チェック
の方法を改
善し、子ど
もの活動か
ら目を離さ
ない体制と
した。

1800

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

36 5 5
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

いつも
使ってい
る下駄箱
であった
ので、職
員も安心
してい
た。

子どもの
動きがよ
く見える
よう職員
の立ち位
置を考え
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

コンク
リート部
分に砂が
あったの
で、滑っ
た可能性
がある。

コンク
リート部
分の砂を
はくよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

部屋に入
る時で
あったの
で、慌て
たのでは
ないか。

危険が予
測される
場所につ
いては職
員間で情
報を共有
し、子ど
もに指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもの
ように
走って保
育室に向
かってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

部屋に入
る園児も
いたの
で、テラ
スから見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭には
いたが特
別意識し
てみてい
なかっ
た。

今までケ
ガがおき
なかった
ため、危
険に対す
る意識が
うすかっ
た。

職員同士連
携し、状況
に応じた指
導をしてい
く。

1801

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 10 20 20 6 6
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

職員が一
か所に固
まらず、
いろいろ
な場所か
ら子ども
の遊びを
見守って
いたが、
見えにく
い場所へ
の配慮が
足りな
かった。

危険を予
測する能
力が弱
かった。
また、疑
問点が
あった場
合はその
ままにし
ておか
ず、近く
にいる保
育者同士
で共有し
改善して
いく。

1.定期的
に実施

2回/月
1.定期的
に実施

2回/月
1.定期的
に実施

都度実施

遊具の管
理の仕
方、片づ
け方

使わない
遊具に
は、シー
トをかけ
るなどし
て、視覚
的に子ど
も達にも
わかりや
すい方法
を徹底す
る。その
都度、遊
具の配置
に無理が
ないか意
識する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

大型遊具
(六角タ
ワー)の裏
側に配置
されてい
た遊具(鉄
棒)がある
ことに、
保育者間
で周知・
把握がで
きていな
かった。

安全面を
考慮しな
がら遊具
を配置し
て、危険
を感じた
ときは、
声をかけ
あいなが
ら調整し
ていく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

鉄棒を利
用できな
いように
している
と思って
いたた
め、その
場所に対
象児がい
ることに
気づいて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒を利
用してい
いのか、
そうでな
いのか、
わかって
いなかっ
たため、
対象児を
見ていな
かった。

保育者間
で連携が
とれてお
らず、鉄
棒の側に
いること
ができな
かった。

個々の保育
者の危機管
理意識を高
め、声を出
し合い連携
をとってい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1802

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

11 2 2
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕上腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

下見をし
ていて
も、そこ
で起こり
得る事故
予測があ
まかっ
た。

危機管理
マニュア
ルに基づ
き再度事
故防止に
ついて考
える。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

前日に現
地を下見
し、安全
に遊べる
よう、保
育者の位
置を確か
めた。

予想され
る子ども
の遊び方
を思い描
き、対応
できるよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

５歳児に
とってふ
さわしく
ないと、
判断した
遊具は使
用しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日常的に
順番や場
所を競い
合ってい
たクラス
の園児
と、すべ
り台の上
部へ登る
ために先
頭を競っ
ていた。
そのとき
左手には
クルミを
持ってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

すべり台
の斜面の
横では地
域の方が
見守って
いたた
め、担当
職員は、
すべり台
の階段を
登る、他
の子ども
たちの側
で安全を
確保して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別の遊具
の子ども
たちにか
かわって
いた。

散歩先の
公園が、
家庭から
もよく出
向いてい
る場所と
いうこと
もあり、
危機感の
ない遊び
方になっ
た。

遊具の高さ
や斜度な
ど、５歳児
にとって安
全なもので
あるかどう
かの見極め
と子どもの
気持ちの高
ぶりを考慮
して遊び方
を確かめ合
う。

1804

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 10 15 22 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―
マニュア
ルの検討

2.不定期
に実施

1～2
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

遊具・お
もちゃの
点検のポ
イントを
話し合
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

室内にお
ける危険
個所を認
識した後
の改善を
即するこ
と。戸外
でも同
様。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びに
行ったと
きに１人
で遊んで
いて、
立ったま
まの状態
でジャン
プしなが
ら回転し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団活動
中に他児
と砂場で
団子作り
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内から
外へです
子どもを
見守る、
一人部屋
に残って
いた子も
含めて見
ていた。

―

室内から戸
外へ出ると
き一斉に出
ないように
再確認す
る。室内か
らの外出時
は一旦気持
ちを落ち着
かせてから
戸外へ出る
ように、絵
本などの時
間を設け
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
に関わっ
ていた。

園児に対す
る職員の数
は十分で
あったと思
われるが一
人ひとりの
動きを十分
予想し保育
に当たる。

―

１５ｃｍ
の長いす
の下には
１．５cm
の厚さの
クッショ
ン性のあ
るマット
がして
あったの
だが、そ
こから
ヒーロー
になって
肘から飛
び降りた
ためと考
える。

室内での
ヒーロー
遊び（特
に椅子か
らの飛び
降り）は
禁止にす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

他児が長
いすから
飛び降り
たのを見
てすぐに
まねをし
て飛び降
りた。
ヒーロー
になって
いた為
かっこよ
く着地を
決めたい
気持ちが
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ヒーロー
のベルト
を作って
ほしいと
せがまれ
たが、
ヒーロー
ごっこに
なると戦
いが始ま
りトラブ
ルになる
事が予想
されたの
でその旨
を伝えて
断り、子
どもの様
子を見て
いた。何
度もとび
おりをす
るような
らとめよ
うと思っ
ていたと
ころ、他
児を真似
た初回の
飛び降り
で事故が
発生し
た。

1.定期的
に実施

24 3.未実施

１５ｃｍ
の長いす
の下には
１．５cm
の厚さの
クッショ
ン性のあ
るマット
がして
あったの
だが、そ
こから
ヒーロー
になって
肘から飛
び降りた
ためと考
える。

未満児の
部屋で
あったた
め、いず
の高さも
クッショ
ン性のあ
るマット
も敷いて
あったの
だが、以
上児が遊
べる遊具
を工夫
し、準備
する。

7.その
他

3
2.基
準配
置
特になし 特になし

1.定期的
に実施

242.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外上顆骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
16.４
歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

―3 1 2
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

8 3 11803

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1805

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

86 25 28 33 10 10
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第２中
手骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

― ― ―

園内研修
などを通
して、危
険予測や
事故防止
のための
知識や技
術を確認
しさらに
学んでい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

引き続き
安全点検
をしてい
く。また
職員が気
づいた時
点で迅速
に何らか
の対応を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具で遊
ぶときは
保育士が
必ずいる
ときに遊
ぶよう、
子どもに
再度指導
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

5歳児と一
緒に鉄棒
をしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ほかの大
型遊具の
ところに
ついてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

ほかの大
型遊具の
ところに
ついてい
た。

―

園児が遊具
を使用する
ときは必ず
保育士がつ
く。

1806

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

24 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

ちょっと
した職員
の油断

運動遊び
をする時
は保育士
も気を引
き締めて
一人一人
に丁寧な
対応が必
要であ
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎月1回

雲梯の下
の芝生も
少し硬め
になって
いた。

クッショ
ンをつけ
人工芝の
上にも
マットレ
スを敷く
ことにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

少し高め
の遊具に
チャレン
ジしてい
たので無
理したか
もしれな
い。

遊具使用
時には
個々の成
長をみな
がら無理
のない丁
寧な対応
が必要。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

やる気が
出てきて
元気よく
チャレン
ジしてい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 雲梯の真
ん中で保
育士が立
ち右左と
進んで行
く子を見
ていた。
本児もう
まく進め
たのであ
と一つと
声をか
け、次の
子供に目
を向けて
いた時、
片手でぶ
ら下がり
受け止め
ようとし
たが補助
が遅く間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任は2名
いるが1名
はクラス
でおやつ
の後かた
ずけやお
帰りの用
意をして
いる子の
対応をし
ていた。

ちょっと
した職員
の油断

運動遊びを
する時は、
一人一人の
発達・成長
に合わせた
丁寧な対応
をし、無理
はさせな
い。（低め
の雲梯です
る等）最後
まで気を抜
かないこ
と。

迎えを待
つ合同保
育中の事
故であ
り、担当
保育士は
全体を見
ながら保
護者への
申し送り
も同時に
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児を中
心に保育
してい
た。

4年目の
本児童の
担任職員
であっ
た。事故
の起こっ
た際本児
がぶつか
り、尻も
ちをつく
瞬間も見
ていたが
激しく
走ってい
たわけで
もなかっ
た。尻も
ちも激し
くついた
様子もな
かったが
手首が痛
いと少し
の間泣い
ていた。
その5分
後に迎え
が来て本
児が大丈
夫だと
いったの
でその言
葉を信じ
視触診を
怠った。

危機管理の
意識をより
一層高く持
ち、怪我の
可能性を頭
に置きなが
ら保育に従
事するよう
心掛ける。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

17時過ぎ
の事故で
お迎えの
保護所の
出入りも
あり、担
当保育士
も保護者
への伝達
事項など
があり子
どもを見
る事だけ
に集中で
きない環
境であ
る。

子ども達
の様子を
見なが
ら、一度
集めて静
の遊びを
取り入れ
る。その
際再度外
遊びの約
束の確認
を子ども
とおこな
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

注意散漫
な傾向が
あり体も
小柄であ
る。全体
の指示が
若干入り
にくい児
童であ
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1.定期的
に実施

3
2.不定期
に実施

1 無し

何もない
平らな所
庭で4歳児
とぶつか
り、跳ね
返され尻
もちの際
の着地時
についた
腕が骨折
した為、
改善策は
見当たり
ません。

3
2.基
準配
置

3歳１４
名・4歳18
名・5歳児
10名で夕
方の合同
保育の際
に起きた
事故であ
る。所庭
での約束
事の中に
「走らな
い」こと
を子ども
と確認し
てから遊
ぶが、本
児童に伝
わってい
なかった
か定かで
はない。

集団の動
きに合わ
せて途中
でクール
ダウンさ
せる。約
束の再確
認を行
う。

1.定期的
に実施

122.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
17.５
歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

―14 18 10 4

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

49 71807

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1808

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

5.4歳児ク
ラス

17 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

行きなれ
た公園と
いうのも
大きな要
因のひと
つだと考
えられる

あまり行
かない公
園の場合
は常に周
りに対し
て緊張し
ているが
そこが少
し欠けて
いたので
職員に再
度徹底。
公園に着
いたらこ
どもたち
と遊び方
について
再確認す
る

1.定期的
に実施

3 ― ―
2.不定期
に実施

―

公園の遊
具につい
てはどん
な遊具が
あるか等
は気にし
ていた
が、いつ
からその
公園にあ
るとかは
知らない
ので古い
遊具につ
いては情
報が欲し
い場合も
ある

必要があ
れば公園
事務所等
に確認

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園の遊
具につい
て等職員
同士情報
交換は実
行してい
るが、行
く前にど
の周辺を
各々が重
点的に見
守るのか
きちんと
定めた方
が良い

公園では
職員が移
動する場
合、きち
んと声を
出して伝
えるよう
にする。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

何度か注
意をして
いたし、
いつもよ
りは活発
だったの
でもう少
ししっか
りと見守
れていれ
ば良かっ
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全く逆の
ところか
らこども
たちを見
守ってい
た。職員
が立って
いる側は
高めの滑
り台もあ
り、そち
らが気に
なるとの
判断で逆
側に居
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のこど
ものすり
傷の確
認・状況
把握中
だった

どの保育
士もこど
もがどん
な小さな
ケガをし
ても気に
なってし
まう。ケ
ガの状
態・状況
の確認・
把握の仕
方にも問
題があ
り、こど
もの見守
りが減っ
てしま
う。

一旦こども
の活動を止
めて、ケガ
の確認等す
る

1809

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

15 3 3
13.１
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児が走
り出した
ことで、
バランス
を崩した
と思われ
る

移動の際
には走ら
ないよう
声をかけ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午睡前の
着替えの
ため、名
前を呼ば
れて保育
士の所へ
行こうと
走った

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当保育
士の所に
向かって
きたが、
あと数歩
のところ
で、急に
ガクッと
なり座り
込んだた
め、手を
差し伸べ
ることが
出来な
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トイレで
排泄をし
ている児
童の見守
りと補
助。アレ
ルギー児
が居るた
め、給食
の後片付
け,掃除を
していた

給食後は
排尿、排
泄を済ま
せた子ど
もから、
順番に着
替えをす
るという
流れが出
来ている
ため、個
別に名前
を呼んで
いる

名前を呼ば
れても、急
がずゆっく
りと移動で
きるように
その都度、
しっかりと
声かけをし
ていく

1810

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

53 16 19 18 4 4
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕ひじ
関節付近
の骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

職員配置
やゴム
マット設
置等は現
状を維持
し、子ど
もたち自
身の遊び
方に注意
し、危険
な行為に
関しては
随時注意
を促す。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日

雲梯遊具
としては
高さも適
切に設定
されてお
り、子ど
もたちが
遊ぶ際も
見守り職
員が子ど
もの年齢
等も考慮
して、遊
ばせてい
る。

特に改修
を行う予
定はない
が、見守
り職員の
声掛け
や、子ど
もに合わ
せた適切
な遊び方
を提供し
ていく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故に
あった子
どもは小
柄ながら
運動神経
も優れて
おり。雲
梯も自信
を持って
取り組ん
でいた。
ただ、そ
の状況が
職員や本
児自信の
油断とな
り、事故
を招く結
果になっ
た

梯遊具自
体を撤去
するとい
うのは安
全面にお
いてはリ
スク排除
すること
にはなる
が、人気
遊具であ
り教育面
において
も小学校
へ繋げる
大事な運
動のひと
つと考え
ている。
遊び方に
気を付け
て活動で
きるよ
う、職員
はじめ、
施設利用
者に対し
ての注意
発起を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり好き
な雲梯で
活動する
姿だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児が手
を滑らせ
落下する
瞬間は一
瞬であっ
たため、
受け止め
たり支え
たりとい
うような
行動を起
こすこと
が出来な
かった。
ただ、落
下時に状
況はよく
見てお
り、保護
者への説
明や病院
への説明
も適切に
行えた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各自、打
合せのも
と適切な
位置に配
置されて
おり、
各々の担
当個所を
重点的に
見守って
いる状
況。全体
を見守る
職員は事
故にすぐ
気づい
た。

遊びの得
意不得意
で判断す
るのでは
なく、常
時起きう
るであろ
う事象に
対しての
イメージ
を持って
おき、咄
嗟の行動
に繋ぐこ
とができ
るよう意
識してお
く

雲梯を得意
としている
本児では
あったが、
もしかして
手を滑らせ
て落下する
かもしれな
いというイ
メージは常
に持てるよ
う、咄嗟の
行動が取れ
るようにし
ておく

1811

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

30 10 5 15 3 3
18.６
歳
2.女
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

事故当時
異年齢保
育。園児
３０人に
対して園
庭に保育
士が３人
いたが、
そのうち
１人は作
業をして
いた。全
体が見え
る位置に
配置して
いたが、
落下の危
険のある
遊具の側
について
いなかっ
た。

今回の事
故要因を
分析し、
マニュア
ルの作成
を検討す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

12 ―

定期的に
点検を実
施してい
るため改
善策な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

職員の配
置を行っ
ていたた
め改善策
なし。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
等問題な
く、外遊
びをして
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園庭で子
どもたち
の見守り
をしてい
たが、干
してあっ
たブルー
シートの
片づけに
取り掛か
り、子ど
もから目
を離して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の対応及
び保護者
の対応を
してお
り、見て
いなかっ
た。

園児の見
守りで配
置してい
たが、自
己判断で
作業に取
り掛かっ
てしまっ
た。遊具
のそばに
ついてい
なかっ
た。

雲梯、ジャ
ングルジム
等、落下の
危険がある
遊具には必
ず職員がそ
ばにつく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1812

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

3 3 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

園児が落
ち着いて
過ごせる
ように、
職員の関
わりを考
える。

2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

保育室の
環境構成
を工夫す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児が集
中できる
時間を考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋の中
で職員と
園児全員
が椅子に
座って話
をする時
間に、本
児と他児
１名が机
の周りを
走り回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の園児
に話をし
ながら、
対象児の
動きを見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
と関わっ
ていたの
で見てい
なかっ
た。

―

日々の園児
の様子を把
握し、職員
同士が声を
かけあいな
がら園児を
見守り、必
要なときは
個別に対応
する。

1813

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

16 7 9 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯脱臼
8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10～12
2.基
準配
置

園外保育
であった
ため、必
要保育士
数を多く
配置す
る。

定期的な
研修や日
常的な声
かけによ
る、いか
なる状況
でも事故
を予防し
ようとい
う全職員
への意識
づけ。ま
た、園内
保育と園
外保育と
の職員配
置を見直
す必要が
ある。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし
7.その
他

散歩コー
スの事故
現場の道
路舗装状
態が非常
に悪く、
子どもが
容易に転
倒する状
態であっ
た。

市に道路
舗装整備
要望を出
し、7月末
に工事着
工し、8月
上旬に道
路の舗装
整備が完
成した。
また、散
歩コース
を事前に
下見する
必要があ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園外保育
で嬉しそ
うでは
あったも
のの、気
持ちが高
揚して危
険な姿が
見られる
というこ
ともなく
ふだんの
様子と変
わりな
かった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

先頭を歩
き、園児
の横断歩
道横断を
誘導して
いたが、
道路舗装
状態の悪
さに気が
付かず、
通行車両
に気をつ
けること
を優先し
てしまっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

最後尾で
園児の横
断の見守
りや周囲
状況の確
認をして
いた。

一人ひと
りの園児
に対し、
道路の舗
装状態の
悪さに気
づき、周
知するこ
とができ
なかっ
た。

先頭を歩く
職員は、必
ず子どもた
ちが安心し
て歩ける状
態かどうか
を確認す
る。また、
そうでない
場合は、職
員同士声を
かけあっ
て、ケガの
ないよう
に、安全に
歩けるよう
な対策をと
る必要があ
る。

1814

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

29 3 2
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第２,
３,４中足
骨骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

当日は出
席園児29
名、2名の
保育士、1
名の外部
講師がお
り、保育
士定数は
適正で
あった
が、様子
をみるの
ではな
く、痛い
といった
時点です
ぐに病院
へ行く決
断をする
べきだっ
た。

事故を振
り返り、
分析を行
い、職員
（外部講
師を含
む）に対
し再発防
止のため
安全管理
に係る共
通認識を
持つよう
周知徹底
をする。
担任はク
ラス全
体、一人
一人の発
達の様子
や性格を
十分に把
握し、外
部講師に
も伝え、
連携を図
る

1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

着地の場
所には安
全のた
め、クッ
ション性
のある柔
らかい
マットを
敷いてい
た。押さ
れたり、
あわてさ
せたりす
ることも
なく、本
児のタイ
ミングに
よって飛
び降りて
いたの
で、施
設・設備
面につい
ては、支
障がな
かったと
考える。

着地がよ
り安全に
できるよ
うにマッ
トを厚み
のあるも
のに変え
る。使用
する運動
器具を変
更する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

並んで
待ってい
る時、実
施中、落
ち着いて
取り組め
るように
声掛けを
する。

当日の体
操教室の
内容を十
分に把握
し、補助
につく場
合は、指
導者より
補助の仕
方を学
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、自分
の順番が
来るのを
待ってい
た

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児を
至近で見
ていた
が、他児
のトラブ
ルに対応
していた
ため、対
象児が牛
乳パック
から降り
る瞬間に
手を差し
伸べるこ
とに間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

外部講師
は、鉄棒
に横につ
き指導、
他1名は順
番を待つ
園児や終
わった園
児の見守
りを行っ
ていた。

―

　全てにお
いて園児の
行動に予測
を立て、保
育士の位
置、配置な
どの見直し
を行う。安
全かつ的確
な補助の仕
方を事前に
きちんと指
導を受け、
補助にあた
る。また、
体操教室の
実施内容に
ついても見
直しを図
る。

本児が
ジャング
ルハング
リングに
上がり始
めた時
は、近く
で他児に
も気を配
りながら
本児を見
守ってい
たが、他
児のトラ
ブル対応
のため、
その場か
ら５メー

2.担当
者・対
象児の
動きを

4歳児担任
は、本児
が、ジャ
ングルハ
ングリン
グで遊ん
でいる状
況は確認
していた
が 近く

保育士間
との連携

クラスには
２人の担当
職員がいる
ので、遊具
の補助につ
いている職
員はその場
を離れな

3.個人
活動
中・見

遊具の使
い方や、
危険性を
認識する

園児に対
し、遊具
の使い方
や、危険

1.いつ
もどお
りの様

日頃から
よく遊ん
でいる遊
具であっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ

1.定期的
1

1.定期的
毎日

ジャング
ルハング
リングの
下は芝生
である
が 落下

ジャング
ルハング
リングの
下に、

12

1.基
準以

遊具使用
時の危険
性の指
導、補助
の仕方

遊具使用
時の危険
性、補助
の仕方を
職員が再
度確認
し、園児
にも安全
な遊具使
用の知識
を身に着
けるよう
に指導し

1.定期的
22 骨折

4.上肢
(腕・手・

右上腕骨

1.遊具
等から
の転
1.あ
1.定
期的

5
16.４ 1.男 1.屋外活 1.負

―12 10 6 5

2.施設敷
地内(室
外・園

7.異年齢
281815

平成
30年
1 認可
6.認可保

6 2 午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1816

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

17 4 4
14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

オムツ替
えとおや
つ時間
（片づけ
時）が重
なって、
園児見守
り職員が
手薄に
なった。

園児見守
り職員が
手薄にな
る時間帯
が無いよ
う、園児
対応が重
ならない
よう職員
間で連携
をしてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1

おやつ時
にお茶、
牛乳をこ
ぼして床
が濡れた
場合の処
理を直ち
に行う。

床が濡れ
た場合の
処理を直
ちに行
う。最後
に乾いた
布で滑ら
ないよう
丁寧に拭
きとる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

おやつ時
にお茶、
牛乳をこ
ぼして床
がきれい
にふき取
れてなく
滑りやす
くなって
いた。

おやつ時
にお茶、
牛乳をこ
ぼして床
が濡れた
場合の処
理を直ち
に行う。
最後に乾
いた布で
滑らない
よう丁寧
に拭きと
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

トイレを
済ませた
後、集団
遊びをし
ている友
だちのと
ころに行
こうと
し、気持
ちが遊び
に向っ
て、動き
が活動的
になって
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

トイレか
らは見え
ない場所
で、他園
児のオム
ツ処理を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつ時
と重な
り、後片
付けに職
員がとら
れ、保育
室内見守
り職員が1
名になっ
た時間帯
に事故が
発生し
た。

オムツ替
えとおや
つ時間
（片づけ
時）が重
なって、
園児見守
り職員が
手薄に
なってい
た。

職員が手薄
になる場合
は、副園長
等が入り対
応する。場
合によって
は他のクラ
スとの混合
保育を行い
見守り職員
を確実にで
きるように
する。

1817

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

11 6 5 2 2
14.２
歳
1.男
児
特になし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

再度、職
員間で安
全対策に
ついて確
認し合
い、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

座って読
める環境
づくりに
して、本
の保管場
所を変更
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

2名体制
で、個人
の状態を
確認しな
がら保育
している
が、さら
に確認を
重視して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

退所児が
座って本
を見てい
たのは確
認してい
たが、他
児と関
わってい
たため、
踏まれた
時は、見
てなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

オムツ交
換をし
て、手を
洗ってい
たため、
事故発生
時の現場
を見てな
かった。

―

2名体制で、
個人の状態
を確認しな
がら保育し
ているのが
その場を離
れる時等、
声を掛け
合って確認
を重視して
いく。

1818

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

16 4 4
14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第一中
足骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

保育場面
の移行へ
の留意が
不十分で
あった。

子ども達
の心情の
変化に気
付き、保
育士の配
置をもう
一度職員
間で見直
す。

1.定期的
に実施

1回/月
1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

毎日

子どもの
動きに対
する危険
予測が充
分ではな
かった。

子どもが
移動する
際は必ず
保育者が
誘導し、
いつでも
そばにい
れるよう
な体制を
整えてお
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

何もない
状態でも
怪我が起
こるとい
う予測が
甘かっ
た。

子ども達
のはやる
気持ちを
落ち着か
せ、ある
程度の子
どもの人
数と保育
者を確保
しながら
移動する
よう考慮
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
であった
が１番に
食べ終え
た嬉しさ
で高揚し
ていたか
もしれな
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

室内を走
らないよ
う声をか
けてはい
たが、少
し離れた
場所にい
たため間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつを
行う職員
と、室内
清掃を行
う職員に
役割分担
してい
た。

新年度が
始まり間
もなく、
まだ本児
が保育室
の環境に
慣れてい
ないとい
うことへ
の配慮が
足りな
かった。

子どもの行
動を予測し
た職員の配
置を再度見
直してい
く。

ら５メ
トルほど
離れた。
落下した
瞬間は、
ジャング
ルハング
リングを
背にする
方向に
なってお
り、本児
の泣き声
で振り返
ると落下
していた
状態で
あった。

動きを
見てい
なかっ
た

が、近く
にもう一
人の保育
士が近く
にいたの
で、別の
場所で他
児と虫取
りをして
いた。

との連携
不足

を離れな
い。離れる
必要のある
時は、もう
一人の職員
と連携をと
り、補助を
交代する。

中・見
守りあ
り

認識する
指導が不
十分で
あった。

性を知ら
せる指導
を丁寧に
行う。

りの様
子で
あった

当日は、
同遊具で
一人で遊
んでい
た。

ところ
で対象
児を見
ていた

に実施
1

に実施
毎日 が、落下

時衝撃の
緩和対策
は不十分
であっ
た。

クッショ
ンシート
を敷い
た。

12
上配
置

の仕方、
職員間と
の連携不
足であっ
た。

に指導し
ていく。
ヒヤリ
ハット等
分析を踏
まえて、
園児の状
況を常に
把握し確
認し、職
員間との
連携を深
める。

に実施
22.骨折 (腕・手・

手指）
顆上骨折

の転
落・落
下

り に実
施

5
歳 児 動中 傷

12 10 6 5外・園
庭・校庭
等）

構成
281815

3月
30日

1.認可
育所

6 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1819

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 8 11 7 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足小指
の複雑骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

複数回

1.基
準以
上配
置

無し

保育所に
おけるリ
スクマネ
ジメント
研修や事
故防止研
修の開催
を今まで
以上に多
くし職員
の危機管
理意識を
さらに上
げていく
事で、事
故防止に
取り組ん
でいく。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

毎日 無し

年齢別事
故防止
チェック
リストを
作成し、
それぞれ
のクラス
で事故防
止のため
のチェッ
クを定期
的に行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝の受け
入れ時で
保育士が
他児の受
け入れを
してい
て、その
他の園児
が雲梯に
上ってい
たので落
下の危険
を感じ年
長クラス
の担任保
育士がそ
の子につ
いて見
守ってい
た。

登園時間
帯に園庭
で遊ぶ際
に、固定
遊具は使
用しない
など、遊
ばせ方を
考える必
要があ
る。ひょ
うたん鬼
の枠の大
きさを配
慮してス
ペースが
とれるよ
うにして
動きやす
い広さに
する必要
があっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ひょうた
ん鬼に加
わって、
年長児み
んなと一
緒に遊ん
でいた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児(3歳
児)が雲梯
に上って
いるのを
発見し、
その子の
近くまで
行ってそ
の子を見
守ってい
て、対象
児がひょ
うたん鬼
をしてい
る最中に
転んでい
るのを目
にしたと
ころ、対
象児のそ
ばにいた
子が、対
象児が足
を痛がっ
て泣いて
いること
を知らせ
に来たの
で、対象
児の様子
をみにい
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳児担任
は、泣い
ている3歳
児の対応
をしてお
り、4歳児
担任も4歳
児の子ど
もたちを
中心に見
守ってい
たため担
当職員・
対象児の
動きを見
ていな
かった。

無し

当日は、登
園時間帯の
混合時間帯
であり、3ク
ラスの担任
がそろって
いる中で起
きている。3
人共に子供
に関わって
いたため、
全体を把握
する職員が
いなかった
ので、今後
は1名は全体
を把握でき
るようにす
る必要があ
る。

1820

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

29 2 2
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

適切な人
員配置を
今後も
行ってい
く。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

53
1.定期的
に実施

53 ―

平坦な場
所で転ん
だため、
特に問題
はないと
思われ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体幹を鍛
えるには
至ってい
ない。

体幹を使
うような
遊びを取
り入れ、
体幹を鍛
えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

周りに注
意が行
き、前を
向いて歩
けていな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

前を見て
歩くこと
を全体に
声かけし
ていた。
対象児が
転倒する
瞬間は見
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児よ
りも先に
歩いてい
る子ども
たちを見
ていたた
めその瞬
間は見て
いなかっ
た。

―

散歩に出か
ける前に歩
き方につい
て今後も子
どもたちに
話しをして
いく。

1821

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

24 4 4
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左示指末
節骨骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

職員体制
について
は、５歳
児２４名
に対し保
育士４名
の配置で
あり、配
置基準は
満たして
いた。練
習開始前
には、ば
ちの持ち
方など指
導してい
たが、個
別の指導
が不足し
ていたよ
うに思わ
れる。

ヒヤリ
ハット、
事故予防
について
の園内研
修は、実
施計画に
基づき実
施してい
たが、今
後も全職
員に対し
継続して
行ってい
く。ま
た、子ど
もに対す
る指導
も、一斉
指導だけ
でなく、
個別指導
も徹底し
ていく。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育士が
危険を素
早く察知
できるよ
う見守り
を怠らな
いように
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

和太鼓の
練習に参
加してい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児の前
方に位置
し、全体
の指導を
行ってい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

当該児童
の側にも
職員を配
置してい
たが、
とっさの
ことであ
り防ぐこ
とができ
なかっ
た。

とっさの
事故であ
り、保育
士が事故
を未然に
防ぐこと
ができな
かった。
子どもた
ちに対
し、一斉
の指導だ
けではな
く、都
度、個別
の指導を
しなけれ
ばならな
かった。
子どもた
ちへの指
導が不十
分であっ
た。

子どもたち
自身が、ば
ちの持ち方
に気を付け
るよう、ま
た指導され
た持ち方と
違う扱いが
怪我に繋が
る可能性が
あることを
自分で認識
できるよ
う、日頃か
ら指導して
いく。保育
士が危険を
素早く察知
できるよう
見守りを怠
らないよう
に配慮す
る。

1822

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

2 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 6 9 4 4
13.１
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左母趾未
節骨骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

マニュア
ルは整備
していた
が、保育
活動の移
行時に注
意が足り
なかっ
た。

再発する
ことのな
いよう
に、会議
などで職
員の安全
意識を高
めてい
く。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1

普段、調
乳室の扉
は職員が
調乳など
を行う場
合も必ず
閉めてい
るが、
ちょっと
の時間だ
からと閉
めていな
かった。

出入りの
際、少し
の間でも
その都度
扉を閉め
る。

7.その
他

給食準備
という流
れに追わ
れ、子ど
も一人ひ
とりの動
きに留意
できな
かった。

それぞれ
の保育の
場面での
留意点
を、職員
間で話し
合い共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食準備
を待って
いる間、
部屋の中
で動きま
わってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

机を調乳
室から出
し、準備
をする事
に気を取
られ、調
乳室に
入った本
児に気づ
かなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児のト
イレ誘導
や手洗
い、準備
に対応し
ていて本
児の動き
を見てい
なかっ
た。

準備をす
る少しの
時間だか
らと、ド
アを開け
たままに
しておい
た。

出入りの際
は必ずドア
を閉め、準
備ができる
までトイレ
や手洗いが
終わった子
どもたち
と、一人の
職員が座っ
て待つよう
にする。

114 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1823

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

10 4 4
13.１
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顔面せつ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

1歳児クラ
スは特に
新入園児
も多く、
また月齢
も低いた
め、クラ
ス内も不
安定な雰
囲気の時
期だっ
た。保育
士1人加配
でも、ま
だ余裕は
なかった
ように感
じる。

事故予防
に関する
研修、講
習をより
多くの職
員が意欲
的に受
け、知識
を身につ
ける。

1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292
1.定期的
に実施

292

転倒した
際に観葉
植物を置
いている
木製の囲
いにぶつ
かり、け
がをして
いる。段
差でバラ
ンスを崩
しやす
い、転倒
の危険性
が考えら
れる場所
の近くに
障害物と
なる物を
配置して
しまって
いた。

環境の見
直しと、
事故につ
いての職
員の周
知。ま
た、子ど
もへの安
全教育。
危険な事
をくり返
し伝えて
いく。

4.個人
活動
中・子
どもの
み

本児は職
員の目の
届く範囲
にはいた
が、歩い
て移動し
ており、
職員の手
の届く位
置にはい
なかっ
た。その
ため、常
に注意深
く見なが
ら危険の
予測や声
かけが必
要であっ
た。

子どもが
安全に
座って過
ごし、順
番を待て
るよう
に、興味
のある遊
びの準備
や声かけ
を行な
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

新しいお
部屋で、
たくさん
の興味が
あり、常
に色んな
場所へ移
動し、見
て触れた
いという
探求心が
出てい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児含む
数名の子
どもの行
動を見な
がら、他
の子ども
の着替え
を介助し
ていた。
対象児が
転倒する
瞬間に、
手を差し
伸べよう
と移動し
たが間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の職員
も同様に
室内の子
ども達の
動きを見
ながら、
着替えの
介助を行
なってい
たり、食
事後の片
付け等の
作業を行
なってい
たため、
手を差し
伸べる事
が間に合
わなかっ
た。

対象児の
行動を見
て危険を
予測し、
手が届く
範囲で見
守る職員
がいな
かった。

職員同士の
声かけや室
内での立ち
位置などを
常に確認し
合いなが
ら、職員間
の連携をと
り保育を行
なう。

1824

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

32 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

園庭で活
動してい
る際の保
育士の立
ち位置の
再検討を
する

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

担任同士
で、
チェック
の仕方が
曖昧にな
らないよ
う留意す
る

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

担任同士
で、見守
りの仕方
を再確認

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

追いか
けっこを
している
時、急に
追いかけ
られたた
め、走っ
てはいけ
ないテラ
ス（砂場
横）に
入ってし
まった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当クラ
スの子が
縄跳びを
して遊ん
でいたの
で、見守
りをしな
がら全体
の様子を
見てい
た。対象
児につい
ては、砂
場にかけ
てある遮
光ネット
に隠れて
いたた
め、見れ
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

走ってい
るのを近
くで見て
いた。ド
ンという
音がした
ため、見
ると転倒
してい
た。

―

子どもの動
きを常に予
想し、職員
間で遊びの
ルールを確
認し合う。

1825

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

14 1 1
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

怪我をし
た園児の
すぐ側に
保育士が
付いてい
なかった
事が要因
と考えら
れる。

出来るだ
け、職員
が側に付
いて活動
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の手
入れを定
期的に実
施してい
たが、極
小である
が、小石
が落ちて
いた。

もっとこ
まめに手
入れをし
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

複数の職
員で見
守ってい
なかっ
た。

出来るだ
け、複数
の職員が
側に付い
て活動す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おりの様
子で遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

活動（集
団遊び）
中、担任
がすぐ側
に付いて
いなかっ
た事が要
因と考え
られる。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担任以外
の職員
は、対象
児から離
れた位置
で見守っ
ていた。

対象児の
クラス
は、担任
の職員１
名で保育
してい
た。

出来るかぎ
り複数の職
員で保育し
ていく。

1826

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左肩鎖骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

14
2.基
準配
置

運動会前
で毎日か
けっこ、
リレーの
練習をし
て、両手
をついて
転ぶ事が
多かった
ので肩か
ら転ぶと
は思わな
かった。

保育時で
の子ども
の動きを
想定し、
対応を担
任間で考
え、職員
会議、
ケース会
議で職員
全員に周
知する。

1.定期的
に実施

297
1.定期的
に実施

297
1.定期的
に実施

297

運動遊び
での子ど
もの動き
を想定し
対応して
いたが、
転倒して
肩を直接
強打する
とは思わ
なかっ
た。

保育場面
での環境
を認識
し、常日
頃から安
全を確保
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4,5歳児に
は体育教
室及び戸
外遊び等
で俊敏
性、対応
性等を養
うため指
導を行っ
ているが
児童への
配慮、動
きの予測
認識を
誤った点
もあるが
偶然も重
なったと
思われ
る。

保育者の
個々の児
童への安
全確認や
配慮を周
知する。
児童の動
きを予測
し、保育
者による
設定保育
中の言葉
かけや配
慮の必要
性を職員
間で共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊びでリ
レーの練
習をした
時に、バ
トンを受
け取って
カーブを
曲がった
時転倒し
左肩を
打った。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭でリ
レーの応
援をして
いたの
で、すぐ
駆け寄り
抱き起こ
し、事務
室に連れ
て行った

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

保育者は
運動場の3
カ所の位
置で全体
を見守っ
ていた。

―

職員は常日
頃走る練習
をする前に
は転んだ
り、ぶつか
る事を周知
している
が、さらに
予想や見通
しを立て指
導してい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1827

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 4 4 7 5 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

遊具使用
方法の徹
底がなさ
れていな
かった。

全園児に
遊具使用
の際の注
意点をき
ちんと周
知する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

遊具は毎
年点検を
行い、基
準は満た
してい
る。

鬼ごっこ
をする時
は、遊具
に乗らな
いように
周知す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

安全には
配慮して
いたが、
子どもの
遊びを尊
重してい
た。

少しでも
危険が伴
う遊びを
している
場合は、
正しい遊
び方を指
導する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭を走
り回り、
追いか
けっこを
している
様子だっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

丁度、他
の園児の
方に目を
向けてい
て振り向
いた時に
は落ちて
いる状況
の時だっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

メリー
ゴーラン
ドのとこ
ろで、少
し離れた
ところに
いた。

運動能力
が高い子
どもだっ
たため、
担当保育
士の見守
りが十分
ではな
かった。

特に運動能
力の高い子
どもは危険
が伴うた
め、十分に
見守りを行
う。

1828

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

13 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足の骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

職員間で
どのよう
にすれば
事故を防
げるか話
し合う。

― ― ― ― ― ― ―

今回は自
らの転倒
のため、
改善策は
なし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

今回は転
倒原因と
なる物が
なかった
ため改善
策はな
し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内遊び
中に玩具
で友達と
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走らない
ようにと
３回声を
かけた。

― ― ―

口頭だけで
なく動きを
止めて約束
事を確認す
る。

1829

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右第5指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―
定期的
に、研修
を行う

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

ハード面
による事
故ではな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
環境面に
よる事故
ではない

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

― ― ― ―

子どもの行
動に対して
事故を予見
する。

1830

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

42 12 14 16 4 4
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左腓骨遠
位端剥離
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

事故当
時，土曜
の夕方で
医療機関
が閉まっ
ていた
事，本児
の歩行に
違和感が
ない等の
理由で当
日受診を
しなかっ
た。しか
し，保護
者から依
頼される
形で月曜
日に受診
した。素
人判断で
はなく，
負傷した
場合は必
ず受診を
するとい
うことを
徹底して
いなかっ
た。

研修を踏
まえ，職
員会議等
で再度，
周知徹底
を行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の掃
除は毎朝
行ってい
るが，地
面をなら
すことは
不定期に
行ってい
た。

園庭の
チェック
リストの
項目を増
やし，よ
り安全に
遊べる環
境を整え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

週末で子
どもの気
が緩みが
ちであっ
たにもか
かわら
ず，園庭
に出る時
の注意事
項を話さ
なかっ
た。

子どもた
ちに安全
教育を繰
り返し知
らせるこ
とと，保
育士も危
険に対す
る意識を
高めるこ
とがけが
や事故の
予防につ
ながるこ
とを職員
間で共有
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

つまづく
様子に気
付き，近
づこうと
したが，
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

その他の
あそびを
している
子どもた
ちをみて
いた。

鬼ごっこ
をしてい
る子ども
と歩いた
り，座っ
たりと違
う動きを
している
ので，未
然にけが
を防ぐよ
うな言葉
かけをす
る必要が
あった。

安全に遊べ
るように子
どもの行動
を把握し
て，予想さ
れる子ども
の行動に対
して，見守
り，判断，
声掛けなど
を適宜行っ
ていく。子
どもに対し
ては，園庭
遊びの前に
約束を確認
し，危険に
ついて意識
できるよう
にするな
ど，安全に
遊ぶ力もつ
けていきた
い。

1831

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

21 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
に関する
研修を定
期的に行
い、事故
の状況・
対策を全
員で共有
する

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―
ハード面
に問題な
し

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

練習時間
を短く、
練習時間
帯を検討
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―
練習中の保
育士を増や
す

1832

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

29 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

・遊びを
規制する
部分では
なかった
が、慎重
派の本児
にとって
はやっと
登れるよ
うになっ
た場所
で、当日
も自慢し
ながら保
育士に見
せてい
た。危険
を予測で
きず側に
いなかっ
たことが
要因かと
思われ
る。

・子ども
にとって
は、魅力
的な場所
ではある
が、使用
しないこ
とを園
児・職員
共に確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

・滑り台
として
は、現在
使用して
いない遊
具で、事
故のあっ
た部分だ
けを許可
してい
た。

・使用し
ないこと
とする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・これま
で大きな
事故は発
生してい
ない箇所
であった
ことが、
今回の事
故を予測
できな
かった要
因の一つ
と考えら
れる。

・日常的
に危険の
度合いを
意識し、
遊び場の
安全性が
保たれる
よう、遊
具の使用
や職員配
置を改善
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

棒の上に
立てるよ
うにな
り、喜ん
で楽しん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
に関わっ
ており、
泣き声で
落下に気
づいた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
子どもの
動きに合
わせ移動
しながら
見守る。

―

・園児の行
動を把握、
予測しなが
ら、必要に
応じて職員
間で連携し
た見守りを
行ってい
く。

116 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1833

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 4 2
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
2.顔面(口
腔内含む)

左眼窩内
異物、左
眼窩骨
折、左涙
管断裂、
顔面外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

―

・職員間
で再発防
止に向
け、緊急
職員会議
を開催
し、対応
策を検討
する。
・園長会
で検証
し、再発
防止策を
決め実践
する。

1.定期的
に実施

36
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

毎日 ―

年齢と発
達に応じ
た遊具の
使用方法
を徹底す
る。

6.食事
(おや
つ)中

―

・落ち着
いた雰囲
気で全員
着席して
食事がで
きる４歳
児クラス
では、自
分で箸を
洗いに
行ってい
た。４歳
児にもな
れば大丈
夫という
慣習でき
た。大丈
夫はない
ことを徹
底する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

４歳児ク
ラスに
なって、
これまで
も箸を落
としてし
まった際
は自分で
洗いに
いってい
た。転ん
だり危険
な行為は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

　クラス
の２２人
が、４つ
のテーブ
ルに分か
れ（５人
５人６人
６人）、
職員も３
名のクラ
ス担任の
他に１名
プラスで
入り、対
象児の
テーブル
にも１名
ついて一
緒に食事
をとって
いた。対
象児が席
を立ち流
しで箸を
洗い、席
にもどる
姿を目で
追ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のテー
ブルに付
き、自分
の付いた
テーブル
の子と一
緒に食事
を取りな
がら、
テーブル
の子たち
の食べる
様子を見
守ってい
た。

―

園児が箸を
落とした
際、４、５
歳児であっ
ても、保育
者が洗う
か、予備の
箸を貸して
あげるなど
して、でき
るだけ子ど
も達が席を
立たずに食
事ができる
ように対応
する。

集合地点
で集まっ
て並んで
いる子ど
も達への
対応をし
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

内科健診
が控えて
いたこと
もあり、
時間通り
に帰園す
ることに
意識が向
いていた
保育士
と、その
ことで、
落ち着か
ない気持
ちの子ど
も達がい
たことも
要因とし
て考えら
れる。ま
た、転倒
時の視診
で外傷が
みられ
ず、本児
の普段の
様子か
ら、転倒
したこと
への気持
ちの落ち
込みが強
くなるこ
とに保育
士の注意
が向いて
いたこと
や内科健
診中とい
うことも
重なり転
倒の報告
と確認が
遅れた。

常に、その
日の活動に
よる影響と
子ども達の
状況を把握
し、余裕を
持って子ど
も達が行動
できるよう
に保育を
行ってい
く。また、
どんな状況
において
も、子ども
達の状態変
化について
の報告は速
やかに行う
ことを優先
するように
周知してい
く。

― ―

職員間で
の状況把
握、連携
の確認、
保育中の
危険予測
や環境整
備につい
ても検討
し徹底す
ると共
に、外遊
びの際の
注意事項
を子ども
達に分か
りやすく
伝えてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

走る速さ
を競うこ
とに夢中
になり、
走行方向
を見ずに
走り、他
児の行動
や、帰園
の為に集
まり始め
ている状
況に気が
付いてい
なかっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他児へ帰
園するた
めに集合
すること
を伝えな
がら、全
体を見て
いたが、
走り始じ
めようと
していた
ことには
気が付か
ず、他児
と接触し
転倒する
瞬間は見
ていた
が、転倒
を止める
ことがで
きなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

2.不定期
に実施

毎回

公園を利
用する際
に、注意
事項や利
用の約束
を子ども
達に伝
え、植
樹、支
柱、芝生
の石など
の確認を
している
が、行事
の際に行
うように
危険ヶ所
を緩衝物
で覆うな
どの保護
が、公共
の公園使
用の際に
都度行う
ことが難
しい状況
にあるこ
とも要因
と考えら
れる。

園児のみ
でなく、
地域の子
ども達の
利用も多
く、今後
も同様の
事故が起
きないと
も限らな
い。公園
の使用の
都度、緩
衝物緩衝
材の取り
外しを行
うことは
現状とし
ては難し
い為、危
険を視覚
的に意識
できるよ
うな対応
を職員、
園児の両
方で検討
し、実施
してい
く。
これまで
は、危険
な要因を
確認した
際に、職
員間で修
理や対応
を行って
いたが、
今後は植
樹、支柱
を含めた
公園の管
理につい
て市へも
検討を打
診してい
くと共
に、使用
させてい
ただく際
の環境確
認を強化
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

公園利用
のルー
ル、走る
際の注意
について
子ども達
一人ひと
りが十分
に理解で
きるよう
に伝えら
れていな
かった。
また、職
員全体で
事故防止
について
の対策や
意識や情
報共有の
不十分さ
が考えら
れる。

2

1.基
準以
上配
置

配慮や支
援を要す
る児の多
いクラス
であるた
め、日頃
から職員
配置も注
意をして
保育を
行ってい
るが、活
動を終え
公園から
帰園する
ために子
ども達を
集め始め
ている時
であり、
園児全員
の動きを
予測し把
握するこ
とが難し
くなる場
面でもあ
り、十分
に状況把
握と職員
間の連携
ができて
いなかっ
たこと等
が考えら
れる。

活動中に
限らず、
移動や切
り替え時
の対応、
配慮、職
員の連携
や動きを
互いに把
握し、子
ども達の
行動予測
をしなが
ら保育を
行い、配
慮や支援
を要する
児童を含
めたクラ
スの状況
に応じた
事故防止
対策につ
いて、マ
ニュアル
だけでな
く、クラ
スや個別
単位でさ
らに掘り
下げて職
員間での
共通理解
を持てる
ように検
討してい
く必要が
ある。

2.不定期
に実施

毎回6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

腎外傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
18.６
歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

―3

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

171834

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1835

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

20 2 8 6 4 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈天骨
遠位端骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

どの遊び
にも危険
性がある
事を機会
ある毎に
職員と確
認しあ
い、子ど
もにも伝
えてい
く。　　　
　　　　
子どもの
動きが見
渡せる位
置に保育
士が付
く。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
2.不定期
に実施

12 ―

玩具自体
に破損な
どは無く
ても、使
い方に
よっては
危険に繋
がる場合
があると
いう事を
子ども達
に繰り返
し伝えて
いく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士２
名がつい
ていた
が、異年
齢保育
だったた
め２種類
の遊びを
提供した

再度、大
型積み木
で遊ぶ時
に考えら
れる危険
性を子ど
もたちに
伝えると
共に、遊
びの様子
をしっか
りと見
守ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大型積み
木で遊ん
でいたの
は異年齢
の複数名
だった
が、本児
の周りに
は同年齢
の友達が
おり、一
緒に積み
木を積み
上げるこ
とを楽し
んでい
た。積ん
だ積み木
はまだそ
れほど高
くなかっ
たが、一
つの積み
木を踏み
台にした
ところバ
ランスを
崩して転
倒してし
まう

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

異年齢集
団の中で
は、年齢
の低い子
ども達に
折り紙の
折り方を
つたえつ
つ、ホー
ル全体を
見渡せる
位置にい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

異年齢集
団の中の
年齢の低
い子ども
達と、大
型積み木
で遊ぶ。
おうちに
見立てて
積み木を
低く積ん
で遊びな
がら、
ホール全
体を見渡
していた
が、対象
児の至近
距離には
いなかっ
た

大型遊具
を出した
場合は、
保育士１
名は子ど
もを見渡
せる中央
に付くべ
きであっ
た

遊びの組み
合わせを考
慮し、大型
遊具の使用
には十分注
意していく

1836

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

24 11 13 3 3
17.５
歳
2.女
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
― なし

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

毎日

年度初め
に散歩に
行く公園
の下見を
し、お散
歩マップ
を見なが
ら遊具等
の確認を
行なって
いる。

天気など
でも公園
の状態は
違ってく
るので出
かけた公
園が安全
かどうか
を遊ばせ
る前に必
ず確認す
るように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

散歩に出
かけた際
の事故
だったの
で園に戻
るまで判
断が出来
ないとこ
ろもあっ
たが、今
後連絡方
法など更
に打ち合
わせを
しっかり
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段も遊
んでいる
公園なの
で　仲良
しの子と
一緒に遊
具で遊ん
だりして
過ごして
いた。　
帰り時間
が近づい
た頃から
遊具では
なく、芝
生の上を
走って遊
ぶ様子が
見られて
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お散歩か
ら帰るタ
イミング
での転倒
だった
為、3名の
職員はそ
れぞれ担
当の場所
での見守
りだっ
た。
転んだ事
がわか
り、近く
の職員が
駆けつけ
様子を見
た。
集合をか
け、園に
戻る際は　
担任が本
児の側に
寄り添い
一緒に歩
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

公園内
だったの
で担任は
遊具の側
で遊具で
遊ぶ園児
を見てい
た。
担当を分
けて遊具
について
いたので
転んだ瞬
間はみて
いない。

普段も遊
んでいる
公園で　
芝生の上
を歩いた
り走った
りして遊
んでい
た。
転ぶ事は
想定して
いなかっ
たが　転
ぶ時に手
を付くこ
とが出来
ず肩から
転んでし
まった。

普段の遊び
の中でも体
育遊びや、
柔軟な体作
りなどを強
化していく
必要があ
る。

1837

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 5 4 3 2 2
17.５
歳
2.女
児
― 8.その他

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手示指
骨折

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

職員のコ
ミュニ
ケーショ
ン不足が
あり、誰
も見てい
ない時間
を一瞬
作ってし
まった。

保育士の
立ち位置
は決まっ
ているの
で、一瞬
でもその
場を離れ
る時は他
の保育士
に声をか
け、目が
行き届い
たことを
確認して
から離れ
る事とす
る。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

子どもた
ちにはパ
ジャマか
けの家具
の下をく
ぐり抜け
ないよう
に再三伝
えていた
が、それ
でも起こ
りうるこ
とを想定
すべき
だった。

廊下を走
らないよ
うにする
ための防
止策とし
て、パ
ジャマか
けの家具
を廊下を
遮るよう
に置いて
いたが、
それを壁
面に沿っ
て置きな
おすこと
にした。

2.集団
活動
中・子
ども達
のみ

布団敷き
をしてい
た子か
ら、布団
カバーが
無いこど
もの事で
保育士が
呼ばれ、
着替えの
場から席
を外し
た。

生活と生
活の間の
時間に事
故は起こ
りやす
い。しか
し、どん
な場面で
あって
も、保育
士の目の
届かない
空白の時
間は作ら
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段とは
変わらな
い様子
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担当職員
が席を外
したた
め、至近
の保育士
は、子ど
もたちは
背中を向
けた形
で、布団
部屋の入
り口で布
団敷き当
番への声
掛けをし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋の遊
びについ
てる保育
士は、そ
こまで目
が行き届
かなかっ
た。

保育士の
立ち位置
は決まっ
ている
が、少し
の時間な
ら大丈夫
だろうと
判断し、
子どもた
ちから目
を離す時
間を作っ
てしまっ
た。

決められて
いる立ち位
置から席を
外す際に
は、必ず他
の保育士に
声掛けを行
い、代わり
の保育士が
位置につい
てから、席
を外すよう
にする。

1838

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

52 4 10 8 10 11 9 4 4
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他
5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果骨端
線損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

職員は全
体的に分
散して配
置に付き
遊びに就
くことが
できな
かった。

こどもた
ちの遊ん
でいる姿
に死角が
できない
ように配
置を確認
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

玩具で遊
ぶ時の配
置スペー
スに余裕
をもって
設置。

常に子ど
もが安全
に遊ぶこ
とができ
るように
配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

コーナー
分けされ
た場所で
遊ぶ中、
玩具が混
ざり合っ
て、危険
な場面が
時にあ
る。

玩具が混
ざり合わ
ないよう
に整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自由に走
ることの
できる場
所を走っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転んでけ
がをしな
いか友達
同士のト
ラブルが
ないかを
確認して
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

紅白玉、
風船、ブ
ロックを
使って安
全に遊べ
ているか
を確認。

座って遊
ぶ場所、
走って遊
ぶ場所で
の子ども
を常に見
守ること
ができな
かった。

何もない場
所で転ぶこ
とも想定し
て遊びを見
守ることが
大切であ
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1839

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

2.1歳児ク
ラス

12 3 3
13.１
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
硬膜外血
腫（右耳
横）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

園におけ
る事故防
止発生時
対応のガ
イドライ
ンの
チェック
リストの
項目の子
どもの位
置や人数
の確認が
不十分
だった。

チェック
リストの
見直し。
指導計
画、月、
週、日案
の計画・
配慮に
あった職
員配置

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― ― ― なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもの
行動、気
持ちに測
した配置
が十分で
なかっ
た。保育
士同士の
声のかけ
あいが十
分でな
かった。

複合遊具
の安全性
を再確認
し、子ど
もの動き
に合わせ
て手を出
せる距離
にたつ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

公園で特
に変わっ
た様子は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児の
側につい
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分のそ
ばにいて
遊んでい
た園児を
見てい
た。

保育者が
遊ばせた
固定遊具
と1歳児
クラスの
子の子ど
もたちの
発達の姿
があって
いなかっ
た。

子どもの発
達に応じた
遊具を選択
することを
基本に子ど
もの遊んで
いる位置や
人数を確認
する。

1840

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

34 4 4
15.３
歳
2.女
児
なし

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

規定によ
り、人数
配置に問
題はない

マニュア
ルを再度
見直しを
し、事故
防止に努
める

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3

今回の怪
我に関し
て施設、
設備は影
響してい
ない。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

引率に於
いては、
館内の事
前下見を
実施して
いた。

館内の下
見が中心
だった
為、駐車
場からの
歩道を含
め、子ど
もたちが
関わと思
われる敷
地外の下
見も重視
して行う
ことを会
議等で確
認。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バス遠足
を楽しみ
にしてい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任1名が
先頭につ
き子ども
たちを誘
導してい
たため、
本児の転
倒場面は
見ていな
かった。
子ども達
の「先
生、○○
ちゃん
が、転ん
だ」の声
で初めて
知った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

先頭保育
士以外3名
は本児以
降の子ど
もについ
て誘導し
ていたの
で、子ど
も達の声
で知り、
転倒の瞬
間は２列
に並んで
いる子ど
も達の姿
に隠れて
いて、見
てはいな
かった。

施設外の
下見不足
の為、路
面の変化
や想定さ
れる様子
などにつ
いての考
慮が不十
分であ
り、誘導
時の見守
りと声掛
けが不十
分であっ
た。

下見の範囲
の大切さを
改めて再認
識し、保育
士ひとり一
人が状況に
応じての子
どもたちの
誘導時の声
掛けに配慮
していくよ
う再確認を
行う。

1841

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

2 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨の斜
骨骨折

8.その
他
― ― ― ― 特になし 特になし ― ― ― ― ― ― 特になし 特になし ― 特になし 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士と
トイレで
「おしり
を叩く」
などの遊
びを始
め、保育
室に戻っ
てからも
遊びを続
ける。
終了の呼
びかけに
も応じ
ず、遊び
をやめな
い。保育
士から逃
げようと
する動き
があっ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

トイレか
ら戻っ
て、児童
に遊びの
終了を呼
びかける
が、児童
が遊びを
やめず、
後ろに回
り込んだ
児童を
驚かそう
と振り返
り、逃げ
ようとし
た児童を
止めよう
と足を出
してしま
う。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
ついて
は、ホー
ルで歌の
練習の対
応をして
いるな
ど、対象
児童の動
きを見て
いなかっ
た。

①遊びの
中で、本
児童を高
揚させす
ぎてし
まったこ
と。
②「つ
い、うっ
かり」と
は言え、
子どもに
足を出し
てしまっ
たこと。
③「遊
び」と
「遊びを
終了す
る」時の
区別を
しっかり
伝えられ
ていな
かったこ
と。

①保育士の
動きと子ど
もの動き
に、保育士
自身が十分
気を付ける
こと。
②静止させ
ようとする
時、足が出
ないよう心
掛ける。
③行動の
「区切り・
区別」を
しっかり伝
える。

1842

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

19 8 11 4 4
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折
(右）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

なし なし
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

15
2.不定期
に実施

週1～月1 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

なし なし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

落ち着か
ない様子
もなく普
段とかわ
りなく園
庭を走っ
て遊んで
いた

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児と離
れた場所
で遊んで
いたが、
全体が見
える場所
にいて転
倒の瞬間
を見てい
た。変な
転び方の
ためすぐ
駆け寄っ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

鉄棒や他
の場所で
子ども達
と遊んで
いたため
対象児の
行動は見
ていな
かった

なし

自ら転んだ
場合も捻挫
や打撲では
なく骨折す
る事がある
ので迅速に
対応する
事。常に子
どもの動き
は注意深く
見て変化に
気づく様意
識する事を
職員にて何
度も確認し
た
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1843

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

7 2 2
14.２
歳
1.男
児

欠けた歯は
虫歯ではな
いかとの医
師の見解。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷性歯
の脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

部屋には
７名の子
どもに２
名の保育
士で保育
をしてい
た。配置
人数的に
は足りて
いたが、
より、具
体的に事
故発生の
多い時間
や活動内
容など
を、職員
間で共通
理解を深
めていき
たい。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

毎日

慣れた部
屋であっ
たが、別
室に行く
というこ
とが対象
児にとっ
ては嬉し
く、高揚
してしま
い周囲が
目に入ら
なかった
と考えら
れる。

子ども達
が過ごす
環境とし
て、危険
なものは
置かれて
いない状
況であっ
た。
しかし、
まっすぐ
前を見た
時に下に
置いてあ
るテーブ
ルが視界
に入らな
いことも
想定され
るので、
子どもと
保育士の
位置関係
を改めて
把握して
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

絵本を見
るという
静的活動
から、移
動という
動的活動
の切り替
わりで、
衝動的に
体が動い
てしまっ
たのでは
ないかと
考えられ
る。

慣れてい
る部屋で
あって
も、活動
の予測と
して危険
がない
か、ま
た、場合
によって
は配置場
所を変え
ていく。
その際は
保育士間
の声掛け
も忘れず
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

絵本を見
終わり、
別の部屋
へ移動し
ようとし
たとこ
ろ、勢い
よく動き
始め近く
にあった
テーブル
に躓き口
をぶつけ
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

素早く勢
いがあ
り、止め
きれな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一緒に子
ども達に
ついてい
たが、素
早く勢い
があり、
止めきれ
なかっ
た。

別室に行
くという
ことで、
対象児の
気持ちも
高揚して
いたかも
しれず、
振り向い
てから走
り出す勢
いが早く
止めきれ
なかっ
た。

１人ずつ名
前を呼ぶな
どし、注意
を保育士か
ら離さない
ようにす
る。

カラー積
み木に
乗って不
安定にな
りやすい
2歳児の
すぐそば
に保育士
がついて
いなかっ
た。

様々な状況
を考え、そ
ばにつき対
応できるよ
うにする。
職員間で声
を掛け合
い、皆で全
体を把握で
きるように
していく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

積み木に
男児と
座ってい
た。本児
は座って
いたが、
他児がカ
ラー積み
木から降
りたこと
でバラン
スが不安
定にな
り、後ろ
に転倒す
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

積み木に
しばらく
本児と他
児で2人で
座ってい
た為、遊
んでいる
状況は把
握して少
し近くで
見守って
いた。
しかし転
倒する瞬
間には間
に合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じス
ペースに
は3名保育
士がい
た。カ
ラー積み
木には2名
そばにつ
いてい
た。

1.定期的
に実施

6

特になし　
安全に設
置されて
いると思
います

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

カラー積
み木の下
にマット
を敷いて
いなかっ
た。

カラー積
み木で遊
ぶ際は、
必ずマッ
トを敷く
等、衝撃
を和らげ
る配慮を
する。

危機管理
マニュア
ルは整備
してお
り、職員
の対応は
マニュア
ルに沿っ
て行われ
ていた。
薄暮保育
中での事
故であっ
たが、以
上児は
ホールと3
歳児の保
育室を開
放してい
た。勤務
体制とし
ては以上
児34名に
対し、3名
の保育士
と2歳児5
名に対し
て職員1名
がついて
いた為、
配置基準
は満たし
ていた。
以上児は
ホールで
ダイナ
ミックに
遊んでい
たのに対
し、2歳児
が合同で
遊ぶのは
危険であ
り、また
全体を保
育士が把
握出来て
いなかっ
た。

配置基準
は満たさ
れていた
が、危険
を予測し
てどのよ
うな状況
でも応じ
られるよ
う、職員
の動きや
配置場所
等に配慮
をしてい
く。

1.定期的
に実施

毎朝
1.定期的
に実施

毎朝
とう骨尺
骨骨幹部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

14 6 9
14.２
歳

7.異年齢
構成

64 9 11 10 141844 ― ―9

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1845

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 18 14 18 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘脱臼
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

たらいで
の水遊び
（泥遊
び）が始
まり、職
員の子ど
もを見守
る場所、
気を付け
なくては
いけない
範囲が広
がった。

・一人ひ
とり活動
が違い、
自発的に
環境を通
して色々
な遊びを
楽しんで
いるが、
その分行
動範囲も
広くな
る。
・職員の
更なる連
携と言葉
かけが重
要と思わ
れる。

1.定期的
に実施

1回/月
1.定期的
に実施

1回/2年
1.定期的
に実施

― 特になし

今後も定
期的に、
遊具の点
検を行い
安全に配
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

泥遊びが
始まり、
保育士の
見守る範
囲が増え
たことも
考えられ
る。

必要に応
じて補助
職員をつ
けたり、
遊具の遊
び方を子
ども達に
知らせ
る。又、
今まで以
上の職員
で声をか
け合い連
携を図る
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・機嫌よ
く登園
し、元気
に遊び始
める。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・本児が
けがをし
た雲梯に
は２人の
園児がい
た。少し
離れた場
所の三輪
車で遊ん
でいる子
どもたち
の側にい
ながら、
２人の様
子は見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・泥遊び
と、その
ほかの固
定遊具に
４０名の
園児がい
たのでそ
ちらの方
に係り本
児の動き
は見てい
なかっ
た。

普段と変
わった遊
びをした
わけでは
なく、遊
び慣れた
遊具で
あったが
遊ぶ範囲
が広すぎ
た事も考
えられ
る。

必要に応じ
て補助職員
をつけた
り、遊具の
遊び方を子
ども達に知
らせる。
又、今まで
以上の職員
で声をかけ
合い連携を
図るように
する。

1846

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

29 3 2 8 6 10 6 5
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

左眼下裂
傷、右口
唇裂傷、
胸元擦傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

現地での
子どもの
行動につ
いて、予
測が不十
分だった

現地の状
況や子ど
もの心理
状況等を
含め、
もっと具
体的に子
どもの行
動につい
て予測
し、対応
策を考え
ておけば
よかっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段から
園外保育
で利用し
ている場
所なの
で、下調
べが十分
ではな
かった。

行き慣れ
た場所で
あって
も、下調
べを十分
に行い、
職員間で
共通認識
しておく
べきだっ
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段から
話を最後
まで聞け
ず、落ち
着きにか
ける傾向
にある。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

散歩に行
く際は、
常に保育
者が隣に
つく様に
してい
た。土手
の上り下
りをする
際は、走
らないよ
う声をか
けたり、
上るとこ
ろと下る
ところを
知らせ、
危なくな
いように
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

異年齢で
園外保育
に来てい
たので、
本児だけ
でなく、
小さい子
の様子を
見守って
いた。

小遠足と
いうこと
もあり、
普段より
興奮しや
すい状況
であっ
た。

子どもの状
況を見極め
たうえで、
かかわるよ
うにすれば
よかった。

1847

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

16 2 2
15.３
歳
1.男
児

眼瞼下垂に
より瞼が
下っていて
視界が狭
い。また、
口蓋裂や言
葉の遅れな
ど発達にも
心配があり
継続的に医
療機関に
通ってい
る。

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

Ａ」外傷
性歯牙脱
臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

対象児の
発達の特
性（視野
が狭い）
が大きな
要因と考
えられ
る。

対象児の
発達を促
すために
も今後も
運動や他
児との交
流は必要
であるた
め、活動
自体を行
わないこ
とが改善
策とはい
えない。
しかし、
発達の特
性を考え
たとき今
後もリス
クはあ
る。配慮
として十
分なス
ペースを
確保す
る、近く
でより注
意深く見
守るなど
が求めら
れる。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

12

遊戯室に
ステージ
があるた
め、（段
差がある
ので）ス
テージ付
近での活
動には十
分な注意
が必要で
ある。

遊戯室で
活動する
際はス
テージ側
に近づき
過ぎない
ようにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育室か
ら広い遊
戯室に移
動した開
放感か
ら、全体
に落ち着
かない雰
囲気で
あったこ
とも考え
られる。

移動する
際も、落
ち着いて
行動でき
るように
保育者の
声掛けな
どが求め
られる。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遊戯室に
移動した
開放感か
らか、活
発に動い
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体を見
渡せる位
置にいた
が、体操
が円形で
移動する
ものであ
ることか
ら対象児
が転倒し
た瞬間手
を出すこ
とは困難
であっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体を見
渡せる位
置に　保
育者2名と
もいた。

全体を見
渡せる位
置に保育
者2名が
立ってい
たが、ス
テージ側
に1人
立ってい
るべきで
あった。

今後はス
テージ側な
どより危険
が予測され
る場所に立
つようにす
る。

1848

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 3 3 3 1 1 1 12 12
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕尺
骨骨折・
変形

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

突発的な
出来事に
対する職
員の動き
に対する
対応が必
要にな
る。

少しの時
間であっ
ても手や
目が離れ
るときは
声をかけ
合い全体
把握に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

使い方等
の細かい
約束を子
どもに対
して徹底
していく
必要があ
る。

園庭の安
全点検も
継続して
行い、子
どもたち
が遊ぶ前
などにも
危険を伝
えるとと
もに、使
い方につ
いても注
意してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

様々な出
来事が起
こりうる
ので連携
を強化す
る必要が
ある。

何かあっ
た時に声
をあげ、
集団から
抜けるこ
とをしっ
かり全体
に伝えな
がら、他
の保育士
にカバー
してもら
うように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・普段か
ら活発で
動きが大
きい児で
ある。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

・泣いて
いる他児
とその保
護者の対
応をして
いたた
め、クラ
ス前にい
たため築
山は見え
ない状況
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・嘔吐処
理に職員
の手がと
られてい
たため全
体を見回
せる職員
が少な
かった。

突発的な
出来事に
対する職
員の動き
に対する
対応が必
要にな
る。

少しの時間
であっても
手や目が離
れるときは
声をかけ合
い全体把握
に努める。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1849

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 3 7 8 6 8 12 4 4
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手上腕
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

登園時で
まだ、母
親が側に
いたとい
うことで
保育士の
注意が行
き届いて
いなかっ
た。

本児は運
動能力も
高く、側
に母もい
たことか
ら、油断
があっ
た。常に
注意して
見守りを
しっかり
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2

鉄棒の設
置場所の
側に桜の
木とグ
ローブ
ジャング
ルがあ
り、安定
的な場所
に設置さ
れていな
い。

グローブ
ジャング
ルの撤去

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

年齢が高
い子につ
いても油
断せず、
見守りを
しっかり
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
固定遊具
をつかい
こなせる
子であ
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

側に母親
がいたこ
とで対象
児の詳細
な動きを
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

母親が側
にいたこ
とで、保
育士の子
どもを注
視するこ
とからは
ずれてし
まった。

―

保育園内に
入った子ど
もについて
は、親が側
にいても注
意を向ける
ことを怠ら
ない。

1850

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

24 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

事故防止
マニュア
ルの周知
徹底

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

5

集団での
活動が苦
手な子ど
もについ
ての工夫

保育室を
活用する
などの配
慮

7.その
他

・遊具の
置き場所
について
安全面の
配慮不足
・布団を
運ぶ子ど
も、運ば
ず遊ぶ子
どもとい
う子ども
の姿に保
育士が分
担して保
育してい
なかっ
た。

・危険に
つながる
環境でな
いか常に
意識して
保育す
る。
・保育士
の役割分
担を明確
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動せ
ず、走り
回ってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

布団を子
どもに渡
しなが
ら、遊ん
でいる子
ども達の
動きを把
握してい
るつもり
だった
が、目を
離してし
まった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各保育室
で保育し
ていたた
め、見て
いなかっ
た。

気になる
子どもで
あること
からこ
そ、もっ
と注目
し、目を
配る必要
があっ
た。

・環境の把
握を十分す
る。
・子どもの
動きを予測
しながらも
一人一人の
動きに配慮
し、見守り
を怠らない
ように十分
配慮する。

1851

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

27 1 1
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

各クラス
の縦の繋
がりを大
切にし
て、１人
担任の時
は声を掛
け合い、
連携して
いかなく
てはいけ
なかっ
た。

研修内容
を、会議
で報告し
ている
が、一人
ひとりが
更に事故
に対する
意識を高
める。今
後、全職
員が事故
予防に関
する研修
を受講す
るように
していき
たい。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

その都度 ―

定期的な
点検だけ
ではな
く、その
都度不具
合に気づ
いたとき
は早急に
報告し対
処してい
るが、今
後は更に
徹底して
いきた
い。ま
た、施
設、遊具
の点検同
様玩具の
安全点検
も定期的
にも行っ
ていきた
い。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

場所を移
動しよう
とした時
に足を滑
らせた。
保育士
は、側に
いたもの
の転倒を
防ぎきれ
なかっ
た。

床が濡れ
て滑りや
すくはな
いか、危
険なもの
はない
か、など
転倒時な
どの状況
を予測し
て環境整
備を徹底
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

あそび場
所を移動
しようと
歩き始め
た時に足
を滑らせ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
そばにお
り、転倒
時に手を
差し伸べ
たが、間
に合わず
支えられ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

―

転倒する
場面を見
ていたに
も関わら
ず、支え
に間に合
わず転倒
を防ぎき
れなかっ
た。

常に子ども
の動きに目
を配り、行
動を予測し
ながら保育
する。危険
が見られた
場合の咄嗟
の状況にす
ぐ対処する
ことが出来
るようにす
る。

1852

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

65 6 9 18 15 17 10 6
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右拇趾、
Ⅱ趾中足
骨の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

今後も事
故防止の
研修を実
施し職員
に周知を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

年齢や
個々に合
わせた遊
具を準備
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

安全に遊
んでいる
か、個々
への声掛
けと配慮
を怠らな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

遊具の使い
方の危険性
を把握、指
導を行い常
に目を離さ
ないように
する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1853

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

26 1 4 7 5 9 6 6
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕外
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

20
2.基
準配
置
―

今後も職
員間で報
告や検討
を重ね、
安全保育
について
研鑽を積
む。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 ―

これまで
以上に安
全面の点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

延長保育
の体制や
使用する
遊具を考
えながら
安全保育
に努め
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

延長保育
を行うと
きに遊び
方につい
て園児に
話をし、
全体を見
守った。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危険な遊
び方をす
る子へ声
掛けをし
て気づか
せてい
た。他児
に声を掛
けている
時に本児
が積み木
に上がっ
てしま
い、声掛
けのタイ
ミングが
遅くなっ
てしまっ
た。

―

職員間の連
携や立ち位
置を見直
し、安全保
育に努め
る。

1854

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

92 8 20 15 18 15 16 26 20
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨近
位骨幹部
骨折・左
橈骨頚部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

異年齢で
の合同の
保育時に
は異年齢
児の担任
同士の連
携を取り
ながら、
園児の活
動状況を
より深く
把握す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

施設、遊
具、玩具
の点検を
行ってい
るが、園
児が遊具
等の思い
がけない
使い方を
するた
め、正し
い使い方
を常に園
児と共に
確認して
いくよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園児の突
発的な行
動に対処
できるよ
う保育者
間で連携
し全体を
把握しな
がら保育
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

―

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

園児の家
庭環境、
成育歴、
性格、そ
の日の精
神状態が
影響する
と思われ
る。

園児の家庭
環境や精神
状態を理解
し、個々に
関わりなが
ら安全に園
生活が送れ
るよう配慮
する。

1855

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

60 17 21 22 6 6
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

20
2.基
準配
置
―

今後も職
員間で報
告や検討
を重ね、
安全保育
について
研鑽を積
む。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 ―

これまで
以上に安
全面の点
検を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育の体
制や使用
する遊具
を考えな
がら安全
保育に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

外遊びを
行うとき
に遊び方
について
園児に話
をし、全
体を見
守った。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の担任児
童の遊び
の様子を
見守って
いたが衝
突を回避
できな
かった。

―

職員間の連
携や立ち位
置を見直
す。また、
使用する遊
具も考慮
し、安全保
育に努め
る。

1856

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

8 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左尺骨骨
折、左橈
骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

マニュア
ル通り、
マットを
敷いてい
て、職員
配置も適
正であっ
た。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

1回/日 ―

この遊具
で飛び降
りをする
時は、
マットを
用意して
いたの
で、適切
な状況で
あったと
言える。
従来の対
応を継続
する。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

登園して
間もなく
というこ
ともあ
り、身体
がまだほ
ぐれてい
なかっ
た。

かけっこ
や鬼ごっ
こなどで
十分身体
を動かし
てからこ
の取り組
み（飛び
降り）に
つなげれ
ば良かっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
普段あま
り飛び降
りなどを
やる事が
ないが、
高いとこ
ろから飛
び降りる
事への憧
れの気持
ちを持ち
初めて、
自ら参加
して来
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

飛び降り
る遊具の
横には居
たが、飛
び降りる
瞬間にバ
ランスを
崩したた
め間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園庭で他
児と関
わってい
た。

―

飛び降りの
危険をしっ
かり把握
し、常にそ
ばに保育士
がいて、手
を差し伸べ
ておくな
ど、咄嗟の
対応ができ
る所にいる
べきであっ
た。

1857

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

25 8 7 10 3 3
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

朝の時間
は遅出勤
の職員も
いて手薄
である。

朝の自由
遊び時
は、担当
職員が揃
うまで室
内で過ご
す。

2.不定期
に実施

1
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

3

園庭を定
期的に整
備しても
地面と
マットと
の間に段
差が生じ
てしま
う。

マットを
撤去し
た。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

気をつけ
るよう普
段より指
導をして
いる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらずよ
く動き
回ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くの遊
具で遊ん
でいる園
児を見な
がら、少
し離れた
ところで
対象児を
みてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他のクラ
スの園児
を見てい
たら対象
児が転
び、大き
な音を聞
いた。

登園時の
受け入れ
等で園児
から目が
離れるこ
ともあ
る。

受けれ時の
保護者との
話は手短に
済ませる。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1858

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

38 2 5 3 6 12 1 5 4
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

夕方5時半
以降の遊
び方を考
える　3～
5歳での紙
芝居など

小学生
（お迎え
の兄弟）
が入って
のホール
での追い
かけっこ
はやめる

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

毎朝、園
内外で危
険がない
かを確認
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

ホールと
いう狭い
空間で小
学生が入
り動きに
スピード
が増した

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

春から夕
方の合同
保育の時
間に3～5
歳のやり
たい子で
タッチオ
ニをして
いる

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員も
入って
タッチオ
ニをして
いた
オニが対
象児を
追ってい
るのを逃
げながら
みていた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3歳の部屋
で他の居
残りの子
どもたち
と遊んで
いた

職員の数
を増やせ
ないの
で、遊び
方を考え
ていく

一緒に遊び
に加わりな
がらも、全
体の動きや
施設設備の
不具合を見
極める

1859

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

12 5 7 3 3
13.１
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右第5趾基
節骨骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員会議
にて事故
の要因等
について
話し合っ
た。マ
ニュアル
の見直し
や新たな
作成。毎
月、事故
防止につ
いての話
し合いを
行なうと
共にその
都度ヒヤ
リハット
を報告し
あうな
ど、再発
防止に向
けた取り
組みを
行ってい
く。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

約60 ―

事故防止
に向け、
保育室の
点検を
日々細か
く実施
し、環境
整備をさ
らに強化
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

オルガン
を卓上用
のキー
ボードに
し、テー
ブルを保
育室外
（職員の
みが通る
通路）に
置く。何
事に対し
ても「大
丈夫」は
無い事を
徹底する
と共に、
日々、保
育室の危
険箇所は
ないか確
認し、危
険箇所を
発見した
ら、すぐ
に、危険
を回避す
るように
対処し、
環境の見
直しを行
なう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

興味のあ
るおも
ちゃであ
そんだ
り、ハイ
ハイで動
きまわっ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児や
他の子ど
もたちが
離れた場
所にいた
ため、危
険性はな
いと思
い、テー
ブルを出
そうとし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内あそ
びから園
庭あそび
に移行す
るため、
子どもた
ちを集
め、帽子
をかぶせ
るなど園
庭に出る
準備をし
ていた。

オルガン
が倒れる
ことはな
いだろ
う。とい
う思い込
みが安全
面への配
慮や意識
の薄さに
つながっ
てしまっ
た。全て
の保育士
が目先の
見守り中
心となっ
てしま
い、全て
を見守る
ことが不
十分で
あった。

常に子ども
の動きを予
想し、保育
士同士声を
掛け合いな
がら、視野
を広げ全体
の様子を把
握する事を
徹底する。
毎日の保育
業務の中
で、ヒヤリ
ハットはな
かったのか
を保育士同
士が確認
し、安全面
への意識を
高めてい
く。

1860

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

4 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

26 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

随時

1.基
準以
上配
置

総合固定
遊具ジャ
ングラミ
ングの遊
び方の使
用方法の
確認。

使用上の
注意を促
し正しく
使用でき
ているか
確認し、
園児なり
に安全に
気をつけ
て行動で
きるよう
危険回が
出来るよ
うにす
る。全職
員は様々
の状況を
予測して
安全の確
保に配慮
する。

1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時
1.定期的
に実施

随時

好奇心や
冒険心を
刺激して
チャレン
ジ精神が
大きくな
ることを
考慮す
る。

総合固定
遊具ジャ
ングラミ
ングの遊
び方の指
導。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

4月初旬の
年度替わ
りの時期
落ち着い
て使用出
来なかっ
た。

固定遊具
の使い方
と指導方
法。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

好奇心に
よる気持
ちが優先
してしま
い、すべ
り面から
平行棒ま
での距離
感が体で
計れな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ラミング
で遊んで
いる園児
も見てい
たが、対
象児が落
下する瞬
間は固定
遊具の死
覚になり
目視でき
ず、後で
ビデオカ
メラにて
確認し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
の固定遊
具や遊び
の園児に
対応して
いた。

新年度に
よる子ど
もの心身
の変化や
特徴を充
分把握し
ておく。

固定遊具の
使い方を園
児に再度確
認しながら
安全に指導
していく。

1861

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 19 22 6 6
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右中指基
節骨骨
折、右中
指環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

跳び箱に
取り組む
までの保
育計画作
成。事故
予防に関
する研修
を行う。

― ―
2.不定期
に実施

― ― ― ―

子どもの
技量や体
に合わせ
た物を使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

跳び箱を
使用して
の練習を
する前
に、手の
付き方や
跳び越し
方の練習
を繰り返
し練習す
るなどす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会に
向けて、
クラスの
友だちと
ともに順
番に跳ぶ
練習をし
ていた。
すでに跳
ぶことが
できてい
た友達も
いて本児
も自分も
と、意気
込んでい
たよう
だった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

跳び箱の
横で跳び
方を教え
ながら介
助をして
いた。本
児が跳び
越そうと
手を跳び
箱につい
たがその
まま尻が
手の上に
降りてし
まったが
担当保育
士はとっ
さに体重
を支えら
れなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
を見渡す
職員。戸
板のぼり
の板を押
さえる職
員がい
た。

―

跳び箱指導
についての
学習をす
る。一人一
人の技量の
見極めをす
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1862

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

24 18 6 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕モ
ンテジア
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの理解
度にばら
つきが見
られた

実際に遊
具を使い
ながらの
実技研修
を月1回程
度行い、
職員全体
の理解度
を上げる

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

2

本児の体
格と鉄棒
の高さは
合ってい
たが、安
全マット
が設置さ
れていな
かった

鉄棒下に
安全マッ
トを設置
する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもと
共にルー
ルを再確
認する
基礎体力
をつける
ため、保
育内容の
見直しを
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常職員
の援助に
より前ま
わりを
行ってい
たが、く
り返し行
ううち自
信がつ
き、援助
なしで
回った

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

(具体的内
容記載欄)
他児の援
助に携わ
り目を離
してし
まった
本児に対
し、他児
の援助中
待ってる
よう声掛
けするこ
とをしな
かった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の遊具
を準備す
るため、
担当職員
に声をか
けその場
から離れ
た

事前準備
が不十分
であった
共に遊ん
でいた他
クラスの
職員に対
し、場を
離れるこ
とを伝え
ていな
かった

遊具の準備
は事前に行
う
やむを得ず
その場を離
れる時は、
担任外の職
員や子ども
にも声をか
ける
状況に応じ
て、遊びを
中断する

1863

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

20 6 5 9 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

6.水遊
び・プー
ル活動中

2.死
亡

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2.基
準配
置

保育者が
監視の目
を離し
た。監視
員を配置
していな
かった。

プール活
動におい
て保育指
導をする
時には監
視員を別
に配置す
る。
クラス別
に活動し
保育者の
保育範囲
を明確に
する。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

プールが
職員の目
の届く範
囲の広さ
として適
切であっ
たのか、
水深が適
切であっ
たか検証
が必要。

今後は、
適切な水
深、水
質、水温
管理する
ととも
に、プー
ルの大き
さ、人員
の配置な
どを考慮
し監視者
が目の届
き、すぐ
に対応で
きる保育
環境を維
持する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

クラス別
に入るこ
とを徹
底。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

家庭連絡
票には睡
眠、食事
良好、熱
も平熱で
プール遊
び可、家
庭で咳が
あった。
午前中の
活動（散
歩、プー
ル）はい
つもどお
りの様子
であっ
た。入眠
時に少し
咳があっ
た。午睡
からの起
床後、お
やつを食
べてプー
ルに入
る。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

プール内
にて子ど
もを見な
がら、
入ってく
る子を受
け入れて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内にて
おやつの
援助・片
付け。

本児の一
日の様子
を把握し
ている担
任が付き
添えてい
なかっ
た。

担任が保育
指導役と
し、別の職
員を監視役
として配置
する。配置
位置につい
てはプール
内で事故が
発生しても
発見からす
ぐに到達す
る位置とす
る。

1864

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

1 3 2
17.５
歳
2.女
児
なし 8.その他

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕下部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置
―

他園、当
園で発生
した事故
を職員で
共有しリ
スク意識
を高めて
いる。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

100 ―

ヒヤリ
ハット
マップを
作成す
る。施設
設備の定
期的な点
検を怠ら
ないよう
にする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

保育士
は、対象
児が補食
に使う
テーブル
を拭くた
め台フキ
ンを用意
したが、
明日使用
する台フ
キンがな
いことに
気づき、
洗濯物が
干してあ
る事務室
へ行っ
た。

明日の保
育、ある
いは時間
外保育中
に使用す
る物品を
時間外保
育中に用
意するこ
とがない
よう、子
どもから
目を離す
時間を最
小限にす
ることを
職員会議
で確認し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

V字バラン
スができ
るように
なり、日
中不在の
保育従事
者にみて
もらいた
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児童
から離れ
て（別室
に入
り）、補
食の準備
に必要な
物品を用
意してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玩具の整
頓、清
掃、洗濯
物を干し
ていた。

保育士
は、対象
児が年長
児であっ
たこと、
日頃から
危ない遊
びをする
ことがな
かったこ
とから、
油断して
しまい目
を離して
しまっ
た。

遅番職員
は、職員の
目が少ない
時間帯であ
ることを認
識し、子ど
もと行動を
ともにし、
目を離さな
いこと、を
職員会議で
確認した。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1865

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

17 4 4
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨完
全骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～4

1.基
準以
上配
置

―

園外保育
や散歩で
利用する
公園につ
いては注
意する点
を挙げ、
職員同士
で共有し
ていく。

― ― ― ―
1.定期的
に実施

― ―

現地到着
時に遊び
を始める
前は必
ず、遊具
を目視確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園外に出
ることに
よる子ど
もの気持
ちの変化
をふまえ
ての声か
け、見守
りを引き
続き行
う。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

年間４回
の園外保
育で、弁
当を持っ
てくる
等、朝か
らやや興
奮気味で
はあっ
た。本児
は事故の
直前に同
クラスの
男児と複
合遊具の
周りで追
いかける
ように遊
んでいた
ため、一
度注意を
されてい
る。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

事故の直
前に本児
と男児が
ふざけて
いる様子
を一度注
意をし
た。その
後、他の
子が遊ん
でいるの
を見てい
て、滑り
台から降
りたとこ
ろで座っ
て泣いて
いる本児
に気が付
く。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

引率職員
４名のう
ち、１名
は育成児
について
いた。１
名は弁当
を食べ終
わってい
ない子を
見てい
た。２名
で弁当を
食べ終
わった子
どもをい
くつかの
遊具で遊
ぶ子ども
を見てい
た。

いつもと
異なる場
所や状況
の中で食
後に遊ば
せること
がどう
だったの
か？普段
あまり行
かない公
園で、遊
具も多く
あるた
め、職員
が子ども
一人ひと
りを見渡
すことが
できたの
か？

職員が遊具
に付く際
に、全体が
見える立ち
位置にし、
職員同士声
をかけあ
う。遊具の
数が多い場
合には使用
する遊具の
制限も必
要。いつも
と異なる状
況時は特に
気をつける
必要があ
る。

1866

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

14 1 1
17.５
歳
2.女
児

翌日に運動
会を控えて
いたが、台
風の影響で
天気は良く
なく室内で
練習をして
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

事故予防
に関する
職員会議
を定期的
に行い周
知の徹底
を図る。
運動前に
は予防の
ために体
操を行う
ことを申
し合わせ
る。

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

活動場所
の安全確
認と縄跳
びの長さ
が本人に
合ってい
るか確認
をする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

活動前に
準備体操
をした
り、活動
中も慌て
ないよう
に声かけ
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調が悪
い様子も
なく、身
体も特に
問題はな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

スタート
とゴール
の間に立
ち、他部
屋からの
飛び出し
はないか
等の配慮
をしなが
ら一人一
人様子を
見てい
た。

―

加配の子
が休み
だったこ
とと全体
の人数が
少なかっ
た為、担
当職員１
人で見て
いた。
（※フォ
ロー職員
なし）

―

運動等の活
動について
は、複数の
担任で対応
していく。

1867

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

21 3 3
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5
2.基
準配
置
―

子どもの
発達や、
その時の
状況を十
分理解し
た上で、
常に危険
を予測し
た保育を
行う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

落下した
際に衝撃
が少なく
なるよう
に、マッ
トを二重
に敷くな
どの対応
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

いつもと
違う様子
が見られ
た時は、
職員が付
き添うな
ど、落ち
着いて参
加できる
よう配慮
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

本児は歩
き回った
り、見て
いる他児
に話しか
けるな
ど、落ち
着かない
様子が
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホール
（遊戯
室）にて
児童21名
がおり、
戸板を支
える職員
２名、介
助する職
員１名で
行ってい
た。

― ―

本児は数
日前から
一人で跳
び越える
ことが出
来てい
た。今回
も危なげ
なくでき
るものと
思い、保
育者の介
助が遅れ
てしまっ
たことが
考えられ
る。

危険を予測
し、適切な
介助が出来
るよう取り
組みの計
画、配慮な
どを考えて
行く。

1868

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

47 15 16 16 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足大腿
骨骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

自由遊び
という点
から子ど
も一人一
人に十分
に目を配
れていな
かった

自由遊び
中でも職
員間で子
どもを把
握するこ
との出来
る範囲を
確認し合
う

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭整備
を毎月
行ってい
るが、
日々、園
庭で過ご
す中、気
になった
ところは
職員で声
をかけ伝
えあう必
要がある

危険に気
が付いた
時には職
員全員に
周知が出
来るよ
う、メモ
等で掲示
する事で
全員が確
認できる
ようにす
る

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

自由に過
ごしてい
る中での
子どもの
様子に、
十分に目
を配れて
いなかっ
た

すもうな
どをする
ときには
大人が
しっかり
と見守っ
ていると
ころで行
う事を職
員間で確
認する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

穏やかな
雰囲気で
過ごす

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児の
姿は把握
していた
が、じゃ
れ合い遊
びで転倒
する瞬間
は、他児
とのやり
取り中
で、背を
向けてい
て防ぐこ
とが出来
なかった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭にい
たが、一
人ひとり
に十分に
目を配れ
ていな
かった

じゃれ合
い遊びで
の転倒を
防ぐこと
が出来な
かった

子ども同士
で出来る遊
びと大人が
見ている所
での遊びの
区別を職員
間でしっか
り確認し合
う
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1869

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

1.0歳児ク
ラス

1 3 2
13.１
歳
1.男
児
特になし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

特にな
し。

勢いよく
着地する
徴候のあ
る児(安定
していな
い児)に
は、傍に
付き手を
添える。
保育士同
士声を掛
け合い児
の傍に付
けるよう
にする。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
特にな
し。

引き戸に
きちんと
鍵がか
かってい
るか確認
し引き戸
が動かな
いように
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特にな
し。

児が転倒
しないよ
うに支え
る。1対1
の関わり
だったが
児の動き
に注意を
払う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りつたい
歩きをし
ていた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

対象児の
隣にいて
見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他児を見
ていた。

特にな
し。

常に怪我を
予想し動
く。

1870

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

17 2 1
18.６
歳
1.男
児
なし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左第３指
末節骨骨
折・左第
４指末節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

口頭で注
意を促し
たのみ
だった。
児に近寄
り事故予
防行動を
する必要
があっ
た。

昼礼等で
職員間の
共有。事
故例の検
証、対応
策、安全
ルールの
徹底を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

―

鍵が子ど
もの手の
届く位置
にある。

扉の鍵以
外にス
トッパー
を併用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

肌寒かっ
たため、
保育室の
引き違い
扉は閉
まってい
た。本児
が先に別
の扉から
入室し、
他児を中
に入れる
ため、今
回の扉を
開けよう
としたと
も考えら
れる。

保育室扉
などは大
人が開け
ることを
再度周知
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は戸
外から保
育室へ入
室し、保
育室引き
違い扉が
閉まって
いること
で他児と
鍵を開け
扉で遊ん
でいた。
その際左
手中指と
薬指を扉
で挟む。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

戸外から
保育室へ
入室し、
保育室中
ほどで具
合の悪い
児を検温
してい
た。扉で
遊んでい
る児に気
付き、注
意を促し
その際す
でに指が
挟まって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

戸外にて
保育室へ
入室する
よう促し
ていた。

入室の
際、入室
がしやす
いよう扉
を開け、
園児の力
で可動し
ないよう
止めてお
くことが
必要で
あった。

扉付近の出
入りには保
育従事者が
立ち会う

1872

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

6 5 1 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遅番の時
間内に遅
番業務を
完了させ
る必要が
ある

保育担当
の保育士
は雑務を
せず、子
どもの安
全を最優
先にした
保育をす
る

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

数回
2.不定期
に実施

数回

延長時に
使用して
いる玩具
が同じも
のが多
く、飽き
ていたこ
とが考え
られる

延長時な
らではの
遊びを楽
しめる保
育の工夫
が必要で
ある

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童がや
りたい遊
びを聞い
たり汲み
取ったり
しなが
ら、遊び
を提案す
ることも
必要で
あった

児童が遊
びに入り
こめてい
ないよう
であれ
ば、どう
したいか
聞いたり
探ること
も必要
（年齢に
あった遊
具を用意
する）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕食後、
ブロック
遊びを設
定した
が、本児
は手を出
さず、遊
びたいも
のではな
かった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

児童が減
少したた
め同保育
室の掃除
機をかけ
始め、
時々目を
離す時間
があった

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

児童が減
少したた
め、園内
の遅番業
務をして
保育室に
いなかっ
た

保育担当
の保育士
が掃除機
をかけて
いて、目
を離す時
間があっ
た

保育担当の
保育士は雑
務をせず、
子どもの安
全を最優先
にした保育
をする

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

・もう一
つの遊具
（隣り）
に付いて
いた。

・使用す
る遊具に
職員1名
ずつ分か
れて付く
配置で
あった
が、子ど
もが先に
遊具に着
いてし
まった
為、間に
合わな
かった。

・乳児クラ
スについて
は、遊具を
使用する場
合はマン
ツーマンで
対応する。

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・散歩の
行先、活
動範囲の
確認を(適
切かどう
か）を定
期的に行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

・対象児
の動きは
普段とは
変わりな
かった。
普段から
活発に動
く様子が
見られて
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

・自由遊
び開始
後、本児
が遊具に
登ってい
るのに気
づき向
かったが
間に合わ
なかっ
た。

・散歩先
の遊具の
適用年齢
を確認
し、遊具
の使用年
齢や方法
について
全職員で
確認す
る。
・散歩先
のマニュ
アルを作
成する。
・年度初
めに散歩
先の確認
を含めた
研修を実
施する。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

1.定期的
に実施

・散歩先
の公園遊
具につい
て対象年
齢等を確
認しマ
ニュアル
を作成
し、全職
員で確認
する。
　園庭遊
具の使用
方法につ
いても改
めて全職
員で確認
する。
（10月上
旬済）
・施設、
遊具の点
検記録簿
を作成す
る。
・日々の
ヒヤリ
ハットで
挙がった
危険箇
所、危険
場面を定
期的に職
員全体に
周知す
る。

―――
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.基
準配
置

散歩先に
ついて
は、10年
前のマ
ニュアル
や職員の
経験に任
せていた
部分が
あった。
行き先は
朝礼で報
告してい
るので適
切ではあ
るが、
行った先
での遊ば
せ方等(遊
具の使
用）につ
いては決
まり事を
作ってい
なかっ
た。

――
14.２
歳
2.女
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折―3 3
3.2歳児ク
ラス

121871

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

9 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1873

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

22 10 12 2 2
17.５
歳
2.女
児

H29．4月よ
り、カウプ
指数・肥満
度共に１８
を超え、肥
満傾向で経
過観察をし
ていたが改
善なく、9月
に保護者へ
肥満気味で
ある旨伝え
ていた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕橈
骨尺骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1～

1.基
準以
上配
置

―

引き続き
十分な職
員配置及
び事故予
防対策を
実施して
いく。

1.定期的
に実施

2～
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

引き続き
安全点検
を実施し
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

引き続き
見守りを
実施して
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段通り
に登園
し、友達
と遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

担任は少
し離れて
いたとこ
ろで、他
児と虫捕
りをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他クラス
担任が近
くにい
て、転ん
だことに
すぐ気づ
いた。

―

職員は全体
を見回しな
がら、安全
面での配慮
を促す（手
に物を持っ
て走るとき
には気を付
けるように
と声掛けを
してい
く）。

1874

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

31 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左母基節
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

ホールを
少人数で
ゆったり
遊べた
分、勢い
がついた
と考えら
れる。

特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

新しい技
（動き）
に挑戦し
ていた。

挑戦する
気持ちを
受け止め
つつも、
体操時の
運動能力
をよく見
極め、危
険がない
か見守り
を強化す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会前
で、意欲
的にフラ
フープを
使ってい
ろいろな
動きに取
り組んで
いた。特
に、その
日の午前
に他児が
褒められ
ていた動
き（フラ
フープを
持ち縄跳
びのよう
にくぐっ
て跳ぶ、
フープ廻
し跳び）
をまねし
て遊んで
いる時に
転んだ。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ホールの
中で、保
育士1名、
子ども4名
と広くス
ペースを
確保し、
対象児を
含め全員
の動きを
よく見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

別室（5歳
児保育
室）で他
の子ども
27名の保
育を行っ
ていた。

―

行事前など
張り切って
いる時は、
普段以上の
勢いがつく
ことを想定
して活動を
選んだり、
見守ってい
く。

1875

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

9 2 1 4 2 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第一
趾中足骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

対象児の
行動に対
する対応
(言葉が
け）がで
きていな
かった。

事故後対
応策会議
を行い、
再発防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

1回/週 なし

今回、施
設内の遊
具や玩具
は事故に
つながっ
ていない
が、安全
点検は継
続。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕補食終
了後、遊
びに入ら
ず何もな
いスペー
スを走っ
ていた。

保育士が
それぞれ
の子ども
が好きな
遊びに誘
うなどの
配慮が必
要。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

室内にあ
る玩具で
遊んでは
いなかっ
た。段差
なしの保
育室で転
倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

降園時記
入書類に
記載をし
ながら対
象児を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児の動
きを見て
いた。

複数児の
降園があ
り、保育
士は降園
時間を書
類に記載
しながら
子どもを
見てい
た。

降園時間は
メモ書き
し、子ども
の居ない時
間に書類に
記載する。

1876

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

26 6 5
14.２
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルの中に
子ども達
が安全に
遊べる場
について
の記載が
詳細に記
されてい
なかっ
た。

子ども達
の遊び場
について
は、マ
ニュアル
中より
も、日々
の会議等
を通し
て、職員
に周知し
ていく。

― ― ― ― ― ―

樹木の根
がはって
いる場所
を走って
いた為

公園の樹
木の根な
ので、撤
去は出来
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
不安定な
場所を
走ってい
るのに、
保育士が
止められ
なかっ
た。

足元が不
安定な場
所は走ら
ないよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児の近
くにはい
たが、ま
さか根に
つまづき
転倒する
とは思わ
ず、本児
が転倒す
る所は見
ていた
が、手を
差し伸べ
る場所で
はなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子ども達
の行動範
囲が広
かった
為、他の
職員は、
４名は固
定遊具に
ついてい
て、１名
は怪我を
した本児
と同じ場
所にい
た。

当日、子
ども達が
遊ぶ範囲
が広がり
過ぎてい
た。又、
足元が不
安定な場
所を走っ
ているの
に保育士
が止めな
かった。
保育士の
危機管理
が薄かっ
た。

副園長、看
護師と公園
に行き、現
場の状況を
確認した。
同日、園
長、副園
長、担任、
看護師と緊
急会議を行
い、子ども
の遊ぶ範囲
を確認し、
今回の場所
は木の根が
多いため、
走り回って
遊ぶことを
禁止した。
後日職員会
議で周知し
た。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1877

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

40 20 20 3 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕顆上
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

走り縄跳
びが骨折
という大
きな怪我
に繋がる
という、
危険に対
する認識
の甘さが
あった。

全職員で
事故を振
り返り、
危険性に
ついて検
証すると
共に、リ
スクマ
ネージメ
ントのリ
スクにつ
いての全
職員での
情報の共
有や意識
変革を行
う。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

48
2.不定期
に実施

12

なわとび
の練習を
始めたば
かりだっ
た。

個々に
合った縄
跳びの長
さに調整
し、縄跳
びの跳び
方を丁寧
に知らせ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夕方にな
り、薄暗
くなって
いた。

視覚が悪
くなる夕
方などは
室内あそ
びにする
など配慮
を行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

年長児の
縄跳びを
する姿に
刺激をう
け、意欲
的に縄跳
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児が
走り縄跳
びが出来
た姿を担
当職員に
見せたく
て「見
て」と声
を掛けら
れ、対象
児の正面
から見て
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他のこど
も達の遊
びを見て
いた。

職員が縄
跳びに潜
む危険に
ついての
認識が不
足してい
た。

こどもの特
徴や発達を
知り、その
子にあった
方法で活動
やあそびを
提供すると
ともに、そ
こに潜む危
険を察知す
るセンスを
身に付け、
常に備え
る。

1878

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

34 16 18 3 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4

1.基
準以
上配
置

―

事故が起
こるかも
しれない
という意
識を常に
持った指
導をして
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

アスレ
チックの
ロープの
高さは５
歳児であ
れば、ま
たげる高
さである
が、急い
でいた
り、気持
ちが焦っ
ていると
引っかか
る高さで
はあっ
た。

アスレ
チックの
方にボー
ルがいっ
た場合
は、どの
ように
ボールを
取りに行
くのか使
い方を決
めたり、
ルールを
作ってい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

４歳児と
合同では
あった
が、密集
すること
もなく遊
べてい
た。１７
時を過ぎ
て周囲が
暗くなり
始めてい
た。

大人数で
盛り上が
るゲーム
をする場
合は、落
ち着ける
ような声
掛けが必
要。周囲
が暗くな
ると視界
が見えづ
らくなる
ので日暮
れに合わ
せて外遊
びの時間
を短くす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ゲームに
夢中にな
り、早く
ボールを
取り、投
げたいと
いう気持
ちでボー
ルを追い
かけてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園児たち
のする中
あてを見
守ってい
て、離れ
たところ
からボー
ルを拾い
に行く対
象児を見
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

園児たち
が中あて
をしてい
るのを４
歳児クラ
スの担任
１名と保
育補助１
名の２名
が５歳児
クラスの
担任と一
緒に見
守ってい
て、離れ
たところ
からボー
ルを拾い
に行く対
象児を見
ていた。

ボールを
取りたい
気持ちか
ら視野が
狭くなっ
ていた可
能性があ
る。

子どもの特
性を踏まえ
た指導、声
掛けが必
要。また子
どもの動き
を踏まえた
ルール作り
をしてい
く。

1879

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

24 8 11 5 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

脛骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1.基
準以
上配
置

職員数は
満たして
いたが、
職員が複
数いるこ
とで誰か
が見てい
るだろう
というこ
とがあっ
たのでは
ないか。

子どもの
動きを常
に見てい
く。複数
職員がい
る場合お
迎え時も
声かけ
あって対
応し子ど
もから目
を一瞬で
も離さな
い。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

怪我発生
時室内で
保育をし
ていた職
員２名は
お迎えの
対応等を
しながら
保育をし
ていた
が、転倒
の瞬間を
見ていな
かった。

席から離
れトイレ
など別活
動をする
子どもを
必ず目で
追って最
後まで確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

怪我発生
時室内で
保育をし
ていた職
員２名は
お迎えの
対応等を
しながら
保育をし
ていた
が、転倒
の瞬間を
見ていな
かった。

席から離
れトイレ
など別活
動をする
子どもを
必ず目で
追って最
後まで確
認する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

お迎え対
応等をし
ながら保
育をして
いたが、
対象児の
トイレか
ら帰って
くるとき
は確認し
ていたが
一瞬（転
倒時）は
みていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎え対
応等をし
ながら保
育をして
いたが、
対象児の
トイレか
ら帰って
くるとき
は確認し
ていたが
一瞬（転
倒時）は
みていな
かった。

座って絵
本を見る
ことが多
い時間帯
なので、
職員も安
全だろう
という気
持ちが
あった。

職員が複数
いたので場
から離れる
子どもから
目を離さな
い。

1880

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

15 4 4
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

前歯ＡＡ
歯牙打撲
疑い

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

6
2.基
準配
置

会議等で
職員全体
で安全保
育の取り
組みを
行ってい
るが、子
どもの予
測できな
い動きに
対応し切
れなかっ
た。

ヒヤリ
ハットＰ
Ｊを毎月
行い、事
故・ヒヤ
リの情報
共有を
しっかり
し安全保
育に生か
してい
く。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
特に考え
られる事
項なし

定期的に
点検する
ように
し、さら
に職員一
人１人が
意識でい
るように
してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故当日
金曜午後
でその週
ずっと雨
で外に出
られず、
体力をも
てあまし
ていた。

その日の
子どもの
状況、天
候等もふ
まえ安全
に保育で
きる工夫
をしてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児はト
イレに行
き、戻っ
てまた遊
具で遊ぶ
ため並ぼ
うと向き
を変えた
ところに
友だちが
ぶつかっ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

担当２名
はそれぞ
れ遊具に
つき、１
名は気に
なる子に
１対１で
つき、１
名が全体
把握をし
ていた。

―

３人の担
当が役割
分担をし
て安全に
留意しな
がら、保
育を行っ
ていた。

全体を把
握をする
職員の立
ち位置等
の配慮・
確認が不
足してい
た。

個々の性
格・日々の
行動パター
ン等も考え
て大人のつ
く位置を声
かけしあい
対応する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1881

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

24 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

亜脱臼

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

本児は好
奇心旺盛
でやりた
いことに
対して、
ルールや
危険を考
えずにす
ぐ行動に
移してし
まう。本
児のこの
ような特
性を捉
え、更に
注意して
付くべき
であっ
た。

すくすく
児との
ジャング
ルジムの
遊び方を
考え、使
い方の約
束も更に
伝えなが
ら安全に
遊べるよ
うにして
いく。ま
た全体で
もジャン
グルジム
での約束
を再度確
認する。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

ジャング
ルジムに
破損や水
濡れ等は
なくハー
ド面の不
備はな
い。

今後も引
き続き使
用前には
安全を確
認してか
ら使用す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

障がい児
も本児も
「ジャン
グルジム
から飛び
降りては
いけな
い」とい
うルール
を理解出
来ていな
かった。
また担当
も障がい
児に対し
てしっか
りとルー
ルを伝え
て未然に
防ぐべき
であっ
た。

固定遊具
の使い方
を再度全
職員で確
認し、使
用方法の
周知徹底
を図る。
また子ど
もにも再
度伝え
ジャング
ルジムの
みならず
全ての遊
具で安全
に遊べる
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は好
奇心旺盛
であり、
障がい児
が行って
いた動き
を真似し
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当はま
さか本児
が飛び降
りてくる
とは思っ
ていな
かった。
その点に
認識の甘
さがあっ
た。

―

それぞれ
固定遊具
についた
り、小人
数だが集
団遊びの
見守りを
してい
た。

ジャング
ルジムか
ら飛び降
りてはい
けないと
いうルー
ルだった
が、障が
い児で担
当が目の
前にいた
ことで許
してし
まった。
それを見
て本児が
飛び降り
てしまっ
たという
ことは子
どもに
とっては
この子は
良くてこ
の子ダメ
とはなら
ない。行
動を起こ
す前に止
めなくて
はいけな
かった。

「庭の使い
方」という
手順書をも
とに子ども
も大人も
ルールを理
解し、大人
全員は同じ
認識のもと
に保育す
る。庭には
たくさんの
子どもがい
るので大人
と子どもが
１対１だか
ら良いとい
うことはし
ない。

1882

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

14 2 5 7 4 2
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

外傷によ
る歯の脱
臼　歯肉
の挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4～5

1.基
準以
上配
置

特になし 特になし
2.不定期
に実施

5～6
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

5～6
特に特記
事項なし

特に特記
事項なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児の動
きを予測
できな
かった。

子ども達
の動きの
多い時間
帯におい
ても状況
を把握を
し、危険
回避でき
るよう職
員間で連
携を取り
合う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

スキップ
のように
跳びなが
ら歩いて
いた。普
段からそ
のような
動きが多
い。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児から
２～３ｍ
の距離に
おり、視
野に入れ
て見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児から
４～５
メートル
以内の距
離にい
た。

普段から
飛び跳ね
るような
動きをす
ることや
体幹の弱
さをを認
識してい
たが、瞬
時の行動
を予測で
きなかっ
た。

さらに子ど
も一人ひと
りの運動面
発達状況の
把握に努め
る。

1883

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

雲梯遊び
は久しぶ
りだった
ので、遊
ぶ前に子
ども職員
でルール
を確認す
べきで
あった。

固定遊具
等で遊ぶ
場合の事
故予防に
ついて、
項目を具
体化し、
定期的に
注意喚起
を行って
いく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

保護マッ
トの準
備、くぼ
み等の施
設面では
問題ない
と思われ
る。

雲梯下の
地面のく
ぼみもな
く、マッ
トを敷い
ていて安
全面につ
いては問
題ないと
思われ
る。引き
続きマッ
トの敷忘
れや雲梯
遊び時の
注意事項
を守って
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

身体バラ
ンス機能
には、個
人差があ
ることを
踏まえ
て、対応
する。

遊具遊び
の確認事
項をまも
り、転び
にくい身
体つくり
や身体を
動かす遊
びをする
中で身体
バランス
が取れる
様に働き
かける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

久しぶり
の雲梯で
あった
が、本児
は参加す
る。日頃
より、渡
りきるこ
とが出来
ず、途中
で降りて
いたが、
この日も
同じ姿で
あった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯に並
んだ３人
をついて
見てい
た。一人
が雲梯を
終わらせ
たら、も
う一人が
スタート
する様
に、渡っ
ている間
は目を離
さずつい
ていた。
着地の
時、尻も
ちをつ
き、右に
倒れそう
になった
ので、手
を差し出
そうとし
たが、間
に合わ
ず、本児
が手をつ
いてし
まったた
め受傷す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

雲梯は担
当職員に
任せ、そ
の他、遊
具以外で
遊んでい
る全体の
児の様子
が見える
様にして
いたの
で、事故
の様子は
わからな
い。

１人づ
つ、渡る
まで目を
離さず見
ていたの
で状況が
良く分
かった。
今までと
うり守っ
ていく。

環境面は
整ってお
り、一人づ
つ雲梯を渡
らせていた
ので、状況
が良く分
かった。引
き続き目を
離さない様
に見てい
く。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1884

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

9 2 2
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2～5
2.基
準配
置

発達成長
段階で、
負ぶわれ
たこと
で、自分
の力で背
中にずっ
とつか
まった
り、降り
たりする
行動が不
十分な年
齢である
園児を負
ぶってし
まった。

抱っこと
違い怪我
になるリ
スクが高
いので、
園児を負
ぶわな
い。おぶ
い紐を使
用して負
ぶう際も2
名で行う
ことがマ
ニュアル
で記載さ
れてい
る。

1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

1回/週 ―

毎週1回の
事故防止
チェック
表に基づ
く点検
を、引き
続き徹底
してい
く。

7.その
他

担当保育
士が、負
んぶする
という行
為の危険
性の認識
が甘かっ
た。

今後は、
災害等で
の避難以
外は、負
んぶをし
ない。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

夕方の時
間で、本
児も室内
での玩具
遊びにあ
きてきて
しまって
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

負んぶし
た際に片
手で本児
を支え、
もう一人
の園児の
手を繋い
でおり、
降ろす際
に背中か
ら落ち
る。（高
さ50㎝ぐ
らい）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室内
で、他の
園児のパ
ズル等の
遊びを見
守りなが
ら、保育
を行って
いた。

保育室内
から離れ
る時に、
園児を連
れて行っ
たことが
原因。

夕方の体制
確認など
は、朝事前
に確認して
おく。また
は、内線で
の電話での
確認方法を
し、安全な
体制で保育
することを
一番とす
る。

1885

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

22 3 2
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨尺骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

園庭・遊
具の使い
方につい
ての認識
が甘かっ
た。

園全体で
マニュア
ルの見直
し・再作
成を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

縁石３８
㎝に対し
て本児の
身長が約
１００㎝
だったの
で身長に
対して
高い位置
からの
ジャンプ
であっ
た。

遊具では
ない所で
の怪我の
発生だっ
たため、
遊び方・
遊ばせ方
の検討を
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

一人ひと
りを見
守ってい
たが遊具
ではない
所での事
故だった
ので、 
保育士の
危機管理
予測が甘
かった。

遊ばせ方
の検討・
見直しを
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
く、いつ
も通り生
活するこ
とができ
た。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

コンク
リート縁
石で遊ぶ
際は必ず
保育士と
行う約束
をしてい
たため、
その日も
ついてい
た。
しかし咄
嗟のこと
に支える
ことが出
来なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で多
数の児童
を保育し
ていたた
め見てい
なかっ
た。

日頃から
同じ様に
遊ばせて
いたが 
、様々な
危機管理
の予測が
甘かっ
た。

再度遊ばせ
方の検討を
行う。個人
のやりたい
気持ちだけ
でなく、発
育、発達を
見極めてい
く必要があ
る。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日の設
定保育は
製作活動
であっ
た。もう
一人の職
員は保育
室の片づ
けが終了
次第園庭
に戻り保
育に加わ
る予定で
片付けに
専念して
いたため
見ていな
かった。

本児は、
柔軟性や
俊敏性に
やや欠け
る傾向が
あり、衝
突の勢い
は軽いも
の
であった
のだが棒
倒しのよ
うな状態
で倒れ
た。

個々の特性
を把握した
うえで、準
備体操を入
念に行うな
どの個別配
慮を行う。

― ―

・４歳児
になると
運動能力
も高ま
り、鬼
ごっこと
その他の
遊びが混
在する場
合
は、子ど
もたちの
中にも互
いに気を
付けて遊
ぶ意識が
必要で
あったと
思われ
る。歩い
て衝突し
た男児Aに
関して
も、自分
の世界に
入って遊
んでいる
時は
周りが見
えていな
いことが
多い。
・当日は
気温も低
く寒い日
であっ
た。室内
ではエア
コンを使
用してお
り、急激
な温度変
化に身体
が十分対
応できて
いない状
況があっ
たのでは
ないか。

・寒い季
節に運動
遊びを行
う際は、
身体を
しっかり
と温めて
から行う
・日ごろ
の保育の
中で、子
どもと一
緒に考え
る安全教
育を実践
してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調等に
問題はな
かった
が、体を
動かすこ
とは好き
だが、動
きにやや
硬さがあ
る児童で
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

設定保育
が終了
し、自由
保育中の
ため、鬼
ごっこを
する子ど
もと他の
遊びをす
る子ども
が混在し
ていた。
４歳児ク
ラスのみ
で職員も
１名のみ
であった
ため、担
任保育士
は園庭中
央にて全
体を見て
いた。
児童が転
倒した場
所と担当
職員が
立っいた
場所は4ｍ
ほどの距
離であ
り、十分
状況を確
認できる
距離では
あった。

12
1.定期的
に実施

毎日

３年前に
大規模な
園庭整備
を実施し
ており、
園庭にで
こぼこも
ほとんど
見られな
い。衝
突、転倒
があった
場所も特
に滑りや
すいとこ
ろではな
かった。

戸外活動
の際は、
職員が保
育活動内
容に即し
た事前の
安全確認
を行うこ
とを
徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

12

1.基
準以
上配
置

ヒヤリ
ハットへ
の取り組
み強化を
行い、会
議の中で
報告検証
すること
を徹底す
る。個々
の職員が
事故につ
ながる要
因を意識
し、迅速
な対応を
していく
ことで、
事故抑止
力を高め
ていける
ようにす
る。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘尺骨
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
17.５
歳
1.男
児

1.屋外活
動中

1.負
傷

2

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

151886

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1887

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

89 12 15 8 24 30 6 6
17.５
歳
2.女
児

雲梯を使っ
ての遊び
は、４歳児
～５歳児ク
ラスの子ど
も達を中心
に発達上大
切な遊びで
あり、多く
の子ども達
が楽しんで
いることか
ら、年齢発
達と事故の
因果関係は
ないと考え
ている。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨骨
頭部の骨
折、出血
（関節
部）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3～4
2.基
準配
置
―

上記のよ
うな対策
をとって
いること
から通常
は充分で
あると考
える。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

3 ―

上記のよ
うな対策
をとって
いること
から通常
は充分で
あると考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲梯遊
び、後退
する遊び
が手を離
すことに
つながっ
たとも考
えられ
る。

雲梯遊び
で前進し
た後に後
退する遊
びは危な
いことを
子ども達
に話し、
約束毎と
して定着
させる。
職員間で
も意識統
一を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
運動着に
着替え、
いつもと
変わらず
園庭に出
てくる。
数人と一
緒に雲梯
であそん
でいた。
後退して
すすむ遊
びをして
いて、手
を滑らせ
落下す
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

雲梯付近
で数名の
遊びを見
ている状
況で、本
児が手を
滑らせて
落下した
のを見
て、すぐ
に駆け寄
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
が本児に
寄り添
い、医務
室に向か
う間、周
囲の安全
を見守
る。

通常の雲
梯遊び前
進ではな
く、遊び
方の広が
りから本
児は後退
して進む
遊びをし
ていた。
（母親か
らの話で
は数日前
にもやっ
ていた）
手を掛け
るのに失
敗して落
下した。

個々の発
達、運動能
力に合わせ
て、傍での
安全見守り
や介助をし
ていく。

1888

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

95 10 17 3 28 31 6 5 5
17.５
歳
1.男
児

わんぱく砦
（総合遊
具）遊び
は、幼児ク
ラスの子ど
も達を中心
に発達上大
切な遊びで
あり、多く
の子ども達
が楽しんで
いることか
ら、年齢発
達と事故の
因果関係は
ないと考え
ている。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨の
骨折（ひ
び）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3～4
2.基
準配
置
―

上記のよ
うな対策
をとって
いること
から通常
は充分で
あると考
える。

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

3 ―

記のよう
な対策を
とってい
ることか
ら通常は
充分であ
ると考え
る。
遊具の点
検は29年
４月に実
施してお
り、ロー
プの交
換、固定
も確認済
み。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

数日前か
ら近隣の
小学生５
年生数名
が保育体
験の為に
来園して
いた。園
庭での遊
びを一緒
にしてお
り、本児
も興奮気
味であっ
た。慌て
て行動し
たとも要
因と考え
られる。

通常と異
なる条件
（保育体
験の学童
児がいる
等）の時
には、注
意喚起を
促すなど
個別の対
応をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後、
運動着に
着替え、
いつもと
変わらず
園庭に出
てくる。
数人と一
緒に追い
かけっこ
をして遊
ぶ。斜面
板をロー
プを伝っ
て登ろう
とする
が、手を
離してし
まい落下
する。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

複合遊具
付近で数
名の遊び
を見てい
る状況
で、本児
が手を滑
らせて落
下したの
を見て、
すぐに駆
け寄る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担当職員
が本児に
寄り添
い、医務
室に向か
う間、周
囲の安全
を見守
る。

身体が慣
れないう
ちに激し
い運動を
したこと
も、要因
と考えら
れる。ま
た保育体
験に来て
いた小学
５年生と
の追いか
けっこで
興奮して
いたこと
もあり注
意力が散
漫になっ
ていた可
能性も考
えられ
る。

朝の園庭遊
びでは、ウ
オーミング
アップを
し、身体を
慣らすよう
にする。
通常と異な
る条件（保
育体験の学
童児がいる
等）の時に
は、注意喚
起を促すな
ど個別の対
応をする。

1889

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

26 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨頚
部若木骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

― 特になし
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ビーズの
紐通しで
ネックレ
ス作りを
してい
た。作っ
たネック
レスを別
のところ
にいた友
達に見せ
ようと歩
いていた
ら転倒
し、床に
ついた左
手の上に
自分の体
が乗った
形になっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ビーズ遊
びのテー
ブル付近
で保育を
し、対象
児を含め
全体の動
きをみて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ保育
室内で、
別のコー
ナーで保
育をして
いた。

―

子どもが夢
中になって
いる時には
周囲の状況
が見えなく
なっている
可能性があ
ることを十
分理解し、
100パーセン
トの安全は
ないという
認識を持
ち、危機を
回避できる
よう保育し
ていく。
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死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1890

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

17 2 1
17.５
歳
1.男
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

園庭での
遊びの
ルール
（自由遊
び中は側
転はなし
など）が
あいまい
であっ
た。

ルールを
全職員で
しっかり
と確認す
る。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の芝
生は冬柴
の種を蒔
き、1か月
養生し11
月6日より
開放。

園庭が芝
生でなけ
れば、更
に重大な
怪我に
なった可
能性があ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

ホールで
の体操教
室後、園
庭にて自
由遊びを
する。

子ども達
が落ち着
かない日
は、集団
遊びを設
定する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

ヒーロー
になりき
り、側転
や他児に
蹴る真似
をしてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

園庭用玩
具を片付
ける園児
について
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

支援児に
ついてい
た。

受傷児は
園庭にて
何度か危
険な行動
をしてい
たので、
必ず保育
者が近く
につくか
行動の抑
制をすべ
きであっ
た。

担任はクラ
ス全体を見
つつ、危険
な箇所には
必ず入るこ
とを徹底す
る。

1891

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

3.2歳児ク
ラス

13 3 3
14.２
歳
2.女
児
特になし

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

仲の良い
友だちと
帰りの時
間が一緒
になり気
持ちが高
ぶった。

「気をつ
けてね」
等の言葉
をかけ
る。

1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日 ―

引き続き
安全点検
を実施し
ていく。

7.その
他

―

廊下を走
らないこ
と、走っ
て怪我を
すること
があるこ
とを、こ
の事故を
きっかけ
として子
ども達に
教え、保
護者にも
注意をお
願いして
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者の
迎えまで
は普段と
変わらず
気の合う
友だちと
好きな遊
びを楽し
んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

引き渡し
の後でそ
の状況を
見ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

廊下で転
倒して泣
く声に様
子をみに
いった。

―

保護者への
引き渡し後
であって
も、園内で
怪我をする
ことがない
よう注意す
る。

1892

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

40 12 14 14 3 3
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

思いもよ
らない子
どもの動
きに対す
る、重ね
て繰り返
しの対
応。

危険に対
する、子
どもの意
識の啓
発。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

適切な場
所での活
動では無
かった。

該当無
し。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

活動的に
遊び夕方
の時間
で、体力
的には配
慮がより
必要で
あった。

危険な行
動である
ことを理
解に繋げ
るような
投げかけ
を、繰り
返し実
施。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

園庭遊び
後室内で
気の会う
友達と機
嫌よく遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ままごと
をしてい
た数名で
側転を始
めたので
「危ない
からやめ
ましょ
う」と声
をかけ、
一旦は落
ち着いた
ので他児
とのやり
取りを
行ってい
た時、再
び側転を
始めたの
で止めよ
うとした
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

同じ室内
にいた
が、保護
者対応や
他児との
関わりを
してい
た。まま
ごとの状
況は視界
に入って
いたが間
に合わな
かった。

友達同士
の遊びの
中で繰り
返し行っ
てしま
う、やり
取りが
あった。

一度止めた
時点で次へ
の予測した
対応が必要
だった。

1893

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

67 3 8 11 12 15 18 15 14
17.５
歳
2.女
児
―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

12～14
2.基
準配
置

事故や怪
我の発生
後にはヒ
ヤリハッ
トの記録
や話し合
いをして
いるが、
児童に対
して遊具
の扱いに
ついての
再確認。

通常、ブ
ランコは
園庭が狭
く、朝夕
時間帯に
よって取
り外して
いること
もあり、
再度児童
や職員に
遊び方の
周知を行
う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

― ―

安全点検
は定期的
に行って
いる。
ハード面
以外での
改善を行
う。

7.その
他

登園後で
まだ保護
者もそば
にいた時
間であっ
たが、保
育士が園
児の行動
や活動、
遊び方に
配慮が必
要であっ
た。

送迎の時
間帯は、
子どもは
気持ちが
高ぶり思
いもよら
ない事故
が起こり
やすいの
で、保育
士や保護
者に対し
て見守り
をしっか
り行うよ
う注意喚
起を促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

とても活
溌な女児
ではな
く、普通
に何気に
つかまっ
て自分の
体重をか
けて回っ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

登園時で
当番活動
や、保護
者対応な
どをして
いた。も
うひとり
のクラス
担任は、
庭にい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

登園児
は、複数
の園児が
いて、未
満児クラ
スの園児
にも目を
配った
り、保護
者との受
け入れを
行ってい
た。

園児の保
護者がそ
ばにいた
ため、園
児の見守
りを任せ
てしまっ
た。

自分の担当
クラスの園
児だけでは
なく、園児
が危険を伴
う行動や遊
びを予想し
て、声掛け
や配慮が必
要である。
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歳
4
歳
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歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1894

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

18 1 1
16.４
歳
2.女
児
なし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

遊具の危
険性を再
認識する
必要が
あった

遊具の危
険性を子
どもたち
に伝える
ととも
に、怪我
の想定を
今一度行
う

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―

鉄棒の使
用の際に
は、下に
引くマッ
トをクッ
ション性
の高い物
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

援助が必
要な遊具
を少なく
し保育士
が即時対
応できる
ように設
定を行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

運動神経
の良い児
で一人で
鉄棒にぶ
ら下がる
事が出
来、よく
遊んでい
た。事故
当時も自
ら鉄棒に
ぶら下
がって遊
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒で遊
んでいる
子どもを
見ながら
他児の様
子を見て
いた。

― ― ―

遊具で遊ん
でいる際
に、保育士
の目を多く
しておくこ
とが必要
だった。

1895

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

19 4 4 4 3 2 2 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右肘頭骨
折.右ジョ
ウコツ頚
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

年齢に関
わらずま
だ未熟な
ところも
あるので
職員も意
識して関
わる。

事故の起
きる時間
帯や曜日
なども意
識して保
育に当た
る

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

4～5
1.定期的
に実施

4～5

お部屋の
整理、椅
子はテー
ブルにし
まう。

園児へ慌
てないこ
とをお話
しする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外への
促しは少
人数ずつ
行う。

椅子や
テーブル
のかたづ
けをきち
んと行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康に問
題なく登
園してき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

見ていた
が防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の担任
は先に園
児を連れ
園庭に出
た。

―

日頃より、
職員間の連
携を密にし
てゆく。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

この日は
担任が休
みのた
め、フ
リーの保
育士が保
育を担
当。テラ
スに出る
ため主任
が同行し
ていた。
（テラス
で遊ぶと
きは原則
戸外と同
様、保育
士２名以
上がつく
ようにし
てい
た。）
保育士１
名は遊具
のうんて
い部分、
到着場所
（遊具外
側）で
待ってい
た。
もう1名
は、他の
園児3名と
一緒に、
テラスの
端にある
睡蓮鉢
（遊具か
ら１ｍほ
ど離れて
いる）の
手入れを
してい
た。至近
距離では
ないが、
対象児と
担当者の
位置は確
認してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同じ棟で
過ごす
２・３歳
児クラス
が散歩で
園外に出
ていたた
め、目の
前の保育
室は無人
になって
いた。向
かいの建
物にいる
０・１歳
児クラス
も昼食が
始まって
いたた
め、外を
気にして
いた職員
はいな
かった。
事務室に
は事務員
がいた
が、テラ
スの方を
見てはい
ない。園
長は代表
取締役と
の打ち合
わせのた
め徒歩１
分以内の
系列施設
へ行って
いた。

毎日朝
夕、固定
遊具を使
うように
なって
１ヶ月が
経過、慣
れてきた
ところで
の事故で
あった。
保育者も
慣れによ
る油断が
あったと
いえる。

少人数で対
応数が十分
であって
も、慣れ等
の心の油断
が事故に繋
がるおそれ
があること
を職員間で
再認識し、
子どもの咄
嗟の動きに
も対応でき
る位置に職
員がつくよ
う周知し
た。

設備面で
は出来得
る限りの
対策は
行ってい
たと考え
ている。
危険回避
のために
点検は定
期的に続
けてい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

毎日、園
児の少な
い時間帯
に遊具で
遊ぶよう
になり
１ヶ月が
経過、園
児も職員
も遊ぶ・
見守るこ
とに慣れ
てきた頃
であっ
た。

挑戦した
い気持ち
を大切に
するとと
もに、改
めて遊具
の安全な
使い方、
落下時の
体勢の取
り方など
を伝えて
いく。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体調も良
く、動き
も普段と
変わら
ず。
元々、身
軽に動く
子で、運
動神経も
とても良
い。チャ
レンジ精
神旺盛だ
が、自分
の能力も
把握して
いて無茶
はしな
い。

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

12

ゴムチッ
プの床は
弾力性が
あり、落
下しても
大きな怪
我に繋が
らないよ
うにして
いるが、
逆に落下
しても安
心感が強
すぎた可
能性もあ
る。

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置

固定遊具
を設置し
て１年未
満、職員
ミーティ
ング等で
危険個所
の検討は
していた
が、マ
ニュアル
には園外
での固定
遊具使用
時と同等
としてい
る。

今後のマ
ニュアル
改定時
に、園内
の固定遊
具に関し
ての項目
を設け、
今回の事
故に関す
る予防策
も記すよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2
16.４
歳
2.女
児

４歳児の標
準的な体
格、身軽に
動き運動神
経もとても
良い。チャ
レンジ精神
旺盛だが、
自分の能力
も把握して
いて無茶は
しない。事
故当時の天
候は曇。遊
具の点検は
１週間前に
行っていて
異常なし。

1.屋外活
動中

1.負
傷

4 4 2

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

81896

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1897

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

50 18 19 13 3 3
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足中足
骨の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

5

1.基
準以
上配
置

―

ヒヤリ
ハット・
事故に対
する再発
防止の検
討や対策
をより具
体的に行
い、事故
防止に努
める。

1.定期的
に実施

15
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

3 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

運動能力
の未熟さ
もあった
と考えら
れる

日ごろの
保育で
様々な運
動遊びを
取り入
れ、運動
能力を高
めながら
足の使い
方や怪我
をしない
転び方が
身につく
ようにす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

普段は砂
遊び等
座っての
遊びを好
んで行う
が、当日
はボール
遊びをし
たり、友
達と走っ
て遊んだ
りと比較
的活発に
体を動か
して遊ん
でいた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
事故前に
ボール遊
びを一緒
に行う。
他児が鉄
棒遊びを
するとい
うことで
見守りの
為にボー
ル遊びを
やめて鉄
棒に向か
い、鉄棒
遊びの子
どもの体
を支えて
いたと
き、背後
で事故が
発生す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

クラスの
園児を主
に全体の
子どもの
様子を見
守ってい
た。４歳
児クラス
の保育士
の近くで
対象児が
転倒す
る。

―

常に子ども
の様子が見
える位置に
立ち、全体
が把握でき
るようにす
る。

1898

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

9 5 4 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

―

保護者か
らの提案
により、
保護者か
らの目線
で意見を
頂けるよ
う、ヒヤ
リハッ
ト・ご意
見記入用
紙を作成
し、玄関
に設置し
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
平均台の
置き場所

環境を見
直し、平
均台を常
時置ける
場所を確
保した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭遊び
を終了し
部屋に入
る際は一
斉入室
し、分か
れて活動
すること
はしない
ことを全
職員に徹
底、周知
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
りの活発
さで、鬼
ごっこを
楽しんで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

職員は本
児と鬼役
の子が対
峙してい
る様子を
目の前で
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

片付けを
終えて保
育室に
入った子
どもたち
を保育し
ていた。

―

子どもが安
全に過ごせ
る様に園庭
利用時間帯
を見直し、
表を作成。
片付けや部
屋に入る時
間を明確に
し全職員に
周知した。

1899

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

45 4 4
17.５
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷

2.骨折
2.顔面(口
腔内含む)

眼底骨骨
折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

日常と異
なる活動
時の配慮

職員全員
が、具体
的事例を
検討し改
善を図る

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

保育室の
広さと布
団の枚数
の割合

午睡用布
団を敷く
場所を検
討

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

園児の行
動する動
線に問題
がないか

園児同士
がぶつか
らないよ
うな距離
が保てる
動線の確
保

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

各々が、
自分の行
動を優先
して周り
を見てい
ない

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

園児が畳
んだ午睡
用布団の
収納をし
ていたた
め他の園
児の行動
を予測し
て動くこ
とが出来
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

おやつの
準備、他
の園児の
援助をし
ていたた
め、気付
くことが
出来な
かった。

―

子どもの動
きを予測し
て危険を回
避できるよ
うに、事故
事例等を参
考に検討し
ておく

1900

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 4 6 2 2
15.３
歳
1.男
児
無

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足親指
骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～3

1.基
準以
上配
置

マニュア
ルは出来
ていた
が、それ
以外に起
こりうる
事の予測
が立たず
に、怪我
に繋がっ
てしまっ
た。

ヒヤリ
ハットを
活用し、
普段平気
でも思わ
ぬ事故に
繋がるの
で、色々
な事例を
ケース会
議等でこ
れからも
話し合っ
ていきた
い。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

3

普段は、
壁側にお
もちゃの
箱をつけ
ている
が、上の
クラスの
子ども達
がロッ
カーに荷
物を入れ
るため、
おもちゃ
の箱を四
方にあけ
ることが
できるよ
うに配置
してし
まった。

２歳児の
遅番で使
う部屋
を、ロッ
カーがな
い方の部
屋を使う
ようにす
る。おも
ちゃの箱
の出し方
を工夫す
る。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

担当保育
士が、子
ども達を
見守る位
置が悪
く、見守
りが十分
でなかっ
た。

保育者が
いつでも
起こりう
る事を再
確認し、
見守りを
徹底す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

全体の様
子の把握
に努めて
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

玩具で遊
んでいる
他の児と
一緒に遊
びながら
周りの児
の様子を
見てい
た。

いつもは
平気だか
らと、安
心してい
る部分
が、怪我
に繋がっ
た。

いつもは、
何でもない
ことだが何
が起こるか
わからない
ので、おも
ちゃの出し
方、職員の
配置等に十
分に配慮す
る必要があ
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1901

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

39 17 22 4 4
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕前腕
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4
2.基
準配
置

危険防止
マニュア
ルはある
が、事故
後処置の
方法が中
心とな
り、予防
面がおろ
そかに
なってい
た。

マニュア
ルを事故
予防面で
も充実さ
せ、職員
との共通
理解を図
る。

1.定期的
に実施

約50
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

公園の点
検を行っ
ていな
かった。

遊ぶ前に
は公園の
点検も行
い、安全
を確認し
てから遊
び始める
こととす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

至る所に
潜む危険
を察知し
きれてい
なかっ
た。

保育中に
は注意を
怠らず、
常に危険
を把握す
るよう努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

東屋の周
りを周り
ながら、
友達との
追いか
けっこに
夢中に
なってい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

年中組主
担任は対
象児が友
達と楽し
そうにお
にごっこ
をしてい
るのを見
ていた
が、他児
の擦り傷
の手当に
保育園に
戻った副
担任に替
わって障
害児につ
き、徐々
に小川の
方へと動
いていっ
た。そこ
で副担任
から怪我
の処置の
報告を受
けていた
時に、事
故が起
こった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

休みだっ
た年長組
の主担任
の替わり
に入って
いた主任
保育士
は、年長
組の障害
児につい
て小川の
近くにい
た。芝生
の方にい
た５歳児
の副担任
が泣き声
を聞きつ
け、東屋
の近くで
泣く対象
児に駆け
寄った。

年長組も
年中組も
障害児に
つられて
職員が小
川の方へ
固まって
しまっ
た。ま
た、怪我
の処置の
報告を受
ける際
に、園児
全体への
注意を
怠った。

隣の公園で
あっても、
その場で怪
我の処置が
できるよう
救急セット
を持参す
る。気にな
る園児につ
られて一箇
所に固まら
ないよう
に、位置取
りに注意
し、死角の
無いよう分
散する。職
員同士の情
報伝達中に
も、園児へ
の目配りを
怠らないよ
う指導す
る。

1903

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

41 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

園庭は広
いため、
安全確認
が必要、
雲梯や鉄
棒遊具は
特に気を
つけてい
たが、注
意事項に
ついて認
識不足が
あった。

それぞれ
の遊具や
広場に職
員を配置
して、安
全に遊べ
るよう声
をかけ、
見守る。

1.定期的
に実施

280
1.定期的
に実施

280
1.定期的
に実施

280

雲梯で遊
ぶ注意点
を怠った
こと。朝
露で滑り
やすい状
況だっ
た。

危険がな
いか，目
視する。
お互いに
声を掛け
合う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

今までで
きなかっ
た雲梯が
できて、
何度も挑
戦してた
が、朝露
で地面が
濡れてい
たので滑
りやすい
状況が
あった。

遊べる状
況か安全
確認と雲
梯の最後
の階段を
下りるま
で声をか
けながら
側で見守
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

雲梯が出
来るよう
になり、
はりきっ
ていた、
お家の方
に保育園
で雲梯が
出来るよ
うになっ
たことを
伝え，当
日の朝も
何度も挑
戦してい
た。最後
に階段に
足を置い
た瞬間に
バランス
を崩して
地面に落
ちた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

雲梯をす
るとき
は、一人
の保育士
がいた。
始まりか
ら最後の
地点まで
見届け、
その場を
離れた。
その瞬間
地面に落
ちた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の場所
で子ども
達を見て
いた。園
長も事故
発生前に
子どもた
ちが何度
も並び頑
張ってい
る様子を
見た。そ
のあとの
事故とな
る。

保育士も
も子ども
達が出来
るからと
安心して
しまっ
た。

スタートす
る時点から
最後まで、
一人ひとり
見届ける。

― ― ―

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

縦割り
チーム作
りの際
は，対象
児の様子
を見てい
なかった
わけでは
ないが，
注意深く
見守るこ
とはな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

82名が一
斉に動く
中で，自
分たちの
役割を果
たすこと
に集中
し，本児
及び担当
者の動き
を注意深
く見守る
ことはな
かった。

支援の必
要な子が
分散した
上に，同
じチーム
のメン
バーが見
つからな
い子にも
援助が必
要な状態
になっ
た。その
ため，職
員の注意
が散漫に
なりやす
かった。

異年齢交流
等の大勢で
行う保育の
中では，ひ
とりひとり
の動きに注
意し，担当
保育者だけ
ではなく，
そこにいる
保育者全員
が，子ども
の様子を注
意深く見守
る。

遊戯室の
広さと，
保育の内
容が合っ
ているか
どうか，
本当に安
全である
が，十分
に検討し
てから実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

いつもと
違う異年
齢の交流
保育で，
混み合う
状況に
あった。
また，慣
れない異
年齢の集
団活動の
中で，同
じチーム
の子を探
すという
ことは，
ゲーム感
覚で楽し
める子が
多い半
面，急い
で探そう
とするこ
とや，人
を探すこ
とにばか
り集中し
て，周り
に目がい
かず，足
を踏んだ
り，ぶつ
かったり
というこ
とが起こ
りやすい
状況に
あった。

異年齢交
流等，い
つもと違
う保育内
容を実施
する場合
は，職員
間で十分
な話し合
いをし，
安全に配
慮した内
容を計画
する。計
画を園
長・主任
が詳細に
確認して
から実施
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

誕生会後
の縦割り
チーム作
りの際に
他児に足
を踏まれ
たが，そ
の後もい
つも通り
の様子で
過ごして
おり，職
員はその
日の本児
の様子は
把握して
いたもの
の，本児
の足の状
態には気
が付かな
かった。

誕生会の
後に，3・
4・5歳児
混合の縦
割りチー
ムにな
り，遊戯
室で会食
をするこ
とになっ
ていた。
縦割り
チームで
の活動は
以前から
行ってお
り，ほと
んどの子
がメン
バーを覚
えている
ので，保
育士の合
図でメン
バーを探
し，揃っ
たチーム
から決め
られた場
所に集ま
るという
ゲームを
数回行っ
た。

異年齢交
流の場合
は，様々
な状況を
想定し，
安全面に
配慮する
ととも
に，保育
中の留意
点や職員
配置を十
分に話し
合ってか
ら実施す
る。

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

1.定期的
に実施

遊戯室
は，他園
より比較
的広い方
だが，
３・４・
５歳児８
２人一斉
に動くこ
とは，安
全面の配
慮が不足
してい
た。

左第５趾
基節骨骨
折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1.基
準以
上配
置

特になし
2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

9 7
17.５
歳
2.女
児

82 24 261902

平成
30年
3月
30日

321.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1904

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

57 18 16 23 6 6
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3～4
2.基
準配
置

遊戯室の
遊具に関
して、危
険防止マ
ニュアル
の中でそ
の危険性
や欠点が
取り上げ
られてい
なかっ
た。

ヒヤリ
ハットに
基づい
て、各遊
具の注意
点を危険
防止マ
ニュアル
に反映さ
せてい
く。

1.定期的
に実施

約50
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

転倒の原
因となっ
たソフト
ブロック
は年長児
が乗るに
は軽く、
不安定な
遊具とな
ることを
認識して
いなかっ
た。

各年齢に
合った遊
具を揃え
ていくこ
とを検討
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

年長児だ
からと安
心して片
付けを任
せ、注意
を他児へ
と向けて
いた。

片付け中
は年長児
に対して
も、油断
無く注意
を向け
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

元気に登
園した
が、登園
時から、
普段より
少し落ち
着かない
様子で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

５歳児の
主担任は
片付けの
音楽をか
けに行っ
ており、
目を離し
ていた。
５歳児の
副担任は
ぐずって
片付けを
しない子
をなだめ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他クラス
の担任は
それぞれ
のクラス
の園児の
片付けを
援助して
いた。

いつも年
長児はそ
れぞれに
片付けを
しっかり
やってい
たので、
安心して
いる面が
あった。

持ち場を離
れる（音楽
をかけにい
く）時の声
かけを徹底
し、任され
た職員は広
く注意を払
うよう指導
する。ま
た、普段と
様子の異な
る園児には
特に注意を
怠らないよ
う徹底させ
る。

1905

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

102 33 35 34 13 11
18.６
歳
2.女
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

園以外の
ところで
子ども達
が普段
使ってい
る遊具で
はなかっ
た

遊具の使
い方、危
険のリス
クも伝え
るように
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育士も
傍にいた
し、本人
も止まり
そうと過
信してし
まった

油断しな
いこと

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遠足を楽
しみ喜ん
でいる様
子でした
が、いつ
も通りで
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもが
遊具のと
ころに分
散してい
たので他
の職員と
連携をと
りながら
全体や他
の遊具で
の様子を
見ていま
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

ブランコ
は危ない
という認
識がある
ので担当
職員と声
を掛け合
いながら
そばでみ
ていまし
た。

保育士は
ブランコ
の傍には
いたが年
長児でス
ピードと
まりそう
になった
ので、大
丈夫だか
らと目線
から外れ
てしまっ
たように
感じる

傍にいるだ
けでなく起
こり得るケ
ガを想定し
声をかけな
がら正しい
乗り方等を
知らせる

1906

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

29 3 2
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

橈骨遠位
端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

平均台な
どに上
がった時
の怪我に
対するマ
ニュアル
や保育士
の認識は
あった
が，椅子
に上がり
転倒する
ことに対
する意識
が薄かっ
た。

安全に遊
べるよう
に，職員
の立ち位
置を職員
間で分
析，検証
し共通理
解したう
えで，マ
ニュアル
に記載す
る。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300

椅子本来
の使用目
的でな
く，園児
が上がる
には椅子
の面積が
狭すぎ，
バランス
を崩しや
すい。

カプラ遊
びで高く
積み上げ
る場合
は，面積
が広く安
定感の有
るもの
（カラー
ボックス
等）を使
用する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

椅子に上
がってカ
プラを高
く積み上
げること
は常であ
り，届か
なくなっ
たら終わ
りにする
約束で
あった
が，身長
の高い友
達と一緒
に積み上
げていた
ため，本
児が背伸
びをしバ
ランスを
崩した。

カプラ遊
びで高い
ところに
上る必要
がある時
は，保育
士が安全
確保のた
めに必ず
傍につ
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

一緒に遊
んでいた
友達より
高く積み
上げたい
という気
持ちが強
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

発表会の
お面作り
もあり，
いつも椅
子に上
がって積
み上げて
いたの
で，転倒
に対して
の危険予
測は薄く
その場に
つかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当
コーナー
で保育を
してお
り，視界
に入って
おらず対
応が出来
なかっ
た。

カプラは
事故や怪
我がない
という思
いがあ
り，今ま
でも上手
に積み上
げて遊ん
でいたの
で安心し
ていた。

保育士は見
守っていた
が事故に対
する予測が
なかった。
椅子に上
がった時点
で安全確保
のために傍
につく。

1907

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

29 18 11 2 2
17.５
歳
2.女
児
特になし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折（ひ
び）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1.基
準以
上配
置

―

事故内容
を職員会
議におい
て報告
し、再発
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

保育者が
ゲーム内
容に対す
る予測判
断を怠
り、安全
な環境設
定がなさ
れていな
い。

子どもの
特性、
ゲーム内
容を把握
理解した
うえで環
境設定を
し、安全
にゲーム
が展開で
きるよう
に配慮す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

午前中の
最も体を
動かす時
間帯で、
椅子取り
ゲームの
一番を
狙って勢
いよく走
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
の指示を
出すた
め、全体
が見える
位置に
立ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

椅子に座
れなかっ
た子ども
達の様子
を見守っ
ていると
同時に、
他児の対
応をして
いたため
見ていな
かった。

経験年数
の浅い保
育者が
ゲーム内
容に対す
る予測判
断を怠
り、安全
な環境設
定がなさ
れていな
い。

子どもの特
性、ゲーム
内容を把握
理解したう
えで環境設
定をし、安
全にゲーム
が展開でき
るように配
慮する。

137 / 166 
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0
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1
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歳
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歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1908

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

3 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

68 25 23 20 4 4
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左撓骨骨
折、左尺
骨骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

18
2.基
準配
置

園庭に年
少・年
中・年長
児全員が
出てサッ
カーや鬼
ごっこな
ど違う遊
びをして
いた。

違う遊び
が入り混
じらない
ように園
庭におけ
るそれぞ
れの遊び
での使用
範囲を指
示する。
サッカー
など動き
の大きい
遊びは時
間帯を分
ける。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24

今回の事
故は、
ハード面
が主たる
原因では
ないと考
える。

ソフト面
の改善が
必要だ
が、ハー
ド面の改
善は特に
必要ない
と考えら
れる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭に年
少・年
中・年長
児全員が
出てサッ
カーや鬼
ごっこな
ど違う遊
びをして
いた。

違う遊び
が入り混
じらない
ように園
庭におけ
るそれぞ
れの遊び
での使用
範囲を指
示する。
サッカー
など動き
の大きい
遊びは時
間帯を分
ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児が鬼
ごっこを
して遊ん
でいたと
ころに他
児の蹴っ
たボール
が飛んで
きて当
たったの
であり、
それまで
本児の様
子はいつ
も通りで
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

ボールが
当たった
瞬間は見
ていない
がその前
後の動き
は把握し
ていた。
園庭に年
少・年
中・年長
児全員が
出てい
た。思い
がけない
方向から
ボールが
飛んでき
てしまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

違う遊び
が入り混
じってい
たため、
対象児の
動きは見
ていな
かった。

園庭に多
人数の園
児が出て
違う遊び
をしてい
た。

異年齢交流
で園庭に多
人数の園児
が出て複数
の遊びをす
る時は、個
別の遊びの
指導ではな
く全体の安
全を見守り
確認する係
の職員を配
置する。

1909

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

22 5 7 10 8 8
14.２
歳
1.男
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左下腿骨
（脛骨）
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

保育士の
戸外遊び
における
事故・怪
我発生に
対する意
識が薄れ
ていた。

保育士の
配置数が
満たされ
ている
と、お互
いに仲間
を頼り、
誰かが見
ているだ
ろうと意
識が希薄
化しやす
いので、
危機意識
をもって
保育す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

49
1.定期的
に実施

―

鉄棒に安
全カバー
が装着さ
れていた
場合は、
接触時の
衝撃が和
らげら
れ、負傷
の程度が
軽減され
た可能性
あり。

遊具の安
全対策に
ついて検
討する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

・子ども
の身長と
鉄棒の高
さとの関
係　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　　・
鉄棒の周
りの安全
柵や安全
カバー

子どもの
活動状況
を確認
し、活発
な活動を
希望する
時は、固
定遊具な
どを設置
していな
い広くて
安全な場
所に移動
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

大好きな
車型遊具
に乗り友
達と遊ん
でいた
が、園庭
を走る友
達を見て
急に走り
出し、鉄
棒に衝突
した。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒にぶ
らさがっ
て遊んで
いる子ど
もの補助
をしてい
た。　
　　
　
（本児
が、走り
出した友
達の真似
をして、
急に鉄棒
の方に
走ってき
た。）

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

砂場やま
まごとハ
ウスで遊
ぶ子ども
の傍にい
た。

保育士
は、子ど
もの遊び
や居場所
に応じて
分散して
関わって
いたが、
園庭全体
を見渡し
子どもの
様子を把
握する保
育士がい
なかっ
た。

ひとりの子
どもが庭内
を走り出し
た時、安全
面よりも気
分の発散を
重視し止め
なかった
が、設置し
てある固定
遊具や友達
にぶつかっ
たり、つま
ずいて転ん
だりするこ
とを想定
し、走って
もよい場所
を提供す
る。また、
保育士間で
声を掛け合
い、子ども
の突発的な
行動にも敏
速に対応で
きるよう、
保育士の配
置を工夫す
る。

1910

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

16 5 2 9 4 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

事故ヒヤ
リハット
報告書及
び応急処
置記録表
などの事
故内容に
ついて、
これまで
以上に職
員間で話
し合いの
場を持ち
安全対策
について
確認し合
う。ま
た、記録
記載によ
く書かれ
る子に対
し特に気
を配る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

毎月安全
点検を
行ってい
るが、異
常を確認
したとき
は随時報
告し安全
対策を講
じる。日
頃から環
境整備を
行い危険
と思われ
る箇所は
迅速に対
策を講
じ、子ど
も達の年
齢や発達
を踏まえ
保育環境
を整備し
安全に遊
べるよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児は
体を動か
すことが
苦手であ
り、直ぐ
につまづ
いたりバ
ランスを
崩しよろ
けたりす
ることが
多い。ま
た、腕の
脱臼も頻
繁にあっ
たことを
母親から
事故後に
聞き、事
前に健康
状態の
チェック
が必要
だった。

運動面で
は様々な
経験不足
から動き
が鈍くな
るので、
対象児の
発達に合
わせなが
ら運動機
能を促す
活動を取
り入れて
いく。ま
た、必要
に応じて
保育士が
側に付き
添い個別
配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

動きは敏
感でな
い。事故
後母親か
ら頻繁に
腕を脱臼
すること
を知らさ
れる。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
動きを常
に見てい
た。走る
スピード
もゆっく
りで、突
然転ぶ姿
を見たの
で起き上
がるよう
に声を掛
けた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

対象児を
目でおい
見ていた
が突然転
ぶ姿を見
たので、
側につい
ていた保
育士が抱
き起す。

―

様々な活動
の中であわ
てさせない
ようにす
る。クラス
担当者だけ
でなく職員
全体で対象
児を見守る
ようにし、
些細な事で
も職員間で
連絡し合い
情報の共有
化を図って
いく。県・
市の研修会
や職員会議
などの機会
に子どもの
発育・発達
と事故との
関係や事故
の生じやす
い場所など
について学
び、事故の
認識、危険
に対する予
知能力の向
上を図って
いく。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1911

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

16 1 1
17.５
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

尺骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

児童にす
べり台の
遊び方に
ついて決
まりを守
るよう知
らせる。
遊戯室で
の遊びに
は複数の
保育士が
つく。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

4.個人
活動
中・子
どもの
み

― 特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

組別活動
から食事
準備のた
め、他児
と先に保
育室に向
かい食事
準備を始
めたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各組で、
保育して
いたた
め。

食事準備
の声かけ
により、
友達は慌
てて滑り
降りた可
能性も考
えられ
る。

滑り台の使
い方の約束
の確認をし
合う。子ど
もが遊びを
やめて集合
し、人数や
安全など確
認してから
全員で保育
室に戻る。

1913

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

11 2 2
14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
基節骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

起こり得
るケガに
対しての
予測をし
ていな
かった。

様々な事
を予測し
ながら、
職員間で
の連携を
強化す
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

4

遊具や玩
具の不備
はなかっ
た。

特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

片付け中
の為、使
用した遊
具等が乱
雑に散ら
ばってい
た。

子どもの
動きを予
測しなが
ら、大き
い物は先
に片付け
たり足元
の遊具を
先に片付
けたり等
の配慮を
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

足元がま
だしっか
りしてい
ない。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けを
しながら
対象児も
見ていた
が、つま
づいた時
には間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の保育
士も片づ
けをしな
がら、他
児を見
守ってい
た。

保育士も
一緒に片
付けを
行ってい
た為、十
分な見守
りはでき
ていな
かった。

片付けをし
ながらも子
どもたちの
行動に目を
配り危険の
予測を心掛
け子どもに
声を掛け
る。

1914

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

14 3 3
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕腕
顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

適切な環
境整備や
園児への
呼びかけ
がなかっ
た。

危険なこ
とをして
いたら、
注意喚起
する。
（声掛け
をする）

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

―

園児が水
を運んで
いたので
路面がぬ
れ、滑り
やすく
なってい
た

遊具の使
い方を園
児に再確
認する。
危険回避
を早めに
するよう
に徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊んでい
ると楽し
くなり、
危険であ
ることが
認識出来
なかった

個々的に
声を掛
け、危険
な場合は
知らせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

―

危険な行
動に対
し、制止
等の声掛
けが必要
である。

職員の立ち
位置の確
認。危険な
事を見た
ら、クラス
の子でなく
ても声掛け
が必要。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
はそれぞ
れの持ち
場で保育
にあたっ
ていた。
対象児と
その付近
にいた児
童たちの
声が上が
ることで
事故に気
付いた。

施設内での
死角が生じ
やすい箇所
での児童の
移動時に
は、複数人
の職員で見
守るよう職
員の応援体
制に配慮す
る。

――

廊下で
は、数人
の児童た
ちが電車
ごっこや
ふざけて
押し合い
などをし
て遊んで
いたよう
であっ
た。

児童への
注意喚起
を行う。
※注意喚
起の方法
・四季毎
の注意喚
起（年最
低４回）
朝礼・終
礼時や行
事等で、
事故が起
こりやす
い状況・
場所や、
事故が起
こった場
合の対処
方法
（「大声
で先生を
呼ぶ」、
「あわて
て走らな
い」な
ど）を児
童に説
明。
・日常的
な注意喚
起
注意を促
す張り紙
（「廊下
を走らな
い」「物
を置いた
ままにし
ない」な
ど、その
状況に応
じた注意
書き）を
児童の見
やすいと
ころに掲
示。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

対象児
は、遊戯
室で発表
会の練習
後、保育
室の方へ
戻る際、
廊下に設
置して
あった飼
育ケース
内の虫
（ミミ
ズ）を見
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

遊戯室か
ら保育室
に向う廊
下は、途
中左折し
ている。
対象児の
担任も保
育室の方
へ戻る途
中であっ
たが、事
故発生時
は左折前
であった
ことか
ら、対象
児の様子
を見てい
ない。

48
2.不定期
に実施

随時

・点検作
業がマン
ネリ化し
ていた。
・廊下に
飼育ケー
スを設置
していた
ため、通
行の妨げ
となる状
況をつ
くってい
た。
・飼育
ケースは
ガラス製
で、側面
にはヒビ
が入って
いた状態
で使用を
続けてい
た。

・定期点
検に加
え、日常
での安全
管理に対
する職員
間の声か
けを徹底
し、マン
ネリ化を
防ぐ。
・飼育
ケースを
撤去。
・担当課
による公
立保育所
全園の緊
急安全点
検を実
施。施設
内の整理
整頓、事
故につな
がるおそ
れのある
箇所の応
急措置、
資器材の
補修、撤
去等を行
う。より
多くの目
での点検
整備に今
後も努め
ていく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

5
2.基
準配
置

週１回の
職員会議
を利用
し、事故
予防マ
ニュアル
やヒヤリ
ハット記
録をもと
に、日ご
ろの保育
活動を振
り返り、
職員の安
全管理に
対する意
識啓発の
徹底を図
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

１．右尺
骨神経断
裂、右尺
骨動脈断
裂
２．右環
指小指屈
筋腱断裂 
 
３．右尺
側手根屈
筋腱断裂

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
17.５
歳
1.男
児

2.室内活
動中

1.負
傷

―1
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

191912

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1915

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

33 5 5
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

園外保育
というこ
とで、児
童の気持
ちが高揚
してし
まってい
た。

園外保育
での危険
性を再考
し、安全
の確保を
行うよう
に職員一
人一人に
注意喚起
を行っ
た。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

なし

付き添い
の職員に
は保育所
内とは違
う危険が
あること
を再認識
をしても
らい、子
どもたち
の行動に
注意をす
るように
徹底し
た。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

体格的に
がっしり
したタイ
プなの
で、転倒
したが泣
きもしな
くて痛が
りも無
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

少し坂道
となって
いたが、
転ぶよう
なところ
には見え
なかった
ため、転
んでから
はじめて
気が付い
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

別の児童
に注意を
していた
ため転ん
だ児童に
は気が付
かなかっ
た。

年長児と
いうこと
もあり、
注意事項
はよく
守ってく
れるので
大丈夫だ
と思って
いたとこ
ろもあっ
たのでは
ないか。

改めて、注
意をするこ
と、ふざけ
ないなど先
生との約束
守をること
を児童に言
い聞かせる
とともに、
職員も園内
の保育と違
い危険もあ
ることを常
に頭に入れ
行動する必
要がある。

1916

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

8 3 3
14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右前脛部
亀裂骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

10

1.基
準以
上配
置

この時
期、園生
活に慣れ
少しずつ
自分の身
の回りの
ことがで
きるよう
になり、
生活に余
裕ができ
てきた。
そのため
友達と関
わるうち
に気持ち
が高ぶ
り、行動
が大胆に
なったり
羽目を外
す姿が
あった。
保育士が
走っては
いけない
と伝えた
が行動を
止めるこ
とができ
なかっ
た。

一人一人
の行動に
十分気を
つけて見
守りを
し、不適
切な行動
や危険な
行動を
とったと
きは、す
ぐに対応
できるよ
うな体制
をとる。
また、子
どもの状
況に合わ
せて保育
士の配置
人数を考
慮する。
園児の様
子に少し
でも異状
が感じら
れたとき
は、すぐ
に園長に
報告、け
がの状況
を確認す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

― ―

毎朝、保
育室内外
を点検、
整備し安
全管理の
徹底を図
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

同じ室内
で、給
食、午睡
を行う。
一人一人
の様子に
合わせ
て、食後
午睡の準
備をして
いる。

片付けや
午睡準備
に係る保
育士と園
児を見守
る保育士
と役割分
担して安
全に過ご
せる

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

自分で、
少しずつ
身の回り
のことが
できるよ
うになり
環境に慣
れ、動き
も活発に
なってき
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

本児の動
きを見な
がら、他
の子ども
の着替え
の補助を
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

給食の片
づけと掃
除をする
職員、排
泄を促す
職員が役
割を分担
しながら
行ってい
た。

給食か
ら、午睡
準備とい
う一人一
人に対応
しなけれ
ばならな
いあわた
だしい時
間帯で
あった。

ゆったりと
したかかわ
りや十分に
時間を確保
し、一人一
人の欲求を
満たすよう
配慮する。

担任保育
士は他の
こどもと
違う場所
で遊んで
いて、加
配保育士
が対象児
の近くに
いたので
任せても
良いと勝
手な判断
の元、対
象児の動
きを見て
いなかっ
た。加配
保育者も
近くには
いたが、
対象児の
動きは見
ていな
かった
が、声は
聞こえて
いた。対
象児が落
下する瞬
間は見て
いなかっ
た。対象
児の泣き
声を聞い
て駆け寄
ると右手
側をした
にして横
になって
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

3才児、4
歳児も同
様に活動
をしてい
たが、担
当するク
ラスのこ
どもと活
動してい
たため、
対象児の
動きを見
ていな
かった。

自分の勝手
な判断で見
守りをおろ
そかにしな
いように、
職員間で声
を掛けあい
常に担当児
の動きを見
ているよう
にする。自
分が見守れ
ないときな
どは、他職
員に必ず依
頼をする。

―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

思い思い
に好きな
遊具で遊
んでいた
ため、
個々に職
員がすぐ
側につい
て活動し
ていたわ
けではな
く、対象
児のすぐ
近くには
職員はい
なかっ
た。対象
児は、踊
り場で立
ち止ま
り、前方
のブラン
コにいる
友達に気
持ちが行
き、体勢
を崩して
しまっ
た。

2歳児にも
理解でき
るような
指導方法
を研究
し、安全
教室の際
に知らせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

自分の好
きな滑り
台で遊ぼ
うと、階
段を上っ
て行った
が、前方
にブラン
コで遊ん
でいるお
友達が目
に入り、
何度も友
達に向
かって名
前を呼
び、自分
に気づい
てもらお
うとして
いた。そ
のため、
自分の体
勢を保持
すること
がおろそ
かになっ
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12

現遊具
は、階段
が踊り場
になって
いるため
幅も広く
昇り降り
だけの場
でなく、
立ち止
まってし
まう傾向
がある。
そのた
め、対象
児も立ち
止まり、
その場か
ら前方ブ
ランコで
遊んでい
た友達に
手を振る
ことに気
持ちが向
いてし
まった。

踊り場の
前方部分
での立ち
止まりを
防止する
ため、視
覚的支援
(色を塗
る）をし
て危険個
所である
ことを知
らせる。

1
2.基
準配
置

事故予防
に対する
研修の回
数が少な
かった。

職員の事
故予防に
関する研
修の回数
を増や
し、危機
管理に対
する意識
づけがさ
らに必
要。自分
達の保育
の中身を
点検・見
直しを
し、職員
の人材育
成を含め
た保育の
質の向上
に取り組
む。

1.定期的
に実施

122.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨顆
上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
15.３
歳
2.女
児

1.屋外活
動中
1.負
傷

―9 6 10 5

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

29 41917

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1918

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

5 1 1
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕部
分の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

約束の再
確認。

園全体で
約束の再
確認を行
い、クラ
スでも徹
底できる
ようにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

跳ばない
ように目
印をつけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任保育
士の活動
の見守り

自由遊び
である
が、一人
一人の活
動の把握
をし、共
に遊ぶと
共に見守
りをする
こと。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり元気
な様子で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他児への
対応で大
縄をまわ
してい
た。発生
後かけつ
ける。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児と関
わってい
たため、
至近距離
にはいな
かった。

―

大勢の園児
が園庭で遊
んでいる
が、保育士
がかたよら
ず、全体に
配置できる
ように配慮
する。

1919

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

36 18 18 3 3
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足膝下
の骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

―

事故事例
より円周
コーナー
に職員が
立ち、事
故予防す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

随時 ―

園庭に水
を巻き、
すべりに
くくし転
倒しにく
いように
整備す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

対象児が
勢いよく
走り、円
周コー
ナーで転
びそうに
なりふん
ばった
が、バラ
ンスくず
し転倒。

園庭に水
を巻き、
すべりに
くくし転
倒しにく
いように
整備す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

練習に熱
が入り、
円周コー
ナーで勢
いあまり
転倒。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

走ってい
た対象児
を応援し
ていた
が、転倒
した為、
傍に行き
対応す
る。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

４，５歳
児のリ
レーの練
習を応援
してい
た。

対象児
が、勢い
よく走
り、円周
コーナー
で転ぶの
をさけ、
走るバラ
ンスを崩
し転倒。

運動会の練
習に熱が入
るが、無理
をせず、円
周コーナー
の走り方や
安全な転び
方を指導す
る。

1920

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨頭
骨折　左
肘関節内
血腫

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

集団から
離れてい
た児童へ
の対応
で、並ん
で待つ子
ども達の
そばに保
育士はい
なかっ
た。

・子ども
の把握の
徹底。子
どもたち
に対して
は「危険
行為」
「約束」
等につい
て、話を
し確認す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

集団から
離れてい
た児童へ
の対応
で、並ん
で待つ子
ども達の
そばに保
育士はい
なかっ
た。

集団活動
におい
て、担任
外の保育
士であっ
ても個々
の児童の
様子を把
握してお
くよう努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

居場所は
把握して
いたが、
他の子ど
もたちに
声を掛け
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

加配児に
保育室で
対応。

担任が午
後休暇の
ため、別
の職員が
対応して
いた。

集団活動中
は、できる
限り多くの
保育士で見
守るように
する。

1921

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

24 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

尺骨骨幹
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

次の活動
に向け、
声賭けで
順次ホー
ルに向
かってい
た時で
あった
為、把握
が十分で
しきれて
いなかっ
た。

子どもの
把握の徹
底。職員
が声に出
し合っ
て、把握
の確認を
しあう。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― ― ―

職員配置
の確認、
職員間で
の連携を
図る。遊
具等の遊
びの終了
を徹底す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

次の活動
に向け、
声賭けで
順次ホー
ルに向
かってい
た時で
あった
為、把握
が十分で
しきれて
いなかっ
た。

子どもの
把握の徹
底。職員
が声に出
し合っ
て、把握
の確認を
しあう。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

次の活動
へ移動中
の子ども
を順次把
握してい
たが、本
児の動き
について
は把握し
きれてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

全体把握
をしなが
ら、保育
にあたっ
ていた。

―

子どもの把
握の徹底。
職員が声に
出し合っ
て、把握の
確認をしあ
う。

1922

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

17 2 11 4 5 5
13.１
歳
2.女
児
なし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

（1）右足
部挫傷　
（2）右第
一中足骨
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

異年齢で
の活動
だった
為、子供
の見守
り、声掛
け指導が
不足して
いる可能
性もあ
る。

職員配置
と子ども
の年齢に
合わせた
動線と遊
び方を検
討する。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250

芝生の上
での活動
にも、転
倒時のリ
スクがあ
ることに
配慮して
遊ぶ必要
があっ
た。

園庭を芝
生化して
いるが、
転倒の仕
方によっ
ては、骨
折等の怪
我につな
がること
を共通理
解してい
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

普段子供
たちが楽
しんでい
る遊びで
あった
が、今回
は靴を履
いていな
い事を配
慮して遊
ぶ必要が
あった。

芝生の園
庭である
が、転倒
の仕方に
よっては
重大事故
になるの
で、十分
な確認が
必要であ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

狭い範囲
ではある
が、元気
に園庭で
遊んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

事故直前
は職員2人
で対象児
を見てい
た。事故
の瞬間を
見ていた
のは担当
職員の1人
だった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の子ど
もを見て
いて、対
象児の動
きや事故
の状況を
把握でき
る距離に
はいな
かった。

見守り、
声掛けが
不十分
だった。

子供たちの
遊び方と行
動範囲を全
ての保育従
事者が把握
できるよう
に情報を共
有する。
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死亡
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歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1923

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 44 30 5 5
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

17
1.定期的
に実施

12 なし なし

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

２日前、
足に怪我
をしてい
た。

保護者か
らは「普
通に生活
してい
い」と申
し出が
あった
際、遊び
方につい
て密に確
認してお
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者よ
り２日前
に足を怪
我した
が、普段
通り生活
してよい
こと、走
るのは止
めてほし
いと申し
出があっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

離れてい
たところ
にいたた
め、転倒
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭全体
の把握が
できるよ
うに各職
員が遊具
などそれ
ぞれの場
所にいた
ため、転
倒の場面
は見てい
なかっ
た。

朝、怪我
の状況を
詳しく聞
いていた
が、集団
生活の動
きと家庭
での動き
の違い等
話し、戸
外で遊び
を控えて
もらうよ
う伝えな
かった。
休み中に
家庭で怪
我をした
ことを他
の職員へ
周知して
いなかっ
た。

集団生活の
動きと家庭
での動きの
違いを知ら
せて確認を
する。
怪我をし
て、活動に
制限がある
時は他の職
員に周知を
図る。

1924

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

27 1 1
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置
―

室内での
行動の仕
方を再確
認すると
ともに、
遊びの方
法を職員
間で周知
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

― ―

子どもの
動線を考
え、常に
椅子の置
き場所を
考慮する

4.個人
活動
中・子
どもの
み

普段から
室内は走
らないこ
とを約束
している
が他の活
動に目が
いった隙
に起こっ
た

室内で
待ってい
るときは
走らない
ことを再
度確認し
あった

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の当番
活動を見
回ってい
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
室内で降
園の準備
をしてい
た

他の当番
活動の確
認をする
ため他の
職員や子
どもたち
に声をか
けず部屋
を空けた

部屋を空け
る時は他の
職員にも声
をかけた
り、子ども
たちにも室
内での過ご
し方を確認
する

1925

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

41 16 12 13 4 4
16.４
歳
1.男
児

前回左腕が
外れた経験
があり、手
をつなぐ時
には、本児
が急に立ち
止まった
り、力を抜
いたりする
ため注意を
してきた。
また、外に
出るとすぐ
に走り出す
ため、名前
を呼んで
は、「歩き
ます」「止
まって」な
ど声をかけ
てきた。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

40

1.基
準以
上配
置

―

時間差出
勤の時間
帯であ
り、それ
ぞれの当
番保育士
が、声を
掛け、連
携を取り
合い、子
どもの状
況や居場
所によ
り、立ち
位置をか
えながら
見守るよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

―

築山付近
は砂もあ
り、滑り
やすく
なってい
た。

園庭の砂
や小石は
履き集め
取り除
く。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

朝は、ま
ず走るこ
とから始
まり、本
児の好む
遊びが少
ない。

本児の興
味のある
遊具、玩
具の設定
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園後
は、母親
と一緒に
園庭に出
て分かれ
ると、走
り出す。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

この時間
はまだ戸
外に出て
いない時
間帯。そ
の日の早
番の担当
被災の瞬
間は、そ
れぞれ
に、子ど
もとかか
わってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

早番保育
士は、う
朝の受け
入れをし
ていた。
玄関にい
た職員
は、登園
してきた
子どもに
声を掛け
ていた。
滑り台付
近の保育
士は、滑
り台で遊
ぶ園児を
見てい
た。

いつもの
行動だか
らという
慣れや、
油断が
あった。

何気ない、
いつもの行
動にも危険
性があるこ
とを意識し
て見守った
り、その場
に応じてわ
かりやすい
言葉で、危
険を知らせ
ることを周
知した。

1926

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

20 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

4.創傷(切
創・裂創
等）

2.顔面(口
腔内含む)

顔面挫創

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

子ども
が、指示
した行動
ができて
いるか確
認する必
要があっ
た

子どもの
動きが把
握できる
位置に保
育者が立
つように
する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

― ―

設置され
た舞台の
ため、撤
去は不可
能

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動と部
屋の環境
が適切で
あったか
の見直し

子どもの
動きを予
測した事
前の言葉
かけや指
示の必要
がある

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

集団行動
をするこ
とが苦手
な児童が
複数集ま
り、行動
がエスカ
レートし
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

クラスの
児童と遊
戯の練習
をしてい
て、対象
園児の動
きを止め
ることが
できな
かった。

―

保育をし
ていた遊
戯室に
は、担任
以外の保
育士はい
なかっ
た。

日常の姿
から、子
どもの動
きを予測
した対応
を考える
と良かっ
た

遊戯室など
広い場所を
使用する時
は、可能で
あれば補助
の職員をつ
ける
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1927

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

62 38 24 3 3
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

4
2.基
準配
置

雲てい
は、毎日
行い年長
児は渡る
事ができ
ていた。
しかし、
いろいろ
な技に挑
戦しよう
としてい
たので、
十分な把
握が必要
だった。

本児が挑
戦しよう
とした時
に保育士
の援助が
必要だっ
た。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

6
1.定期的
に実施

―

雲てい下
の安全
マットは
H29.8月に
新調し
た。

安全マッ
トの上で
落ちてい
る為、こ
れ以上の
改善策は
見当たら
ない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雲てい
は、毎日
行い年長
児は渡る
事ができ
ていた。
しかし、
いろいろ
な技に挑
戦しよう
としてい
たので、
十分な把
握が必要
だった。

本児が挑
戦しよう
とした時
に雲てい
での援助
者が必要
だった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

午前中
は、運動
会の練習
などし、
給食もい
つもどお
りの食事
量だっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

休憩が終
わり、園
庭に出よ
うとして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

戸外に出
ていた年
中児クラ
スの担任1
名とフ
リー保育
士2名で見
ていた。

雲ていの
3段抜か
しへの挑
戦意欲が
大きかっ
たが、そ
れに見
合った本
児の力不
足も考え
られる。

子どもの挑
戦意欲に対
しての運動
能力も高ま
るような運
動遊びを
日々取り入
れていく。

1928

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

31 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2
2.基
準配
置

大まかな
幼児の事
故予測の
みで、個
別に起こ
りうる事
故の予測
がなかっ
た。

事故にな
らない
が、遊具
使用中に
手をすべ
らせるこ
とはたび
たびある
ので、年
齢と場所
別に起こ
りうる事
故予測を
し、対応
を検討す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12

鉄棒下に
砂を敷き
柔らかく
していた
が、十分
ではな
かった。

落下が考
えられる
遊具の下
に、クッ
ションに
なるもの
を敷く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

鉄棒が出
来るよう
になった
ばかり
で、手で
棒をしっ
かり掴む
癖がつい
ていな
かったこ
と、午後
からの子
どもの疲
れ具合や
注意力へ
の意識が
薄らいで
いたこと
が考えら
れる。

個々の能
力と体力
を再確認
し、午後
からの保
育計画に
無理がな
いか再考
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鉄棒が出
来るよう
になり、
繰り返し
やってみ
ようと
し、慎重
さがなく
なってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

他事の動
きも同時
に見てい
たため、
近くには
いたが、
本児の落
下場面は
見ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各担当す
る子ども
をみてい
たので、
本児の動
きは把握
していな
い。

本児が手
の力や着
地の姿勢
が十分で
ない状態
で鉄棒に
取り組ん
でいるこ
とを、全
職員が把
握してい
たら、他
の職員も
気にかけ
ているこ
とが出来
たと思わ
れる。

子どもの
個々の姿に
ついて、会
議や朝礼な
どで全職員
に伝達す
る。

1929

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

32 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

肘関節内
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

雨上がり
のためブ
ランコが
設置され
ていな
かったの
で、危険
を意識せ
ず、柵に
登ってし
まった。

遊んでは
いけない
場所とい
う事を、
子どもと
再度確認
した。他
の保育士
にもこの
事を周知
した。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

今週は雨
の日が多
かったの
で戸外で
遊べるこ
とが嬉し
くて、い
つもより
テンショ
ンが上
がってい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

鉄棒で遊
んでいる
子どもを
見守って
いる時
に、対象
児が柵に
足をかけ
ているの
が見えた
ので危険
なことを
知らせよ
うと駆け
寄って
行ったが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

対象児と
は別の子
どもたち
と離れた
所で鬼
ごっこを
していた
ため、対
象児が転
倒する所
を見てい
なかっ
た。

対象児ば
かりでな
く、いつ
もよりテ
ンション
が高い子
が数人い
た。

遊ぶ前に子
どもたちと
遊び方を確
認する。保
育士間で声
を掛け合
い、常に全
体的に目を
配る事を周
知した。

1930

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

12 1 1
15.３
歳
1.男
児
なし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
遠位端骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

安全管理
マニュア
ルやヒヤ
リ・ハッ
トマップ
図を読み
返し、共
通理解を
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

300
1.定期的
に実施

300 ―

今後も定
期的に点
検をす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

３歳児が
遊ぶに
は、ウレ
タンブ
ロックを
１つ並べ
ただけで
上に乗る
のは安定
しないこ
ともあ
る。

ウレタン
ブロック
を２つ３
つ並べ
て、安定
した形に
してから
乗るよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ウレタン
ブロック
をいくつ
も並べ
て、その
上に乗っ
て遊んで
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

友達との
トラブル
もなく単
独で遊ん
でおり、
特に危険
を感じな
かったた
め、近く
で見守っ
ていた。

― ―

保育士の
すぐ近く
で遊んで
いたが、
転んだ時
は手を差
し伸べら
れなかっ
た。

身体的に心
配ではない
子にも、危
険が潜んで
いることを
考え行動す
る。
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学
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そ
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1931

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

24 1 1
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

運動遊び
における
部分のマ
ニュアル
を再度見
直す。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

子どもの
発達状況
を職員間
で検討
し、安全
面での配
慮を確認
し取り組
む。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

運動器具
の使い方
を職員で
話し合
い、年齢
に合った
使用方法
を再確認
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本児は、
登園後の
荷物の片
付けをす
ませ、日
課のロー
ルマット
と鉄棒の
練習をし
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

登園して
くる子ど
も達が、
順次ロー
ルマット
と鉄棒に
取り組む
ため、一
人一人を
援助した
り見守っ
たりして
いた。

― ― ―

運動遊びの
内容や器具
の使用方法
を見直し、
常に安全面
に配慮した
人員や器具
の配置を行
う。

1932

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

28 1 1
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右尺骨骨
折　両肘
関節部挫
傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

7

1.基
準以
上配
置

―

事故、怪
我のマ
ニュアル
を確認す
る

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

10 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

全体を見
回すにあ
たってピ
アノが死
角を作っ
た

ピアノの
向きや位
置を検討
する

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

クラスで
リズム遊
びを実
施。男女
に別れ、
交互に
行ってい
た。対象
児は走っ
て止まっ
た後、片
足で立ち
バランス
を取る
ポーズを
した。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育士は
立って全
体が見え
るように
してピア
ノを弾い
ていた。
しかし転
んだのが
ピアノ近
くだった
ため、死
角になり
対象児が
転んだ時
の動きが
見えな
かった

― ― ―

保育士はピ
アノを弾く
ことに意識
がいってし
まうので、
リズム遊び
をする時に
は、全体を
見る保育士
を配置し2人
体制で行う

1933

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

12 5 7 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

下腿骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

複数の保
育士はい
たが事故
の瞬間を
二人とも
見ておら
ず、保育
士間の意
思疎通・
役割分担
の配慮が
欠けてい
た

常に全体
の子ども
たちが視
野に入る
様保育士
同士の声
の掛け合
いや役割
を持ち合
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

担任がタ
イヤの上
に板を乗
せ子ども
達と一緒
に遊んだ
後、次の
遊びをす
る為目を
離した時
に事故が
発生し
た。タイ
ヤと板を
設定をし
たままに
した事が
要因。

様々な用
具を使い
設定した
遊びは保
育士が常
に見てい
る事、目
を離さな
い事を徹
底。次の
遊びに移
る時は子
どもにも
伝え、一
度区切る
事を確認
しあう。

7.その
他

「日頃取
り組んで
いる遊
び」とい
う慣れと
安全保育
の意識が
弱かっ
た。

単数又は
複数保育
であって
も、安全
に保育が
出来る様
保育計画
をしっか
り持って
保育をす
すめる。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

朝からい
つもと変
わりなく
登園し、
板渡りも
事故の直
前まで友
だちと楽
しく取り
組んでい
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

板渡りを
設定した
が、次の
遊びをし
ようと準
備を始め
た時の事
故で対象
児を見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
の動きを
見て子ど
も達を集
めようと
判断。他
児に呼び
かけ、対
象児を見
ていな
かった

保育士間
の安全保
育・危機
意識を
持った意
思疎通が
不足して
いた。

保育をして
いる子ども
たち全員が
見渡せるよ
う、保育士
の立ち位
置・保育を
明確にす
る。

1934

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

3.2歳児ク
ラス

8 2 2
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左大腿骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

遊ぶ時の
職員配置
を考える

早急にマ
ニュアル
を作成し
職員同士
周知しあ
う

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

園外での
遊具には
特に安全
確認をし
危険個所
を調べる

遊具の安
全確認を
し、危険
個所や場
所には必
ず職員が
つく

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動の内
容が追い
かけっこ
だったた
め範囲が
広く一人
一人の行
動が見切
れてな
かった。

活動の内
容を考え
たり行動
する範囲
を決め
る。ま
た、約束
事をす
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

友達や保
育者と鬼
ごっこを
楽しみ元
気に走り
回ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一緒に鬼
ごっこを
して遊ん
でいた。
滑り台の
上に上
がった時
に危険な
ことを察
知したが
反対側に
いたため
未然に防
ぐことが
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

一人は鬼
ごっこ一
人は砂場
のほうに
ついてい
て見てな
かった。

遊びが二
手に分か
れていた
ため一人
一人の行
動が把握
できず危
険な姿が
みきれて
いなかっ
た。

戸外へ出た
ときは、ど
んな行動が
起こり得る
かわからな
いため、見
通しをもっ
て遊び方を
工夫する

1935

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

5.4歳児ク
ラス

44 18 18
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

担任保育
士の安全
に関する
意識が少
し低かっ
た。

事故防止
マニュア
ルの再確
認と保育
内容の見
直しをす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

毎朝実施
1.定期的
に実施

毎朝実施

安全面に
対しての
職員の意
識はある
と思われ
る。

怪我など
が起きた
時は、ヒ
ヤリハッ
トの用紙
に記入し
全職員で
周知して
いる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

担任以外
の職員も
園庭で子
どもたち
が遊んで
いる時間
は、複数
で保育に
当たって
いる。

園庭で遊
ぶ時は、
保育士の
人数を１
名増や
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり、戸
外で元気
に遊んで
いた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児がし
ていたう
んていに
付いてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

クラスの
こどもと
一緒に遊
んでい
た。

遊びから
遊びへ移
る時に
走ったた
め、足が
絡まって
しまった
と思われ
る。

慌てないで
移動するよ
うに声をか
ける。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1936

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

110 37 37 36 5 2
16.４
歳
2.女
児
特になし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

うんてい
では、怪
我がある
というこ
とを考
え、保育
していく

うんてい
を行って
いる時に
は、保育
士がそば
について
おく

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日
早朝に必
ず確認す
る

日々気づ
いた時に
点検する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外で
は、遊具
でかくれ
てしまう
部分など
も確認す
る

人数把握
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
すことが
好きであ
る

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他の園児
が部屋に
戻る時
に、一人
だけもう
一度、う
んていを
やり始め
てしまっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

部屋に戻
ろうとし
ていた

保育士間
で連携を
はかる

予測して活
動していく

1937

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

107 35 36 36 5 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

うんてい
では、怪
我がある
というこ
とを考
え、保育
していく

うんてい
を行って
いる時に
は、保育
士がそば
について
おく

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎日
早朝に必
ず確認す
る

日々気づ
いた時に
点検する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

戸外で
は、遊具
でかくれ
てしまう
部分など
も確認す
る

人数把握
していく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体を動か
すことが
好きであ
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児の
遊びも何
をしてい
るか把握
はしてい
た

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

砂場、園
庭遊具に
いた

保育士間
で連携を
はかる

予測して活
動していく

1938

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

12 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置
―

人配置は
十分で
あった。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

4
2.不定期
に実施

不定 ―

安全確保
の困難な
遊具につ
いては出
しっぱな
しにしな
い

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

室内中央
に配置さ
れていた
手作り遊
具の場
所。

遊具の配
置、出
しっぱな
しに気を
つける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

戸外で興
味を引く
音楽が流
れ、踊り
が見たく
てあわて
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

手洗いを
した後、
急に音楽
に気がつ
いて走り
出した。
室内中央
の遊具を
横断しよ
うとし
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

室内には
２名の子
どもがい
ただけで
他の子は
廊下です
でに踊り
を見てい
た。室内
に２名の
保育士・
２名の子
どもだっ
たが、１
名はおや
つの片付
け、１名
が２名の
子どもの
近くにい
た。走っ
ていった
が遊具に
躓く予測
がなかっ
た。

―

遊具を部屋
中央に出
しっぱなし
にしない

1939

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

44 13 13 18 4 4
15.３
歳
2.女
児

園庭南西に
高さ３０セ
ンチの小山
有。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘骨折
疑い

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

園庭での
おにごっ
こ等の集
団あそび
の適切な
遊び場所
について
追記。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
危険箇所
を再度確
認。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭の遊
び方を園
児と確認
する。
転んだ際
受身を取
り手をつ
けるよう
普段より
体幹を鍛
える

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

―

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

― ―

安全な場所
であそびが
展開できる
よう保育士
も立ち位置
を工夫する

本児たち
が鬼ごっ
こしてい
ることは
把握して
いたが一
緒に遊ん
でおら
ず、他の
園児とフ
ラフープ
をして遊
んでいた
ため、本
児の転ん
だ瞬間を
見ていな

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい

その他の4
人の保育
士も各々
他の園児
と遊んで
いて 本

鬼ごっこ
などの活
発に動く
遊びでの

園児の遊び
と、危険予
測をしっか

1.集団
活動
中・見

保育士が
各々遊び
こんでい
たため、
保育士が

戸外遊び
の際に
は、職員
を園庭全
体が確認
できるよ
うな要所
に配置を

1.いつ
もどお
りの様

性格は真
面目、5歳
児として
は幼い面
が多く、
自分の思
いを言葉
にするこ
とが苦

4.対象
児の動
きを見

1.定期的
12
1.定期的

3

固定遊
具・遊具
と遊びの

埋め込ま
れたタイ
ヤにつま
ずいたの
で、園児
には日頃
から走る
ような遊
びは何も

3

1.基
準以

保育中で
の危険に
ついての

園内研修
を実施
し、保育
での危険

1.定期的
122 骨折

4.上肢
(腕・手・

左尺骨近

2.自ら
の転
倒・衝
1.あ
2.不
定期

6
17.５ 1.男 1.屋外活 1.負

―36 51 6

2.施設敷
地内(室
外・園

7.異年齢
871940

平成
30年
1 認可
6.認可保

4 7 午後
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1941

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 3 3 4 1 1
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部 頭部打撲

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

事故が起
こる様々
な状況を
想定内と
した保育
への意識
が薄かっ
た。

ヒヤリ
ハットの
事例や事
故に繋が
る様々な
要因につ
いて、話
し合い周
知する。
安全管
理、安全
対策につ
いて話し
合う機会
を持つ。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12 ―

保育室の
カーペッ
トは固定
してお
り、ま
た、床に
動きの妨
げになる
遊具等も
置いてい
なかった
ので、特
に改善点
はなし。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

バレー
シューズ
を忘れた
ので、靴
下のまま
長時間保
育室の移
動をしよ
うとして
いた。

職員間
で、バ
レー
シューズ
を忘れた
時の対応
や注意事
項につい
て話し合
い周知す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

バレー
シューズ
を忘れ、
靴下のま
ま動いて
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育室移
動のた
め、全体
の子ども
に声を掛
け様子を
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は保育室
にいな
かった。

本日、バ
レー
シューズ
を忘れて
いること
に気づけ
なかっ
た。

バレー
シューズを
持ってきて
いただくよ
うに保護者
に声をかけ
ると共に、
バレー
シューズを
忘れた時は
裸足で過ご
すようにす
る。

1942

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

4.3歳児ク
ラス

15 2 2
16.４
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

小児上腕
骨外顆骨
折（左）

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

今回の事
故につい
ては子ど
もたちが
どこでど
のように
遊んでい
るか把握
してい
た。しか
し子ども
の行動特
性や園庭
のコン
ディショ
ン（砂が
乾いてい
た）が重
なりあう
ことも事
故発生の
要因のひ
とつであ
ると考え
られる。

園設備の
特性を理
解し、事
故発生に
つながる
リスク、
因子を把
握してお
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

運動場に
は、凹凸
がなかっ
たが、
カーブを
走ってい
たため、
砂で滑
り、転倒
したと見
られる。

園庭の砂
が乾いて
いるとき
は、水を
まく等し
て、園庭
のコン
ディショ
ンを確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の砂
が乾いて
いたが、
水をまか
ずに遊ん
でいた
為、滑り
やすかっ
た。

遊ぶ前に
園庭のコ
ンディ
ションを
しっかり
と確認す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

穏やかな
性格で、
あまり走
り回った
りして遊
ばない子
で、いつ
も通りで
変わった
様子は見
られな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

７名程で
走ってい
た為、友
だちとぶ
つからな
いように
注意を呼
び掛けて
いたが、
本児が転
倒するこ
とが予測
できず、
止めるこ
とができ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

担任は２
人共その
場で本児
が転倒す
る様子を
見ていた
が、転倒
を止める
ことがで
きなかっ
た。

擦り傷の
ような怪
我ではな
く、片足
を滑らせ
大の字に
転倒。両
肘・両膝
を強打す
る転倒の
仕方だっ
た。転倒
してすぐ
両膝が赤
く腫れて
いること
には気付
いていた
ので、他
に腫れは
ないかや
本児に痛
いところ
はないか
等の確認
も必要
だった。

転倒時、目
に見える傷
ばかりに対
応しがちだ
が、職員間
で連携をと
りながら事
故後の経過
観察を行
う。

1943

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

2

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

14 8 6 3 3
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

マニュア
ルの内容
について
職員間で
再確認
し、意識
を高め
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

随時

児が転倒
したまま
ごと遊び
用の机
（牛乳
パック製
手作りの
もの）の
高さや配
置場所が
骨折に影
響があっ
たと考え
られる。

手作り遊
具の安全
確認、高
さ、配置
場所を考
慮する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児の至近
に保育士
がいた
が、他児
の動きに
気をとら
れた瞬間
に児の死
角になっ
てしまっ
た。

こどもを
見守る時
の職員の
位置を確
認し、連
携を強化
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

5時までの
保育当番
と5時から
の保育当
番が交代
する時間
帯で、保
護者への
伝達等、
職員同士
の引継ぎ
もあり子
どもから
目を離す
瞬間が
あった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

5時までの
保育当番
と5時から
の保育当
番が交代
する時間
帯で、保
護者への
伝達等、
職員同士
の引継ぎ
もあり子
どもから
目を離す
瞬間が
あった。

児の至近
に保育士
がいた
が、他児
の動きに
気をとら
れた瞬間
に児の死
角になっ
てしまっ
た。

こどもを見
守る時の職
員の位置を
確認し、連
携を強化す
る。

見ていな
かった。
転んだ本
児が座り
込んでい
たため、
どうした
のかと問
いかけた
ところ転
んで手が
痛いと
言ったた
め、職員
室に連れ
て行っ
た。

見てい
た(至
近距離
にい
た）

いて、本
児が転ん
だ瞬間を
見た保育
士がいな
かった。

遊びでの
保育士の
危険予知
不足。

り行い、適
切な対応を
する。

中・見
守りあ
り

保育士が
園庭全体
を把握し
ていな
かった。

に配置を
し、遊び
ながらも
常に全体
を把握す
る必要性
の意識を
持つ。

りの様
子で
あった

とが苦
手。注意
力散漫
で、戸外
遊び中に
バランス
を崩して
転ぶこと
も多い。

きを見
ていな
かった

に実施
12
に実施

3
状況の把
握・対応
の不足。

ない広い
所で行な
うように
言葉掛け
をする。
また園児
への安全
教育を実
施する。

3
上配
置

ついての
意識の低
さ。

での危険
に対する
意識を高
める。

に実施
122.骨折 (腕・手・

手指）
位端骨折

倒・衝
突によ
るもの

り に実
施

6
歳 児 動中 傷

36 51 6外・園
庭・校庭
等）

構成
871940

3月
30日

1.認可
育所

4 7.午後
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1944

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

3.2歳児ク
ラス

16 3 3
14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左環指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

12
2.基
準配
置
―

研修には
積極的に
参加し、
全職員の
認識を向
上させ
る。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

点検日の
みでな
く、常に
危険がな
いか意識
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

保育者同
士が声を
かけ合
い、連携
をとる。
子どもの
気持ちが
保育者に
向くよう
誘いかけ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

部屋へみ
んなで戻
ろうとし
たが、乳
児クラス
の子ども
も遊びに
来て、気
がそれた

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

後半の子
どもと一
緒に移動
していた
が、本児
が廊下か
らホール
に戻った
ことを把
握できて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

前半に移
動してい
た子ども
との前と
後ろにつ
いていた
ため。

―

子どもと移
動する際に
は人数点呼
を行う、子
ども１人1人
の動きを確
実に把握で
きる人数で
移動する、
職員の見守
りでは声か
けを行う等
で安全確保
を徹底す
る。

1945

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

19 2 2
18.６
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨頸
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

跳び箱や
その他の
運動具を
使う活動
の際の配
慮に対す
る知識が
低かっ
た。

体育の先
生がい
らっしゃ
るので、
適切な補
助の仕方
を学ぶ。

2.不定期
に実施

― 3.未実施
2.不定期
に実施

― ―

体育館の
場所に
よって
は、保育
士から死
角になる
場所があ
るので、
死角にな
らないよ
う運動具
の配置に
配慮す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

夏のプー
ルの後、
運動会の
練習があ
り、体育
ローテー
ションを
しばらく
お休みし
ていた。
運動会も
終わり、
体育ロー
テーショ
ンを再開
した矢先
のけがで
した。

久しぶり
の跳び箱
であった
ので、行
う前に説
明や注意
事項を十
分に行
い、準備
体操も
しっかり
行ってか
ら活動に
入る。ま
た、跳び
箱などの
補助の仕
方ももっ
と適切に
行えるよ
うに体育
の先生か
ら指導を
受ける。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもど
おり体育
ローテー
ションを
行ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

保育士が
跳び箱の
横につい
ていたが
適切に補
助は出来
ていな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

もう一人
の保育士
は、体育
ローテー
ションの
全体を見
守ってい
た。

少しブラ
ンクは
あったも
のの今ま
で体育
ローテー
ションは
毎日行っ
ていたの
で、大丈
夫という
過信が
あった。

毎日行って
いたとして
も跳び箱や
平均台など
危険を伴う
運動具を
使っている
という認識
をもっと
持って、職
員の配置や
補助の仕方
等も検討
し、園児た
ちにも取り
組む前に、
注意を促し
ていく。準
備運動は充
分に行い体
をあたため
て、ほぐし
てから活動
に入る。

1946

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

22 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
幹部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

マニュア
ルがあり
研修を受
け、事故
防止を意
識して保
育してい
るが、日
常の危険
や子ども
の動きに
対応しき
れないこ
とも考え
られる

子どもは
突然予測
できない
動きをす
るという
特性を念
頭に置
き、保育
中は子ど
もの動き
をしっか
りと見
る。

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

― ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

天気が悪
く、室内
での活動
が中心
だった。
体を動か
す活動が
少なかっ
た。

室内での
活動が主
になる時
には、気
持ちが発
散できる
ような保
育内容を
考える。
（リズム
遊び、体
操など）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わりな
く、体調
も優れて
おり積極
的に活動
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けを
している
子どもを
見守りな
がらも、
対象児が
片付け終
わった後
ジャンプ
するのを
見た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他児が片
付けをし
ているの
を手伝っ
ていた。

支援が必
要な児童
を含む活
動の中、
一斉に片
付け次の
活動に入
ろうとし
た時、保
育士は全
体を見て
いたが、
対象児の
動きを予
測しきれ
ず注意で
きなかっ
た。

障がい児も
複数人いる
中なので、
次の活動に
移るときは
保育士の体
制を整えて
から行う。

1947

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

30 1 1
17.５
歳
2.女
児

障がい児でB
１の知的障
がいの診断
を受けてい
る

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕の2本
の骨のう
ち外側の
骨は完全
に折れ

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

5
2.基
準配
置
―

担任が抜
ける時な
どは代わ
りが入る
など対策
をたて、
複数で保
育を行う

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ― 特になし
7.その
他

保育士は
準備がま
だの子を
手伝った
り、掃除
の後片付
けをして
いた。

配慮が必
要な子に
背を向け
てしまっ
たので片
づけの仕
方や時間
をずらし
たりす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
つま先立
ちで歩い
たり、両
手で耳を
ふさいで
歩いたり
する。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

降園準備
中で対象
児以外の
手伝いを
したり、
掃除の後
片付けで
対象児に
背を向け
てしまっ
た。

― ― ―

降園準備の
しかたや、
部屋の掃除
の仕方、時
間をずらし
たりする。
また、作業
中も子ども
から目を離
さないよう
にする。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1948

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

7
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

69 3 3
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左ひじの
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

20
2.基
準配
置
―

子どもが
部屋を出
るまで見
届けるよ
う保育士
を配置す
る

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

通る場所
を広くす
る為一列
に並んで
ゆっくり
歩くよう
に声掛け
また言い
聞かせ習
慣付けて
いく

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

リュック
サックを
背負い歩
いていた

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

クラスの
先頭を歩
いていた

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

荷物をバ
スに運ん
でいた

リュック
サックを
背負い、
バランス
を崩して
転倒

時間に余裕
を持ち数人
グループに
分けて少し
ずつ行動す
る。

1949

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

234 10 35 35 49 43 62 26 25
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左手首の
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

20
2.基
準配
置

予測不能
想定を常
考し安全
を守る

危険個所
への細心
注意と数
か所に分
かれて園
児を見守
り、監
護・検視

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

遊具が
アーチ状
になって
いるので
手が離れ
た可能性
がある

遊具の安
全な使い
方につい
て遊ぶ前
に毎回確
認し事故
を未然に
防ぐ

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

外側に回
り込んで
いるのを
見つける
ことが出
来なかっ
た

危険個所
の確認と
職員の動
きの確認
と該当園
児を含む
全員の安
全指導・
教育をす
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お友だち
と一緒に
遊んでい
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭で園
児を見て
いたため
対象児が
落下した
瞬間は傍
にいたが
間に合わ
なかった

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

数か所に
分かれて
園児を看
護

フレーベ
ルランド
の柵の外
側に回り
込むこと
がないよ
うに配慮
すべき

危険個所の
環境整備、
遊ぶ時の注
意再確認

1950

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

19 1 1
18.６
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左小指の
骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

20
2.基
準配
置

予測不能
想定を常
考し安全
を守る

危険にな
るであろ
う場所の
見直しを
し把握す
る

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24

レンガの
間に隙間
があった
ため

レンガの
隙間の修
復

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

危険度が
高い遊び
であれ
ば、必ず
保育士が
傍に付
き、園庭
全体を
使って遊
ぶ際には
危険個所
での遊び
を禁止す
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発でお
友だちと
遊んでい
る

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

園庭遊び
をしてい
る園児を
看護のた
め対象児
が指を挟
む時は気
づかな
かった

― ―

対象児の
行動に気
づくこと
が出来な
かった

注意の徹
底、園庭全
体を動き、
子どもたち
へ目を向け
ていく、遊
びの際の目
配り、気配
りは十分に
気を付ける

1951

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

29 10 10 9 2 2
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

事故予防
に関する
研修内容
見直し。
事例検討
の研修不
足。

事故予防
マニュア
ル整備。
研修内
容、計画
再構築し
実施す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

公園内に
ある遊具
が当日の
状況の中
で使用制
限をせず
に遊ぶこ
とが適し
ていた
か、確認
できてい
なかっ
た。

その日の
園児、保
育士状況
を考慮し
て、遊ぶ
場所を考
える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の種
類が多い
ので、そ
の分死角
が生ま
れ、子ど
もの姿が
把握し難
い場所で
あった。

遊具で遊
ぶ範囲を
当日より
も小さく
し、保育
士２名で
もすぐに
対応でき
るように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保育士の
帰園の合
図を聞い
て遊具の
階段から
降りてい
たが、再
度本児
は、遊び
を中断で
きず登り
棒に登っ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

帰園の時
間にな
り、集合
を呼びか
けていた
ので集合
場所に集
まった子
どもたち
の帰りの
準備を手
伝った
り、順番
に並ぶよ
うに声を
かけたり
していた
ので、転
落の瞬間
は見れて
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

集合場所
に集まっ
ていない
子どもた
ちへ全体
に声かけ
を順番に
していた
ので、転
落の瞬間
は見れて
いなかっ
た。

合図の
後、一旦
階段から
下りた後
に再び登
るという
行動を予
測できな
かった。

子どもが完
全に遊具に
離れるまで
は、１名は
必ず目を離
さないよう
にする。

1952

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

2.1歳児ク
ラス

25 5 5
13.１
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨外
（側）顆
骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

園独自の
具体的な
事故予防
マニュア
ルが無
かった。

事故予防
マニュア
ルの見直
し・研修
実施

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―

部屋の環
境を変え
る計画を
していた
矢先だっ
た。

遊びの環
境設定を
見直す。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児2名
が、他の
園児より
保育士2名
から少し
離れてい
た。

担当集団
グループ
を小さく
して、保
育士の担
当責任を
明確にす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発に友
達と楽し
そうに遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士2名
とも2人の
様子が見
えてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

危ないと
感じて動
いたが間
に合わな
かった。

2人の保
育士が2
人の動き
を見てい
て、その
うちの1
人が危な
いと感じ
て止めよ
うとした
矢先だっ
た。

危ないと思
えば、素早
く対応す
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1953

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11
3.昼食
時・おや
つ時

1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

34 2 2
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

上腕骨折
8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

数回
2.基
準配
置

何度か保
育士が布
団上に座
らないと
声を掛け
たが、止
めなかっ
た。

翌日に職
員会議で
協議した
が、子ど
も達に危
険な事
は、強く
指導す
る。
当日、担
任から注
意し、翌
日園長が
子どもた
ちと話し
合った。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

1回/週 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

給食準
備・午睡
準備と、
保育士が
離れた場
所にい
た。

保育士が
大変な時
は、フ
リーが
入って補
助する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

友達と楽
しそうに
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

保育士１
名が担当
してい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

同フロア
で、離れ
ていた。

子ども達
が危険と
思わず、
保育士の
注意をき
かなかっ
た

危険が予測
される場合
は、子ども
の側に行
き、指導す
る。園長と
子ども達の
話し合いで
は、注意が
聞こえてい
たが聞かず
に事故が起
きたので、
これからは
先生の注意
を聞くと、
意見が出さ
れた。

1954

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

74 30 24 20 5 5
18.６
歳
1.男
児
なし

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指基
節骨骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

配置とし
ては悪く
なかった
が，事故
防止
チェック
リストが
活かされ
ていな
い。

月に一度
の事故防
止チェッ
クリスト
点検日
に、子ど
もと一緒
に確認し
合う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

12 ― 特になし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

滑り台
は、下に
友達がい
る時は、
滑らない
という
ルールの
定期的な
確認が足
りていな
かった。

怪我につ
ながる遊
び方、滑
り台の特
性を知ら
せ、使い
方や約束
を定期的
に行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
ら普段通
りの様子
で同じよ
うに遊ん
でいた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

滑り台に
付いてい
た担任か
ら引き継
ぎを受け
た他の職
員が滑り
台の様子
も見てい
たが一緒
にいた配
慮を要す
る他児に
目が行
き、対象
児から目
を離した
瞬間のこ
とで、止
めようと
したが間
に合わな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

降園する
保護者対
応をして
いて見て
いなかっ
た。

滑り台か
ら目が離
れる時
は、滑り
台で遊ん
でいる児
に遊び方
について
声をかけ
たり滑り
台をいっ
たん使わ
ないよう
に閉じる
など対応
する。

意識を巡ら
せたり、気
になる子の
行動特性や
遊び方を把
握し、声を
出し合いな
がら適切な
立ち位置で
見守るよう
にする。

1955

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

51 32 19 7 7
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
骨幹部骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12

1.基
準以
上配
置

子どもた
ちに注意
する箇所
を事前に
知らせ遊
び始めた
が，遠足
のうれし
さと，遊
びたい気
持ちが先
に立ち，
安全意識
が希薄に
なってし
まった。

子どもの
心理状況
からくる
行動を予
測した上
で，事前
の注意を
徹底させ
る。

― ― ― ― ― ―

雨上がり
で遊具が
滑りやす
かった。
園庭の遊
具ではな
く，遊び
慣れてい
ない。

４・５歳
児にとっ
て危険箇
所は予想
していた
が，子ど
もたちに
わかりや
すく×印
を付けた
り，通ら
ないよう
な工夫を
する。
関係機関
に改善を
要請す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

関係機関
に改善を
要請す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

遠足が嬉
しく，浮
き足立っ
ていた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

大型遊具
で遊んで
いる児童
をそばで
見守って
いたが，
対象児が
落下する
様子を見
ることは
あまりに
一瞬で難
しかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大型遊具
のまわり
に分散し
て，児童
のあそび
を見守っ
ていた。

危険と思
われるポ
イントに
職員配置
していた
が，より
子どもの
側で見守
りをする
必要が
あった。

全体の見守
りと，近く
での見守り
をする職員
が声掛けや
連携をし，
子どもたち
の安全を確
保する。

1956

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

101 15 11 25 22 28 20 20
17.５
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕内
顆外顆骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

―

園庭と同
様、他の
学年等と
時間をず
らして遊
ぶ

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

13
1.定期的
に実施

12 ―
遊具の使
い方の指
導

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

屋上が一
度に密度
が高まら
ないよ
う、交代
して遊
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

ひとり、
たいこ橋
にぶら下
がって遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

異年齢で
のリレー
で、そち
らに関
わってい
た。事故
の瞬間は
見ていな
い。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

リレーの
子どもた
ちと他の
遊びの子
どもたち
がぶつか
らないよ
う見守っ
ていた。

―

遊具の使い
方の指導、
屋上での遊
びと人数的
密度を確認
する。

149 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1957

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11
1.朝(始業
～午前10
時頃)

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

6.5歳以上
児クラス

25 2 2
17.５
歳
1.男
児

低体重で生
まれた（１
８９４g）た
め病院を定
期的に受診
している。
毎晩ホルモ
ン注射を家
庭で打って
いる。

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

成長軟骨
骨折、腓
骨遠位端
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1～2

1.基
準以
上配
置

―

子どもの
ケガ（骨
折）に対
する知識
を持ち、
あらゆる
事故に関
する想定

2.不定期
に実施

―
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

全職員が
常に意識
を持って
点検し、
危険箇所
はすぐに
改善す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

園庭で遊
んでいる
時も全体
の子ども
の様子を
把握する
ように努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

体操をす
る為、元
気に園庭
に走り出
ていっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

特に対象
児が転ん
だりぶつ
かったり
する状況
ではな
かったの
で異常は
感じな
かった。

―

事故が起
きた時
は、子ど
も達が随
時園庭に
出て行く
状態だっ
たので１
名は保育
室の子を
見守る

たまたま
走ったと
きに地面
の緩やか
な傾斜が
あった。

子どもから
は目を離さ
ず様子を把
握する。少
しのことも
子どもから
訴えられる
ようにコ
ミュニケー
ションを密
にする。

1958

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

10 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

4.3歳児ク
ラス

19 3 3
15.３
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右小指骨
折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

十分な職
員配置で
あった
が、安全
指導実施
のための
予想と配
慮不足。

下見をし
た後、安
全計画に
基づいた
立案を十
分に協
議、検討
した上で
実施す
る。

1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日
1.定期的
に実施

毎日

園外にお
ける道路
状況の把
握や、道
路環境に
ついての
協議が不
十分。

日頃から
下見を
行った
後、経路
の危険・
注意箇所
を把握
し、安全
状況を十
分確認し
た上で実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

側溝付近
を通る際
の安全指
導や安全
面を考慮
した上で
のルート
決めの配
慮不足。

日頃から
保育所周
辺の公園
や散歩経
路の危険
を予測
し、適し
たルート
決めを行
う。注意
の必要な
場所で
は、職員
同士が積
極的に声
を掛け合
うように
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

散歩中
に、友達
と手を繋
ぐのが嫌
で、自分
から振り
ほどいて
手を離し
て列の最
後の方を
歩いてい
た矢先、
よそ見を
して、側
溝に気づ
くのが遅
れて踏み
外した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一度言い
出したら
聞かない
本児の性
格を理解
した上
で、落ち
着くのを
待ってか
ら戻そう
と、すぐ
後ろから
見守りな
がら歩い
ていた
が、咄嗟
のことで
間に合わ
なかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

列の先頭
や中間に
配置して
スピード
や間隔、
交通安全
に気を付
けながら
本児を含
め全体を
見ながら
誘導して
いた。

自我の強
い子ども
の行動特
性や性格
を把握し
た上での
適切な対
応ができ
ていな
かった。
又、子ど
もの動き
に十分注
意が払え
ていな
かった。

園外散歩の
道順が、年
齢・発達に
合っている
か子ども一
人一人の行
動特性や性
格を把握し
た上で十分
な協議を行
う。

体操講師
は対象児
とマン
ツーマン
の状態で
接してい
た。

全てにおい
て園児の行
動に予測を
たて、落ち
着いて行動
がとれるよ
うに言葉を
かけ、安全
に気をつけ
る。

― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体操教室
での内容
の打ち合
わせを十
分に行い
把握す
る。見守
る場所や
補助の仕
方を学
ぶ。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

特に変
わった様
子はな
く、自分
の順番が
くるのを
待ってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

担当者は
対象児の
動きを見
ていた。
縄をくく
りつけて
いる鉄棒
のところ
におり子
どもたち
の動き方
を見守っ
ていた。
バランス
を崩して
転倒する
ことは予
測がつか
なかっ
た。

1.定期的
に実施

1回/週
1.定期的
に実施

1回/週

通り抜け
たときの
スペース
は十分に
あり、特
に慌てさ
せること
もなかっ
た。

縄を通り
抜けるの
に縄にあ
たらない
ように気
持ちが高
ぶってい
たのでは
ないかと
思われる
ので、通
り抜けた
後、少し
気持ちを
クールダ
ウンして
自分の場
に帰るよ
うにす
る。

12
2.基
準配
置

当日は出
席園児36
名、2名の
保育士、1
名の外部
講師がい
た。体操
教室の時
間は2チー
ムに分か
れて実
施。園児
18名、保
育士1名、
講師1名で
行ってお
り、保育
士定数は
適正で
あった。
給食の時
間中にも
本児の様
子を気に
かけ何度
か声をか
けたが、
痛いと言
うことは
なかっ
た。給食
中でもあ
り、座っ
ていて歩
くことが
なかった
のでわか
らなかっ
た。

事故を振
り返り分
析を行
う。担任
はクラス
全体、一
人一人の
発達、性
格、運動
能力を十
分に把握
し、外部
講師にも
伝える場
をもち、
連携を図
る。

1.定期的
に実施

62.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右くるぶ
し骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
18.６
歳
2.女
児

2.室内活
動中

1.負
傷

2
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

361959

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

11 2.午前中
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1960

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

1

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

7.異年齢
構成

15 5 6 4 6 5
17.５
歳
2.女
児
―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

剥離骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

クラス保
育から、
混合保育
へ移行し
たときの
職員配
置・業務
担当等は
職員会で
口頭確認
した。し
かし、文
章での確
認でな
かったた
め、情報
共有化面
で、周知
不十分で
あった。

より具体
的な場面
を想定し
ての内容
確認を文
章で周知
した。
（時間帯
別職員配
置。保護
者引渡し
対応職員
と保育担
当職員の
役割分
担。園庭
使用時・
室内あそ
び等内容
別の職員
配置。）
また、実
際の保育
場面で、
子どもを
安全に見
守る職員
の立ち位
置の指導
も行っ
た。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

3
園庭の段
差

目視では
分かりづ
らい場合
も、子ど
もたちが
同じよう
な場所で
つまづく
などがあ
れば、土
をならす
など改善
する。

7.その
他

16：30以
降、3歳・
4歳・5歳
クラスが
混合保育
活動とな
り、発生
時は、他
の園児
は、園庭
からすみ
れ・ゆり
組の部屋
への移動
中であっ
た。保護
者引渡し
担当・子
どもの保
育担当と
分担をし
子どもの
安全面に
配慮をし
ていた。

混合保育
時間中の
保育業務
を職員で
確認し、
保育にあ
たった。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

保護者引
渡し時も
普段どお
りであっ
た。保護
者にも変
わった様
子はみら
れなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児を
保護者へ
引き渡し
た後は、
保護者が
対象児を
近くて見
ていた。
その様子
を離れた
場所で見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の園児
の様子を
安全に見
守ってい
た。

・職員
は、保護
者へ園児
を引渡
し、降園
したと認
識。保護
者は、先
生も見て
くれてい
ると認
識。両者
間の思い
の差に安
全に対す
る気の緩
みがあっ
た。

・保護者引
渡し後の子
どもへの安
全をどう配
慮していく
かを、職員
で検討。保
護者への声
えかけな
ど、いっそ
うの安全対
策を職員の
共通認識と
して確認。

1961

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

16 15 14
15.３
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

5.他児
から危
害を加
えられ
たもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

6～7
2.基
準配
置

使用上の
注意を３
歳児に分
かり易く
説明でき
ていな
かった。

遊具の使
用上の注
意を、絵
を描く等
して、低
年齢の子
にも分か
り易く伝
えてい
く。

1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

48

遊具の置
き場所へ
の配慮不
足。

遊具の置
き場所に
ついて
は、毎日
確認し安
全に使用
できるよ
う細心の
注意を払
う。移動
出来るも
のは、使
用中も場
所の確認
を頻繁に
行う。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

座卓に
座って遊
んでいる
時は遊び
方の注意
をしてい
たが、跳
んでの遊
びに移っ
た時、死
角になる
場所で作
業を行
なってい
た為、男
児2名の動
きが見え
ていな
かった。

玩具の遊
び方や置
き場所に
ついて注
意を払
う。座卓
は、座っ
たり跳ん
だりする
ものでは
なく、ま
まごと遊
びに道具
を置いて
使うとい
う本来の
使用方法
につい
て、年齢
に応じて
分かり易
く絵に描
いたり、
言葉を選
んで伝え
ていく。
（他の遊
具につい
ても、安
全な使用
方法を伝
える。）

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

保育室内
の個別活
動中の子
どもの動
きには気
を配って
いたが、
対象の男
児2名が座
卓の上か
ら飛んで
の遊びに
移った時
後ろ向き
になって
連絡ノー
トの
チェック
を行って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

8：30～
9：30　所
長は、遅
番勤務保
育士の代
替え保
育、その
後環境整
備。　　
フリー保
育士は、
遅番勤務
の為、9：
45出勤に
なってい
る為、こ
の時間帯
は必要事
項が無い
限りはク
ラス担任
のみの保
育を行っ
ている。

怪我や事
故があっ
た時、代
替保育士
には常勤
職員程、
その都度
の周知が
できてい
なかっ
た。

怪我や事故
に対する状
況説明や改
善策の周知
は、常勤・
非常勤職員
共に徹底し
て行なって
いく。

1962

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

46 15 13 18 5 5
18.６
歳
1.男
児

生まれつき
母親からの
遺伝で骨形
成不全症を
もっている
が、身体活
動を控える
必要がある
ほど重症で
はない。事
故発生日ま
で一度も骨
折経験な
し。また、
できる限り
他の児童と
同じように
活動させて
ほしいとい
う保護者の
希望によ
り、注意し
て見守りは
しつつ、基
本的な活動
等は行って
いた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

左足脛骨
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

4
2.基
準配
置

職員配置
は普段と
変わらず
配置を
し、業務
にあたっ
ていた

十分な予
防対策を
実施して
いれば大
部分が防
止可能
だったと
考えるの
で、一層
対応の充
実を図る
（子ども
の体調の
変化や留
意点、発
生した事
故、ヒヤ
リハット
の事例等
に関する
情報や対
応策を職
場内で共
有しより
事故防止
への意識
や対応を
向上させ
ていく）

1.定期的
に実施

4
1.定期的
に実施

6
2.不定期
に実施

12

事故発生
時、巧技
台の高さ
が本児に
は適切で
なかった
（140ｃ
ｍ）

児童の持
病や身体
能力、ま
た、体力
に配慮し
た高さ設
定を行
う。（普
段なら飛
べる高さ
でも、夕
方の体力
が落ちて
きた時間
帯では厳
しかっ
た）

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

生活全般
の中で、
入園以来
事故にも
ならず保
護者と喜
んでいた
矢先でも
あった
が、持病
のある本
児の身体
能力や体
力に配慮
しきれて
いなかっ
た。

保育園内
の施設、
遊具、保
育室、園
庭などの
安全点検
及び児童
一人一人
の発育発
達を日常
的に十分
掌握し、
安全な遊
び方など
子ども達
と考えな
がら約束
事として
危険を取
り除く方
策を講じ
る

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時か
らいつも
通りで、
プールな
どのあそ
びにも取
り組んで
いた。

1.対象
児とマ
ンツー
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

怪我のな
いように
巧技台か
ら目を離
すこと無
く、見
守ってい
たが、着
地に失敗
し事故が
起こる

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

居残り保
育中だっ
たため、
職員は居
残り担当
者と各部
屋で次の
日の準備
や事務整
理、後片
付けなど
する職員
とに分散
している

本児の特
性につい
て認識
し、１対
1で見守
りをして
いたが、
入園以来
事故もな
かったた
め、担任
に気の緩
みがあっ
た。

保育士が日
常的に児童
一人一人の
発育発達状
況を認識、
掌握し保育
にあたる。

151 / 166 



死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1963

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

6.5歳以上
児クラス

20 1 1
18.６
歳
1.男
児
特になし

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右手指基
節骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

片付けの
時間に職
員が１人
体制で
あった。

基本の職
員体制に
不足はな
いが、片
付けの際
は他の職
員が補助
に入って
安全に注
意する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
保育室入
口に段差
がある

子ともた
ちの注意
力が散漫
になるよ
うな活動
の時は、
より注意
して声が
けを行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

活動と活
動の間
で、落ち
着きがな
かった。

保育士
は、子ど
もたちが
活動と活
動の間は
落ち着き
がないこ
とを理解
し、子ど
もたちの
状況に合
わせて、
無理のな
い保育を
行う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活動終了
後の片づ
けを子ど
もたちと
行なう。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

子どもが
長机を片
付けてい
た為、保
育室入り
口の段差
に気をつ
けるよう
声をかけ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当時、他
の職員は
各担当ク
ラスにて
保育をし
ており、
現場には
いなかっ
た。

他の子ど
ももいた
ため、本
児にだけ
注意でき
なかっ
た。

他の職員が
一緒に入っ
て目を配る
ようにす
る。

1964

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

9 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

12 6 6 3 3
15.３
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置

今回の事
故に関し
て特に問
題は無
かった。

改善点は
特になし

1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52
1.定期的
に実施

52

今回の事
故に関し
て特に問
題は無
かった。

改善点は
特になし

7.その
他

今回の事
故に関し
て特に問
題は無
かった。

改善点は
特になし

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

給食後、
両手にブ
ロックを
持って遊
んでいた
本児が床
のブロッ
クを踏ん
で転ぶ。
本児は急
にうずく
まり、大
きな声で
泣いてい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

本児がブ
ロックで
遊んでい
る際、他
の子の衣
類の着替
えを行っ
ていた
為、本児
がブロッ
クを踏み
転んだ時
に手を差
し伸べた
が間に合
わなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

食後の部
屋の掃除
を行った
り、トイ
レにて排
泄処理を
行ってい
た。トイ
レでの処
理作業を
していた
職員は事
故の状況
を見てい
なかっ
た。

子どもの
着替えの
援助をし
ながら遊
んでいる
子ども達
を見てい
るという
保育の状
況になっ
ていた。

「○○しな
がら○○す
る」の保育
を改善し、
子どもの遊
ぶ様子を見
る時は、安
全面に対す
る見通しを
もったり、
その場の危
険な行動へ
の対応を
しっかり
行ってい
く。

1965

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

32 10 11 11 3 3
16.４
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

右鎖骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

担任１名
は遅番の
ため、園
で待機し
ていた。

近場の公
園を選ぶ
ようにし
た上で、
より充実
した体制
で保育す
る。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―
対象外
（園外）

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

異年齢で
は、４・
５歳児は
子ども同
士で遊び
こめると
過信し、
鬼ごっこ
を行わせ
てしまっ
た。

４・５歳
児であっ
ても過信
せず鬼
ごっこの
様子を
しっかり
見守り、
状況に
よっては
鬼ごっこ
を制限し
ていく。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

鬼ごっこ
に夢中で
前方をよ
く見てい
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

３歳児の
対応を
行ってい
た。全体
を見渡せ
る位置に
いたが、
本児の転
倒を直接
防ぐこと
ができな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

１名本児
の近くに
いたが、
転倒を防
ぐことは
できな
かった。

職員の立
つ位置

公園での危
険個所（死
角等含
め）・危険
物・固定遊
具の安全点
検を行った
上、異年齢
構成である
ことを十分
に考慮し職
員の役割分
担を徹底す
る。鬼ごっ
こに職員を
配置するな
ど具体的な
指示を出し
全園児の安
全を確保し
ながら遊ば
せる。

1966

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

10 1 9 2 2
13.１
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
― 特になし

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

24
1.定期的
に実施

24 ―

子どもの
発達状
況、職員
体制を考
えて遊び
場を設定
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

子どもの
発達状況
に合わ
せ、安全
な空間の
中でゆっ
たりと遊
ぶことが
できる環
境を整え
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

１～２歩
あるける
ようにな
り、マッ
トの上で
も立ち上
がりバラ
ンスを崩
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

マットの
横で見守
りをして
いたが、
本児の落
下の際、
手を差し
伸べたが
間に合わ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

保育室の
他の場所
で他児の
見守りを
していた
ため。

―

室内で、遊
具を使った
運動遊びの
活動をする
ときは、担
任がそろっ
ている時間
帯に行うよ
うにする。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1967

平成
30年
3月
30日

1.認可
6.認可保
育所

5 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

29 14 15 4 4
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置

年に1度避
難訓練で
不審者侵
入による
避難を実
施。

園児を園
舎外に出
すときは
必ず、2名
以上の職
員がつく
事とし、
注意の声
掛けと監
視の強
化。園舎
前のグラ
ンド以外
のお散歩
はしない
事ととし
た。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

294
1.定期的
に実施

50 ―
防犯カメ
ラの設置
をする。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

今まで、
この遊具
で怪我は
無かっ
た。対象
児はよく
この遊具
で遊んで
いた。

保育士に
よる安全
監視の連
携を強化
する。螺
旋状登り
棒で遊ぶ
のは年長
組のみと
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも
使ってい
る遊具で
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

14人のク
ラスの園
児の様子
をそれぞ
れ監視し
ており、
対象児が
螺旋状の
登り棒を
降りてく
る様子を
見てい
た。地上
50cmくら
いのとこ
ろまで降
りている
のを確認
したあ
と、他の
子の安全
監視で目
を移し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自分の担
当クラス
の園児15
名を見て
おり、対
象児が
ジャンプ
した瞬間
は見てい
ない。

運動能力
の高い子
で、慣れ
た遊び方
なので大
丈夫だと
思った。

保育士によ
る安全監視
の連携を強
化する。予
め職員の立
ち位置を決
め、螺旋状
登り棒で遊
ぶ場合は担
当職員が必
ずその場に
付く。安全
監視の向上
の為に遊ぶ
範囲を決め
る。

1968

平成
30年
3月
30日

1.認可
7.小規模
保育事業

12 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

7 6 1 2 2
14.２
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右脛骨遠
位端骨折

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

約2回
2.基
準配
置

走ったり
ジャンプ
したり幼
児の動き
は激しく
予想を超
えること
もある。

より安全
に活動を
行うため
に目配
り、気配
りを怠ら
ないよう
こころが
け活動す
る。

2.不定期
に実施

3
2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

2

室内は堅
めのｶｰﾍﾟｯ
ﾄ敷。足を
滑らせる
要因はな
かった。

園児の目
線で環境
を見直
し、事故
発生の原
因となる
ものを取
り除くよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園児一人
ひとりの
性格、動
きの特長
を把握し
注意する
こと。

園児の動
きに対
し、より
十分な見
守りを
行ってい
くこと。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登園時よ
り普段と
変わらな
い活発さ
があっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

これから
何をする
か話しか
けなが
ら、一人
ひとりに
風船を渡
してい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

順番を待
つ園児た
ちに話か
けなが
ら、全体
を見守っ
ていた。

保育活動
の流れの
中に問題
はなかっ
たか、検
討した。

園児の動き
をいろいろ
な面から想
定し、より
十分な見守
りを行って
いく。

1969

平成
30年
3月
30日

1.認可
7.小規模
保育事業

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 6 4 5 7 6
14.２
歳
1.男
児

注意力の少
なさ（名前
を呼ばれて
もなかなか
気づかない
など）や,言
語発達の遅
れが心配さ
れていた。

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足脛骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

保育士が1
メートル
以内の範
囲で見
守ってい
たが、本
児は座っ
て落ち着
いて本を
読んでい
たので、
視野には
入れなが
らも、連
絡帳の記
入をも
行ってい
た。

午睡時間
中は、極
力お布団
で横に
なって静
かに待っ
ていても
らう。そ
れを嫌が
る場合
は、落ち
着いた活
動をする
場合でも
必ず専属
の保育士
を配置す
る。

1.定期的
に実施

2
2.不定期
に実施

2
1.定期的
に実施

2 ― 特になし
5.睡眠
(午睡)
中

遊戯室か
ら本棚ま
で少し距
離があ
る。

本児が次
の絵本を
取りに行
くために
立ち上
がったと
するなら
ば、最初
に本を取
りに行く
時点で、
好きな本
を何冊も
選んでも
らって、
側に置い
ておくべ
きだっ
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

左目の腫
れも落ち
着き、静
かに椅子
に座って
絵本を読
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

2～3mほど
の場所に
ある着替
えスペー
スで、対
象児を視
野に入れ
つつ他児
の着替え
の手伝い
をしてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

本児の
座ってい
たテーブ
ルのすぐ
隣のテー
ブル（1ｍ
以内の距
離）で2人
の保育士
が連絡帳
の記入を
しながら
本児を保
育してい
た。

―

起きて活動
している子
供について
いる保育士
は、仕事を
並行して行
わない。

1970

平成
30年
3月
30日

1.認可
7.小規模
保育事業

10
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

15 3 5 7 6 6 6
14.２
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

左上肢部
骨折

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置

0歳児以外
の園児の
合同保育

年齢に応
じた体幹
運動の内
容を行う

1.定期的
に実施

12 ― ― ― ―

保育士の
配置、他
の仕事を
してい
た。

必ず園児
のそば
で、園児
と一緒に
行動。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

音楽に合
わせて
走ってい
た。

年齢別に
運動時間
を設け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

毎朝の1.2
歳児合同
の体幹運
動。いつ
ものよう
に、アン
パンマン
の曲に合
わせて室
内を走
る。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

声をかけ
ながらの
運動で
あった
が、ピア
ノを弾い
ていた
り、他児
と一緒に
いた為、
声かけだ
けをして
いた。

―

午前睡を
している
乳児、登
園時から
機嫌が良
くない園
児の対応
をしてい
た。

全職員が
体幹運動
に参加し
ておらず
園児たち
に目が届
いていな
い。

午前睡をし
ている乳児
の対応して
いる職員以
外は、活発
に動いてい
る園児から
目を離さな
い。

1971

平成
30年
3月
30日

1.認可

10.事業所
内保育事
業（認
可）

6 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

4.3歳児ク
ラス

4 1 1
15.３
歳
1.男
児
なし 8.その他

1.負
傷

5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

歯牙破折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

環境面が
かわった
際に行う
注意事項
の徹底が
なされて
いなかっ
た。

未然に防
げるよう
に環境整
備を行
い、職員
間でも注
意喚起を
促す。

1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

数回
2.不定期
に実施

数回

保育園の
床を新し
く張り替
えて間も
ない為、
滑りやす
い。

滑りやす
い事を子
どもに伝
えたり、
保育室に
滑りにく
いマット
を待つた
めに敷い
たりして
気をつけ
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

座って待
つ際に、
視覚的に
捉えやす
い目印の
様な物が
無かっ
た。

決まった
マットの
上で待つ
よう約束
をした
り、座っ
た状態で
集中でき
る絵本な
どを読ん
で待てる
環境を整
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもは
着替える
のが最後
になって
しまう事
が多いが
発生当日
は早く着
替え終
わってい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

着替えの
子どもを
見つつ、
本児にも
目を配っ
ていたが
とっさの
事で防げ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は保育室
にいな
かった。

すぐそば
で見てい
たが、予
測が出来
なかっ
た。

座って待っ
ていられる
よう環境設
定をした
り、危険だ
と感じる行
動が見られ
た際、すぐ
に声をかけ
るようにす
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1972

平成
30年
3月
30日

1.認可
11.一時預
かり事業

8 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

5.4歳児ク
ラス

17 2 2
16.４
歳
1.男
児
一時保育預
りの子ども

2.室内活
動中

1.負
傷

6.その他 1.頭部
脳内出血　
右耳上骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置
―

･ヒヤリ・
ハット事
例の記
録・協議
により、
具体的改
善策を
チームで
見いだ
す。
・子ども
の動線に
応じて、
柔軟に保
育者の配
置場所を
変更す
る。

1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

300 ―

・床と本
にかかる
摩擦力が
低かった
ため転倒
したと考
えられる
ので、読
み終えた
本は床に
置きっぱ
なしにし
ない。ま
た、本は
カーペッ
ト等の滑
りにくい
素材の上
で読むよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・子ども
の遊びを
想定し、
可能な安
全対策を
事前に準
備すると
ととも
に、遊び
の状況に
合わせ、
柔軟に対
応策を講
じる。
・日常の
遊びの具
体の場面
で、危険
を予測、
回避方法
等につい
て考えさ
せる機会
を設け、
自らの安
全を守ろ
うとする
意欲を高
めさせ
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

お店屋さ
んごっこ
で必要な
ものを作
ろうと、
ままごと
コーナー
に取りに
行こうと
した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

やりたい
ことを見
つけ、
コーナー
に移動す
るのは見
ていた。
床に絵本
があるの
を確認す
るのが踏
んだ時
で、声を
かけるの
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

移動して
いたのは
見ていた
が、絵本
が床にあ
るのが踏
んだ時
で、声を
かけられ
なかっ
た。

―

・子どもの
遊びの場や
内容が多岐
にわたる場
合、可能な
限りクラス
担任に加
え、フリー
保育士等を
配置する。
・遊びの担
当箇所の安
全確保はも
ちろん、他
の保育者と
の連携を図
り、保育者
の目が届か
ない死角が
なくすよう
に努める。

1973

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 4 1 ―
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折
8.その
他
2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置

帰宅時の
慌しい時
間帯（遊
具のかた
づけ、お
迎えの保
護者に連
絡事項の
伝達等）
指導員の
目が届き
にくい時
に発生。

指導員の
増員。
（現時点
では難し
い）

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

帰宅時の
慌しい時
間帯（遊
具のかた
づけ、お
迎えの保
護者に連
絡事項の
伝達等）
指導員の
目が届き
にくい時
に発生。

帰宅時等
慌しい時
間帯・指
導員の目
が届きに
くい時間
帯に激し
い遊び
（子ども
の悪ふざ
けなど）
を注意す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

　別の児
童やお迎
え時の保
護者への
連絡事項
等で見て
いなっ
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちのお迎
え時、室
内には１
名の指導
員のみ在
室。

集団活動
中の見守
りの甘さ
が要因。

集団活動中
の見守りの
甘さが要因
徹底。

1974

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 73 10 3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1975

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 50 6 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左前腕の
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

児童全体
に事故発
生場所は
狭く危険
な場所で
あること
を伝え、
鬼ごっこ
等、走る
際は広い
場所で行
うよう指
導する。
また、都
度児童に
声掛けも
してい
く。

1.定期的
に実施

293
1.定期的
に実施

293
2.不定期
に実施

293 ―

敷地内の
施設及び
校庭の遊
具、固定
遊具に限
らず、地
面の状態
等の環境
面につい
ても安全
の確認を
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

事故発生
日の前週
の金曜日
から前日
まで天候
の悪い日
が続き、
戸外遊び
ができな
い状況が
あった。
事故発生
日は久し
ぶりの戸
外遊びと
なったた
め、児童
の気分は
普段より
高揚し、
注意散漫
になって
いたので
はないか
と考えら
れる。

戸外遊び
ができな
い日が続
いた後に
戸外遊び
に出る際
には、事
前に児童
に戸外遊
びの際の
安全な過
ごし方に
ついて注
意喚起を
促す指導
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児童と
共に戸外
遊びに校
庭に出
て、単独
で校庭を
走り、楽
しんでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

対象児か
ら１ｍ程
度離れた
場所で他
児童の対
応をして
いた。対
応してい
る視線の
先で本児
が転倒す
る場面を
見てい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭内で
遊んでい
る児童の
安全確保
や遊びの
援助、指
導等のた
め、それ
ぞれの持
ち場につ
き子ども
たちの保
育に当
たってい
た。

―

校庭に出て
いる職員
が、校庭全
体を視野に
入れながら
児童を見守
り、児童の
状況把握に
ついて、職
員間のより
一層の連携
を図る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1976

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 3 2
21.９
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

危険な可
能性があ
る場合を
想定した
研修等を
強化す
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

― ―

今回の事
故につい
ては特に
問題はな
かったと
考える。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童各―
が活動中
は、数箇
所に分か
れて児童
が遊んで
いるの
で、全体
に目が行
き届くよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児等
を見守っ
ていた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の児童
の見守り
等をして
いた。

―

数箇所に分
かれて児童
が遊んでい
るので、全
体に目が行
き届くよう
に支援員が
適切な場所
にて見守り
する。ま
た、危険な
可能性があ
る場合には
注意喚起を
徹底する。

1977

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 34 5 4
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨骨
幹部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置
―

子ども達
や職員で
危険な遊
びについ
て理解を
深めれる
よう話し
合い、事
故の防止
に努め
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

50

遊具を利
用する際
に適切な
遊び方が
できてい
なかっ
た。

遊具の適
切な使い
方を子ど
もへ指導
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

うんてい
に子ども
が２人お
り、職員
が見守っ
ていた
が、子ど
もがうん
ていから
落ちると
きには救
助が間に
合わな
かった。

危険であ
ると判断
した場合
は、強く
止め、子
どもに言
い聞かせ
て事故の
防止に努
める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り走った
り、ブラ
ンコをし
たり、う
んていを
してい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

職員がす
ぐそばに
いて見
守ってお
り、子ど
もがうん
ていから
落ちたと
きには救
助が間に
合わな
かった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

他の子ど
もの様子
を見てい
たが、本
児の様子
も時―見
ていた。

外遊びの
際、職員
による見
守りが十
分ではな
かった。

職員が外遊
びの危険性
を再確認
し、見守り
を怠らない
ように努め
る。

1978

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 21 3 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

左鎖骨骨
折(全治
1ヶ月)

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

支援員は
基準通り
に配置し
ており、
問題はな
かった。

3.未実施 3.未実施 3.未実施

公園の遊
具には不
備はな
かった。

遊具の使
い方につ
いて、児
童に注意
喚起を行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊びの中
で危険な
状況がな
いか、細
かな声か
けを行う
ようにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児童が
乗るタイ
ヤブラン
コのロー
プを当該
児童が持
ち走って
いたとこ
ろ、足を
滑らせて
転倒し
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

転んだ現
場は見て
いなかっ
たが、泣
き始めた
児童にす
ぐ気付き
対応し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時に当該
児童の付
近にいた
支援員は1
名のみ
だった。

―

安全に配慮
した遊びが
できるよ
う、児童に
注意喚起を
行う。

1979

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

5

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 29 3 2
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

保育中に
重大事故
が起きる
場面を想
定し至急
マニュア
ルを作成
した。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

1 ―

毎月第3火
曜日を安
全点検の
日として
記録にも
残すよう
にする

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

今後、
キャスタ
―ボ―ド
をするに
あたっ
て、保護
具をつけ
ることを
徹底した
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

キャス
ターボー
ドで遊ぶ
ことをと
ても楽し
みにして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

だいぶ上
達してき
たのでほ
めなが
ら、ほか
の子ども
たちと接
触しない
よう、子
どもたち
に注意を
うながし
ていた。
ほかにも
乗りたい
子どもた
ちがきた
ので、
座って待
つように
話し、10
分で交代
するよう
ストップ
ウォッチ
をかけた
りしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
していた
ので、離
れた場所
で活動し
ていたの
で、担当
者・対象
児みるこ
とは不可
能であ
る。

支援員一
人に対し
ての子ど
もの人数
が多いと
きもあっ
た。

今後は子ど
もの人数を
制限する。

1980

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 15 3 2
21.９
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
薄利骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2
2.基
準配
置
―

支援員３
名（うち
１名障害
児加配職
員）

2.不定期
に実施

2
2.不定期
に実施

数
2.不定期
に実施

2 ―

ホ―ル内
では決め
られた遊
具で遊
び、危険
な遊具は
持ち込ま
ないよう
にする。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

見守りの
職員は配
置されて
いたが、
個々の児
童に目が
行き届か
ない部分
があっ
た。

後片付け
等で職員
が手薄に
ならない
ように、
職員配置
を考え
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

久しぶり
に仲が良
い友達が
利用し、
いつもよ
り活発で
あった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

見守りを
行いなが
らも、給
食等の片
付けもし
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

目が行き
届かな
かった。

―
全体を見守
れる職員を
配置する。
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他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1981

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 30 1 1
20.８
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手前腕
部骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

6
2.基
準配
置
―

今回の事
故で、支
援員間の
危険予知
能力に開
きがある
ことに気
づいた。
そのた
め、どの
ような状
況、場所
に危険が
潜んでい
るのかを
改めて全
支援員で
話し合う
必要性を
感じた。
研修を引
き続き館
内で推し
進めると
共に、新
たに、ヒ
ヤリハッ
トマップ
を作り、
事故予防
に努めた
い。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

― ―

危険だと
予測され
る箇所に
ビニール
テープな
どで印を
つけるこ
とによ
り、支援
員にも子
どもにも
よくわか
るように
「危険箇
所見える
化」を図
ろうと考
えてい
る。それ
をヒヤリ
ハット
マップと
併用する
ことによ
り予防に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

支援員が
子どもの
安全を守
ることは
至極当然
である
が、子ど
もたち自
身の自己
防衛能力
を高めて
いくこと
の必要性
も感じて
いる。そ
のために
日常の保
育の中で
子どもた
ち自身が
危険箇
所、危険
行為など
を認識
し、自ら
の安全を
考えられ
るように
指導して
いこうと
考えてい
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

常日頃の
対象児
は、人の
多さに圧
倒され、
伸び伸び
と遊ぶこ
とができ
ないでい
る。しか
し、事故
の日は、
通常より
も人数が
少なく、
気持ちも
開放的に
なり、遊
びに夢中
になりす
ぎて回り
の状況が
つかみき
れなかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

子どもた
ちが遊ん
でいる様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

子どもた
ちが遊ん
でいる様
子を見
守ってい
た。

―

通常よりも
子どもの人
数が少な
く、支援員
の配置も十
分なされて
いることに
安心しきっ
ていた。今
後は、子ど
もたちの様
子をこと細
かに観察
し、対応し
ていく。

1982

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 10 2 1
21.９
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左肘関節
骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

職員は適
正な人数
を置いて
おり、事
故後の対
応につい
ても適切
に処置
（処理）
されてい
る。な
お、今後
は緊急時
対応マ
ニュアル
を基に研
修等を実
施する。

― ― ― ― ― ― ―

発生場所
が屋外で
の事故で
あり施設
に問題は
ないた
め、改善
策は特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

公園の遊
具の使用
方法を改
めて指導
するとも
に、危険
個所がな
いか使用
する前に
職員によ
る確認を
行う

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

健康状態
はいつも
と変わら
ず良好で
あった

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

公園全体
を見渡せ
る場所に
居た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
の対応を
行ってい
た

―

健康状態と
特性を関連
付けて勘案
しても、対
象児の活動
への参加状
態について
は問題は無
かった

1983

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 9 1
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

250

1.基
準以
上配
置

―

応急処置
の仕方を
全指導員
が出来る
ように講
習会に参
加する。

1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

250 ―
引き続き
実施す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

引き続
き、児童
の行動に
ついて注
視できる
環境を整
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と同
じよう
に、元気
に遊んで
いた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
含め、全
体の動き
を見てい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

事務職員
も同じ敷
地内にお
り、緊急
時の対応
を速やか
に取るこ
とができ
る体制は
取れてい
た

―

ボ―ルに乗
り上げ転ぶ
ケ―スが多
いので、
もっとよく
見て気をつ
けるように
声をかけ
る。

1984

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 18 2 1
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足関節
外果亀裂
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置
―

いろいろ
な研修に
参加し、
支援員の
質の向上
を図る。

1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

運動場の
土入れ等
定期的に
行うほ
か、園庭
のコン
ディショ
ンを確認
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

1人ひとり
の身体能
力を把握
し、あそ
びの中で
支援員が
声かけを
しながら
見守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

前日から
天気が悪
く外あそ
びができ
なかった
ため、外
あそびが
できるこ
とを喜び
遊んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

あっとい
う間の出
来事だっ
たので、
声を上げ
ることし
かできな
かった。

― ― ―

外遊びの際
は、児童ク
ラブ職員同
士で声かけ
をし、見守
り体制を整
える。

1985

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 3 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

安全に係
る研修会
等に積極
的に参加
し、事故
を未然に
防げるよ
う児童ク
ラブに従
事する支
援員及び
補助員で
情報を共
有してい
く。

2.不定期
に実施

12
1.定期的
に実施

―
2.不定期
に実施

12 ―

引き続き
学校と連
携を取り
ながら、
遊具の点
検と安全
な利用に
努める。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童に対
してはも
ちろん、
支援員同
士も声を
掛け合
い、児童
が安全に
活動でき
るよう努
めてい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2学期始業
式後いつ
も通り児
童クラブ
へ登所し
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐ隣に
いた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭が広
いため分
散して見
守りをし
ていた。

―

怪我の危険
がなく無理
の無い程度
に遊べるよ
う支援員と
して指導し
ていきた
い。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1986

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 66 7 2
18.６
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

2.顔面(口
腔内含む)

歯槽骨骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

事故の部
屋に職員
はいた
が、床で
滑り転倒
し顔面を
殴打する
とは予想
できな
かった。

子どへの
ル―ルの
徹底。床
では靴下
を脱いで
過ごす。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

36

床が滑り
やすく
なってい
たのに気
が付かな
かった。

施設点検
日だけで
なく、日
常的に床
の状態(滑
りやすく
なってな
いか）確
認する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の対
応に追わ
れ他の児
童の様子
が見られ
ない時
は、他の
職員に声
を掛け
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
変わら
ず、元気
に児童館
に来て、
友だちと
楽しく遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

他の児童
の対応に
追われ、
よく見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他に児童
の対応に
追われて
いた。

―

児童の対応
に追われ他
の児童の様
子が見られ
ない時は、
他の職員に
声を掛け
る。

1987

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 68 10 3 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1988

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 38 6 4
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕骨
内顆骨
折，右橈
骨頭骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3
2.基
準配
置
―

遊具の使
い方につ
いて定期
的に研修
を実施
し，子ど
もたちに
も使い方
をその都
度指導す
るなどし
て事故の
防止に努
める。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

老朽化し
ている遊
具がいく
つかあ
り，塗料
の塗り替
えなどの
修繕が必
要であ
る。早急
に対応す
るととも
に，修繕
が完了す
るまで
は，使用
禁止の措
置をと
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

広い館庭
（園庭）
における
職員の位
置などの
配置の仕
方を見直
すこと
と，職員
数が少な
いときの
遊ぶ場所
に制限を
設けるな
どして安
全を確保
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

当日，学
校で初め
て鉄棒を
学習した
ことで，
気持ちが
高揚して
いた面が
多少あっ
た。（１
年生全
体）

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

鉄棒のそ
ばにいた
が，事故
が発生し
たとき，
近くにい
た幼児の
動きに視
線を向け
ていたた
め，気づ
くのに遅
れて防止
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

当日，多
数の子ど
もたち
が，砂場
での砂遊
びや館庭
全体を
使っての
鬼ごっこ
などの遊
びをして
いたの
で，職員
は３か所
に分かれ
てそれぞ
れの持ち
場の子ど
もたちを
見守って
いた。

―

固定遊具を
使用してい
る際は，そ
の場に付き
添い目を離
さないこ
と，そし
て，遊具の
安全な使い
方を子ども
たちに再度
指導し，事
故予防に努
める。

1989

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 13 3 2
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

マニュア
ルの徹底

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

1
1.定期的
に実施

12 ―
遠足先の
ため特に
なし

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

自然の中
で遊び、
自然の障
害物が多
―存在し
た。
（石、
穴、段
差、斜
面、枯
葉）

自然障害
物の存在
する箇所
の認識を
子どもも
支援員も
持つよう
にする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

活発なた
め、考え
たり、慎
重に動く
ことが苦
手

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

活発な正
確性格を
考慮し、
できる限
り早期の
声掛けに
努める。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

活発な正
確性格を
考慮し、
できる限
り早期の
声掛けに
努める。

下を見な
いで行動
し、石に
気が付か
なかっ
た。

１度止め
て、自然障
害物の存在
を注視させ
る努力をし
ていく。

1990

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 33 5 3
21.９
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

・職員は
基準より
多くいた
が、事故
が起きた
とき遊戯
室にいた
職員は一
人だった
ため。

・遊戯室
は、常に
二人以上
の職員で
見ていく
ようにす
る。

1.定期的
に実施

250
1.定期的
に実施

25
1.定期的
に実施

24

毎月２回
は点検し
ており、
ままごと
ハウスも
遊びに応
じて安全
な場所に
動かして
いた。

これから
も点検を
していく
と共に、
危険と感
じたとき
は移動さ
せる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

本児がほ
かに遊び
を見つけ
ることが
できるよ
う、関わ
れなかっ
た。

支援員が
一緒に話
をしなが
ら、その
子にあっ
た遊びを
一緒に探
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつもと
違う状況
だったた
め、遊び
相手がい
なかった
り、興奮
気味だっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

遊戯室に
いた子ど
もが１０
人程度
だったた
め、いつ
も遊戯室
は二人で
見ている
が、他の
職員が育
成室等に
いて、こ
のときは
一人の職
員が少し
離れたと
ころから
全体を見
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

・他の職
員は育成
室や玄関
の方で他
の子の遊
びを見
守ってい
たり、対
応をした
りしてい
た。

遊具の安
全な使い
方を子ど
もたちに
徹底して
指導する
ことがで
きていな
かった

子どもたち
と話合い危
険なことを
伝え、まま
ごとハウス
の屋根には
登らないこ
とを約束し
た。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1991

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 3 1
22.10
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足首骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2

1.基
準以
上配
置

戸外遊び
の見守り
２名で、
安全に見
守れる範
囲を検討
する。

支援員
で、事故
対策マ
ニュアル
の内容確
認を行
う。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

戸外遊び
は校庭を
借りて使
用してい
たため、
校庭まで
の点検が
されてい
なかっ
た。

校庭の状
態につい
て確認
し、問題
があれ
ば、学校
へ連絡す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊んでい
た校庭は
前日に大
会が行わ
れてお
り、地面
が通常よ
り足跡等
が多い状
態であっ
たと考え
られる。

戸外遊び
の前に支
援員の目
で地面状
態の確認
をする。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

校庭内で
転がって
行ったボ
―ルを追
いかけ、
転倒し
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

校庭の半
分ほど使
用し、
サッカ―
で遊んで
いたた
め。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

担当職員
と分けて
戸外遊び
の見守り
を行い、
他の児童
に目を向
けていた
ため。

―

児童から目
を離さない
よう、戸外
遊びについ
て２名の支
援員で見守
れる範囲を
検討する。

1992

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 67 8 4
22.10
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し

2.不
定期
に実
施

数
2.基
準配
置

手袋をし
て遊具を
使用する
ことで、
事故発生
の危険が
あること
への注意
が不十分
だった。

リスクマ
ネジメン
トの研修
を受講す
る。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

2

今回は小
学校校庭
遊具の使
い方の問
題。

遊具の使
い方の指
導を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童と広
い場所で
遊ぶ際に
支援員同
士の連携
が十分で
はなかっ
た。

支援員の
配置・見
回りの見
直し。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

片手に手
袋をした
状態で遊
んでいた
ために手
を滑らせ
てしまっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

近くに支
援員がい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

離れた場
所への児
童に対し
ては、注
意が向け
られな
かった。

遊具の使
用に対し
支援員が
危険と判
断し、児
童の見守
りを支援
員間で注
意しなけ
ればなら
ないとこ
ろであっ
たが、支
援員に大
丈夫だろ
うという
油断が生
じてい
た。

ヒヤリ・
ハット事例
の再確認と
支援員の配
置・見回り
の見直し。

1993

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 35 5 1
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

外傷性膵
損症

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置
―

各施設で
は、安全
管理マ
ニュアル
の確認、
事故予防
研修の受
講に取組
む。
所管課で
は、マ
ニュアル
の内容や
研修の内
容・頻度
の見直し
検討に取
組む。
児童の特
性に応じ
た職員配
置の検討
を施設と
所管課が
連携して
行う。

1.定期的
に実施

―
1.定期的
に実施

0.33
2.不定期
に実施

数回 ―

施設・遊
具・玩具
につい
て、子ど
もの目線
から見て
危険な箇
所等がな
いかの点
検を実施
頻度を増
やして行
う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

活動や施
設の状況
に応じた
安全管理
対策の検
討を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

1.対象
児とマ
ンツ―
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

鉄棒の反
対側で対
象児とも
う一人の
児童を見
ていた
が、対象
児が鉄棒
に突っ込
んでくる
とは想定
しなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

屋内・屋
外の両方
で他児の
育成支援
をしてい
たため、
見ていな
かった。

―

職員が連携
して見守
り、声かけ
ができる体
制の検討を
行う。

1994

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 54 8 5
20.８
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右上腕内
顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

49
2.基
準配
置
―

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

49 ―

安全点検
に努め危
険箇所を
発見し、
修繕等を
行なって
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

遊戯室か
らクラブ
室へ戻る
際、児童
館では、
危険なの
で禁止さ
れている
側転を上
級生が
やったの
を見て、
真似して
行ってし
まった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

遊戯室か
らクラブ
室に戻る
際は、先
生が一緒
に行動し
ている。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

お迎えの
対応とク
ラブ室で
の児童の
見守り等
で、遊戯
室から移
動中の児
童は見て
いなかっ
た。

―

突然の危な
い行動によ
る事故を防
止するた
め、日頃か
ら注意を徹
底する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

1995

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 30 3 2
19.７
歳
2.女
児
―

7.登園・
降園中(来
所・帰宅
中）

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
内顆骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

クラブへ
の行き帰
りの路上
での歩行
のあり方
を確認

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
施設敷地
外の事故
（路上）

7.その
他

手に傘を
持ってい
た

帰宅途中
での路上
での危険
について
改めて注
意喚起を
した。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

帰宅途中
の事故

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

帰宅途中
の事故

―

帰宅途中で
の事故であ
るが、帰り
着くまでの
落ち着いた
行動を児童
に促すよう
にする。

1996

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 37 4 4
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

保育中の
外遊び

外遊びの
ル―ルを
守るこ
と、安全
に気を付
けて遊ぶ
ことを徹
底させ
る。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

毎 ―

点検をす
る際は、
子ども達
が安全に
使用でき
るように
より注意
を払うよ
うにす
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

外遊びの
際は危険
がないか
常に気を
くばるよ
うにす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びに
喜んで出
ていき、
自ら友達
に声をか
けてタイ
ヤとびを
して、は
りきって
遊んでい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

タイヤ遊
びに1名、
縄飛び遊
びに1名支
援員がつ
いて子ど
も達の様
子を見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

外遊びに
出ていな
い子ども
達もいた
ので、ク
ラブ内を2
名で見
守ってい
た

遊具（タ
イヤ）の
周辺の危
険な個所
等の確認
が不足し
ていた。

外遊びの際
は常に近く
で見守るよ
うにする。

1997

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 55 5 3
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手小指
骨折

8.その
他
1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置
―

職員配置
等に問題
はなく、
ソフト面
には起因
しない。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―

遊具に不
備はな
く、ハ―
ド面には
起因しな
い。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

見守りを
行ってお
り、環境
面には起
因しな
い。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

対象児を
含む子ど
もたちが
ドッジ
ボールを
している
ところを
見守って
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
を見守っ
ていた。

―

職員が全て
の児童の動
きを見るこ
とは難し
く、偶発
的・瞬間的
な事故を防
止すること
は困難であ
る。

1998

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 48 5 5
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手中指
第二関節
にひびお
よび靭帯
損傷

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

適正な見
守りをし
ていても
わずかな
隙に事故
が発生し
てしまう
ので、今
後はより
一層の注
意喚起や
見守りに
努めてい
く

2.不定期
に実施

1 ― ― ― ―

今回の事
故につい
ては、遊
具の不備
その他明
らかな原
因がある
ものでは
なく、不
測の事態
が重なっ
たことで
発生した
ものと思
われる。

遊具の点
検等は学
校で行っ
ているた
め、使用
していて
気になる
点があれ
ば学童保
育所職員
から学校
へ報告・
相談する
等連携を
取ってい
く。

3.個人
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の様
子をよく
見て、注
意喚起や
見守り等
を今後も
適切に
行ってい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

同じ校内
のもうひ
とつの学
童保育所
の児童も
同時に外
遊びを始
め、大勢
でサッカ
―をして
遊んでい
た。ボ―
ルを蹴っ
た児童
も、当該
の児童
も、学童
保育所で
のル―ル
の範囲で
遊んでお
り、事故
発生前に
注意すべ
き言動は
なかっ
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

職員は当
該児童を
含め集団
を見守
り、適切
に育成支
援を行っ
ていた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の職員
は同じ校
庭にいて
他の児童
を見守り
ながら、
当該児童
と近くに
いた職員
の様子も
目に入れ
ていた
が、事故
を防ぐこ
とができ
なかっ
た。

児童は特
に大きな
トラブル
を起こし
たり、職
員からの
注意も受
けること
なく、他
の児童と
楽しく遊
んでいた
が、ボ―
ルを蹴っ
た児童
も、当該
児童も
「もしか
したらけ
がをする
かもしれ
ない」と
いうよう
な危機意
識がな
かったか
もしれな
い。

適正な見守
りをしてい
てもわずか
な隙に事故
が発生して
しまうの
で、今後は
より一層の
注意喚起や
見守りに努
めていく

1999

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 64 8 7
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

49
2.基
準配
置
―

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.定期的
に実施

295
1.定期的
に実施

50
1.定期的
に実施

49 ―

安全点検
に努め危
険箇所を
発見し、
修繕等を
行なって
いく。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童の見
守りと事
故防止の
ための児
童への注
意を徹底
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

すべり台
の使用方
法につい
ては、階
段を使っ
て滑るよ
うに周知
していた
が逆走し
てしまっ
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すべり台
の使用に
ついて注
意してい
たが、上
から他の
児童が
滑ってき
て接触し
転落して
しまっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

自由遊び
の児童の
見守り等
で、すべ
り台で遊
んでいた
児童は見
ていな
かった。

―

突然の危な
い行動によ
る事故を防
止するた
め、日頃か
ら注意を徹
底する。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2000

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 20 4 3
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足踝骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1
2.基
準配
置

該当児童
がサッカ
―ボ―ル
を蹴り損
ねた際、
足首を
捻ってし
まう。

支援員・
補助員が
外遊びに
おいて、
特に活発
に行動す
る児童
は、目を
離さず常
に怪我等
に結びつ
くことを
予測しな
がら保育
を心がけ
る。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―

外遊びは
球技が中
心にな
り、児童
が広範囲
に行動す
ることを
予測して
保育に当
たる。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

児童が外
遊びに出
る際、予
め準備運
動などを
させる必
要もあ
る、と今
後の改善
とした
い。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

平素から
活発な行
動をする
児童だ
が、当日
も元気が
あった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

サッカ―
ゲ―ム
は、広範
囲に児童
が行動す
るため、
支援員が
付きっき
りになれ
ない時も
あった。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

サッカ―
ゲ―ム
は、広範
囲に児童
が行動す
るため、
補助員が
怪我をし
ないよう
に声をか
けながら
保育して
いた。

―

外遊びは球
技が中心に
なるため、
児童が広範
囲に行動す
ることを予
測して保育
に当たる必
要がある。

2001

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 59 6 2
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

靭帯薄利
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

2
2.基
準配
置
― ―

1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

240

縁石につ
まづいて
転倒し
た。

施設の外
遊びで危
険と思わ
れる箇所
について
児童に再
度注意喚
起する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

事故発生
時に必ず
患部の確
認を行う
ことと、
時間をお
いて再び
確認を行
う。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

外遊びが
好きなの
でいつも
通り外遊
びをして
いた。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

 他の子ど
もたちに
対応して
いたた
め、対象
児童を見
られてい
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の子
どもたち
に対応し
ていたの
で対象児
童を見ら
れていな
かった。

―

見守り方に
ついて再度
検討する。
保育中、職
員間の声か
けを密に行
うことで対
応に不足が
ないように
する。

2002

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 39 7 7
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他

5.下肢
(足・足
指)

右足膝内
側の靭帯
損傷

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

児童の安
全を保つ
ために、
適切な職
員配置を
継続す
る。

1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎
1.定期的
に実施

毎 ―

児童が安
全に遊べ
るよう
に、施設
の安全点
検を徹底
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

冬季は体
が硬く
なってい
るため、
外遊びの
際は怪我
の防止の
ために手
首足首を
回すな
ど、体を
ほぐして
から遊ぶ
ように促
す。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

他児と
サッカ―
ボ―ル蹴
りを楽し
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

ドッジボ
―ルをす
る児童や
遊具で遊
ぶ児童が
いたた
め、本児
の存在は
視野に
入ってい
たが、ボ
―ルを蹴
り損なっ
た瞬間
は、手を
添えるこ
とができ
なかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

各―が、
児童を見
守ってい
たため本
児の状況
は見てい
なかっ
た。

―

児童の安全
を見守るた
めに、支援
員の役割分
担を明確に
し連携を密
にする。

2003

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 53 5 5
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

左足関節
外果骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

―

今回の怪
我に対し
ては支援
員の対応
を速やか
にできて
いた。怪
我に関し
ても、救
急対応と
して、固
定した。
今後も怪
我に対し
ての対応
を強化し
敏速に対
応する

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

園庭の地
面の改
善、遊び
のスペー
ス

園庭の地
面の改善

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園庭の地
面状況、
本人の動
きによる
もの

園庭の地
面の改
善。遊び
の内容

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

警ドロを
していて
の怪我。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

すぐそば
で支援員
が見守っ
ていた
が、転倒
してしま
う。転倒
する瞬間
をみてい
たが止め
る事は容
易ではな
い。すぐ
に側へ行
き怪我の
状況を確
認、対応
した。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

全体で警
ドロをし
て遊んで
いた為、
園庭には
支援員は
配置して
いた。怪
我が起き
た後は遊
びを中断
した。

現在も実
施してい
るが遊び
の前の準
備運動の
強化

現在も実施
しているが
遊びの前の
準備運動の
強化

160 / 166 



死亡
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歳
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歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2004

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 13 2 1
19.７
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

鎖骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

（動物園
へ行った
ため）疲
れていた
のに外遊
びをさせ
てしまっ
た。

子どもの
体調を見
て外遊び
は考えて
いくよう
にする。

2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

1
2.不定期
に実施

3

芝生の中
のくぼみ
に足を取
られ転
倒。

芝生を刈
る。くぼ
みがある
ことを児
童に伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

子どもが
かたまっ
ていたと
きに声を
かけたの
が原因の
一つだと
思う。

子どもの
間隔を
とって、
走るとき
は配慮す
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

「ヨイド
ン」のか
け声で走
り出す
が、体が
ふらふら
しながら
走り、体
が左側を
下に、右
肩が上に
なったよ
うにして
転倒。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

1人で4人
を見てい
た。グラ
ウンドの
端にいた
ので入室
までに時
間がない
と思い、
「ヨイド
ン」と声
をかけ
た。走り
出し、芝
につまづ
き、支え
る事がで
きなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

1人は室内
で子ども
の対応を
してい
た。1人は
他の子と
入室しよ
うと前を
歩いてい
たので見
ていな
い。

子ども達
がかた
まってい
る状態で
「ヨーイ
ドン」の
声をかけ
たので、
それが子
ども同士
近すぎて
つまづい
たと思
う。

入室の際は
子どもの状
況を見て慌
てないよう
に必ず声を
かけるよう
にする。

2005

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 69 10 10
20.８
歳
2.女
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
顆上骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置

その日に
参加する
児童の体
調や様子
を支援セ
ンタ―の
担当の方
と情報共
有する必
要があ
る。

引率した
職員がよ
り積極的
に児童に
対して、
声かけし
たり、
もっと近
い場所で
見守る必
要があっ
た。今後
はその部
分をより
強化して
いく。

1.定期的
に実施

359
1.定期的
に実施

359
1.定期的
に実施

359

5日前に清
掃業者に
よる床の
ワックス
がけ作業
を実施。
実施後、
他の遊び
をした際
には滑る
ことはな
かった
が、一輪
車を使用
した際
は、いつ
もより滑
りやす
かった可
能性が考
えられ
る。

・ワック
スがけ作
業は、一
輪車クラ
ブ練習の2
週間以上
前に実施
するよう
予定を調
整する。
・一輪車
に乗車し
た場合の
床の状態
を念入り
に確認す
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
は、一輪
車上級者
で普段か
らめった
に転ぶこ
とはな
く、介助
の必要も
ない。難
しい技に
挑戦して
いる状況
ではな
く、壁に
手をつい
て、方向
転換した
際転倒し
た。

上級者で
も、一輪
車の乗車
方法の基
本動作の
確認や準
備運動を
十分に行
うこと、
乗車中は
集中する
ことな
ど、乗車
前の注意
事項を参
加児童に
話してい
くように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

通常どお
り、一輪
車の練習
をしてお
り、ふざ
けたり、
無理な乗
り方はし
ていな
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

一輪車ク
ラブ自主
練習の活
動をさせ
ながら、
活動の会
場内で児
童の見守
りをして
いた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

一輪車ク
ラブ自主
練習参加
のため学
童クラブ
児童を引
率してき
た職員
が、活動
中の遊戯
室入口で
見守りを
してい
た。

一輪車ク
ラブ自主
練習参加
人数は８
名。全員
中上級者
で慣れて
いるた
め、児童
の自主性
に任せて
いる部分
が大き
い。

・職員が児
童と更にコ
ミュニケー
ションをと
り、上級者
だからと
言って、安
心せず、安
全に一輪車
に乗車でき
ているか確
認しながら
見守ってい
くよう意識
を持つ。

2006

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 2 2
22.10
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右橈骨遠
位端骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置
―

落着いた
状況で館
内に入る
よう声掛
けを徹底
する。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
倉庫前に
段差があ
る

段差をな
くすこと
は構造上
出来ない
ので、注
意喚起を
徹底する

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

倉庫へ遊
具を片づ
ける際の
注意事項
について
子どもと
考える機
会を持つ

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段と変
わらない
様子で
ドッチビ
－を楽し
んでい
た。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

片付けの
時間に
なったの
で、外倉
庫脇で片
付けを促
す声掛け
をしてい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本館内で
他の児童
の動きを
見てい
た。

事故児童
は他児童
の動きを
気にして
おり、注
意力が散
漫になっ
ていた

支援員は全
体の状況を
把握しなが
ら、適切な
声掛けをし
ていく。

2007

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1
1.朝(始業
～午前10
時頃)

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 14 2 2
23.11
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手人差
し指骨折
（全治一
か月見込
み）

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

事故発生
時は支援
員2人体制
で、うち1
人は朝の
子どもた
ちの迎え
入れで室
外にいた
ため、室
内にいる
支援員は1
人だっ
た。

支援員同
士声を掛
けあい、
場を離れ
る場合に
は残る支
援員が全
体を把握
できるよ
うにす
る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12 ―
施設には
不備はな
かった。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
は室内で
風船を投
げ合って
遊んでい
た。

室内で体
を大きく
動かす遊
びをしな
いように
する。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

室内で風
船を使っ
たバレ―
ボ―ルを
してい
て、風船
を打とう
としたと
ころ他の
児童と手
が接触し
てしまっ
た。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

手がぶつ
かった場
面は見て
いなかっ
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

事故発生
時に当該
児童の付
近にいた
支援員は1
名のみ
だった。

児童の遊
びの中で
の出来事
なので、
細かな声
かけが難
しい部分
がある。

児童が小グ
ル―プに分
かれて遊ん
でいる際
も、偏りな
く見守りを
実施する。

2008

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 17 5 2
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手首骨
折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

1

1.基
準以
上配
置

当日は行
事を予定
してお
り、いつ
も2人配置
のとこ
ろ、倍以
上の人数
で支援し
ていた。
日頃から
マニュア
ルに目を
通してい
たので、
事後の対
応はスム
―ズにで
きた。

冬休みと
いうこと
で、学校
との連携
がとれて
いなかっ
たので、
支援員全
員でマ
ニュアル
の確認を
し、今回
の事故を
再検証
し、反省
を行っ
た。

3.未実施 3.未実施
1.定期的
に実施

6 ―

施設、遊
具の安全
点検を実
施する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

遊具の遊
び方のル
―ル確認
ができて
いなかっ
た。

学校での
遊び方の
指導と合
わせ、支
援員間で
も共通理
解を図
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃から
活発で運
度能力も
あるの
で、飛び
移れると
過信して
いた様
子。本人
も思いが
けず落下
し、対応
できな
かった。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

各自、他
の遊びを
する子ど
も達のと
ころへ別
れて見守
り支援を
行ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

体調不良
のため室
内で過ご
す子ども
達の見守
りのた
め、又昼
食の後片
付けのた
め室内に
とどまっ
ていた。

支援員の
配置も問
題なく、
子どもの
見守りを
していた
と認識し
ている。

支援員一人
一人がもっ
と広く周り
を見回す意
識と、個に
関わる意識
と両面を
持っておく
よう常に心
がけるべき
であった。
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童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2009

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

1 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 32 3 2
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

はく離骨
折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故予防
に関する
研修の実
施

2.不定期
に実施

2 3.未実施
2.不定期
に実施

1 ―
学校との
連携

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
遊びの中
での注意
喚起

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

登所中は
痛いとも
滑ったと
も何も言
わなかっ
たが翌日
も学校に
登校、ス
イミング
にも行っ
た。が、
夜になり
痛みを訴
え病院へ
行く

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

10名弱の
児童がタ
イヤ山や
グランド
で遊んで
おり、対
象児が
滑った場
面は見て
いなかっ
た

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他の児童
のトラブ
ルに対応
していた
ため、対
象児が
滑った場
面は見て
いなかっ
た。

―
児童への声
かけ及び職
員の連携

2010

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 2.午前中

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 80 6 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

事故予防
及び発生
時の対処
方法

2.基
準配
置
―

遊具を使
用してい
る子ども
には特に
気を配る
という事
を支援員
間で意識
づける。

― ― ― ― ― ― ― ―

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

校庭遊び
は児童が
方―で遊
んでいる
為、声掛
け等の見
守りで事
故防止に
努める。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

転倒の瞬
間は見て
いない。
室内に
戻ってき
た対象児
の申し出
で該当箇
所を視
診。湿布
薬を貼
る。腫れ
の少なさ
と歩行可
能な事か
ら他の職
員へ報告
は行って
いない。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

校庭では
他児の遊
びの見守
り、室内
に戻って
からは他
児達の昼
食に向け
た準備を
行ってい
た。

―
情報共有、
危機管理の
徹底。

2011

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

11

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 58 10 9
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

―
2.基
準配
置

曇りの日
でいつも
より暗く
なるのが
早かっ
た。

状況に応
じて、適
切か職員
間で判断
し、遊び
の時間を
調節する
こと。

1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―

地面の様
子が荒れ
ていな
かったど
うか。

足元が
しっかり
している
か把握す
る。その
都度
チェック
し、判断
する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

駆けつけ
る位置に
はいたが
転倒を防
ぐ位置に
はいな
かった。

慣れない
遊びをす
る際、補
佐できる
位置で見
守る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

健康面・
身体面は
普段と変
わらない
が、普段
してない
遊び
（サッカ
―）をし
ていた.。
仲良しの
友だちが
サッカ―
をしてい
たため、
一緒に遊
んでい
た。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

加配児童
ではない
ため、担
当の職員
はいない
が、本児
に何か
あった際
には駆け
つけるこ
とのでき
る位置に
いた。全
体把握の
ため、周
囲を見渡
せる位置
にいた。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

加配児童
ではない
ため、担
当の職員
はいない
が、本児
に何か
あった際
には駆け
つけるこ
とのでき
る位置に
いた。全
体把握の
ため、周
囲を見渡
せる位置
にいた。

普段して
ない遊び
（サッカ
―）をし
ていた。
ボ―ル遊
びはあま
りしな
い。

慣れない遊
びをしてい
る際には、
段階を踏ま
せて遊ばせ
るようにす
る。

2012

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後
1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 55 5 2
20.８
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

右腕骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

― ― 2 ― ― ― ― 3 ― 3 ― 3 ―

室内にあ
る危険に
ついて職
員、児童
ともに再
確認す
る。注意
喚起をす
る。

― ―

事故をも
とに職員
が配慮す
べきこ
と、見守
りに必要
な視点を
検討し、
共有す
る。それ
に基づい
て保育を
行うよ
う、職員
間の意識
を高め
る。

―

遊びが好
きなので
いつも通
り遊びを
してい
た。

―

他の子ど
もたちに
対応して
いたた
め、対象
児童を見
られてい
なかっ
た。

―

室内の子
どもたち
に対応し
ていたの
で対象児
童を見ら
れていな
かった。

― ―
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死亡
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2
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4
歳
5
歳
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上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2013

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

7 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 8 2 1
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

11
2.基
準配
置

児童一人
ひとりが
何が危な
いかを理
解し学ぶ
こと。

日常生活
における
安全性を
考える時
間を実
施。

1.定期的
に実施

12 3.未実施
1.定期的
に実施

52 ―

不可抗力
による事
故のため
改善点な
し。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

集団行動
を基本に
どのよう
な時も担
当学童指
導員と共
に行動す
る。見守
りが手薄
になって
しまうよ
うな時
は、外遊
びはせず
室内にて
見守る。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

いつもの
ように元
気に来
所。この
日は個人
面談で保
護者が学
校に来て
おり、い
つもより
早いお迎
えの予
定。いつ
もより短
い外遊び
に興奮し
ていた。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

対象児と
反対側の
もう一人
の児童を
見ていた
ため、飛
び降りた
瞬間を見
ることは
できな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

トラブル
のあった
児童を室
内で対応
してい
た。

―

高い場所か
ら飛び降り
る危険性を
理解させる
よう児童全
体に指導し
ている。今
後も安全に
楽しく遊べ
るよう指導
する。

2014

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

10

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 31 3 2
20.８
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 6.その他 1.頭部

急性硬膜
外血腫

8.その
他
1.あ
り

2.不
定期
に実
施

3

1.基
準以
上配
置

―

児童31名
に対して
放課後児
童支援員2
名、補助
員1名の3
名配置と
なってい
る。

3.未実施
2.不定期
に実施

3
1.定期的
に実施

12

投擲板に
近いとこ
ろで野球
をしてお
り、投擲
板が一部
コンク
リート製
でぶつ
かったら
怪我につ
ながるか
もしれな
いという
危険予想
が甘かっ
た。

学校の遊
具なの
で、日頃
から気に
なった点
は学校に
伝えた
り、学校
と共に安
全確認を
行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

支援員
は、学校
の介助員
に任せて
しまい、
対象児を
見ていな
かった。

支援員の
死角にな
らないよ
う、児童
の人数や
状況をふ
まえ職員
配置や遊
ぶ範囲・
場所等を
再度確認
する。ま
た、遊ぶ
際にまわ
りに危険
な箇所が
ないか確
認してか
ら遊ぶよ
うにす
る。緊急
時の連絡
先を図式
化して速
やかに連
絡をとれ
る体制を
整える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

普段から
外遊び
（主に野
球）が好
きな児童
だった。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

発生時、
別の場所
（上校
庭）にい
たため、
見ること
ができな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

室内の業
務にあ
たってい
た。ま
た、もう
一つのク
ラブの支
援員も教
室や校庭
の別の場
所にお
り、対象
児を見て
いなかっ
た。

①学校の
介助員が
共に遊ん
でいるか
ら大丈夫
という油
断があっ
たのでは
ないか。
②事故が
起きた際
の目撃者
への状況
確認が不
足してい
たのでは
ないか。
③支援員
が保護
者・医者
に伝える
内容に不
足があっ
たのでは
ないか。

①支援員の
配置等を再
度確認し、
死角になる
児童がいな
いようにす
る。②支援
員が近くに
いた大人や
一緒に遊ん
でいた子ど
もに詳しい
状況を確認
し正確に状
況を把握す
る。③詳し
く状況を把
握している
支援員が、
保護者・医
者に伝え、
適切な判断
を仰げるよ
うにする。
④事故後
は、学校と
児について
共有して連
携を強化す
る。

2015

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 27 3 2
20.８
歳
2.女
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
5.口腔内
受傷

2.顔面(口
腔内含む)

―

3.子ど
も同士
の衝突
による
もの

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置
―

事故予防
に関する
研修の実
施

2.不定期
に実施

2 3.未実施
2.不定期
に実施

1 ―
学校との
連携

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

スペ―ス
の広さに
対して動
きが激し
い遊びに
なってい
た

遊びの中
での注意
喚起・遊
びの選択

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

鬼に捕ま
らないよ
うにと
走ってか
げから出
てきた男
児とぶつ
かった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

多数の児
童が入り
乱れて
走ってい
たのでぶ
つかる危
険性に気
付くのが
遅れた

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

広場の北
と南の端
にそれぞ
れが立っ
ていたが
他の遊び
をしてい
た児童の
見守りに
注意が
いってい
た

―
児童への声
かけ及び職
員の連携

2016

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 29 6 4
18.６
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左上腕骨
外顆骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

12
2.基
準配
置

ジャング
ルジムで
の鬼遊び
は禁止し
ていた。
子供たち
が遊びを
やめよう
とした時
に起きた
事故。

遊具遊び
のル―ル
の徹底を
図る。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

複数

コンビネ
―ション
遊具の一
部として
すべり台
付ジャン
グルジム
がある。
現在コン
ビネ―
ション遊
具の大部
分(安全基
準に満た
ない判定
を受けた
もの）を
使用禁止
にしてい
る現状で
ある。

コンビネ
―ション
遊具の撤
去と今後
残るすべ
り台付
ジャング
ルジムの
整備をす
る計画が
ある。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

近くに職
員がいた
が、事故
の予想が
難しい状
況にあっ
た。

ルールを
守らない
遊び、危
険が予想
される遊
びへの積
極的な指
導をす
る。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

入学前の
３月に左
足外顆骨
折をして
いる。今
年２回目
の骨折と
なった。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

ジャング
ルジム付
近に立っ
て見守っ
ていた。
一人で
ジャング
ルジムを
降りよう
として１
ｍほどの
高さか
ら，左ひ
じで受け
身を取る
ような格
好で土の
地面に落
下。事務
室に児童
を引率し
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

それぞれ
の場所に
分かれ
て、児童
を見守っ
ていた。

―

今回は近く
で見守りが
あり事故に
すぐ対応で
きたが、今
後も見守り
に欠ける場
所が出ない
ように職員
体制を組
む。子ども
からの報
告、連絡も
できるよう
にする。
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【回/
年】
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【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2017

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

1.施設敷
地内(室
内)

8.学童 48 7 3
20.８
歳
1.男
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

5.下肢
(足・足
指)

右足甲部
骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

14
2.基
準配
置

遊戯室に
職員１
名。入口
付近に１
名いた
が、転倒
に気付け
なかっ
た。

遊ぶ前に
周囲の状
況や足元
に気をつ
けるよう
に伝え
る。

1.定期的
に実施

48
1.定期的
に実施

12
2.不定期
に実施

随時

児童数に
対して遊
戯室面積
が狭い。

遊ぶ前に
周囲の状
況や足元
に気をつ
けるよう
に伝え
る。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童数に
対して遊
戯室面積
が狭い。

人数制限
や学年別
などを考
える。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

いつも通
り落ち着
きがなく
動きまわ
ていた。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

集団遊び
（おに
ごっこ）
を全体的
にみてい
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

集団遊び
（おに
ごっこ）
を全体的
にみてい
た。

―

こどもの動
線が多い遊
びの時は、
配置職員を
増やす。

2018

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

12 7.午後

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 14 2 2
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

3.体幹
(首・胸
部・腹
部・臀
部）

胸骨骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り

1.定
期的
に実
施

3
2.基
準配
置
―

子どもを
見守る際
の職員の
配置につ
いて再度
確認徹底
した。

1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12
1.定期的
に実施

12

すべり止
め付きの
手袋を装
着しての
落下だっ
た。

遊具で遊
ぶ際は手
袋を外す
よう、利
用者全員
に周知徹
底した。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

遊具で遊
ぶ際の注
意点を職
員間で再
度協議し
た。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

外遊びに
は職員2人
が付き添
い，2か所
に分かれ
て他児の
遊びを見
守ってい
た。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

本館とサ
テライト
で他児の
動きをみ
ていた。

事故児童
は他児童
の動きを
気にして
おり、注
意力が散
漫になっ
ていた

支援員は全
体の状況を
把握しなが
ら、適切な
声掛けをし
ていく。

2019

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

6
1.朝(始業
～午前10
時頃)

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

8.学童 3 2 1
19.７
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左橈骨遠
位端骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
― ―

2.基
準配
置
―

安全に係
る研修会
等に積極
的に参加
し、事故
を未然に
防げるよ
う児童ク
ラブに従
事する支
援員及び
補助員で
情報を共
有してい
く。

3.未実施 3.未実施 3.未実施 ―

公園の遊
具である
ため、当
該児童ク
ラブでは
点検等を
実施して
いない。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

児童クラ
ブにはな
い遊具の
ため、当
該児童が
危険なく
遊べるか
図りかね
た。

―

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

高鉄棒に
ぶら下が
り、身体
を前後に
揺らして
遊んでい
た際に落
下した。

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

近くで見
守ってい
たが突然
落下した
ため、受
け止める
等の行動
が間に合
わなかっ
た。

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

近くで見
守ってい
たが突然
落下した
ため、受
け止める
等の行動
が間に合
わなかっ
た。

当該児童
の運動能
力を過信
した

児童の年齢
や身体能力
に見合った
遊びをさせ
る

2020

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

8

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 1 2 0
18.６
歳
1.男
児
― 8.その他

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

左手上腕
部骨折

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

―

研修まで
実施する
のは難し
いと思う
が、引き
続き指導
員間で情
報を共有
し、事故
予防を
行ってい
きたい。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

1
2.不定期
に実施

1

本人が
走って外
に飛び出
しそのま
ま雲梯を
やり始め
た状態
だったの
で、しっ
かり雲梯
を握らず
に落ちて
しまった
のではな
いかと思
われる。

以前にも
雲梯によ
る骨折が
あったが
その時も
その子が
落ち着い
ていない
状態だっ
たので、
雲梯を使
用すると
きには集
中して使
用するよ
う声かけ
をし、周
りに人が
多いとき
や本人が
落ち着い
ていない
ときなど
は使用を
制限する
などの処
置を行い
たい。

7.その
他

指導員も
閉館の準
備をしな
がらだっ
たので、
細かいと
ころまで
目が行き
届かな
かった。

開設時間
を過ぎて
いる場合
どこまで
対応する
のか難し
いとは思
うが、マ
ンツ―マ
ンで読み
聞かせを
するな
ど、子ど
もが落ち
ついて待
てる環境
作りを考
えたい。

2.いつ
もより
元気が
なかっ
た(理由
を記載)

最後一人
でお迎え
を待って
いるよう
な状況
だったの
で、気持
ちもより
落ち着い
ていな
かったの
ではない
かと思わ
れる。

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

指導員も
閉館の準
備をしな
がらだっ
たので、
細かいと
ころまで
目が行き
届かな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

指導員も
閉館の準
備をしな
がらだっ
たので、
細かいと
ころまで
目が行き
届かな
かった。

比較的活
発な児童
で、日常
の活動の
中でも落
ち着くよ
う促すこ
とも多
かったの
で、一人
で読書な
どで待つ
というこ
とが難し
いと考え
るべき
だった。

子どもに合
わせた対応
を行う。

2021

平成
30年
3月
30日

3.その
他

15.放課後
児童クラ
ブ

9

8.夕方(16
時頃～夕
食提供前
頃）

2.施設敷
地内(室
外・園
庭・校庭
等）

8.学童 22 4 1
21.９
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷
4.創傷(切
創・裂創
等）

4.上肢
(腕・手・
手指）

右手裂傷

4.玩
具・遊
具等施
設・設
備の安
全上の
不備に
よるも
の

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

1
2.基
準配
置

加配児担
当として
１人付い
ている
が、突発
的な行動
をする可
能性もあ
るため、
多くの目
が必要。
マニュア
ルの徹底

運動場で
の外遊び
では加配
児には特
に注意
し、行動
を予測す
る。多く
の指導員
で監察す
る。再度
研修を行
う。

1.定期的
に実施

2
1.定期的
に実施

3
1.定期的
に実施

5

体育館施
設のため
学校の管
轄である
との認識
から点検
は行って
いなかっ
た。

児童が遊
ぶ場所は
全て点検
が必要で
あると支
援員全体
に意識改
革が必要
である。
学校施設
の危険箇
所につい
て学校と
共に定期
的な点検
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

体育館軒
下で遊ぶ
ことは日
常的では
あるが、
今回は雨
どいにし
がみつい
たのは初
めてであ
り、予測
できな
かった。

雨どいが
壊れてい
たり、壁
面が剥が
れている
場合も想
定して、
子どもの
手が触れ
ても大丈
夫か点検
する。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会競
技の道具
は目新し
く興味が
次―に移
り、触り
たくなっ
ていた。
周辺の雨
どいも普
段は触ら
ないが、
触れてい
た・

1.対象
児とマ
ンツ―
マンの
状態
（対象
児に接
してい
た）

近くで見
守ってい
たが、他
の児童の
動きを見
るために
一瞬目を
離した。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

運動場で
遊ぶ児童
を見守っ
ていた。
担当がす
ぐ近くで
見守って
いた。担
当がすぐ
近くで見
守ってい
たため任
せてい
た。

突発的な
運動・行
動に対す
る対処に
慣れてい
ない。

行動を予測
して危険回
避するよう
に観察す
る。
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2022

平成
30年
3月
30日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

4 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

27 5 4 3 11 4 14 10
15.３
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

2.な
し
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

新しく開
園し、子
どもたち
も気持ち
が高まっ
た。
新しい遊
具に興味
を持っ
た。

事故予防
マニュア
ルを作成
し、事故
予防に関
する研修
へ参加す
る。

3.未実施 3.未実施 3.未実施 ―
定期的に
安全確認
を行う。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―

・遊具の
安全性が
確保され
るまで使
用を停
止。
・児童に
対し、遊
具の危険
性を指
導。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

目新しい
遊具もあ
り、気持
ちが高
まってい
たと推察
される。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

他児が柵
を開閉し
ており、
それの注
意をして
いた。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

園庭で他
児のトラ
ブルに対
応してい
た。

―

・保育士間
の声の掛け
合いを行う
などの連携
を行い、適
切な児童の
見守り体制
を構築す
る。
・写真付き
の事故状況
報告を共有
し、事故防
止の情報を
共有してい
る。
・柵に鍵を
設置した。

2023

平成
30年
3月
30日

2.認可
外

16.企業主
導型保育
事業

11 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

22 1 8 5 6 2 5 2
14.２
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷
0.負傷 2.骨折

4.上肢
(腕・手・
手指）

1.遊具
等から
の転
落・落
下

1.あ
り
3.未
実施

2.基
準配
置

保育現場
経験の少
ない職員
が、戸外
保育の補
助に当
たってい
たこと

現在、保
育現場経
験のある
保育士４
名を配置
したとと
もに、　
全職員に
戸外保育
での事故
防止策を
指導して
いる。

2.不定期
に実施

2 3.未実施
1.定期的
に実施

52

公園の遊
具の対象
年齢を把
握できて
いなかっ
たこと

公園の遊
具で遊ぶ
際には、
対象年齢
を考える
ととも
に、事前
に危険個
所はない
かチェッ
クし、全
職員に周
知する。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

園内で思
い切り身
体を動か
せる場所
がないこ
と

公園で
は、大型
遊具を使
わず身体
を動かせ
る遊びを
してい
く。ま
た、室内
でも月齢
の低い園
児や身体
が未発達
の園児が
身体を動
かせるよ
うに遊び
を工夫す
る。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

今まで、
登ること
のできな
かった大
型遊具の
階段を一
人で登
り、前に
いた園児
（３歳
児）と同
じよう
に、吊り
橋を渡ろ
うとして
落下。

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

大型遊具
の上にい
たが、対
象児が渡
ろうとし
ていたつ
り橋と反
対にある
すべり台
にいた他
児に気を
取られて
いたた
め、対象
児には背
を向けた
状態で、
渡ろうと
している
ことに気
づかな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

大型遊具
下にある
ベンチ
で、機嫌
の悪い他
児を介助
していた
為、つり
橋にいる
対象児に
気づくの
が遅く、
気づいた
瞬間に落
下した
が、間に
合わな
かった。

園児の行
動や大型
遊具の危
険要因を
把握でき
ていない
職員が配
置されて
いたこと

事前に、園
児の行動及
びその時起
こりうる事
故を予測
し、職員配
置を決めた
うえで、遊
びを実施す
る。担当す
る職員につ
いては、戸
外保育での
事故防止策
を指導す
る。

2.女
児

5 1 0
17.５
歳

15 10

担任が休
みだった
ため、新
卒(資格取
得コー
ス・無資
格)を配置
してい
た。新卒
職員が1人
でクラス
へ入った
ことは6回
目であ
り、4.5歳
児クラス
へ入るの
は3回目で
あった。
新卒で
あったが
数回クラ
スに入っ
ていたこ
とや、保
育室が事
務所から
近いため
すぐフォ
ローに行
けると
思ってし
まった。

・クラス
状況や子
どもの様
子、人数
等を踏ま
え、職員
の配置を
見直して
いく。
・経験の
浅い職員
が、経験
者と共に
保育が行
えるよう
配置して
保育や留
意点等を
学べる体
制をとっ
ていく。
経験者が
配置でき
ないとき
は、園長
が経験の
浅い職員
と一緒に
入り、指
導も兼ね
保育を
行ってい
く。
・事故報
告やヒヤ
リハット
を振り返
り、事故
が起きや
すい状況
や時間
帯、場所
等を職員
間で確認
し、職員
間で共有
を行っ
た。

2.不定期
に実施

平成
30年
3月
30日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

5 2.午前中
1.施設敷
地内(室
内)

7.異年齢
構成

2.不定期
に実施

3.未実施
2.室内活
動中
1.負
傷

2.骨折
4.上肢
(腕・手・
手指）

右前腕両
骨骨折

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

4.対象
児の動
きを見
ていな
かった

机上コー
ナーの遊
びに注目
し、当該
児童を含
む全体把
握ができ
ていな
かった。

2.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
なかっ
た

他職員は
各保育室
にいたた
め、事故
発生時の
状況を見
ていな
かった。

・机上
コーナー
の遊びに
注目し、
全体把握
の意識に
欠けてい
た。
・子ども
の特性や
様子につ
いて十分
に把握で
きていな
かった。

・子どもを
把握するた
めに必要
な、立ち位
置や体の向
きを職員間
で確認し
た。
・担任以外
の職員が保
育を行う際
には事前
に、子ども
の特性、保
育の仕方等
の十分な引
き継ぎを行
い、クラス
状況を把握
した上で保
育を行える
ようにす
る。ツール
として引き
継ぎノート
を設置し、
必要事項を
記入して共
有していく
ようにし
た。

現状維
持。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

当該児童
は遊びに
集中出来
ていな
かったた
め、身体
を動かし
たくなっ
ている様
子があっ
た。その
児童に対
して必要
な配慮を
怠ってい
た。

子どもの
様子に合
わせて室
内に身体
を動かし
て遊べる
空間を作
り、大人
が見てい
る中で子
どもの動
きたいと
いう意欲
を満たし
ていく。
室内では
走らない
ことを子
どもと再
度確認す
る。また
走ってい
る子ども
に対して
は注意を
促してい
く。

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

日頃よ
り、遊び
が見つか
らない時
や気持ち
が高ぶっ
た時に室
内を走る
姿があっ
た。当日
も同様の
姿があっ
た。

2024 ― ― ―

保育室内
には特に
危険な物
はなく、
設備の配
置も適切
であった
と思われ
る。

1.あ
り

2.不
定期
に実
施

2.基
準配
置
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死亡

0
歳
1
歳
2
歳
3
歳
4
歳
5
歳
以
上

学
童
そ
の
他

死因 負傷状況 受傷部位 実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

実施頻度
【回/
年】

理由 具体的に
何をして
いたか

具体的に
何をして
いたか

玩具の安全点検

ハード面

改善策 施設の安全点検 遊具の安全点検 その他要
因・分
析、特記
事項

ソフト面

マ
ニュ
アル
の有
無

事故予防研修 職員
配置

教育・
保育・
育成支
援の状
況

その他要
因・分
析、特記
事項

改善策 対象児の動き 担当職員の動き 他の職員の動き

掲
載
更
新
年
月
日

認可・
認可外
施設・事
業所種別

事故発生時期 発生場所 発生時の体制 教育・保育等従事者 年齢 環境面 人的面

事故状況

負傷 診断名

事故
誘因

事故発生の要因分析

事故の転帰

改善策 その他
要因・
分析、
特記事
項

改善策月 その他要
因・分
析、特記
事項

時間帯 人数 異年齢構成の場合の内訳

概要

発生時状
況

No

初
回
掲
載
年
月
日

発生時の施設・事業体制 事故にあった子どもの
状況
性別 特記事項

うち保育教
諭・幼稚園
教諭・保育
士・放課後
児童支援員
等

2025

平成
30年
3月
30日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

6 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

7.異年齢
構成

37 2 10 12 6 7 9 3
17.５
歳
2.女
児
―

2.室内活
動中

1.負
傷

1.意識不
明

1.頭部 脳震盪

2.自ら
の転
倒・衝
突によ
るもの

2.な
し
3.未
実施

2.基
準配
置
―

次回以降
の運動会
の種目か
ら、騎馬
戦を排除
すること
になっ
た。

2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

―
2.不定期
に実施

― ―
特に考え
ていませ
ん。

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

―
特に考え
ていませ
ん。

3.いつ
もより
活発で
活動的
であっ
た(理由
を記載)

運動会の
行事だっ
たので、
いつもよ
り活発に
動いてい
た

3.対象
児から
離れた
ところ
で対象
児を見
ていた

―

1.担当
者・対
象児の
動きを
見てい
た(至
近距離
にい
た）

― ―

通常の保育
とは違って
園児の気持
ちが昂りや
すいので気
を付けて確
認をする。

2026

平成
30年
3月
30日

2.認可
外

18.その他
の認可外
保育施設

8 2.午前中

3.施設敷
地外(園外
保育先・
公園等)

6.5歳以上
児クラス

6 1 1
17.５
歳
1.男
児
―

1.屋外活
動中

1.負
傷

2.骨折
5.下肢
(足・足
指)

右足第一
楔状骨骨
折
右足第一
中足骨骨
折

8.その
他
1.あ
り
3.未
実施

1.基
準以
上配
置

特になし

柔軟性・
筋力など
を更に
作ってい
く遊びを
保育に取
り入れる

3.未実施 3.未実施 3.未実施

特になし　
安全に設
置されて
いると思
います

特になし　
安全に設
置されて
いると思
います

1.集団
活動
中・見
守りあ
り

特になし

柔軟性・
筋力など
を更に
作ってい
く遊びを
保育に取
り入れ怪
我をしな
い体をつ
くる

1.いつ
もどお
りの様
子で
あった

本人が昨
年秋に
ジャンプ
を試みた
事があ
り、飛び
降りる自
信があっ
た

2.対象
児の至
近で対
象児を
見てい
た

年長6人が
2ヵ所に分
かれて遊
具で遊ん
でいたの
で、両方
が見渡せ
る位置で
見守って
いた

― ― 特になし

子どもの動
きを更に想
定・把握す
るよう気を
くばる
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